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　序章




　アルキラン共和国の都リュトポックに聳そびえる巨きよ大だいな宮きゆう殿でん。

　アルキランの最高権力者である三皇はその中の一室に集まっていた。三皇とは即すなわち、軍事を司つかさどる戦せん軍ぐん皇こうロセック。外国との交こう渉しようや属国の監かん視し、奴ど隷れいの処しよ遇ぐうなど、アルキラン人以外の人間にまつわる諸事を司つかさどる蛮ばん夷い皇こうディローク。そして、アルキランの民たみに関わる万ばん事じを司つかさどる黎れい民みん皇こうタリアタシップである。

　三人の囲む円えん卓たくには、膨ぼう大だいな書類が積み上げられていた。

　ディアスフェルドに忍しのび込こませた間かん諜ちようや、商人としてディアスフェルドへ赴おもむいた者たちから集めた報告書である。

　細身で長身、年ねん齢れいは五十歳さい過ぎの、学者を思わせる風ふう貌ぼうをした蛮ばん夷い皇こうディロークが、頰ほお杖づえを突ついて書類をめくった。

「……というわけで、レオーム王の下にディアスフェルドは統一されたという事だ。また、ディアスフェルドに渡わたって布教を続けていた僧そうどもは焼き殺されたらしい。なかなか手て強ごわいな、ディアスフェルドは」

　面おも白しろがるような口調で言うディローク。

　豊満な体をした黎れい民みん皇こうタリアタシップが、人の良さそうな顔を不ふ機き嫌げんにしかめた。

「その事よりも、ルスタット王子の弟レオームの急成長が想定外だ。腰こし抜ぬけの道楽者という話だったし、私が攻せめた時もレオーム指揮下の部隊はロクに戦いもせず逃にげてばかりだったのだが」

「あのルスタットが何かにつけ自じ慢まんしているほどの弟だ。これまでは兄の陰かげに隠かくれて目立たなかっただけで、表おもて舞ぶ台たいに出てきたから本来の実力を見せ始めたのだろう」

　ディロークはそう言って飲み物を啜すする。

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが血走ったような目でディロークとタリアタシップを睨にらみ、獅し子しが吠ほえるような低い声で唸うなった。

「結局、仕し掛かけは全て失敗か」

　蛮ばん夷い皇こうディロークは肩かたを竦すくめる。

「残念ながらそういう事になるな。レオーム王の下もとにディアスフェルドの統一が成った以上、長期的な内乱を起こしてそこに乗ずる計画は、頓とん挫ざしたと言わざるを得まい。後はもう、統一ディアスフェルドとの全面戦争をするより他にないだろう。つまり、ここからは戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのの領分だ」

　そして付け加えた。

「焼き殺された僧そうどもは、開戦のための丁度良よい口実となろう。彼かれらの死も無む駄だにはなるまい」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップが机の上の書類をめくりながら言った。

「確かに、すぐにでも開戦出来る口実が出来たのは幸いだ。アルキランの木材供給が今の規模を維い持じ出来るのは後二年。もちろん完全に伐きり尽つくすまでにはもっとかかるが、今の生活水準を維い持じしようとなると、一年後には開戦せねば間に合わぬ」

「だが、オッドニーとの国境紛ふん争そうがまだ片付かぬ」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックが不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

　蛮ばん夷い皇こうディロークが確かく認にんするように尋たずねる。

「やはり、あそこで戦っている第一軍団とグノルティス将軍抜ぬきでは、ディアスフェルドとの再戦はままならぬか」

「議会が反対する。前回の二にの舞まいになると」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックは鼻を鳴らし、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップがその言葉にうなずく。

「確かに、グノルティス将軍と第一軍団の精せい鋭えいは必要だろう。議会を説得するためだけでなく、ディアスフェルド攻こう略りやくのための戦力としてもな。奴やつらの捨て身の騎き馬ば突とつ撃げきは馬ば鹿かに出来ぬ。それを止めるには、第一軍団が最も相あい性しようが良よいはずだ」

　それを聞いた蛮ばん夷い皇こうディロークは、考かんがえ込こむように顎あごを撫なでた。そして提案する。

「……オッドニーとの国境沿いにあるルドリボの城じよう壁へきは先さき頃ごろ完成した。今はケルピア近辺へのオッドニー軍の侵しん入にゆうも抑おさえられており、国境の防備はグノルティス将軍でなくとも務まるはずだ。そもそも、我らが緊きん急きゆうに必要としている木材は、オッドニーとの紛ふん争そう地を奪うばったところでさして得られぬ。ならば、こちらへ攻せめ込こまれなければ充じゆう分ぶん。誰だれか代わりの将軍を送って、グノルティス将軍は呼よび戻もどすという手もある」

「誰だれを送る？」

　眉み間けんに深く皺しわを刻んだまま腕うでを組む戦せん軍ぐん皇こうロセック。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップが困ったように呟つぶやいた。

「確かに、誰だれと交こう替たいさせるかが問題だ。城じよう壁へきが出来たからとて、オッドニーは手を抜ぬける相手ではない」

　蛮ばん夷い皇こうディロークはそこでニヤリと笑った。

「例えば、私が将軍としてオッドニー防衛に出向くというのはどうだ？　そろそろ、東部の属州を視察しに行かねばならぬ時期だ。そのまま国境に留まってグノルティス将軍から軍の指揮権を引ひき継つげばよい。その際ルスタットを私の護衛として連れて行けば、ディアスフェルドと開戦する際に休戦協定を破ったと暴れられる心配もなくなる」

「ディアスフェルドとの開戦時に蛮ばん夷い皇こうたる貴様が不在ではマズかろうが」

　そう言ってディロークをギロリと睨にらむ戦せん軍ぐん皇こうロセック。

　戦争指揮そのものは戦せん軍ぐん皇こうたるロセックの領分だが、他国への宣戦布告までは蛮ばん夷い皇こうの職分である。三皇は互たがいの職分を侵しん犯ぱんしてはならない。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップも反対した。

「ロセック殿どのの言う通りだ。それに、そなたは確かに総大将としての力量は優すぐれているが、最前線の現場で陣じん頭とう指揮を執とるとなれば話は違ちがう。さすがにグノルティス将軍の代わりは務まるまい」

　蛮ばん夷い皇こうディロークは苦く笑しようしながら二人を見返す。

「何も私にグノルティス将軍の代理が務まるとは思っておらぬ。だが私が行けば、蛮ばん夷い皇こう直属の第七軍団がついてくる。第七軍団を率いるロウドル将軍ならば、グノルティス将軍にさほど引けは取らぬであろう？」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックは腕うで組ぐみをしてうなずいた。

「……奴やつならば良かろう」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップもうなずき、それから尋たずねた。

「だが、それは良よいとして、ディアスフェルドへの宣戦布告はどうする？」

　蛮ばん夷い皇こうディロークは手て慰なぐさみに書類をめくりながら答えた。

「どのみち、蛮ばん夷い皇こうとしてディアスフェルドに対して行うべき事は、処しよ刑けいされた僧そうを口実に宣戦を布告するのみ。そして、ディアスフェルド全土の森をアルキランの物とするまで講和する必要はないのだから、その間は私が不在でも問題なかろう。やるべき事が決まっているなら代理人で充じゆう分ぶん務まる」

　戦せん軍ぐん皇こうロセックは腕うで組ぐみをしてしばし沈ちん黙もくしてから、低く呟つぶやいた。

「……成なる程ほど」

　黎れい民みん皇こうタリアタシップも同意する。

「対ディアスフェルド戦の総指揮を執とるロセック殿どのがオッドニーとの国境に行くわけにはゆかぬし、私も軍の予算の編成で都を離はなれられぬ。ここはディローク殿どのが第七軍団と共に行ってくれるのが一番助かる。決まりだな」

　そして、ハッと気付いて言った。

「だが、一年後には蛮ばん夷い皇こうの選挙がある。なのにそなたが都を離はなれていて良よいのか？」

　ディロークは笑って答えた。

「構わぬ。国内の権力争いにかまけて他国との戦争を等とう閑かんに付ふすわけには行くまい」

「まことそなたは三皇の鑑かがみよの」

　いつも不ふ機き嫌げんな顔の戦せん軍ぐん皇こうロセックが、珍めずらしく笑う。凄すごみのある笑えみが揺ゆらめく灯火に照らし出されて、一層恐おそろしい顔になった。

　黎れい民みん皇こうタリアタシップも、ディロークに向かって請うけ合あう。

「選挙の事は我らに任せておくがいい。元々ディローク殿どのの評価は高い。そこに我ら現げん役えきの三皇の二人からの推すい薦せんが加われば、まず負ける事はなかろう」

「頼たよりにしている。翌年以降もこの三人で国政を取り仕切りたいものだ」

　蛮ばん夷い皇こうディロークは笑え顔がおを浮うかべて応じた。




　会議が終わり、お付きの者を伴ともなって自分の部屋に戻もどろうとしたディロークは、廊ろう下かで醜みにくく太った男と鉢はち合わせた。豪ごう華かな刺し繡しゆうの入った上着の裾すそを引きずり、いかにも粗そ野やで無法者じみた男たちに四方を守らせている。

「これはこれは、ディローク様。こんな遅おそくまでお勤め大変でございますなぁ」

　立ち止まって慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに笑う男。都随ずい一いちの大金持ちにして内務議会長を務める、トングラールである。金の力で周囲をねじ伏ふせ、無法を押おし通とおし、議会まで恣ほしいままにしている、アルキランの腐ふ敗はいの象しよう徴ちようのような男だ。

　ディロークは冷たい笑えみを浮うかべて応じた。

「トングラール殿どのか。そなたもこんな夜よ更ふけまで仕事かね。お互たがい、忙いそがしい事だ」

「最近、何者かが私の身辺をあれこれと嗅かぎ回っておる様子で、落ち着かなくて夜もおちおち寝ねていられませんでな。どうせ眠ねむれぬなら、いっそ起きて動いているほうがマシかと」

　当あて擦こするように言うトングラール。

　ディロークは一年ほど前から、トングラールを失しつ脚きやくさせるため、不正の証しよう拠こを集めたり、有力者への根回しをしたりという動きを活発化させている。トングラールは、そんなディロークの動きをちゃんと把は握あくしているぞと、脅おどしをかけているのだ。

　ディロークは小こ馬ば鹿かにするように微笑ほほえんだ。

「それはお気の毒な事だ。眠ねむりたいのに眠ねむれぬという事ほど辛つらい事はない」

「全くです」

　トングラールはそう言うと、声を潜ひそめた。

「ところでディローク様は、そろそろ東の属州への巡じゆん察さつにお出かけになる頃ころですな」

「うむ。その為ための予算もすでに議会で認められた。その節はトングラール殿どのにも世話になった」

　ディロークが無感動に社交辞令を述べると、トングラールは陰いん険けんな笑えみを浮うかべた。

「いえいえ。東の属州は広大で、アルキランの統治が行き届かぬ所も多くあり、危険が多いですからな。蛮ばん夷い皇こうの威い光こうも通じぬ蛮ばん族ぞくがどこに潜ひそんでおるか分かりませぬ。万が一の事があっては、我わが国くにの一大事ですからな。お守りするための予算は、いくら多くても多すぎるという事はありませぬ」

　そう言って意味ありげにディロークの顔を見上げるトングラール。射さし込こんだ月明かりに、一年前ルスタットに斬きり落とされた右耳の傷きず痕あとが照らし出された。

　ディロークはニヤリと笑った。

「成なる程ほど。つまり、視察の途と上じようで私が死んでも誰だれも怪あやしむ者はおらぬと、そういうわけだな」

　トングラールもニヤリと笑う。

「その通りです。くれぐれもお気をつけを」

　脅おどすように言い置くと、トングラールはディロークの横を通り過ぎていった。

　それを見送りながら、ディロークはやれやれと苦く笑しようする。

　要するに、護衛のための予算を多く取ったのは、通常より大勢の人を雇やとい、その中にトングラールの息の掛かかった刺し客かくを紛まぎれ込こませるためという事だ。そして、道中で暗殺する準備は整っているのだと脅おどす事で、ディロークを屈くつ服ぷくさせようというのである。

　ディロークは小さく肩を竦めた。

　黙だまっていれば暗殺は成功したかも知れぬのに、脅おどして屈くつ服ぷくさせたいという卑いやしい欲を抑おさえきれず、自分から手の内を明かしてしまった。その辺りが所しよ詮せんは小物である。

　……だがちょうどいい。三皇暗殺を企くわだてたという動かぬ証しよう拠こを摑つかめば、トングラールも言い訳は出来ぬ。ここは敢あえて隙すきを見せ、向こうに尻尾しつぽを出させるのが上策か。

　ディロークは胸の内でほくそ笑えみながら、ゆったりと自分の館へ戻もどっていった。

　最近ようやく涼すずしくなってきた晩夏の夜風が、寝ね静しずまった都を吹ふき抜ぬけていった。










　第一章　蛮ばん夷い皇こうディロークの旅立ち




　三皇の会議のあった翌日。

　先のイアンマッド国王ニルナスの第一王子にしてレオームの兄、不死身のルスタットは、蛮ばん夷い皇こうディロークに貸し与あたえられた邸てい宅たくの一室でアルキランの弦げん楽がつ器きを爪つま弾びいていた。

　卓たくの上には真っ白い磁器のカップが置かれている。中に入っているのは、焦こがした大麦を煎せんじて牛乳で割ったもの。アルキランでは砂糖や蜂はち蜜みつを入れて飲むのが定番だが、ルスタットは何も入れないのが好みだ。その方が牛乳と大麦本来の香かおりと甘あまみが味わえる。

　飲み物の隣となりには果物と砂糖とバターをたっぷり使った菓か子しが、やはり磁器の皿に盛られている。アルキランに来たばかりの頃ころは、磁器の食器にもふんだんな砂糖にもいちいち驚きよう嘆たんしていたルスタットだが、さすがに一年も暮らしていると随ずい分ぶんと慣れてきた。

　その一方で飽あきも来て、最近は故郷ディアスフェルドの素そ朴ぼくな干し肉や固いパンが恋こいしく思う時もある。辺境育ちのルスタットの繊せん細さいな舌には、アルキランの味付けはいちいち刺し激げきが強すぎるのだ。

　そんな事を考えながら菓か子しを一つ抓つまんで口に放ほうり込こむと、お付きの少年ランムスが入ってきた。

「ルスタット様。ディローク様がお越こしです」

「おお、ディローク殿どのが」

　ルスタットは楽器を置き、椅い子すから立ち上がる。

　そこへ姿を現す蛮ばん夷い皇こうディローク。

「部屋の外まで聞こえていた。なかなかの腕うで前まえだ」

　置かれた弦げん楽がつ器きに目をやり、ディアスフェルドの言葉で褒ほめるディローク。

「お褒ほめに与あずかり光栄だが、残念ながらアルキランの音曲にはまだ慣れぬ」

　ルスタットは肩かたを竦すくめて笑った。そして続ける。

「言葉も同じだな。読んだり聞いたりするのは一通り出来るようになったが、自分で話すのはまだ慣れぬ」

　そう言いながら、棚たなから分厚い本を取り出した。

「先日お借りした本だ。読み終わったのでお返しする。大変勉強になった。覚えておきたいところを書き写していたら、結局この本と変わらぬ厚さになってしまった」

「言ってくれれば、予あらかじめ同じ本を書き写させてそなたに贈おくったのだが」

　笑いながら本を受け取るディローク。

「御ご厚こう意いはありがたいが、自分で写した方が勉強になる」

　ルスタットはそう言ってから、ディロークに椅い子すを勧すすめた。

　この一年の間に、ルスタットはディロークの事を友人として看み做なすようになっていた。

　きっかけは一年ほど前、ルスタットがディロークの依い頼らいで女によ人にん島へ使者として出向いた事である。その時ルスタットはディロークに、報ほう酬しゆうとしてディアスフェルドの仲間たちの頭ず蓋がい骨こつを取とり戻もどす事を要求した。アルキランでは討うち取とった敵の頭ず蓋がい骨こつに装そう飾しよくを施ほどこした「ヒペルト」と呼ばれる飾かざり物ものが高値で売買され、ディアスフェルドの騎き士したちも大勢ヒペルトにされていたのである。ディロークは、仲間の遺骨を取とり戻もどしたいというルスタットの要望を聞き入れ、国中に散らばったヒペルトを、手間を惜おしまず全て買い集めてルスタットに渡わたした。そのための買い取り費用は議会の認めた予算を遙はるかに超こえたが、不足分はディロークが自分の財産で補って、ルスタットとの約束を果たした。

　それ以来ルスタットは蛮ばん夷い皇こうディロークを、敵国アルキランの最高権力者ではあっても、信しん頼らいすべき友人として看み做なすようになったのである。

「して、今日はどのような用で？」

　自分も腰こしを下ろしながら尋たずねるルスタット。

　ディロークは周囲を憚はばかるように声を落とした。

「……実は近々、辺境の地へ見回りに出る予定があるのだが」

「辺境の地へ？」

「今年は主に東側の属州だ。私でなければ裁けぬ案件を処理し、同時に各地の状じよう況きようを視察する。三年の任期中に、全ての属州を一度は訪おとずれねばならぬのだ。蛮ばん夷い皇こうとしての務めだよ」

「なるほど」

「通常であれば三皇の行幸となれば一軍が付つき添そって警備をするのだが、今回はお忍しのびで行きたいと考えている」

「それはまた何なに故ゆえ？」

「護衛部隊の中に、私の命を狙ねらう刺し客かくが紛まぎれている恐おそれがあるとの情報があってな。それでは護衛の意味がない。それに、お忍しのびのほうが各地の実態をよりよく知れるだろう。大々的に一軍を引き連れていては、不正役人どもも事前に私の視察に勘かんづいて、不正の証しよう拠こを隠いん滅めつしてしまうからな」

「なるほど。もっともだ」

「だが、辺境の地を旅するのには危険が付きものだ。アルキラン本国内でさえ、追おい剝はぎや山さん賊ぞくに襲おそわれて身ぐるみ剝はがれたり身売りされたり命を落とす旅人がいる。辺境の地では、その危険は尚なお更さらだ」

「であろうな」

「三皇の一人という責任ある立場では、危険は冒おかせぬ。迂う闊かつに命を落とせば国全体に迷めい惑わくがかかる。そこで……」

　ディロークはグッと身を乗り出すと、ルスタットの目を見つめた。

「……そなたにも一いつ緒しよに付いてきてもらいたいのだ」

「私に？」

　ルスタットは驚おどろいた顔でディロークを見る。

　ディロークは真面目な表情でうなずいた。

「そなたが一いつ緒しよにいれば、いかなる危険に遭あおうとも恐おそれる心配はあるまい。無論、ただでとは言わぬ。本来付いてくるべき護衛隊を移動させるのにかかったはずの食費や宿しゆく泊はく費を全て、そなたへの報ほう酬しゆうとして支し払はらおう。どうだ。悪い条件ではあるまい」

　だがルスタットは、そこで首を横に振ふった。

「悪いがディローク殿どの。今の話は聞かなかった事にしてもらおう」

　驚おどろいて目を見開くディローク。

「断るのか？　何故なぜだ？」

　ルスタットはディロークを見つめると、穏おだやかな口調で言った。

「そなたと私は今やもう友人だ。そなたが一人で危険な旅に出るのであれば、その護衛に付いていくのは友として当然の務め。なのに報ほう酬しゆうの話などを出されては、金目当てで一いつ緒しよに行く事になってしまうではないか。そなたはただ、旅に出るから一いつ緒しよに来てくれと、それだけ言ってくれれば良いのだ」

　それを聞いたディロークは、苦く笑しようして詫わびる。

「これは申し訳ない事をした。アルキランでは報ほう酬しゆうの話もなく何かを頼たのめば奴ど隷れい扱あつかいをしていると見なされ、そのほうが非礼に当たるものでな」

　そして、座すわり直すともう一度ルスタットを見つめた。

「では先さき程ほどの言葉は取り消そう。そして、改めてお願いする。友として、私と一いつ緒しよに来てくれまいか、ルスタット殿どの」

「喜んでご一いつ緒しよしよう、ディローク殿どの」

　ルスタットは、今度は素す直なおにうなずいた。

「それで、出発はいつだ？」

　ルスタットが尋たずねると、ディロークは一層声を潜ひそめた。

「お忍しのびの旅行という事で出発の日も秘密にしたいので、当日になったら直接呼びに来る。出かける支度したくだけして、しばらく待っていてくれ」

「分かった。いつでもすぐに出られるよう、準備しておこう」

「それではまたな」

　そう言って去るディローク。

　ルスタットはそれを見送ると、焦こがし大麦の牛乳割りを飲みながら呟つぶやいた。

「危険を承知の一人旅までせねばならぬとは、ディローク殿どのもなかなか大変なお立場だ」

　ランムスが、それを聞いて苦く笑しようした。

「ディローク様は特別ですよ。ほとんどの人は偉えらくなったら仕事なんて下の者に任せて、自分は家の寝しん台だいでくつろぎながら美味おいしいもの食べてのんびりぶくぶく太るんです。三皇を三期も務めているのにあんなに瘦やせてる人なんて、ディローク様以外にはいませんよ」

　それから張り切ったように腕うでをまくる。

「さあ、それより荷造りをしなくっちゃ！　結構長旅になるでしょうからね！　都でしか買えない物は、替かえを一ひと揃そろい用意しとかないと！」

　そう言って慌あわただしく部屋を出て行くランムス。

　ルスタットはそんなランムスの背中を見送り、部屋で一人になると、窓から遠くを眺ながめた。

「ディローク殿どのと旅か。この国の事をより深く知る、良よい機会となるな」

　その口元に、期待に満ちた笑えみが浮うかんだ。




　それから幾いく日にちか経たった夜明け前。

　旅商人のような格好をし、頭から布を被かぶった男が、ルスタットの邸やしきに来た。

　取り次ぎに出たランムスは、目を擦こすりながら寝ねぼけた声で言う。

「今はこの家で不足してる物はないから出直して下さい……」

「ランムス。私だ」

　笑いながら顔の布を外す男。その下から現れたのは、蛮ばん夷い皇こうディロークである。

　ランムスはびっくりして目を見開いた。一いつ瞬しゆんで眠ねむ気けが覚める。

「ディローク様!?　すっ、すぐにルスタット様を起こしてまいります！」

　慌あわてて中へ引ひっ込こむランムス。

　しばらくして、旅支度じたくを調ととのえたルスタットが下りてきた。その隣となりには、同じく旅支度じたくをしたランムス。

　ディロークは、ランムスの出いで立たちを見て驚おどろいたように尋たずねた。

「ランムスも来るつもりか？」

　ランムスは得意気に胸を張る。

「僕ぼくが付いていかなかったら、一体誰だれがお二人のお世話をするんです？」

「だが、前にも言ったように危険な旅になるのだぞ」

「今いま更さら何をおっしゃるんです。ノーザミアへ使者として派は遣けんされた時だって、決して安全な旅とは言えませんでしたよ。ご存じでしょう？」

　ランムスはそう言って笑う。

「それは確かにそうだが……」

　足手まといにならねばいいが、という顔でランムスを見下ろすディロークだが、ランムスも譲ゆずらない。

「それに僕ぼくは、騎き士し見習いとしてルスタット様の従者になったんです。ルスタット様の冒ぼう険けん全てに同行し、その生き様の全てを間近で学ぶ権利があるんですから。ですよね、ルスタット様」

「うむ。大いに学ぶがいい」

　笑ってうなずくルスタット。

「そうか。まあ、お前にもちゃんと覚かく悟ごがあるのなら、付いてくるが良よい」

　ディロークは渋しぶ々しぶうなずいた。ルスタットも了りよう承しよう済みという事ならば仕方がない。

　ランムスはすぐに用意していた馬を牽ひいてくると、その背中に荷物を積んだ。

「まずはどこへ向かわれますか？」

　馬の手た綱づなを取りながら尋たずねるランムス。

　ディロークは歩き出しながら言った。

「東の属州といっても、南半分は後回しでよい。ルスタット殿どのがノーザミアから戻もどる際、南側の国々の問題はかなりの部分解決してくれたようだし、報告もしてくれたからな」

「あの旅は大変でした。ルスタット様は何かあるとすぐ首を突つっ込こんでいくんですから……」

　思い出して溜ため息いきを漏もらすランムス。

　ディロークはその様子を見て笑いながら答える。

「故ゆえに、今回は北の街かい道どう沿いに進むつもりだ。まずは国境の、レドリス砦とりでへ向かう」

「レドリスというと、新兵の訓練所のある？」

「うむ。そこの闘とう技ぎ場に寄る」

「闘とう技ぎ場ですか？」

　何のために、と問いたげに聞き返すランムス。

「闘とう技ぎ場に集まった人々が帰るのに紛まぎれて町を出れば、尚なおのこと目立ちにくいであろう」

「確かに、レドリスの闘とう技ぎ場は色んな町の人が集まってきますから、それに紛まぎれればまるで分からなくなりますね」

　ランムスは感心してうなずいた。

　一方ルスタットは怪け訝そうに尋たずねる。

「そこまで徹てつ底ていして足取りを隠かくす必要があるのか？」

「立場上、いつ誰に狙われるか分からぬからな。といってもこれは刺し客かくの目から逃のがれるためではない。慎しん重ちように足取りを眩くらませてもなお追ってこれる者を選より分わけるためなのだ」

　ディロークはそう言ってニヤリと笑った。

　不思議そうに顔を見合わせるルスタットとランムス。

　やがて三人は城門の前に着いた。

　夜空に黒々と聳そびえる都の城門は、何百万の軍勢が押おし寄よせようと決して破れぬであろうと思わせるほど、高く、厚く、堅けん固ごである。夜の間、門は完全に封ふう鎖さされ、常に番兵が寝ねずの番ばんをしていて、鼠ねずみ一匹ぴき通さない構えだ。

　とはいえ、アルキラン最高権力者である三皇の一人、蛮ばん夷い皇こうディローク直筆の通行手形を持つ者であれば話は別である。

　かくして三人は日が上る前に東の城門を抜ぬけ、東の属州を巡めぐる長い旅が始まった。










　第二章　レドリス砦とりでの闘とう技ぎ場




　どこまでも開けた平野に、どこまでも続く敷しき石いしで舗ほ装そうされた街かい道どう。視界を遮さえぎるような森もなければ丘おかもなく、見み渡わたす限りひたすら広がる広大な草原。遙はるか遠とおく地平線では、大地と青空が接している。アルキランの典型的な風景である。

　その中を東へ向かって進んだ三人は、正午より少し前に最初の目的地、レドリス砦とりでに到とう着ちやくした。

　ここは都から最も近い関所の町で、ここより東はもう属州である。

「これはまた見事な城じよう壁へきだ……！」

　ルスタットはレドリス砦とりでの城じよう壁へきを見上げて思わず感かん嘆たんした。

　巨きよ大だいな石を積んで作られた国境沿いの城じよう壁へきは、空に届きそうなほど高く長大だ。ところどころにおどろおどろしい髑髏どくろの彫ちよう刻こくが施ほどこされ、壁かべの外の蛮ばん族ぞくに対して睨にらみを利きかせている。無限に広がる平野の中に、突とつ然ぜん出現した巨きよ大だいな岩山のようだ。

　ランムスが言った。

「ここから先はもう属州ですからね。警備のための兵も大勢常じよう駐ちゆうしてますから、砦とりでも大きくないと収容出来ないんですよ」

「属州と都を行き来する商人たちの、アルキラン本国への入り口でもあるから、人の出入りも多い。賑にぎわいでは都リュトポックにも劣おとらぬ」

　ディロークがそう付け加える。

　確かに砦とりでの中は大勢の人々と馬や荷車でごった返し、道みち端ばたには様々な品物を売る者たちが荷を広げていて、足の踏ふみ場もないほどだ。まるで、陸の港である。溢あふれんばかりの熱気は、太陽が真上にある時間帯だからというだけではない。

「それでは、闘とう技ぎ場へ行きましょうか」

　馬を繫つなぐと、ランムスが先に立って闘とう技ぎ場へ向かった。ルスタットはディロークと連れだってその後を追う。

　入り口で金を払はらい、案内されて客席へと向かう三人。

　石造りの客席には、柔やわらかい綿入りの座ざ蒲ぶ団とんが敷しかれている。

　ルスタットはその上に腰こし掛かけると、興味深そうに周囲を眺ながめた。

「これが闘とう技ぎ場か。都にも同じ物があるな。アルキランに来て一年が経たつが、入るのは初めてだ」

　闘とう技ぎ場は全体としては巨きよ大だいな扇おうぎ形がたで、要の部分に舞ぶ台たいがあり、弧こを描えがく部分に客席が階段状に設けられている。レドリスの闘とう技ぎ場は、一度に一万人の客を収容する事が出来た。

　ランムスが隣となりに座すわりながら言う。

「アルキラン領内の都市には必ずありますよ。演劇や曲芸などもやりますけど、一番人気があるのはやっぱり決けつ闘とうですね」

「決けつ闘とうか。これだけ多くの証人の前で行われた決けつ闘とうであれば、どんな恥はじ知しらずと言えども大人しく結果を受け入れざるを得まいな」

　座席を埋うめ尽つくす無数の客を見回して、思わず溜ため息いきを漏もらすルスタット。道を行ゆき交かう人々の数と熱気もすごいと思ったが、この闘とう技ぎ場内の熱量は桁けた違ちがいだ。

　ディロークがルスタットの言葉に笑った。

「いや、そなたの国のように、物事の白黒を着けるための決けつ闘とうではない」

「では何のために？」

「基本的には、観客の娯ご楽らくだ」

「娯ご楽らく？　人を楽しませるために決けつ闘とうを？」

　ルスタットは怪け訝そうに首を傾かしげる。

　ディロークは笑ったまま闘とう技ぎ場を見下ろした。

「そうだ。決けつ闘とうに出るのは基本的に専業の格かく闘とう家たち。彼かれらは命いのち懸がけの戦いを人に見せる事で金をもらうのだ」

「アルキランでは全てが金でやりとりされるとは知っていたが、命すら見世物とするのか……」

　改めて啞あ然ぜんとするルスタット。

　だがそこでディロークはちょっといたずらっぽく笑う。

「だが、今日の催もよおしは少々違ちがう」

「というと？」

「今日は、この町で訓練を受けていた見習い兵たちが、一人前の兵士となるための試験の日なのだ」

「試験？」

「うむ。徴ちよう兵へいされた見習い兵は、訓練を卒業して一兵卒になるに当たり、いくつかの試験を乗のり越こえねばならない。その一つが、この闘とう技ぎ場で奴ど隷れいと決けつ闘とうをして勝つ事なのだ」

「試験のために決けつ闘とうをさせるのか？　何の遺い恨こんもない相手と？」

　またしても驚おどろくルスタット。

　ディロークは平然と答える。

「戦場で初めて顔を合わせた敵兵に直接の遺い恨こんなどあるまい？　戦士になるためには、初対面の相手を殺しても動じないだけの、ある種の野や蛮ばんさが必要なのだ」

「それは確かにその通りか……。だがディアスフェルドでは、一度も敵を殺した経験のない若者が、当たり前のように戦場へ連れて行かれるものだが……」

　ルスタットは尚なおも納なつ得とく出来ない様子で首を捻ひねる。

　ディロークは微び笑しようを浮うかべた。

「それはディアスフェルドが正しき野や蛮ばんさを残しているから出来るのだ。だが都市の生活に染まって軟なん弱じやくに育ったアルキランの若者は、このくらいの事をせねば正しき野や蛮ばんさを取とり戻もどす事は出来ぬ」

　その言葉に、ルスタットは再び驚おどろく。

「正しき野や蛮ばんさ？　アルキランでは、野や蛮ばんに正しいものと間ま違ちがったものがあるのか」

　それを聞いたディロークは座すわり直すと、小さく微笑ほほえんだ。そして語り出す。

「そもそも、野や蛮ばんとは何かという事から確かく認にんしよう。例えば、二人の男が何かを取り合ったとする。そこでいきなり殴なぐり合い殺し合ったとしたら、この二人は野や蛮ばんかね？　野や蛮ばんではないかね？」

「それは当然野や蛮ばんだろう」

　即そく答とうするルスタット。

「では反対に、お互たがいを傷つけぬよう話し合いで解決しようとするならばどうだ？」

「野や蛮ばんではない。その二人は優ゆう雅がであり洗練されていると言える」

「うむ」

　ディロークはルスタットの答えに満足げにうなずくと続ける。

「それでは、奴ど隷れいを扱あつかう際、やたらと棒で殴なぐりつけ、言う事を聞かねばそのまま殴なぐり殺ころすような主人は野や蛮ばんか否いなか。どう思う？」

「野や蛮ばんだ」

「ならば、口で言って聞かせ、罰ばつを与あたえるにしても飯を抜ぬく程度に抑おさえる主人はどうだね？」

「それは野や蛮ばんではない」

「その通りだ」

　ディロークはもう一度うなずく。

「つまり野や蛮ばんとは、命を軽かろんじ、傷つけ血を流す事を厭いとわぬ態度の事を言うのだ」

　そう言うと、ディロークは補足するように続けた。

「……そのような者は、必ず荒あら々あらしさを伴ともない、礼れい儀ぎを知らぬ。何故なぜなら、人に対する礼れい儀ぎや作法というものの根本を探さぐってみれば、相手に対して敵意がない事を示す事に起源を持つからだ。つまり、相手に危害を加えず、相手の命を尊重する事を示し、それによって自分も相手から危害を加えられぬよう期待する事が、礼れい儀ぎの基き礎そであり、故ゆえに礼れい儀ぎを身に付け洗練された上品な者は必ず穏おだやかだ。そして同じ理由から、相手を傷つける事も自らが傷つく事もどちらも意に介かいさぬ野や蛮ばんな者は、礼れい儀ぎを身に付けようという気がそもそも起こらず、それ故ゆえに粗そ野やで乱暴なのだ」

　そこでディロークはルスタットに確かく認にんする。

「ここまでは良よいかね」

「うむ。異論はない」

　考えながらうなずくルスタット。

　ディロークは闘とう技ぎ場の舞ぶ台たいへ視線を下ろした。

「ところで兵士という者は、戦場において己おのれの命を危険に晒さらしながら、敵を殺す事を求められる者だ。つまり、己おのれが傷つき命を落とす事も、敵を傷つけ命を奪うばう事も、どちらも平気でなければならぬ。それが、兵士の持つべき正しい野や蛮ばんさだ。しかし、平和な都市の中で守られながら生きてきた者たちは、奴ど隷れいを虐いじめ殺す事は経験していても、己おのれの命を危険に晒さらす経験など持った試ためしがない。そういう者は得てして、自分は安全な場所にいながら他人に血を流させ命を奪うばうような、偏かたよった野や蛮ばんさしか持ち得ない。彼かれらを矯きよう正せいするためには、自らの命を危険に晒さらすという経験が絶対に必要なのだ」

　そう言う間に、舞ぶ台たいの上では進行役がよく響ひびく声で朗々と口上を述べ、それに続いて最初の対戦者が入場してきた。

　一方はしっかりと鎧よろい兜かぶとを着き込こみ、手には剣けんを握にぎった若者。もう一方は裸はだかで、木の棒を手に持っただけの瘦やせて老いた男である。

　ルスタットは一いつ旦たん議論をやめて、そちらに目を向ける。

　そして、怪け訝そうに尋たずねた。

「互たがいの武装にかなり差があるようだが」

　ディアスフェルドにおける決けつ闘とうは、お互たがいが同じ武器と防具を揃そろえて行うものである。装備に差がある決けつ闘とうに、首を傾かしげるルスタット。

　ディロークは平然とした顔で説明する。

「鎧よろい兜かぶとを着て剣けんを持っている方が訓練兵。裸はだかで棍こん棒ぼうを持っているのは、死し刑けいを宣告された奴ど隷れいだ」

「これでは互たがいの武器や鎧よろいに差がありすぎて、まともな決けつ闘とうにはなるまい」

「それで構わぬ。こちらとて、兵士を無む駄だに死なせても得はない。必要なのは『敵の殺意』を肌はだで感じる事、そしてその敵を『自分の手で殺す』事だ。あの奴ど隷れいは、勝って兵士を殺せば罪を許され、自由人の身分まで与あたえられる。装備が貧ひん弱じやくであろうと、必死で戦うだろう。その死しに物もの狂ぐるいの気き迫はくを肌はだで感じ、自分に向けられた圧あつ倒とう的てきな殺意を受け止め、自分も殺されるかも知れないという恐きよう怖ふを実感する。その上で、恐きよう怖ふを乗のり越こえ相手を殺すという経験が、アルキランの兵士を作り上げるのだ」

　話している内に戦いは始まり、裸はだかの死し刑けい囚しゆうがもの凄すごい声を上げながら訓練兵に襲おそいかかった。

　訓練兵は剣けんを持ち、鎧よろい兜かぶとで身を包み、更さらには盾たてまで持っているにもかかわらず、相手の勢いに飲まれて防戦一方。必死で距きよ離りを取って逃にげ回まわる。

　観客席から一いつ斉せいに野次が飛んだ。しかし、そんな声も耳に入らない様子で、訓練兵は躓つまずき転びながら逃にげまどう。

「何という情けない有あり様さまだ……」

　ルスタットは驚おどろいて呟つぶやいた。

　ディロークは笑う。

「これが、軟なん弱じやくな都市の若者だ。それを一人前の戦士に生まれ変わらせるのが訓練の目的なのだ」

　やがて、しばらく戦う内に、死し刑けい囚しゆうは疲つかれが出てきたのか動きが鈍にぶり出した。

　訓練兵は必死で距きよ離りを取っていたが、相手の動きが鈍にぶった事に気付くと、盾たてに身を隠かくしながら怖こわ々ごわ近づいた。そして、手に持った剣けんを伸のばして死し刑けい囚しゆうを刺さす。だが傷は浅く、僅わずかに皮ひ膚ふを切っただけ。すぐさま反はん撃げきする死し刑けい囚しゆう。訓練兵は慌あわてて盾たてに隠かくれて距きよ離りを取り、また近づくと剣けんで刺さす。

　何度かそんな事を繰くり返かえす内、苛いら立だった死し刑けい囚しゆうは棍こん棒ぼうを捨てると訓練兵の盾たてを摑つかんだ。そして力任せに引ひき倒たおす。訓練兵は地面に倒たおれながら必死で盾たてから腕うでを抜ぬいた。その訓練兵に馬乗りになる死し刑けい囚しゆう。訓練兵は無む我が夢む中ちゆうで、手に持った剣けんを奪うばわれまいともがく。

　揉もみ合あう内に、剣けんの柄つか頭がしらが死し刑けい囚しゆうの顎あごを打った。衝しよう撃げきに目が眩くらみ、動きが止まる死し刑けい囚しゆう。訓練兵は大声を上げながら、無む我が夢む中ちゆうで死し刑けい囚しゆうに剣けんを突つき立たてた。胸を刺さされた死し刑けい囚しゆうは、大量の血を噴ふき出だしながら地面に倒たおれる。

　勝負有りだ。会場から歓かん声せいが沸わき起おこった。雷かみなりのようなどよめきが闘とう技ぎ場全体を揺ゆらす。

　だが訓練兵はまだ恐きよう怖ふと興奮が冷めず、死し刑けい囚しゆうの上に馬乗りになると、大声で喚わめきながら何度も何度も剣けんで突つき刺さす。本当に殺せたのか、また起き上がって襲おそってくるんじゃないかと、そんな恐きよう怖ふに駆かられたまま、取り憑つかれたように剣けんを突つき刺さす訓練兵。

　その様子を見て、槍やりを持った護衛の衛士たちが止めに入った。駆かけ寄よって訓練兵を引ひき剝はがすと、その横よこっ面つらを叩たたき、何事か怒ど鳴なる。訓練兵はやっと落ち着き、剣けんを納めると腰こしの短刀を抜ぬいた。そして死し刑けい囚しゆうの胸を割さくと、ぐちゃぐちゃに潰つぶれた心臓を取り出し、観客に見せつけるようにして食べた。

　鉄てつ錆さびのような血の臭においが、客席まで漂ただよってくる。

　ルスタットは、嫌けん悪お感も顕あらわに眉まゆを顰ひそめた。

「あの訓練兵、倒たおした相手の心臓を食ったぞ……」

　だがディロークは一部始終を眺ながめながら涼すずしい顔だ。

「かつてアルキランが貧しい小国だった頃ころ、遠えん征せい先で食べ物に困った時は、殺した敵の肉でさえ食って凌しのいだという。その記き憶おくを忘れぬ為ための儀ぎ式しきだ。今のアルキランでは異民族の肉であっても人肉を食う事は禁止だが、戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのの頼たのみで新兵訓練の決けつ闘とうだけは例外としてある」

「それも野や蛮ばんさを取とり戻もどすためか」

「というよりもむしろ、野や蛮ばんさを制せい御ぎよする術を覚えるためだ。心臓を喰くらうには定められた所作があり、訓練終しゆう了りようの儀ぎ式しきとなっている。敵の心臓を喰くらうという野や蛮ばんな行こう為いを、定められた儀ぎ式しきの型で制せい御ぎよする事に意義があるのだ」

　ディロークはそう言って、舞ぶ台たい上の訓練兵に視線をやる。

「……今見た通り、生まれて初めて強い殺意を向けられた者は、あれだけ装備の差があっても怯ひるむ。それは野や蛮ばんさの欠けつ如じよだ。そして、初めて人を殺した者は、興奮で我を失う。それは野や蛮ばんさの過か剰じようだ。そのどちらもが、統とう率そつの乱れを招く。だからこそ、戦場に出る前に予あらかじめ『敵の殺意に立ち向かう事』と『人を殺す事』の二つを経験し、己おのれの野や蛮ばんさを呼び起こすと同時に、その野や蛮ばんさを飼い慣らしておく必要があるというわけだ。兵士に求められるのは、粗そ野やな野や蛮ばんさではない。正しく制せい御ぎよされた野や蛮ばんさなのだから」

「その理り屈くつはよく分かったが、それでもやはり双そう方ほうの装備にここまでの差があっては、決けつ闘とうというより一方的な虐ぎやく殺さつに思えて、良よい気分ではないな。これでは結局、そなたの言う『歪ゆがんだ野や蛮ばんさ』しか身に付かぬのではないか」

　ルスタットは尚なおも納なつ得とく出来ない表情でそう言うと、盛り上がる観客を苦々しげに眺ながめた。

　ディロークは小さく笑う。

「今の戦いだけを見ればそう思うのも無理はない。しかし、まだ一つしか勝負を見ていない内から、武装している兵士に命の危険がないと考えるのは、些いささか早計だぞ」

　そうこうする内に死体は片付けられて、新たな訓練兵と死し刑けい囚しゆうが入場した。

　訓練兵のほうは先さき程ほどと変わりない体格の若者だが、死し刑けい囚しゆうはさっきとは打って変わって筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大おお柄がらな男。

　ルスタットは見るなり呟つぶやいた。

「あの大男、剣けんの心得があるな」

　ランムスが驚おどろいてルスタットを見る。

「見ただけで分かるんですか？　まだ戦ってもいないのに」

「足の運びが違ちがうのだ」

　じっと死し刑けい囚しゆうを見つめながら答えるルスタット。

　ディロークがうなずいた。

「さすが、歴戦の勇者ルスタット殿どのだな。その通り、あれは、遙はるか東で我わがアルキランと紛ふん争そう中のオッドニーという国の元戦士。一軍を率いていた将だ。戦いくさで負けて捕ほ虜りよとなり、奴ど隷れいとして都に連れて来られたが、敵に隷れい属ぞくして生きるには誇ほこり高たかすぎたようでな。主人を殺して脱だつ走そうし、追いかけてきた家の者たちを悉ことごとく返かえり討うちにした。殺した数は二十人に上のぼるという。とはいえ、さすがにたった一人でろくな武装もなくては逃にげ切きれず、捕つかまってこのように闘とう技ぎ場に引き出されたわけだが」

　ディロークが説明している間に、二つ目の決けつ闘とうが始まった。

　元は敵の将軍だという大おお柄がらな男は、棍こん棒ぼうを構えて様子を窺うかがう。訓練兵はジリジリと間合いを計り、機を見て盾たてで棍こん棒ぼうを押おしのけながら一気に距きよ離りを詰つめるが、大男はさっと左手で盾たてを摑つかむと、そのままぐるっと捻ひねって新兵の左ひだり腕うでを極きめ、棍こん棒ぼうで兜かぶと越ごしに重い一いち撃げきを加えた。闘とう技ぎ場内に重い音が響ひびく。ふらつく訓練兵。大男はすかさず鋭するどい二に撃げき目めを訓練兵の右手首に加え、剣けんを叩たたき落おとした。そして自らも棍こん棒ぼうを手放すと、両手で盾たてを摑つかんで更さらに捻ひねり上げ、新兵の左ひだり腕うでを折る。

　闘とう技ぎ場に悲鳴が響ひびき、見ていた観客たちが青ざめた。

　大男は地面に落ちた剣けんを拾い上げると、訓練兵を足で蹴け倒たおして馬乗りになった。そして剣けんを逆手に握にぎって振ふり上あげると、全体重を乗せて鎧よろいごと心臓を一ひと突つき。闘とう技ぎ場内には一層の悲鳴が上がった。

　ルスタットは驚おどろいて目を見張る。

「なんと！　訓練兵のほうが殺されてしまった！」

　ディロークは相変わらず顔色一つ変えない。

「二十人に一人くらいの割合でこういう事が起こる」

「二十人に一人！　そんなにも多いのか！」

「都市の暮らしや奢しや侈し、贅ぜい沢たくに慣れて軟なん弱じやくになった精神を鍛きたえ直なおすためには、そのくらいの損失は必要なのだ。実際に命を危険に晒さらすという経験こそが、子犬を狼おおかみへと生まれ変わらせるのだ」

　静かに言って、殺された訓練兵をじっと見下ろすディローク。

「こういう経験を乗のり越こえた者だけが死の恐きよう怖ふを乗のり越こえ、仲間のために己おのれの命を捨てて戦う事が可能になる。そのような崇すう高こうな行こう為いは、己おのれが傷つく事を厭いとわず己おのれの命を失う事をも恐おそれぬ野や蛮ばんな者だけに可能となる。崇すう高こうさは、正しき野や蛮ばんさからしか生まれぬのだ」

「なるほど……。私が戦ったアルキランの兵士たちがあれほど勇ゆう猛もうだった理由が分かった気がする……」

　ルスタットは、かつてディアスフェルドで戦ったアルキラン軍の戦い振ぶりを思い出しながら、納なつ得とくしてうなずいた。

　そしてランムスを見る。

「……ランムスも、兵へい役えきに就つく年ねん齢れいになったらあのような決けつ闘とうをするのだろうか？」

　するとランムスは青い顔をして身を震ふるわせた。

「ぼ、僕ぼくは出来たら誰だれか代理を雇やとって……」

「代理？」

　ルスタットが首を傾かしげる。

　ディロークが説明した。

「自分の代わりに兵へい役えきに就つく者を用意出来るなら、その者を代理として自分は徴ちよう兵へいを免めん除じよされる事が出来るのだ」

「そのような事が……。アルキランでは金で買えぬ物はないというが、兵へい役えきのような、国の存亡に関わる重大事までがそうだとは……」

　ルスタットが驚おどろくと、ディロークは深々と溜ため息いきを漏もらした。

「そこが、この国最大の病理だ」

「………」

　気まずそうな顔で小さくなるランムス。

　そこへ、第三試合の訓練兵と死し刑けい囚しゆうが入場し、決けつ闘とうが始まった。

　今度の訓練兵は中年で、身のこなしが明らかに先の二人とは異なっている。冷静沈ちん着ちやくに相手の攻こう撃げきを捌さばき、あっという間に殺して決着を付けると、慣れた手つきで心臓を取り出し悠ゆう々ゆうと食べた。

　その戦い振ぶりに目を見張るルスタット。

「戦い慣れている。先の二人とはまるで違ちがうが、あれで訓練兵なのか？」

　ディロークが笑う。

「あの訓練兵は、これで三度目の兵へい役えきだ」

「三度目？」

　どういう事かとディロークを見るルスタット。

　ディロークはどこか自じ嘲ちようするような調子で説明した。

「さっき言った、代理の兵へい役えきだ。一度兵へい役えきを務め終えた者が金で雇やとわれ、代理人として再び兵へい役えきに就つくのだよ。正式なアルキラン国民でなければ、正規兵にはなれぬ。徴ちよう兵へいを逃のがれるための代役とて、アルキランの民たみから選ばねばならぬのだ。となれば当然、代理の兵は過去に兵へい役えきを務めた者になる」

　ランムスが説明を補う。

「兵へい役えき期間は三年間ですが、それを終えると一生の間年金と毎日のパンが支給され、その上税金が減額されるんです。この特典は兵へい役えきを務めた本人だけに与あたえられるものですから、誰だれかの代役で二度兵へい役えきを務めれば、もらえる年金やパンは二倍になる上、税金も更さらに下がります。その上、代役としての報ほう酬しゆうまで手に入るんですから、貧しい庶しよ民みんはみんな喜んで兵へい役えき代理を引き受けるんですよ」

「なるほど」

　ルスタットはそれを聞いてうなずいてから、ふと首を傾かしげた。

「……だがそんな事を認めていては、同じ人間ばかりが兵へい役えきに就つく事になるのではないか？　正規の国民男子全てが訓練された兵士となるという、その圧あつ倒とう的てきな数こそが、アルキラン軍の最大の強みだと思うのだが」

　それを聞いたディロークは、その通りとばかりにうなずく。

「確かに、同じ人間ばかりが兵へい役えきに就ついていては、練度は上がるがその代わりに兵士として役立つ者の数は減る。貧しい者は職業軍人化し、都市に住む裕ゆう福ふくな者は彼かれらを雇やとって己おのれの義務から逃にげ続け、いざという時何の役にも立たぬ軟なん弱じやく者と成り果てる。そしてその軟なん弱じやく者が、金の力に物を言わせて有力者や議員となり、国を動かす。国のために命を賭かけて戦った事のない者ばかりが集まって、国を動かすのだ。国とは何よりもまず、外敵から民たみを守るべき存在であるというのに。何とも恐おそろしい事ではないか」

　皮肉な顔で自じ嘲ちようするディローク。

　ルスタットも真しん剣けんな表情で同意した。

「確かに、ディアスフェルドでは考えられぬ。ディアスフェルドでは、人の上に立ち国を動かす者とは王の事であり、王とは何よりもまず、皆みなの先頭に立って戦う者の事だ」

　ディロークの嘆なげきは続く。

「アルキランの民たみは、都市の奢しや侈しで軟なん弱じやくな生活に慣れ、日を追うごとに戦場に赴おもむく気き概がいが薄うすれている。そして兵へい役えき逃のがれをする者はますます増える一方だ。内務議会長のトングラールに至っては、兵へい役えき義務を廃はい止しして、隊長格だけでなく全ての兵士を職業軍人と属州民の傭よう兵へいに切きり替かえようなどという法案を提出しようとしている。戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのは当然ながら大反対だが、黎れい民みん皇こうタリアタシップ殿どのは民衆の声に抗あらがえず、押おし切きられてしまうかも知れない。タリアタシップ殿どのは今年の選挙でもかなりトングラールの世話になったしな」

「トングラールというと、以前、神しん殿でんで手下どもがランムスに難なん癖くせを付けてきた、あの時の男か」

　ルスタットが思い出して確かく認にんすると、ランムスがうなずいた。

「そうです。あの方です」

「見るからに軟なん弱じやくそうで、兵へい役えきなど務まりそうにない男だったが、奴やつも代理兵士を立てて兵へい役えきを逃のがれたのだろうか」

　ルスタットが思い出しながら呟つぶやく。

　ディロークは軽けい蔑べつするような薄うす笑わらいを浮うかべた。

「いかにも」

「なるほど。それで兵へい役えき義務の廃はい止しを言い出したのだな。果たすべき義務から逃にげた者は、後ろめたさを誤ご魔ま化かし自分を正当化するために、義務そのものを否定したがるものだ」

　ルスタットは呆あきれ顔で溜ため息いきを吐ついた。

　その間にも決けつ闘とうは続けられ、十試合ほどが行われたところで大きな鐘かねの音が響ひびいた。

「何の鐘かねだ？」

　ルスタットが顔を上げる。

　ランムスが説明した。

「そろそろ、一回目の休きゆう憩けい時間です」

「この休きゆう憩けいに合わせて昼食を摂とり、そのまま仕事に戻もどる商人も多い。我々もここで食事を済ませ、商人たちに紛まぎれて次の町へ向かおう」

　ディロークがそう言って立ち上がる。

　ルスタットとランムスもそれに倣ならい、三人は群衆に紛まぎれて闘とう技ぎ場を出た。










　第三章　暗殺者




　三人は闘とう技ぎ場の外に出ると、外に立ち並ぶ屋台の一つに立ち寄って昼食を買い、適当な木こ陰かげに腰こしを下ろした。

　焼いた小麦の生き地じに、たっぷり香こう辛しん料りようを擦すり込こんだ羊肉と野菜を挟はさみ込こんだものを頰ほお張ばりながら、ルスタットはディロークに話を振ふった。

「ところで、話は変わる……というか戻もどるのだが」

「何だね」

　焦こがした大麦を煎せんじた飲み物を啜すすりながら聞き返すディローク。

　ルスタットは口の中の物をゴクリと飲のみ込こむと、闘とう技ぎ場の壁かべを見上げた。

「アルキランの兵士の数は膨ぼう大だいだ。その一人一人が、正規兵になるに当たって死し刑けい囚しゆうの奴ど隷れい一人と戦っているとなると、一体この国にはどれだけの死し刑けい囚しゆうがいるのだ？　都で暮らしている限りでは、死罪に値あたいするほどの事件など、滅めつ多たに起きぬように見えるが」

「良よいところに気付いた。いや、マズいところに、と言うべきか」

　ディロークは自じ嘲ちよう気味に笑えみを浮うかべると、両手で焦こがし麦のカップを持ち、雲を見上げた。

「……徴ちよう兵へいは十八歳さいの男子に課せられる。国が大きくなるに連れ、人口も増え続け、最近ではアルキラン全土で毎年およそ三十万人が新たに兵へい役えきに就つく。従って、奴ど隷れい死し刑けい囚しゆうも三十万人用意せねばならない。毎年な」

「三十万人！　都の外ではそんなにも罪人が多いのか!?　死に値あたいするほどの罪人がそんなに大勢いては、国が成り立たぬであろう」

　ルスタットが思わず声を上げると、ディロークは肩かたを竦すくめた。

「些さ細さいな罪でもすぐ死し刑けいに出来るよう、奴ど隷れいに対する刑けい罰ばつを厳しくしているのだよ」

「何と？　死罪をでっち上げるために、法を歪ゆがめたのか」

「その通りだ。最近では主人の求めに応じられなかった者は、即そく座ざに死し刑けいが宣告される。例えば、主人に買い物を頼たのまれたが売り切れていて買えなかった、というような事でさえ。それも、主人が奴ど隷れいを庇かばい立だてしても、強制的に引っ立てられるのだ」

「それでは奴ど隷れいは殺されて減る一方ではないか」

「その通り。奴ど隷れいは持ち主にとって大切な働き手だ。牛や馬以上に貴重な財産と言える。それを勝手に死し刑けい宣告されて取り上げられてはかなわぬという事で、奴ど隷れいを抱かかえる富ふ裕ゆう層そうの間には不満が溜たまっている。そしてその不満も、兵へい役えき義務の廃はい止しを後あと押おししているのだ」

「全ての若者が新兵にならなければ、それだけ試験のために殺される奴ど隷れいも少なくて済むからという事か」

「そういう事だ」

　ディロークはうなずくと、憂うれいの籠こもった声で続けた。

「……だが、職業軍人だけの常設軍になれば、一いつ般ぱん国民が軍から遠ざかり、軍にとって必要な様々な政策を理解する事もなくなる。必要な政策を訴うつたえる者が議員に当選出来なくなれば、アルキラン全体の弱体化を招く。今でさえ、代理人を雇やとって兵へい役えき逃のがれをしている者が増えて、軍に対する理解を持つ民たみが減りつつあるというのに、これが完全に専業の軍人に切きり替かわったらどうなるかなど、目に見えている」

　ランムスが口を挟はさんだ。

「戦せん軍ぐん皇こうのロセック様も、兵へい役えき義務廃はい止しには断固として反対ですよね。奴ど隷れいなんか、他国へ攻せめ入いって調達してくればいいっておっしゃって。これまでずっとそうしてきたのだから、これからもそうすればよいのだと」

「だが、そうやってアルキランがこれまでのように拡大を続けていき、いずれ全世界を支配するようになったらどうするつもりなのだ？　全てがアルキラン領となれば、奴ど隷れいを連れてくるべき外の国は無くなってしまうではないか」

　ルスタットは不思議そうにそう言うと、小麦の生き地じごと羊肉にかぶりつく。

「それは……。どうするんでしょうね……？」

　ランムスも困った顔で首を傾かしげた。

　首を傾かしげる二人の隣となりで、ディロークは物もの憂うげに焦こがし麦を啜すする。そして、半ば独り言のように憂ゆう鬱うつな声を漏もらした。

「……恐おそらく、アルキランという国は大きくなりすぎたのだ。そして今、自らの重みに耐たえかねて、あちらこちらに衰おとろえが来ている。それにもかかわらず、更さらに自らを大きくする事でその衰おとろえを補おうとしているのだから、ますます矛む盾じゆんは拡大する。兵士の育成と奴ど隷れい供給の問題は、そうやって出てきた矛む盾じゆんの一つに過ぎぬ。根本から解決しなければ、いずれアルキランという国そのものが滅ほろんでしまうだろう」

「根本から……？」

　キョトンとするルスタット。

　ディロークは空を見上げた。

「アルキランの国こく是ぜ、『血で贖あがなえるものを汗あせで贖あがなうべからず』という理念の事だ」

　ルスタットはそれを聞いて思わず目を丸くした。もう一年もアルキランに滞たい在ざいしているが、初耳である。

「……それはつまり、戦って得られる物は戦って奪うばい取とるべきであり、額に汗あせして自らの労働で手に入れようとするべきではない、という事か？」

「いかにも。それこそが、神が我々に与あたえた最も尊い掟おきてとされている」

「だがそれではまるで、強ごう盗とうになれと人々に勧すすめるようなものではないか」

　ルスタットがそう言うと、ディロークは顔を曇くもらせ、自じ嘲ちようするように笑った。

「確かにな。今ではそなたの言う通り、略りやく奪だつの勧すすめにしかなっておらぬ。言葉本来の意味など、誰だれも皆みな忘れてしまった」

　その口から、再び長い嘆たん息そくが漏もれた。

「……この国では、神はアルキランの民たみに、必要な全ての物を用意してくださったとされている。必要な物は、世界のどこかにすでに神が用意してくれているのだから、アルキランの民たみはそれを探し、戦って勝ち取るべき。神が用意してくれた物を放置して、自分の力で作り出そうとするのは、神に背そむく行こう為いであり、神に肩かたを並べようとする思い上がりであり、戦いを恐おそれる臆おく病びよう者ものの振ふる舞まいである。肥ひ沃よくな土地も、豊かな都市も、学問も、金や銀や宝石も、それを加工する技術や職人さえも、どこかから奪うばってくれば良い、否、奪うばってこなければならぬ。他所に肥ひ沃よくな土地があるのに奪うばおうとせず、瘦やせた土地を耕して畑に作つくり替かえようとする事は、神の意志に反する行い。アルキランでは最も醜みにくく、卑いやしく、恥はずべき行こう為いなのだ」

　物もの憂うげな表情で、そう語るディローク。

　ルスタットは驚おどろき、一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「……ではまさか、都に大勢いる様々な職人も、元は他国の人間なのか」

「いかにもその通り。自由人になっている者も大勢いるが、元を辿たどればほとんどが奴ど隷れいだ。アルキランが最初から持っていた資源は、荒あれた草原と良質の鉄鉱石、最初から持っていた技術は鉄を作る技わざだけ。それ以外の技術も文化も文明も、全ては他国から奪うばったものだ。アルキランが地方の小国だった頃ころはそれで良かった。奪うばうべき未み踏とうの国は無数にあり、人も土地も様々な物資も、戦う事でいくらでも手に入った。戦い続けていれば国は豊かになり、兵士を育てるために殺す奴ど隷れいが足りぬなどという事もなかった」

　ディロークは少し言葉を切り、三度目の大きな溜ため息いきを吐ついた。

「……だが国がここまで大きくなると、そうはいかぬ。アルキランより小さな国を攻せめ落おとしても、アルキラン全土の需じゆ要ようを賄まかなうには程ほど遠とおく、その上そもそも攻せめ入いるべき国自体が少なくなってきた。先さき程ほどそなたが言った通り、このまま領土が拡大していけば、いずれ奪うばう相手そのものがいなくなってしまう。そうなる前に、国のあり方を変えねばならぬ。そうでなければこの国は、全ての国を攻せめ滅ほろぼした後、攻せめ取る国を失って、自らも滅ほろぶしかない」

　ランムスが周囲の目を憚はばかるように怯おびえた声で囁ささやく。

「ディローク様、余りそのような事を口になさらぬ方が……。人に聞かれたら、瀆とく神しん者しやとの疑いをかけられてしまいます……」

　ルスタットがランムスの言葉に驚おどろいた。

「この程度の事で、大おお騒さわぎになるのか？」

　当たり前だという顔でルスタットを見るランムス。

「そりゃなりますよ。さっきディローク様も仰おつしやったように『血で贖あがなえるものを汗あせで贖あがなうなかれ』というのは、アルキランの祖であるモルフェスが神から賜たまわった言葉です。それに反対するなんて、瀆とく神しん以外の何物でもありません」

「だから、この問題を取り上げる時は直接そこには反対せぬよう工く夫ふうしているのだがな。だが、それはそれで思いがけぬところから反論を受けてしまって難しい」

　ディロークは思い出したように苦く笑しようする。

　ルスタットが興味深そうに尋たずねた。

「過去に反対した事があったのか。どのような形で主張したのだ？」

　ランムスが答える。

「ええと確か、『学問も技術も全て奴ど隷れいに頼たよっている者は、身の回りの世話を全て親に頼たよっている無力な赤子に等しく、征せい服ふく者たるアルキラン人にはふさわしくないものである。真の征せい服ふく者たるものはあらゆる学問、あらゆる技芸、あらゆる技術においても最も優すぐれたものでなければならない』って」

「なるほど。理に適かなっている」

　ルスタットは感心してうなずいた。

「アルキランの国こく是ぜとされる理念には一言も触ふれず、むしろその理念に沿うような立場を取りながら、国のあり方を変えようという呼びかけになっている。そう簡単には反論出来ぬように聞こえるが」

　ディロークは頭を振ふって苦く笑しようした。

「いやいや、宮きゆう廷てい奴ど隷れいの学者たちによってたちどころに論破されてしまった。『馬より足が遅おそい事を恥はじる人間はなく、牛より力が劣おとる事を恥はじる人間もいない。ただ馬や牛を御ぎよし得ぬ者が、人として恥はずべき者なのである。同様に、特定の技術や能力で奴ど隷れいに劣おとる事は征せい服ふく者として何ら恥はじではない。ただ奴ど隷れいを従わせられぬ事のみが恥はじなのである』とな。結局、アルキランの人々には、その主張が受け入れられた」

「奴ど隷れいがそのような主張をしたのか」

　驚おどろいてディロークを見るルスタット。

　ディロークは、当然だというように言った。

「考えてみるがいい。もしアルキラン人が学問において宮きゆう廷てい奴ど隷れいたちを凌しのげば、学者や教師をしている奴ど隷れいは皆みな不要となってしまう。高度な技術を持った奴ど隷れいたちもそうだ。そうなれば、奴ど隷れいに残された仕事は踏ふみ車を踏ふむ事くらいしかなくなってしまう。彼かれらはそれを恐おそれたのだ」

「しかもただ論破されただけじゃなくて、その時の議論が元で、一部の人からは『アルキランの人間を奴ど隷れいと同等にしようとした』って、随ずい分ぶんと批判されたんですよ」

　呆あきれ顔になるランムス。

「誤ご魔ま化かしても結局、瀆とく神しん者しやの疑いを掛かけられそうになったわけだ。これなら最初から誤ご魔ま化かさず、はっきり言った方が良かったかもしれぬな」

　ディロークが冗じよう談だん交じりにそう言うと、ランムスはますます呆あきれた顔になった。

「本当にディローク様は懲こりないんですから……」

「だが、反対を恐おそれて考えを隠かくしたままでは何も変えられぬ。国のあり方を変えるためには堂々と人々に訴うつたえ、それなりの政策を打たねばならぬのだ。それが、人の上に立つ者の責務というもの。敵対者には、私を攻こう撃げきする口実を与あたえる事になるが、それを恐おそれていては何も出来ぬまま終わってしまう」

　そう言うディロークの笑え顔がおの奥おくに、真しん剣けんな表情が覗のぞいた。

「……私は三皇の一角を占しめる者として、アルキランを千年先まで続く国にする責任があるのだ」

　真しん摯しで誠実な人ひと柄がら、国を思う気持ち、大切な事のためには自らの危険をも恐おそれぬ勇気。それらが、ディロークの言葉からはっきりと窺うかがい知れた。それに気け圧おされたランムスは、それ以上の小言を吞のみ込こんだ。

　その時、ヒュッと風切り音がした。

「！」

　反射的にルスタットの腕うでが動く。その右手が、空中で何かを摑つかんだ。

　見ると、短い投げ矢。軌き道どうから見て、間ま違ちがいなくディロークを狙ねらったものだ。

「何者だ！」

　飛んで来た方向を睨にらむルスタット。その目に、雑ざつ踏とうに紛まぎれて姿をくらます人ひと影かげが見えた。

　ルスタットは剣けんを摑つかみ、即そく座ざに立ち上がった。そしてすぐさま追いかける。

　だが、その人ひと影かげはあっという間に群衆の中に溶とけ込こんでしまった。

　ルスタットは追つい跡せきを諦あきらめると、ディロークたちのところへ戻もどった。刺し客かくが一人とは限らない。余り長い間ディロークたちから離はなれているわけにもいかない。

　戻もどってきたルスタットは、改めて矢を見た。鏃やじりの先に、脂あぶらか軟なん膏こうのような物が塗ぬりつけてある。

「毒が塗ぬってあるな」

　匂においを嗅かぎながらルスタットが言った。

　ディロークが顎あごに手を当てる。

「この投げ矢は、北の小国ローフェイのものだ。先さき頃ごろ攻せめ落おとしたばかりの国だが、あの国の女は皆みな魔ま女じよで、毒の扱あつかいに長たけていると言われる」

　ランムスが怯おびえた顔で立ち上がった。

「とにかく、早くこの砦とりでを抜ぬけましょう。これだけ人に囲まれてちゃ、どこから狙ねらわれるか分かったもんじゃありません」

「うむ」

「そうだな」

　ルスタットとディロークも同意した。

　時間はまだ正午過ぎ、ジリジリと熱い日差しが照りつける中を、三人は人混みに紛まぎれるようにして、レドリス砦とりでから出発した。

　暗殺者からの追つい撃げきはなかった。










　第四章　忠臣ニスオルとの再会




　レドリスの関所を出た三人は、そのまま街かい道どう沿いに東へと向かった。

　アルキラン本国領を離はなれたといっても、この辺りの風景はまださほど変わらない。切り開かれた平野には畑がどこまでも続き、街かい道どうには敷しき石いしが敷しかれている。

　平らな敷しき石いしが延々と敷しかれた道は広く、馬六頭が並んで歩ける幅はばがある。主要な道はアルキラン軍が行軍する際の縦隊の幅はばを基準に作られていて、地方で何かあった時にはこの道を兵士と輜し重ちよう隊の荷車が進んでいく事になっているのである。また、軍が移動しない平時においては、属州からアルキランへとやってくる商人たちの重要な交易路でもある。

　馬の背に揺ゆられながら、ルスタットが警けい戒かいの目を周囲に配る。

「先さき程ほどの矢は間ま違ちがいなくディローク殿どのを狙ねらっていたが、他国の刺し客かくであろうか。最近攻せめ落おとした国の物だとすると、叛はん乱らんを企くわだてている者たちの仕業である可能性が高いかと思うが」

　ルスタットがそう言うと、ディロークは腕うでを組みながらのんびりと笑った。

「かも知れぬ。だが、国内の者かも知れぬ」

「国内の者？　護衛隊に刺し客かくを忍しのび込こませようとしたという連中か」

「うむ。あるいは、その者らにローフェイの人間が雇やとわれたという事も考えられる。何にせよ、次に襲おそってきた時に確実に捕つかまえて、誰だれの差し金か問とい質ただせばよい」

　そう言って悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむディローク。

　ルスタットは感心したように言った。

「つい先さき程ほど、命を狙ねらわれたばかりだというのに、微み塵じんも慌あわてる様子がない。流石さすがは大国アルキランの蛮ばん夷い皇こうディローク殿どのだ」

「私が落ち着いていられるのは、そなたが護衛に付いてくれているからだ。頼たよりにしているぞ、ルスタット殿どの」

　ディロークはそう謙けん遜そんして笑う。

「信しん頼らいには応えるのがディアスフェルドの騎き士しの義務だ。目的地に着くまで、必ずやお守りすると誓ちかおう」

　ルスタットも頼たより甲斐がいのある笑えみを返した。




　やがて夕暮れ時に差さし掛かかった頃ころ、小さな村が見えてきた。

　ディロークが顔を上げた。

「着いたぞ。あそこが最初の宿しゆく泊はく予定地。我わが私領地であるツァウデニル村だ」

　背の低い木が辺り一面に生おい茂しげっていて、一見果樹園のような景色が広がっている。だが、近づいたランムスはおやっと首を傾かしげた。

「あれ？　これって、果物の生なる木じゃないですよね？」

　ルスタットが植えてある木々を眺ながめながら呟つぶやく。

「杉すぎにクヌギに楢ならに……。クヌギや楢ならはドングリを落とすが……」

　ディロークはそれを聞くと笑った。

「これは果樹園ではない。植林をしているところなのだ」

「植林？」

　ランムスがびっくりして聞き返す。

　ディロークはうなずいた。

「そう。木を植えて、人の手で林を作るのだ」

「林を作るって、折角切り開いた平野を、また木々で覆おおっちゃうって事ですか？　何のために？」

「昨今のアルキランでは都市の近くに大きな木が無くなって、薪たきぎにしろ炭にしろ随ずい分ぶんと値ねが高こう騰とうしているであろう。だから、こうして木を植えて薪たきぎにして売れば、一ひと儲もうけ出来ると思ってな」

「ですが、この小さな木が一人前に成長するのに、一体どれくらいかかるんです？」

「ディアスフェルドの人間に聞いたところでは、薪たきぎにするだけならば、十年もすればそれなりに使えるそうだ。柱にするなら十五年は欲ほしいと聞いた」

「そりゃまた気の長い投資ですね……」

　呆あきれ顔のランムス。

　だがディロークはそんなランムスの言葉を笑い飛ばす。

「たかだか十年先の事くらい見み据すえておかねば、政治も商売も出来ぬものだ」

　そう言ってから、不意に真面目な顔になる。

「……尤もつとも、最近のアルキランでは十年先の事を考えて行動出来る人間は極きよく端たんに減ってしまったがな。役人も議員も、己おのれの任期より後の事など考えられぬ者が少なくない」

　そこへルスタットが口を挟はさんだ。

「ところでディローク殿どの。今、ディアスフェルドの人間に聞いたと言ったようだが……」

　ディロークはルスタットを見て意味ありげに笑った。

「うむ。先の戦争で捕ほ虜りよとなり奴ど隷れいとなったディアスフェルドの人間を買い集めては、ここに移住させ、植林に従事させている。木を育てる事にかけては、ディアスフェルドの人間が最も優すぐれていると聞いているのでな」

「なんと……」

　驚おどろいて言葉を失うルスタット。

　ディロークは続けた。

「それに、ルスタット殿どのがディアスフェルド人の奴ど隷れいを買い受けては解放しているという話も耳に挟はさんでいる。ならば、植林の技術を学び終わってディアスフェルド人奴ど隷れいが不要になった後、売うり払はらう先も確保されているというわけだ。そう考えれば実に堅けん実じつな投資であろう」

　愉ゆ快かいそうに言いながら、村の中へと入っていくディローク。

　ルスタットがその後について村の様子を見ていると、村人がルスタットに気付いて駆かけ寄よってきた。

「ルスタット様？」

「おお！　ルスタット様だ！」

「アルキランにいらっしゃっているとは聞いていましたが、今日はまた何故なぜこのようなところに？」

「アルキランに来てからの数々の冒ぼう険けんは、噂うわさで聞いております！」

　次々に村人が集まってきてちょっとした騒さわぎになる。その顔も言葉も、確かにディアスフェルドの人間。ルスタットが見知った者も、見覚えのない者も、皆みな健康そうで、村の中も清潔かつ落ち着いた雰ふん囲い気きである。

　集まってきた村人は、ルスタットの隣となりにいる商人風の男がディロークだと気づくと、もう一度嬉うれしそうな声を上げた。

「ディローク様もご一いつ緒しよだ！」

「お二人をお迎むかえする準備を！」

　盛り上がる村人たち。

　ディロークを見て怯おびえるどころか歓かん迎げいするその様子に、ルスタットはホッと安あん堵どする。奴ど隷れいとはいえ、悪い待たい遇ぐうは受けていないようだ。

　やがて三人は村で一番立派な家の前に案内された。

　立派な体格をした老人がやってきて挨あい拶さつをする。

「ルスタット様、ディローク様、ようこそおいでくださいました。この植樹園えんを任されております、ニスオルでございます」

　ルスタットはびっくりして声を上げた。

「ニスオル！　そなたか！」

　ランムスがルスタットを見る。

「顔見知りの方ですか？」

「我わがイアンマッドに代々仕えてきた老臣だ。ニノフューム、エタトラット、そしてこのニスオルの三人は、武勇においても忠義においても誉ほまれ高く、イアンマッドでも指折りの忠臣たちとして、ディアスフェルド中にその名が鳴なり響ひびいていたのだ」

　そう説明するのももどかしく、ルスタットは馬の背から飛び降りる。

「鎧よろいも着ず剣けんも帯びず、頭を剃そってアルキランの衣服を身につけているので、思わず見み違ちがえたが、改めて顔を見れば確かにニスオルだ。生きていてくれたとは、こんなに嬉うれしい事はない。元気そうではないか」

　そう言いながら、ルスタットはニスオルを抱だきしめた。衣服は違ちがっても、ディアスフェルド人らしい汗あせと土と森の匂においが微かすかにルスタットの鼻をくすぐった。

「はい。ディローク様に買われてこの地へ参ってからは、鞭むち打うたれる事もなく、食事も休息も充じゆう分ぶんに与あたえられ、日々何不足なく過ごしております。故郷のディアスフェルドに帰れぬ事や、馬に乗って狩かりをしたり戦ったり出来ぬ事以外、不満はございません」

　ルスタットを力強く抱だき返す老臣ニスオル。ゴツゴツとした無骨な手の感かん触しよくも、懐なつかしいディアスフェルドの男の物だ。

　ルスタットはニスオルから離はなれると、ディロークの顔を見た。

「なるほど。私が奴ど隷れいにされた仲間の行き先を探すのに手間取っている間に、ディローク殿どのはとっくに皆みなを匿かくまってくれていたのだな。礼を言う」

　ディロークは、礼には及およばぬというように手を振ふった。

「私はあくまで奴ど隷れいたちの知識と技能を買ったまでの事。それに、奴ど隷れいとは働かせるためにある。ならば鞭むち打うって傷つけたり、飯を減らして働く力が出せぬようにするなど愚ぐの骨頂。私は、折角買った奴ど隷れいなのだから、最大限の働きをさせようと思っているだけに過ぎぬ。そなたの同郷人だからと、特別の計らいをしたわけではない」

「そうか。ではそういう事にしておこう。私に恩を着せまいとするそなたの気き遣づかいを、敢あえて無にする事もあるまい。理由がどうであれ、そなたのした事に対する感謝の気持ちに変わりはないのだから」

　そう言って笑うルスタット。そして、改めてニスオルの肩かたを摑つかみ、じっと目を見る。

「そなたたちの身み柄がらは、必ずや私が全員請うけ出だしてみせよう。自由の身になりディアスフェルドへ帰る日を、今しばらく待っていてくれ」

「は……っ！」

　ニスオルも、忠義心溢あふれる瞳ひとみでじっとルスタットを見つめ返した。

　その時、俄にわかに騒さわがしい音が聞こえてきた。

　ニスオルがハッとして顔を上げる。

「奴やつらめ！　また来おったか！」

　さっと手近な場所にあった棒を取ると、ルスタットとディロークを振ふり返かえった。

「ルスタット様、ディローク様。申もうし訳わけ御ご座ざいませぬが、しばし席を外させて頂きます」

　そのまま急いだ様子で駆かけ出だしていく。他の村人もそれに続いた。

　ルスタットはそのまま徒歩でニスオルたちを追った。

「どうしたのだニスオル？　あの物音は何だ？」

　ニスオルは足を止めずに答える。

「徒党を組んだ暴漢どもが、このところ毎日のようにやってきては木を引ひき抜ぬこうとするのです。焚たき付つけの材料に使うと言って」

「だがここはディローク殿どのの私領地であろう？　一体何者がそのような不届きな真似まねをするのだ」

「正体までは分かりかねますが、どのような国にも無法者はいるもの。なに、この私とてイアンマッドの騎き士しの端はしくれ。剣けんも鎧よろいもなかろうと、アルキランの暴徒如ごときに後おくれは取りませぬ」

　そう言う間にも、目の前に暴漢たちの姿が現れた。その途と端たん、声を上げて足を速めるニスオル。たちどころに数人の男を叩たたき伏ふせる。

「流石さすがはニスオル！　見事な腕うでだ！」

　異国の地でも元気に暴れ回る老臣の姿に、ルスタットは笑え顔がおで称しよう賛さんを贈おくった。

　その間にも、そこかしこで小こ競ぜり合あいが起こった。だが、今は奴ど隷れいの身でも元はイアンマッドの騎き士しばかり。戦い慣れた彼かれらは暴徒たちをすぐに叩たたき出だして追おい払はらった。ルスタットが手を貸すまでもない。

　ところが、逃にげた暴徒たちを援えん護ごするように、馬に乗った兵士たちが数十人、手に弓矢や投げ槍やりを持って現れた。アルキラン軍特有の、動物の頭ず蓋がい骨こつを象かたどった兜かぶとと真っ黒い鎧よろいに身を包んでいる。

「瀆とく神しん者しやの森を焼やき払はらえ！」

　そう叫さけびながら襲おそいかかる兵士たち。盾たても鎧よろいもないイアンマッドの騎き士したちは、兵士たちの鋭するどい槍やりに、なすすべもなく逃にげまどう。

　それを見たルスタットは咄とつ嗟さに前に出た。

「お前たちは下がれ！」

　腰こしの剣けんを抜ぬいて敵の弓矢を打うち払はらい、投げ槍やりを弾はじき返かえして、先頭の騎き兵へいに駆かけ寄よると、腕うでを摑つかんであっという間に引きずり下ろした。そのまま地面に叩たたきつけて動けなくすると、ニスオルに向かって放り投げる。

「アルキランの鎧よろい兜かぶとでは不満もあろうが、今はやむを得ぬ！　脱ぬがせて纏まとえ！」

　そう命じながらそのまま馬を奪うばい、敵てき陣じんに突つっ込こんで二人目、三人目と次々に落馬させていく。

　ニスオルは敵兵の鎧よろいを脱ぬがして纏まとうと、剣けんと槍やりも奪うばい、乗り手を無くした馬を一頭捕つかまえてその背に跨またがった。そして大声を張り上げる。

「このままではルスタット様お一人で全ての賊ぞくを平らげてしまわれるぞ！　手て柄がらを奪うばわれたくなくば続け！」

　そう叫さけびながら、ルスタットの後に続いて敵兵を薙なぎ倒たおしていくニスオル。

　他のイアンマッドの騎き士したちも雄叫おたけびを上げてニスオルに倣ならい、落馬した兵士の武装を剝はぎ取とると自らの身に纏まとう。

　たちどころに戦せん況きようは逆転した。

　ルスタットの活かつ躍やくとニスオル及およびイアンマッド騎き士したちの奮ふん闘とうで、襲しゆう撃げき者はほぼ壊かい滅めつし、生き残った者は全員縛しばり上あげられた。










　第五章　異い端たんの者たち




　ルスタットとニスオルは、捕とらえた襲しゆう撃げき者たちをディロークの前に引き出した。

「無法者どもを捕とらえた。裁くがよい」

　ディロークは襲しゆう撃げき者たちの顔をじっくりと眺ながめ回す。

「私は蛮ばん夷い皇こうディローク。この土地の領主でもある。まず、どこでこの鎧よろい兜かぶとを手に入れたか答えよ」

　しかし捕つかまった暴徒たちはディロークを見ると口くち汚ぎたなく罵ののしった。

「蛮ばん夷い皇こうディローク！　貴様のような瀆とく神しんの者に語る事など何もない！」

「貴様は蛮ばん夷い皇こうという立場にありながら、蛮ばん族ぞくどもの教えに染まって神聖なるアルキランの教えを汚けがした！」

「貴様を許せぬ者はアルキラン中にいる！」

「我らの正義を今度こそ示すのだ！」

　大声で喚わめき始める無法者たち。

　ディロークは喚わめかせるだけ喚わめかせ、相手が疲つかれて黙だまったところでおもむろに告げた。

「まあよい。私も旅の途と中ちゆうだ。そなたらの尋じん問もんに時間を取られて足止めされるわけにもゆかぬ。道中進みながら話を聞こう。とはいえ道中で尋じん問もんするにしても、少人数での旅ゆえ連れていけるのは一人だけだ。後の者はここで処しよ刑けいする。誰だれを残すか、そなたたちで話し合って決めよ」

　そう言うと、ニスオルに命じる。

「全員、納な屋やに閉じこめよ」

　それだけ言うと、ディロークはくるりと背を向け、さっさと家の中に入った。

　ランムスが不安そうな顔で尋たずねる。

「本当に一人連れていくんですか？」

　ディロークは安心させるように微笑ほほえむ。

「いや。すぐレドリス砦とりでに使者を送り、全員引ひき渡わたす」

「では何故なぜあのような事を？」

　ランムスが不思議そうに首を傾かしげると、ディロークはニヤリと笑った。

「ああ言っておけば、皆みなが自分一人だけ助かろうと考え、仲間内で不和が起きるだろう。そして、お互たがいがいがみ合い、憎にくしみ合うようになると、憎にくい相手を陥おとしいれようとして、互たがいに相手の悪事を暴ばく露ろする。それらの話を全て繫つなぎ合あわせれば、全員の悪事について簡単に知れるというわけだ。拷ごう問もんするより手っ取り早い」

「なるほど……」

　感心するランムス。

　今度はルスタットがディロークに尋たずねた。

「ところで奴やつら、そなたの事を瀆とく神しん者しやだと非難していたが、何者だ？　ただの盗とう賊ぞくではなさそうだが」

　ディロークは肩かたを竦すくめる。

「あの口くち振ぶりは恐おそらく、テンミッド派の仲間であろう」

「テンミッド派とは？」

　初めて耳にする名前にルスタットが首を傾かしげると、ディロークは遠く南東の方角を指さした。

「ここからずっと先にあるオアシスの町に、テンミッド・ユニフという名の敬けい虔けんな僧そうがいた。彼かれが起こした宗派なので、テンミッド派と呼ばれている」

「その者たちはディローク殿どのと折り合いが悪いのか」

「私とももちろん悪いが、アルキランとも良よいとは言えぬ。奴やつらは敬けい虔けんさが昂こうじて異い端たんとなった宗派だからな」

「敬けい虔けんさが昂こうじて？　つまりは一種の狂きよう信しん者か」

「うむ。『神の言葉は正しい』というところから、『神の言葉にない事は間ま違ちがいである』と論理を飛ひ躍やくさせ、神の言葉を一言一句その通りに実行する事を求めると共に、それ以外の法や制度は全て否定し破は壊かいしようとしたのだ」

　ディロークはそう言うと、呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「……仮に、『神の言葉にない事は間ま違ちがいだ』という言い分を認めたとしても、我らが神の言葉を全て伝えられているとは限らぬ。我らには伝えられなかった言葉があるかもしれぬ。我らが途と中ちゆうで失った言葉もあるかもしれぬ。我らが知る範はん囲いの神の言葉など限られており、そこでは語られていないが正しい、という事も、いくらでもありうるのだ。たかが人間如ごときが寄り集まったところで、どうして神の御み言葉の全てを知る事など出来ようか。だがテンミッド派の連中は、自分たちが神の言葉を全て知っていると自惚うぬぼれ、神の言葉を全て理解していると慢まん心しんした。即すなわち彼かれらは、自分たちは神と対等であり、神の代わりにこの世を裁く資格があると思い上がったのだ。そしてその傲ごう慢まんさからアルキランという国を破は壊かいしようと企たくらんだ。結果、テンミッド・ユニフは反逆者として処しよ刑けいされ、テンミッド派は禁止された」

「だがその残党がまだ生き残っている、というわけか」

「うむ。禁教となった後も、落ち延びた信徒どもは改宗せず、隠かくれて布教を続けているのだ。町で暮らしている普ふ通つうの人間が密ひそかにテンミッド派に入っていたりして、取とり締しまりもなかなか追いつかぬ。東の属州に根こん拠きよ地ちがあり、今も東の属州が主な活動地域となっているので、代々蛮ばん夷い皇こうが取とり締しまりに当たっているため、私も彼かれらには随ずい分ぶんと恨うらまれているのだよ」

「なるほど」

　ルスタットはうなずいた。護衛の軍に刺し客かくを忍しのび込こませた者、最近滅ほろぼしたという北の小国の残党らしき暗殺者、そしてテンミッド派。ディロークの周りは敵だらけだ。だが、それでこそ護衛のし甲斐がいがあるというものである。

　ルスタットはこの先の旅に待ち受けているであろう数多あまたの戦いを予想して、血を滾たぎらせた。

　それからふと気になって尋たずねる。

「だが、それが恨うらまれる理由なら、何なに故ゆえ彼かれらはそなたを瀆とく神しん者しやと罵ののしる？」

「それは当然の事だ。奴やつらは自分たちこそが神の意志を体現していると思い上がっているのだから、それを取とり締しまろうとする者は全て、彼かれらからすれば瀆とく神しん者しやであり背教者という事になる。恐おそらくはそれに加えて、ここで植林をしている事も彼かれらの気に障さわっているのだろうがな」

「木を植える事が、彼かれらの目には冒ぼう瀆とくと映るのか？」

「うむ。レドリス砦とりでで昼食を摂とっていた時にも言ったかと思うが、アルキランの根本となる価値観は『血で贖あがなえるものを汗あせで贖あがなうなかれ』というもの。これは神が直接我らに与あたえた最も重要な言葉とされる、アルキランの国こく是ぜだ。故ゆえにテンミッド派は農業も牧ぼく畜ちくも商工業も全て否定し、生きるのに必要な全てを他人から奪うばい取とる生活に入った。要は、盗とう賊ぞくと化したのだ。そんな彼かれらにとって、額に汗あせして木を育てるというのは、許されざる瀆とく神しん行こう為いなのだよ。だから、奪うばえるだけ奪うばい、残りは懲ちよう罰ばつとして焼やき払はらおうというわけだ。尤もつとも、植林のような活動を不ふ審しんな目で見ているのは、彼かれらだけに限らぬが」

　ディロークは物もの憂うげに言ってから、冗じよう談だんめかして笑った。

「だが、それ故ゆえに私の儲もうけが保証されているとも言える。他の人間に真似まねされる事がないのだからな」

　ルスタットは笑わず、真しん剣けんな顔で言う。

「それが襲おそわれる理由であれば、植林を続ける限り今後も襲しゆう撃げきは続くだろう。ここを守る者たちに、もっと良よい武装を与あたえてやらねば……」

「うむ。これまでの報告では、襲しゆう撃げきしてくる暴徒はディアスフェルドの者たちなら簡単に追おい払はらえるという話だったが、あのように完全武装して来るとなると話は違ちがう。今日の内に手配しておくとしよう」

　ディロークはそう請うけ負おった。それから、奪うばい取とった鎧よろいに目をやり訝いぶかしむように呟つぶやく。

「……しかし、この鎧よろいは軍で支給される貸し出しの鎧よろい。退たい役えきすれば返納し、修復してまた新兵に回されるため、市場には出回らぬ。現げん役えきの正規兵以外には持っていないはずなのだが……」

　ランムスがディロークを見た。

「軍の倉庫から盗ぬすんだんじゃないですか？　それか、小部隊を襲しゆう撃げきして奪うばったとか……」

　ディロークは考かんがえ込こむように顎あごをさする。

「そうかもしれぬ。だが、そうでないかもしれぬ」

「そうでないとすると……？」

「テンミッド派の人間が軍の内部に入はいり込こんで、数十人分の鎧よろいを横流し出来る立場になっているか。あるいは、軍用の装備を自由に動かせる立場の者がテンミッド派を抱だき込こんでここを襲しゆう撃げきさせたか……」

　ハッとするランムス。

「誰だれかが軍の装備をテンミッド派に横流しして、ディローク様がこの村にいる時に襲しゆう撃げきさせたとなると、ひょっとして彼かれらの狙ねらいは木々を焼やき払はらう事ではなく、ディローク様を殺す事だったのでは？」

　ランムスが驚おどろいてそう言うと、ルスタットがうなずいた。

「それは充じゆう分ぶんに考えられる事だ。奴やつらはディローク殿どのの顔を見ても驚おどろいた素そ振ぶりがなかった。まるで、ディローク殿どのがここにいるのを知っていたかのようだった」

「本来の予定では、ディローク様は護衛の軍を引き連れていたはず。そこへ正規軍の装備に身を包んで襲しゆう撃げきすれば、敵味方が分からなくなり混乱させられていたはずですし！」

「その可能性は充じゆう分ぶんあるが、いずれにせよ、ここであれこれ憶おく測そくしているよりも、彼かれらの口から直接聞いた方が早い」

　ディロークはそう言って二人の言葉を遮さえぎると、捕ほ虜りよたちを閉じこめた納な屋やに目をやった。

　そこへ、ニスオルが慌あわてて走ってきた。

「ディローク様！　大変でございます！」

「どうした？」

　ニスオルは血相を変えて、納な屋やの方を指さした。

「とにかく、ご覧下さい！」

　ディロークはルスタットと顔を見合わせると、急ぎ足で外に出た。

　そして、思わずその場に凍こおりつく。

　ルスタットが叫さけんだ。

「どうした事だ？　全員倒たおれているではないか……？」

　納な屋やでは捕ほ虜りよたちが全員、顔を紫むらさき色いろに腫はらして泡あわを吹ふきながら白目を剝むいて倒たおれ伏ふしている。その苦く悶もんに歪ゆがんだ醜みにくい死に顔と、納な屋やに立ちこめる不快な臭においに、全員が固唾かたずを吞のんだ。

　ルスタットが、近くの捕ほ虜りよの脇わきにしゃがみ込こんだ。そして、ディロークを見上げる。

「死んでいる」

「毒か。しまった」

　ディロークは苦々しい顔で舌打ちをした。

「捕つかまった時に口を割らぬよう、自殺したのだ。油断した」

　そして、残念そうに頭を振ふる。

　ルスタットも小さく舌打ちをした。

「……これでは、鎧よろいの入手先も背後関係も分からず終じまいだな」

　その後、捕ほ虜りよたちの所持品などを全て調べたが、結局欲ほしい情報は何一つ得られなかった。

　念のため、その晩は村全体で警けい戒かいに当たった。その甲斐かいあってか、その夜は何事もなく、無事に朝を迎むかえた。




　翌朝、出発の支度したくを終えたルスタットは、ニスオルの両りよう肩かたに手を置き、約束した。

「なるべく早い内にそなたたちを自由にする。もう少しだけ待っていてくれ」

「ルスタット様こそ、どうかお体にはお気をつけて」

　目を潤うるませながら別れを惜おしむニスオルやイアンマッドの騎き士したちに見送られながら、三人は、次の目的地グトゥーサ王国へと旅だった。

　その後ろ姿を、ニスオルとイアンマッドの騎き士したちはいつまでも見つめていた。










　第六章　リラルーク王女




　ディロークの私領地ツァウデニル村を出て、三人は街かい道どうを東へ向かって進んだ。

　辺りにはあちらこちらに巨きよ大だいな岩山が聳そびえ立たち、その間を縫ぬうように、石を敷しいた広い街かい道どうが一本、どこまでも続く。岩山を吹ふき抜ぬける乾かわいた風は、冷たく固い匂においがする。

　道みち幅はばは相変わらず馬車がすれ違ちがう事も出来る広さだが、今の時間帯はまだすれ違ちがう人もおらず、無む駄だに広い道がどこまでも続いているように見える。

　しばらく行くと、道みち端ばたに敷しき布を敷しいて何かを売っている娘むすめがいた。

　年の頃ころは十七、八といったところ。薄うす汚よごれたみすぼらしい服装を見ると、この辺りの村人らしい。

　ルスタットたち三人を見つけて、アルキランの言葉で声を掛かけてきた。リュトポックの都で話されているような、訛なまりのない綺き麗れいな言葉だ。

「水気たっぷりの、今朝採れたばかりの西瓜すいかですよ。旅のお供に是ぜ非ひどうです」

　アルキランでは、西瓜すいかは旅の途と中ちゆうの貴重な水分補給源として重宝されていた。数日は保存出来て、革かわ袋ぶくろに水を詰つめるより運うん搬ぱんしやすく、瓶びんと違ちがって割れても中身は流れないなど、何かと便利なのである。

　ランムスが馬を止めた。

「次の町まで結構ありますし、いくつか買っていきましょうか」

「うむ。そうするか」

　ディロークがうなずくと、ランムスはさっと馬を下りて西瓜すいかの前にしゃがみ込こんだ。

　手の平で西瓜すいかを叩たたいて重そうな音がする物を選び、娘むすめに言う。

「それじゃあ、これとこれとこれをください」

「はい。小銅貨五枚です」

　そう答える娘むすめ。小銅貨は少額決済用の貨か幣へいで、一枚で安い食事一回か酒一杯ぱい分ほどの価値である。

　ランムスは小銅貨五枚と聞いて笑った。

「もうちょっと安くなりませんか？　だって、今朝採れたって噓うそでしょ？」

「えっ！」

　驚おどろいたように大きな声を上げる娘むすめ。

　ランムスは西瓜すいかの茎くきを指さした。

「だってホラ、茎くきが萎しなびてますし」

　娘むすめはハッとしてから目を逸そらし、小声で言った。

「……じゃあ、三枚でいいです」

「へへ、どうも」

　銅貨を払はらい、西瓜すいかを受け取るランムス。上手うまく値切れたのでちょっと良いい気分だ。

　だがその時、ルスタットが馬を下りると割って入った。

「待て」

「ルスタット様……？」

　どうしたのかとルスタットを見上げるランムス。

　ルスタットはランムスの手から西瓜すいかを奪うばい取とり、腰こしの短たん剣けんで切ると娘むすめに突つき出だす。

「食ってみせよ」

「え？　あの、ルスタット様……？」

　ランムスが戸と惑まどったようにルスタットと西瓜すいかを見比べる。

　娘むすめは困こん惑わくしたように首を横に振ふった。

「これはお客様にお売り致いたしました物ですから、私が食べるわけには……」

　ランムスも同意する。

「そうですよ。これはもう僕ぼくたちの物です。食わせてやる必要なんてありませんよ」

　しかしルスタットは譲ゆずらない。

「いいから食ってみせよ」

　娘むすめは仕方なく差し出された西瓜すいかを一切れ受け取った。そして口に近付けるが、そこでピタリと手が止まる。その手が震ふるえた。

　しばしそのまま固まっていたかと思うと、娘むすめは突とつ然ぜん西瓜すいかを放り投げた。そしてその手を腰こしの袋ふくろにやり、一いつ瞬しゆんで何かを取り出し投げようとする。

　だが、それより早くルスタットが動き、娘むすめの手を摑つかんだ。

　皆みなの視線が娘むすめの手に集まる。

　その白い手には、投げ矢が握にぎられていた。

　ランムスがハッと息を吞のむ。

「この矢は……！」

　ディロークが馬上で眉まゆ一つ動かさずに言った。

「レドリスの町で襲おそわれた時の矢と同じだな」

　その時、娘むすめの背後で烏からすの声がした。放り投げた西瓜すいかを狙ねらって集まってきたのだ。

　だが、西瓜すいかをついばんだ烏からすは、突とつ然ぜん泡あわを吹ふいて倒たおれた。仲間の烏からすたちはギャアギャアと不ふ吉きつな声で騒さわぎながら飛び去っていく。

「毒……！」

　烏からすの死し骸がいを眺ながめて青ざめるランムス。もし知らずに食べていたら、死んでいたのは烏からすではなく自分たちだ。ルスタットが止めてくれて助かった。

　娘むすめは悔くやしそうにルスタットを睨にらんだ。

「何故なぜ気付いたの……！」

　ルスタットは娘むすめの柔やわらかい手を握にぎったまま笑う。

「そなたの手は白すぎる。畑仕事をする者の手でも行商を生業とする者の手でもない。およそ日の光の下で汗あせ水みず垂らして働く者の手ではないのだ」

「く……っ！」

　歯は軋ぎしりしてルスタットを睨にらむ娘むすめ。

　ルスタットは笑いながら続けた。

「それに、普ふ通つうの庶しよ民みんならば、私の話すディアスフェルドの言葉は通じぬ。こんなところで行商をしている農家の娘むすめなら尚なお更さらだ。私の言う事が分かるという事は、ただの貧しい物売りではないという事だ」

　娘むすめはそこで初めてルスタットの言葉がアルキランの言葉でない事に気付いた様子で、ハッとすると目を逸そらした。

　ルスタットは笑うのをやめると、真面目な目つきで問とい質ただした。

「レドリスの町で襲しゆう撃げきしたのもお前だな。何なに故ゆえディローク殿どのを狙ねらう？」

　娘むすめは視線を逸そらしたまま突つっぱねる。

「あなたのような下げ賤せんな者の知った事じゃないわ！」

　ディロークが馬上から声をかけた。

「その方は、ディアスフェルドはイアンマッド王国の第一王子、ルスタット殿どのだ。窮きゆう状じようを打ち明けて助力を求めたとて、恥はずかしい事はないぞ。リラルーク王女」

　その言葉に、ルスタットは驚おどろいて思わず振ふり返かえる。

「王女だと!?」

「うむ。最近討うち滅ほろぼした北の小国ローフェイの王女だ」

　ディロークはそう答えると、改めてリラルーク王女を見下ろした。

「ローフェイを攻せめ滅ほろぼした際、彼かの女じよは捕ほ虜りよとなり、奴ど隷れいとなったが、その前に私も一度謁えつ見けんした。ローフェイ攻こう略りやくの指揮を執とったのは私だったし、そもそも捕ほ虜りよの処しよ遇ぐうは蛮ばん夷い皇こうが司つかさどるのでな」

「奴ど隷れいになった？　ではその主人に命じられてディローク様を襲おそったって事ですか？」

　ランムスが声を上げる。

　だが、リラルーク王女は強い口調で否定した。

「私は自由の身よ！　奴ど隷れいじゃないわ！」

　ディロークはそれを聞いて微笑ほほえんだ。

「では、自由を買かい戻もどせたのだな。まずはめでたいと言っておこう。妹はどうした？　一いつ緒しよに捕ほ虜りよとなったテティトスレイプという、そなたに負けず劣おとらず美しい姫ひめ君ぎみがいただろう」

　リラルーク王女はくっと唇くちびるを嚙かんで顔を伏ふせた。

　その様子を見たディロークは眉まゆを顰しかめ、事情を察したように低い声で呟つぶやいた。

「……さては、転売されたか」

　ルスタットがディロークを見る。

「どういう事だ？」

「かつては、攻せめ滅ほろぼした国の王族は、見せしめのために、敢あえて卑いやしい仕事をさせていたものだが、それでは憎ぞう悪おが募つのって叛はん乱らんが起きやすい。そこで私が蛮ばん夷い皇こうになってからは、王族は奴ど隷れいとなっても王族らしく扱あつかうよう方針を改めたのだ。このリラルーク王女は楽士として、妹のテティトスレイプ王女は踊おどり子ことして、国の保有する国家奴ど隷れいとした。身分の高い賓ひん客きやくをもてなす時に、異国の珍めずらしい音曲と踊おどりを披ひ露ろうするのが仕事で、移動の自由こそないが、それ以外の扱あつかいは国こく賓ひんと同等とするという条件で、転売は禁止。富ふ裕ゆうな人間と接せつ触しよくする機会も多いので、一年もすれば祝しゆう儀ぎだけで自由を買かい戻もどせる者もいる」

　ディロークがそう説明すると、リラルーク王女は激げき昂こうして声を荒あららげた。

「何が国こく賓ひんと同等よ！　この国では国こく賓ひんの身み柄がらすら売り飛ばすの!?」

　ディロークはそれには取り合わず、平然とした声で問う。

「して、誰だれに売られたかは分かるか？」

　リラルーク王女は、知っている癖くせにと言いたげな、怒いかりに燃えた目でディロークを睨にらんだ。

「ヒュケレとかいう、東の属国出身の下げ卑びた商人よ！　奴やつの屋や敷しきでは女奴ど隷れいは皆みな、娼しよう婦ふまがいの事をさせられていると聞いているわ！」

　それを聞いたディロークは、珍めずらしく驚おどろいた顔になった。

「ヒュケレだと？　信じられぬな。国家奴ど隷れいの所有者は建前上はアルキラン国民全員であり、実際には黎れい民みん皇こうタリアタシップ殿どのが管理している。三皇の一人であるタリアタシップ殿どのに、奴ど隷れいの転売を強要出来る者となると限られてくる。ヒュケレは属国の商人の中では羽は振ぶりはよいほうだが、所しよ詮せんは単なる商人の一人に過ぎぬ。タリアタシップ殿どのを動かせるとは思えぬが」

　リラルーク王女は大声で詰なじる。

「あなたが裏で手を回したんでしょう！　奴ど隷れいも属州人も、その処しよ遇ぐうを決めるのは蛮ばん夷い皇こうであるあなたじゃない！」

「それで、復ふく讐しゆうのために私を殺しに来たのか？」

「そうよ！」

「私を殺すよりも先に、妹を買い請うけて自由にしてやるほうが先ではないのか？」

　そう言って冷たく笑うディロークを、リラルーク王女は血走った目で睨にらみ付つけた。

「あなたを殺せば妹は自由になるのよ！」

　それを聞いたディロークは、興味ありげにほくそ笑えむ。

「ほう？　それはどういう事だ？」

「あなたを殺せば妹を身み請うけする金を立たて替かえると申し出た者があった！」

「その申し出を受けたわけか」

「当然よ！　妹の救出と我わが祖国の復ふく讐しゆうが同時に済むのよ！　断る理由がないわ！」

「だが、先にも言ったようにヒュケレには三皇を動かすような力はない。テティトスレイプ王女を買い受ける為ためには、相当な額の賄わい賂ろを各所にばらまいたはずだ。そなたが自由を買かい戻もどすのに必要とした額とは比べ物にならぬ。恐おそらく金貨一千枚は下るまい。それ以上の金を積まねば、ヒュケレは手放さぬだろう。それほどの金を出せる者がいるのか？　そなたは騙だまされているだけなのではないか？」

「いるわ！」

「いいや、おらぬ。私を殺したところで、そなたは妹を救う事など出来はせぬ」

　敢あえて挑ちよう発はつするようにリラルーク王女の言葉を否定するディローク。

　すでに頭に血が上っているリラルーク王女は、あっさりとその挑ちよう発はつに乗った。

「奴ど隷れいたちの解放者トングラールにとって、金貨の十万枚や百万枚、はした金に過ぎないわ！」

　ディロークはそれを聞いて微笑ほほえむと、満足げにうなずいた。

「そうか。やはり奴やつの仕業か」

　独り言のように呟つぶやくと、リラルーク王女に問う。

「それで、妹を自由にするという約束については、きちんと書面を交かわしたのか？　口約束では、そんな約束は知らぬととぼけられれば終わりだぞ」

「当然よ！　たとえ相手がトングラールでも、アルキランの人間を無条件に信用するほど馬ば鹿かじゃないわ！」

　その言葉を聞いたランムスが、リラルーク王女の荷物を漁あさって一通の書面を取り出した。

「これですね」

「貸してみよ」

　ディロークは書面を受け取ると、広げて中身に目を通した。

「依い頼らいを果たした暁あかつきには、テティトスレイプをヒュケレの許もとから買い受けるための金を全額提供する事を約束する……か。さすがに、依い頼らいの中身については何も書いておらんな。そこまで馬ば鹿かではないか」

　そしてリラルーク王女に視線を戻もどす。

「私が今日ここを通ると、どうやって知った？」

「トングラールの使者からよ」

「書面で受け取ったか？」

「伝言よ」

「そうか」

　ディロークは少し考えてから、ルスタットに目を向けた。

「ルスタット殿どの。彼かの女じよから得られる情報は得た。もう放してやってよい」

「そうか」

　リラルーク王女の腕うでを放すルスタット。

「……？」

　あっさり解放されたリラルーク王女は、戸と惑まどった顔でその場に佇たたずんだ。

　ランムスも、キョロキョロとリラルーク王女とディロークを見比べる。

　ルスタットはそんなリラルーク王女には構わず、自分の馬に跨またがった。

「何をしている。行くぞ、ランムス」

「えっ？　あっ、はい！」

　ルスタットに言われて、ランムスも慌あわてて馬の背によじ登る。

　ディロークが、リラルーク王女に向かって金貨を投げた。

「僅わずかだが、情報をくれた礼だ」

　そう言うと、手た綱づなを握にぎる。

「では、先を急ごう」

　ルスタットもそれに続き、ランムスも二人の後を追った。

　リラルーク王女はその後ろ姿を見送りながら、所在なく立たち尽つくした。










　第七章　奴ど隷れいたちの解放者




　馬に乗って街かい道どうを進みながら、ルスタットがディロークに尋たずねた。

「暗殺を企くわだてた黒幕のトングラールというのは、例の軟なん弱じやく者だな。奴ど隷れいたちの解放者だと？」

　リラルーク王女の言葉を思い出して首を傾かしげる。

　ディロークはうなずいた。

「そうだ。奴やつは毎年、自分の抱かかえている何千人もの奴ど隷れいを、身み請うけ金を肩かた代がわりして解放してやり、アルキラン国民の権利を得させてやっている。都にはすでに奴やつによって解放された奴ど隷れいが何万人といるのだよ」

「あの男が奴ど隷れいたちにそのような施ほどこしを……？　卑ひ怯きようで惰だ弱じやくなだけの男かと思ったが、意外な一面があったものだ」

　素す直なおに驚おどろくルスタット。

　ディロークはそれを見て皮肉な笑えみを浮うかべた。

「表向きは善行かも知れぬが、実際の目的は別にある」

「実際の目的？」

「選挙権を持った手て駒ごまを増やすのだ」

「……？」

　首を傾かしげるルスタット。

　ディロークは続けた。

「解放された奴ど隷れいたちは身み請うけ金を肩かた代がわりされているから、トングラールに借金が出来る。しかも自由人となれば奴ど隷れいと違ちがって主人に食わせて貰もらう事は出来ぬから、働き口が必要になる。そこでトングラールが改めて彼かれらを雇やとう。解放されたとは名ばかりで、結局はトングラールの手の内だ。そしてトングラールは、彼かれらが自由民となって手に入れた選挙権を使って、自分の息が掛かかった人間を議会に送おくり込こむのだよ。奴ど隷れいを買って解放する金が、票に変わり、議席に変わるのだ。そしてそのためにトングラールは毎年大量の奴ど隷れいを買かい漁あさっている」

　ディロークはそう説明してから、苦々しげに付け足した。

「選挙で議員を選び、その議員によって構成される議会が国を動かす我わがアルキランでは、一人でも多くの仲間を議会に送おくり込こんだ者が力を持つ。そして、何でも金で買えるこの国では、議席や票すら金で買えるのだよ。力とは、腕わん力りよくや武勇や統とう率そつ力ではなく金の事なのだ」

「そういう事か……」

　ルスタットは忌いま々いましげに呟つぶやいた。そして、改めて尋たずねる。

「それで、何なに故ゆえそやつがそなたの命を狙ねらう？」

「さて。理由は色々と思い当たりすぎて特定出来ぬ」

　苦く笑しようするディローク。

　ルスタットは心配そうに表情を曇くもらせた。

「もしや以前私が奴やつの耳を斬きり落とした事と関係が？」

「それも少しはあるかもしれぬ。奴やつは小物にふさわしく、恨うらみは決して忘れぬ男だからな」

　ディロークは小こ馬ば鹿かにするように笑ってから続ける。

「……だが、狙ねらいはやはりこの私自身だろう。蛮ばん夷い皇こうは来年選挙があるのでな。立候補したいが正面から勝つ自信はないような連中が、敵対者を暗殺するなどという事は、この国では珍めずらしくもないのだよ」

　肩かたを竦すくめるディローク。

　それを聞いたランムスが首を傾かしげた。

「出馬を予定しているのはロウヴェイル様だったと思いましたが、トングラール様も立候補されるご予定なのですか？」

「いいや、そうではない。ロウヴェイルを擁よう立りつしたのがトングラールなのだ。ロウヴェイルは元々トングラールの奴ど隷れいだったからな。奴やつを傀かい儡らいとして立て、属州を自分の好きなように扱あつかおうと思っているのだよ。恐おそらく此こ度たびの暗殺も、世間知らずのロウヴェイルに黙だまって、トングラールが勝手に動いたのだろう」

「でもさすがのトングラール様の資金力でも、ディローク様の支持者層は崩くずせないから、暗殺を謀はかったと……？」

「大方そんなところだろう。また、昨年のルスタット殿どのとの一件以来、私がトングラールを失しつ脚きやくさせるために動き始めた事も関係しているはずだ。何にせよ、トングラールが私を殺そうとする理由はいくらでもあるのだよ」

　ルスタットがチラリと背後に目をやった。

「あのリラルーク王女の妹、テティトスレイプ王女とやらを転売させたのも、トングラールの仕業であろうか」

「リラルーク王女を暗殺者に仕立てるために、って事ですか？」

　ランムスがハッとして声を上げる。

　ディロークはうなずいた。

「恐おそらく。元王女という立場の彼かの女じよを私が無む碍げに扱あつかわぬ事は、トングラールは重々承知だからな。私の懐ふところに入はいり込こむ事は容易だと考えたに違ちがいない。また、今はアルキランで奴ど隷れいをしているローフェイの民たみたちに王女として声を掛かければ、彼かれらを組織する事も出来る。暗殺者として使うには有用だと思ったのだろう。ただ、リラルーク王女が元王女という立場を利用して接近を図はかろうともせず、かつての民たみを集める事もせず、無む謀ぼうにもたった一人で暗殺を謀はかった事は、トングラールにとっては大きな誤算だったであろうな」

　ディロークはそう言って愉ゆ快かいそうに笑う。

　ルスタットが改めて尋たずねた。

「それで、これからどうする？　トングラールが首しゆ謀ぼう者だと分かった上は、引き返してトングラールの首を刎はねても良いかと思うが」

　ディロークは首を横に振ふる。

「いや、このまま旅を続けよう。追おい詰つめられているとはいえ、トングラールは三皇をも凌しのぐと言われる絶大な有力者。それを糾きゆう弾だんするのに、この書面とリラルーク王女の証言だけでは、余りにも弱い。大きな獲え物ものを仕留めるためには、急いではならぬ」

「しかし、トングラールはそなたの命を狙ねらったのだ。奴やつの首を刎はねる理由はそれで充じゆう分ぶんであろう」

　血気に逸はやるルスタット。今にもリュトポックの都へ引き返しそうな勢いだ。

　だがディロークは、そんなルスタットを宥なだめるように言う。

「国家奴ど隷れいであったテティトスレイプ王女を転売させたという事は、黎れい民みん皇こうタリアタシップ殿どのもトングラールに抱かかえ込こまれているかもしれぬ。タリアタシップ殿どのは黎れい民みん皇こうとして、どうしても内務議会を通さねばならぬ案件を多数抱かかえているからな。もしそうだとすると、下手に訴うつたえを起こしても国内では裁けぬ恐おそれがある」

「ではどうするのだ」

　ルスタットが問うと、ディロークはニヤリと笑った。

「だから、このまま旅を続けるのだ。トングラールが用意した暗殺者がリラルーク王女一人だけという事はあるまい。この先、多くの者が襲おそってこよう。それらを片かたっ端ぱしから捕つかまえていけば、その内もっと明白な証しよう拠こが得られるやもしれん。じっくりと証しよう拠こ固めをし、気付かれぬよう根回しをして、逃にげられぬよう万ばん全ぜんの包囲網もうを整えてから、一気に首級を上げるのだ」

「片かたっ端ぱしから捕つかまえるって簡単に言いますけど……」

　呆あきれ顔でディロークを見るランムス。

　しかしそれを遮さえぎってルスタットは大きくうなずいた。

「なるほど。つまり、それらを捕つかまえるのが私の役目だな。面おも白しろくなってきた」

　やる気満々の笑え顔がおを見せる。

「うむ。このまま旅を続けるというのは、そなたがいてくれるからこそ出来る判断だ。よろしく頼たのむ」

　同じく笑え顔がおでルスタットを見るディローク。

　ルスタットはディロークを見つめ返した。

「……ところで、そのように新たな仕事が増えたからには、こちらからも一つ頼たのみを聞いてもらいたい」

「何だね？」

「旅の途と中ちゆうでヒュケレとやらの下もとに立ち寄り、奸かん計けいで売られた妹王女とやらを救いに行きたいのだ」

　縁えんもゆかりもない相手ではあるが、話を聞いた以上、見過ごすわけにはいかないのがディアスフェルドの騎き士しである。

　ディロークは笑ってうなずいた。

「それならば問題ない。今回の旅の途と中ちゆうでヒュケレの住む国にも立ち寄る。その際、救い出せば良かろう」

「そうか。ならばよい」

　納なつ得とくするルスタット。

　入いれ替かわるように、ランムスが尋たずねた。

「ところであの、リラルーク王女はあのままにしてきて良かったんでしょうか……？」

　ルスタットが首を傾かしげた。

「あのままに、とは？」

「だって、未み遂すいに終わったといっても、ディローク様の暗殺を企くわだてた犯人ですよ？　それに、トングラール様を訴うつたえる時にも大事な証人じゃないですか。どこへ行ったか分からなくなったら困りませんか？」

　ディロークは後ろを振ふり返かえりもしない。

「心配ない。王女であった彼かの女じよは自分一人で生活していく術すべなど知らぬ。ローフェイ出身の、それなりに裕ゆう福ふくな者の下もとに身を寄せるしかないはずだ。必要となれば、いつでも探し出せる」

　そう言ってのんびりと街かい道どうを進んでいく。

「そんなものですかねぇ……」

　そう言いながらランムスがふと後ろを窺うかがうと、リラルーク王女が徒歩でついてくるのが見えた。ギョッとして声を潜ひそめるランムス。

「彼かの女じよ、ついてきてますよ……。まだディローク様の暗殺を諦あきらめてないんじゃ……」

　ディロークはそれを聞くと、怯おびえるランムスをからかうように笑った。

「あちらからついてきてくれれば、どこに行ったか分からなくなる事はないな。ランムスの考えでは、そのほうが良よいのではないか？」

　ルスタットが後ろを確かく認にんしながら言う。

「まだ心の整理が付かぬのだろう。ディローク殿どのの言葉を信じるか、トングラールの言葉を信じるか、迷っているのだ。だが人間、迷っている時は行動せぬもの。心配は要いらぬ」

「お二人とも吞のん気きすぎやしませんか……？」

　平然としている二人に、ランムスは半ば呆あきれ顔で溜ため息いきを漏もらした。

　やがて日が上ってくるにつれて街かい道どうには人通りが増えていき、三人は多くの荷馬車とすれ違ちがいながら、日が暮れる頃ころに次の目的地、グトゥーサ王国に到とう着ちやくした。リラルーク王女も、三人に少し遅おくれてグトゥーサ王国の城門を潜くぐった。










　第八章　寂さびれたグトゥーサ王国




　グトゥーサ王国は東の属州の中では最もアルキランに近いところに位置する国で、アルキランに毎年朝ちよう貢こうし、戦いくさの時には兵を提供する義務を負う代わりに、国としての自治を許され、アルキランからの庇ひ護ごを得ている。

　その城は石造りの高い壁かべに囲まれ、地面も石が敷しかれているところはアルキランの都市と変わりないが、アルキランとは異なり髑髏どくろの意い匠しようは見られない。代わりに植物と、竜りゆうに似た怪かい物ぶつが、所々に彫ほられている。

　三人が城門を潜くぐると、ディロークが開口一番言った。

「ではひとまず宿を探すとしよう」

　それを聞いたランムスが驚おどろいて聞き返す。

「宿に泊とまるんですか？　王の屋や敷しきに泊とまればいいのに」

「最初から私が来たと王に知られては、お忍しのびで視察に来た意味が無かろう。まずは身分を隠かくして観察するのだ」

　ディロークはそう言って、宿屋の集まる通りへと向かった。ルスタットが文句も言わず付き従い、ランムスも仕方なく後を追う。

　しばらく行くと、宮きゆう殿でんのような建物がいくつも並んでいるところに出た。

「ここが宿屋街だ」

　ディロークが言うと、ルスタットが驚おどろいた顔で建物を見上げた。

「随ずい分ぶんと大きな宿屋だな。王宮かと思った」

　ランムスが説明する。

「ここは東の諸国からアルキランに向かう時に必ず通りますからね。宿屋は充じゆう実じつしているんです」

「馬二百頭を連れた隊商が二つ泊とまれる宿を常に用意しておくよう、義務づけられているのだ」

　ディロークがそう言ってから、少し通りを外れたところにある小さな民家のような宿屋を指さした。

「だが我々は、今夜はあそこに泊とまろう」

「え？　蛮ばん夷い皇こうともあろうお方があんな安宿に？　それはちょっとどうかと……」

　ランムスが驚おどろいて止めようとする。

　だが、ルスタットがランムスを制した。

「良よいではないか。ああいうところのほうが、下しも々じもの声に触ふれやすいという事なのだろう」

「ですが、安全上の問題が……。ノミも多そうですし……」

　なおも渋しぶるランムス。本音では、安全云うん々ぬん以前に、あんな汚きたないボロ宿になど泊とまりたくないのである。

　だがルスタットは、いつもの通りの笑え顔がおを浮うかべた。

「心配要いらぬ。何かあっても私がいる」

　ランムスはやれやれと溜ため息いきを漏もらした。

「仕方ありませんね……」

　諦あきらめると、先頭に立って宿屋へ向かうランムス。ルスタットとディロークが、その後ろからついていく。

　中を覗のぞくと、一階は酒場になっていて、食事も出来る様子。二階が宿しゆく泊はく所のようだ。

「すみません。宿しゆく泊はくしたいんですけど、寝しん台だい空いてますか？」

　ランムスが宿の女将に声を掛かけると、女将はのそりと立ち上がった。

「ああ。何人だね？」

　グトゥーサ訛なまりの強いアルキラン語で尋たずねる女将。

「三人です」

「ついてきな」

　女将はそう言って階段を上がる。

　案内されて二階に来ると、仕切りも何もないだだっ広い広間に、寝しん台だいが無造作に並べてあるだけ。

「札がかかってないのは全部空いてる寝しん台だいだ。好きなのを選びな」

　ランムスが驚おどろいた声で尋たずねた。

「個室に分かれてないんですか？」

　女将はジロリとランムスを睨にらむ。

「そんな贅ぜい沢たくなところに泊とまりたかったら、あっちのでっかいほうへお行き。アンタたちじゃ、一泊ぱくするだけで持ち金全部尽つきちまうだろうけどね」

　貧しい旅商人の服装に身を包んだディロークやランムス、そして見慣れない異国人のルスタットを眺ながめながら、にべもない態度で言う女将。

　ランムスが意見を求めるようにディロークの顔を見ると、ディロークはうなずいた。仕方なくランムスは折れる。

「じゃあ、ここの寝しん台だいを三つ借ります」

　ディロークが寝しん台だいの上に荷物を下ろすと女将に尋たずねた。

「旅の汗あせを流したい。浴場はあるか」

「町の真ん中に公衆浴場があるよ。有料だけどね」

　女将は素っ気ない態度で答える。

「ではそこへ行こう」

　ディロークがルスタットとランムスに促うながすと、女将が呼び止めた。

「お待ち。ウチは前まえ払ばらい制だ。そこの寝しん台だいを他のお客に取られたくなけりゃ、先に支し払はらいを済ませてもらおう」

「いくらだ？」

「一泊ぱくにつき、一人あたり小銅貨四枚、馬一頭につき小銅貨二枚だ。食事は一階で別料金だよ」

「では、三人に馬三頭だから小銅貨十八枚だな。ランムス。支し払はらっておけ」

　ディロークが命じる。

「はい」

　ランムスが預かっている財さい布ふから金を出して女将に渡わたした。

「はいよ。じゃあこれを。なくしたら寝しん台だいは使えないからね」

　寝しん台だいの使用権を示す薄うすい鉄てつ片ぺんの札を三人に手て渡わたす女将。そして、その札と同じ印の付いた札を寝しん台だいに掛かける。

「それでは風ふ呂ろに行くか」

　改めてディロークが言い、三人は宿を出ると、浴場を目指して町の中心部へと向かった。

　歩きながらルスタットが改めて周囲を見回し感心する。

「実に大きな町だな。まるで港町だ」

　ディロークはうなずいた。

「レドリスの関所に入る前の、最後の国だからな。北の街かい道どうを通ってアルキラン領内に入るためには、必ずここに寄る事になる。東の属州の北半分から隊商が集まってくるのだ。レドリスの関所を越こえる前ならアルキランの関税も払はらわずに済むから、小さな商あきないをしている者の中には、ここで商売をして帰る者もいる。人が集まり常に市が立つ国は、自然と栄さかえるものだ」

「なるほど」

　ルスタットはうなずきながら、道行く人々を眺ながめて呟つぶやいた。

「……だが、リュトポックの都やレドリスの町に比べると、人の数が少ないな。都では大通りは人がごった返して、通とおり抜ぬけるのも大変なほどだが、ここは通りを歩く人がほとんどいない。閑かん散さんとしていると言ってもいいほどだ。もう日暮れ間近だからだろうか」

　それを聞いたランムスも首を傾かしげる。

「確かに、言われてみたら変ですね。グトゥーサ王国って言ったら、一番有名なのが夜になっても篝かがり火びを焚たいて一晩中商あきないが行われる露ろ天てんの賑にぎわいなのに」

　ディロークがうなずいた。

「宿の寝しん台だいも空いていて、簡単に泊とまれたしな。グトゥーサでは、空き寝しん台だいを探すところから始まって、少ない寝しん台だいの奪うばい合あいで値段交こう渉しように苦労させられるものなのだが」

「そうですよね。あの宿の女将、値ねを釣つり上あげようとする様子もなかったですし、僕ぼくたち以外の宿しゆく泊はく客の姿もありませんでしたし」

　そんな話をしながら、やがて公衆浴場の前の広場に着いた。

　ルスタットが浴場の入り口に立ち止まって見上げる。

「石造りの立派な浴場だな。都のものにも負けぬ」

　ランムスが言った。

「アルキランの支配下の国には、アルキランの都市と同様に公衆浴場の建設を義務づけてあるんです。アルキランの役人や商人の便べん宜ぎのために」

「とはいえ、建設や維い持じの費用はそれぞれの国が持つ。従って、それぞれの国の大きさに見合った浴場しか作れぬ。この立派な浴場は、グトゥーサ王国の繁はん栄えいの象しよう徴ちようなのだ」

　ディロークがそう言いながら、受付に向かった。

「……だが無料で入れるアルキラン本国の浴場とは違ちがい、ここでは入るのに金が要いる。小銅貨一枚で一人だが、小銅貨三枚払はらえば入場のための割り符ふが四枚、小銅貨五枚なら割り符ふは七枚もらえる事になっている」

　小銅貨を三枚払はらって割り符ふを四枚受け取ると、その全てを渡わたす。

「三名とお見受けしますが……？」

　戸と惑まどう受付の男。

「後から女が一人来る。ローフェイ人だから見ればすぐ分かる」

　ディロークはそう告げて中に入る。その後を追うルスタットとランムス。

　ランムスが服を脱ぬぎながら尋たずねた。

「後から来るローフェイ人って、ひょっとしてリラルーク王女の事ですか？」

「うむ。浴場内は皆みな裸はだかだ。盾たても鎧よろいもない。命を狙ねらうなら好都合であろう？」

　そう冗じよう談だんを言って笑うディローク。アルキランの公衆浴場は男女混浴が普ふ通つうである。

　ランムスは真面目な顔で怒おこった。

「何でそんな相手の入浴料まで払はらってあげるんですか！」

　ルスタットが宥なだめに入った。

「良よいではないか。追ってくる事を知っているぞ、と伝えておけば、手出しをしにくくなろう」

「そんなもんですかね」

　肩かたを竦すくめて黙だまるランムス。

　服を脱ぬぎ、浴場に入ると、湯気と香こう油ゆの香かおりがムッとたちこめた。

　中央に大きな石造りの浴よく槽そうがあり、その周囲には柱が立ち並んでいる。アルキラン本国内であれば、柱頭は髑髏どくろの彫ちよう刻こくで飾かざられているところだが、ここでは彫ほられているのは様々な果物だ。ディアスフェルド出身のルスタットにとっては、このほうが落ち着く。

　柱の外側には、柳やなぎを編んで作った長なが椅い子すが並んでいる。そこは洗い場となっていて、長なが椅い子すに横たわった客が、浴場勤めの奴ど隷れいに体を洗わせている。湯船の周囲には排はい水すい用の側そつ溝こうが作られていて、洗い場の湯が浴よく槽そう内に流ながれ込こまないように工く夫ふうされているのが、アルキラン式公衆浴場の特とく徴ちようの一つだ。

　川から引かれた水は奴ど隷れいたちの回す踏ふみ車によって屋上へと間断なく運び上げられる。そして屋上に設置された大きな窯かまの中で沸ふつ騰とうさせられる。ただ温めるだけでなく沸ふつ騰とうさせるのは、「火による清め」というアルキランの信しん仰こうに基もとづく措そ置ちであるが、これもアルキラン式公衆浴場が清潔さを保つのに一役買っている。その後、お湯は長い樋といを通って丁度良よい温度に冷やされながら、湯船の中へと注そそぎ込こむ。注ぎ口の側には小さな水車があって、これが湯船の中のお湯を撹かく拌はんして、温度を均ならす。

　湯船には常に新しいお湯が注そそぎ込こみ、湯面に浮うかんだゴミや髪かみの毛けなどは溢あふれた湯と共に側そつ溝こうへ流れ出るようになっている。大量の奴ど隷れい労働力と大量の水と大量の燃料を惜おしげもなく注つぎ込こんだアルキラン式の浴場は、常に清潔な湯に浸つかれる快適な環かん境きようを実現していた。

　ディロークたち三人の姿を見つけて、腰こし巻まき一丁の若い男奴ど隷れいがやってきた。

「お荷物をお預かりしましょう」

「いや、いい。代わりに貴重品を入れるための袋ふくろを貸してくれ」

　ディロークはそう言って、牛の膀ぼう胱こうで作った防水の袋ふくろを借りると、中に貴重品を入れてランムスに持たせる。そして、体を洗わせている客の隣となりに行って寝ねそべった。それに倣ならうルスタットとランムス。すぐに洗い係の奴ど隷れいがやってきて、三人の体に香こう油ゆを塗ぬって擦こすり始める。

　ディロークたちを見て、隣となりの客が話しかけてきた。

「あなた方、この辺じゃお見かけしない顔ですが、商人様ですか？」

　若じやつ干かんたどたどしさの残るアルキラン語だが、宿の女将よりはかなり上手うまい。

「まあ、そんなところだ」

　ディロークは適当に応じる。そして、尋たずね返した。

「この町の景気はどうだね？　東の属州全体から商人が集まって栄さかえていると聞いてきたのだが」

　遠回しに町の人ひと気けの少なさについて話を向けるディローク。

　隣となりの男は表情を曇くもらせ苦く笑しようした。

「景気はここ最近、ずっと落おち込こんでるね。この浴場も、こないだまではギュウギュウ詰づめで足も伸のばせなかったのに、今じゃこんなに伸のび伸のびと寝ね転ころがって体を洗ってもらえる有あり様さまですよ」

　確かに、浴場内にぽつりぽつりと客の姿はあるが、とても賑にぎわっているとは言えない。

「客が減っていると？」

「はい。そりゃもう明らかに」

「それは妙みような話だな。アルキラン本国へ商売に来る隊商の数は変わっていない。ならばここに来る者たちの数が減ったわけではあるまいに」

「それが、減っているのです」

「それはまた何故なぜだね？」

「盗とう賊ぞくが出るんですよ」

「盗とう賊ぞく？」

　ディロークは聞き返した。

　男はうなずく。

「ええ。どうも噂うわさでは兵士崩くずれだそうですが」

「兵士崩くずれか。グトゥーサ王の軍隊は何をしているのだ？」

「アルキランまで商売に行くような、大きな隊商の警備をしてます。なので、アルキランまで行く連中は大だい丈じよう夫ぶなんです。ところがここで商売をして自分の国に引き返すような、小さな商売をやってる連中にまで警備の兵を付ける余よ裕ゆうは、さすがのグトゥーサにもないですからね。当然そいつらが狙ねらわれる。狙ねらわれた奴やつらは来なくなる。小さな商人が一人二人いなくなったくらいじゃ大した影えい響きようもありませんが、それがずっと続くとなると話は別です。噂うわさが広まれば小規模な商あきないの連中はみんな怖こわがってグトゥーサへ来なくなる。一人一人は小規模でも、百人集まれば百人の隊商に匹ひつ敵てきします。今までこの町に千人を超こえる商人が毎日集まってたんですよ。それがまるっといなくなっちまえば、そりゃ活気だってなくなりますよ」

　そう言って長々と溜ため息いきを漏もらす男。

「なるほど。その状じよう況きように、グトゥーサの王は何も対策を打っていないのか？」

「一度、盗とう賊ぞくの根城へ兵を差し向けたらしいんですがね。盗とう賊ぞく退治どころか反対にこてんぱんにやられちまったらしくて。何しろ相手は難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいみたいな岩山に住み着いてる上に、元はアルキランの正規軍出身だってんだから、手も足も出ません。無理に攻せめ落おとそうとして兵の数を減らしたら、隊商の護衛も出来なくなるからってんで、それっきり何もしてないようです。アルキラン行きの隊商まで襲おそわれたら、アルキランからどんな制裁を受けるか分かりませんからね」

　脇わきで聞いていたランムスが口を挟はさんだ。

「アルキランに救きゆう援えんを求めれば良いじゃないですか。ここはアルキランの属州なんですから、助けを求めればアルキランの軍が来てくれるでしょう。レドリスの砦とりでだってすぐ近くにあるんだし」

　男はそれを聞くと苦く笑しようした。

「そりゃ坊ぼつちゃん、呼びたくないのさ。自分の国で起きた不ふ祥しよう事じを自分で解決出来ない無能と見られたら、王様は退位させられちまうかもしれないからな。それを怖こわがってるんだ。後は、アルキランから軍を送ってもらったら、その兵士たちにも謝礼を払はらわなけりゃならなくなる。それを渋しぶってるんだ、なんて話もある」

「兵隊たちに謝礼？　兵隊は国から給金をもらっているんだから、そんなの払はらう必要ないはずですよ。戦せん闘とうの報ほう奨しよう金だってアルキラン本国から出るはずです」

「法律じゃそうなってるかもしれないが、それと現実とは別だから。本国で出す報ほう奨しよう金は、グトゥーサがアルキランに謝礼金として納めた中から出るんだよ。それに、それとは別にグトゥーサから兵士に直接支し払はらう謝礼も要いる。これだって法律じゃあ払はらう必要はないはずだけど、払はらわなかったら乱暴なアルキラン兵士が町中で強ごう盗とう略りやく奪だつ狼ろう藉ぜき三ざん昧まいだからな」

　ディロークが確かく認にんした。

「ということは、アルキランから使者が来ても盗とう賊ぞくの件は隠かくしているわけか」

「隠かくしてるんだろうって、みんな言ってますなぁ。盗とう賊ぞくが出始めてからかれこれ三ヶ月にもなるのに、何もしないんですからね」

　呆あきれ顔でぼやく男。ディロークも相あい槌づちを打つ。

「なるほど、それでは閑かん散さんとするわけだ」

「アンタたちも、運良く盗とう賊ぞくに襲おそわれずにここまで来これたのに可か哀わい想そうだが、ここで稼かせぐのは諦あきらめたほうがいい。もしアルキラン本国に入国する手形が手に入るんなら、アルキランまで行ったほうがいいですよ。ここからなら二、三日で着く距きよ離りだ。私も手形の発行待ちです」

「なるほど。貴重な忠告、感謝する」

　ディロークが礼を述べたところで、男は体を洗い終わって「それじゃ」と湯船に向かった。

　ディロークたちもそれからほどなく洗い終わり、先さき程ほどの男とは離はなれたところで湯に浸つかる。

　ツルツルに磨みがかれた石の湯船に肩かたまで体を沈しずめながら、ディロークは小声で笑った。

「ああいう話が聞けるのが、お忍しのびの良よいところだな」

　そして、ランムスを見る。

「先さき程ほどの話、どう思った？」

　ランムスは憤ふん慨がいした顔で呆あきれる。

「だらしない王様ですね。盗とう賊ぞく相手に何も出来ない上に、自分の保身ばっかり考えて救きゆう援えん要よう請せいもしやしない。これじゃ、町が寂さびれる一方なのも当然ですよ」

　ディロークは今度はルスタットに尋たずねた。

「ルスタット殿どのはどう思った？」

　ルスタットは考かんがえ込こむように視線を落とす。

「……もしかしてその盗とう賊ぞくは、ディローク殿どのの私領地を襲おそったテンミッド派という狂きよう信しん者と何か関係があるのではなかろうか。距きよ離りも近いし、元が正規兵だったのなら正規兵の装備を持っている事にも納なつ得とくが行く」

「うむ。私も同意見だ」

　うなずくディローク。

　ルスタットは顔を上げるとディロークを見た。

「先さき程ほどの話では、賊ぞくが出るのはちょうど我らの旅の途と上じようのようだ。ディローク殿どのさえよければ、ついでに退治していきたいと思うのだが、どうだ？」

　それを聞いたランムスが驚おどろいて振ふり返かえる。

「ついでに退治って、まさかルスタット様お一人でですか？」

「無論そうだが？」

　キョトンとするルスタット。

　ランムスは慌あわてた。

「ちょっと待ってください！　グトゥーサの軍を退けるほどの連中ですよ？　強さも人数もかなりのものです！　いくらルスタット様がお強くても、一人で乗のり込こむのは無茶では……」

「だが、このまま見過ごすわけにも行くまい。この町も困っており、この町へ来る商人たちも困っており、更さらにはディローク殿どのの私領地も脅おびやかされ、我わが同郷の友も困っているのだ。それを知りながら見て見ぬふりをするというのは、美しくない振ふる舞まいだ」

「でもそれで万が一の事があったらどうするんです？　今のルスタット様には、ディローク様を無事にオッドニーとの国境までお連れするという務めがあるんですよ？　その務めを果たせなくなったら、それこそ美しくも何ともないじゃないですか！」

　必死で思い留まらせようとするランムス。

　しかしルスタットは、力強くランムスの言葉にうなずきながら、ランムスの求めるのとは正反対の事を言う。

「その通りだ。だから私は決して死なん。必ずや盗とう賊ぞくどもを平らげて、無事に戻もどってくる」

「ですから……！　っていうか、今だってリラルーク王女がディローク様を暗殺しようとついてきてるんですよ！　他の暗殺者だってどこに潜ひそんでるか分かりゃしません！　なのにルスタット様がディローク様の側から離はなれて、もしその隙すきにディローク様に何かあったらどうするんです！」

　別の方向から攻せめてみるランムス。

　だがルスタットは動じない。

「その時はランムスよ。そなたが身を挺ていしてディローク殿どのをお守りするのだ」

「僕ぼくが？」

　ランムスは驚おどろいて聞き返す。

　ルスタットは当然のようにうなずいた。

「そなたは我わが従者であろう。騎き士し見習いとして、立派にディローク殿どのを守ってみせよ」

　至し極ごく真面目な声。冗じよう談だんを言っている様子は微み塵じんもない。

　ランムスは思わず大声を上げた。

「無理に決まってるじゃないですか！　そんな事、この僕ぼくに出来ると思ってるんですか！」

　ディロークが思わず苦く笑しようする。

「ランムスよ。そのように、胸を張って己おのれの無力を誇ほこるものではないぞ」

　そして、仲ちゆう裁さい案を出した。

「それではこうしよう。この町でのお忍しのびはここまでとし、グトゥーサの王の元へ行って盗とう賊ぞく退治を申し出る。そして幾いくばくかの兵を借り受けるのだ。私とランムスの身の安全は、その兵に守らせる。どうだ？」

「よし、決まりだな！」

　ルスタットが即そく答とうした。ランムスには考える猶ゆう予よも意見を述べる権利も与あたえず、すぐさま湯船から上がる。

「そうと決まれば、早さつ速そく王の下もとへ赴おもむこうではないか」

「うむ」

　ディロークも立ち上がった。

「えっ？　ちょ、ちょっと、もう出るんですか？」

　慌あわてるランムス。

　しかしルスタットとディロークの二人が湯船から上がってしまっては仕方ない。渋しぶ々しぶ湯から出ると、二人の後を追いかけた。










　第九章　女と赤あかん坊ぼうと王女




　浴場を出たディロークは、身分を明かしてグトゥーサ王を訪おとずれた。

　リュトポックの宮きゆう殿でんには劣おとるがそれでも充じゆう分ぶん立派な王宮で、グトゥーサ王は平身低頭してディロークを迎むかえ入いれる。

　ディロークはそこそこに挨あい拶さつを済ませると、単刀直入に切り出した。

「昨今この先の街かい道どうに賊ぞくが出て、商人どもが難なん儀ぎしているとの訴うつたえを耳にした。退治に行こうと思うので、グトゥーサ王の兵を少々貸して欲ほしいのだが」

　グトゥーサ王はそれを聞くと、顔を引きつらせながらとぼけた。

「盗とう賊ぞくが出るなど、聞いた事も御ご座ざいません。アルキランへの隊商はこれまでと何ら変わらず通行しております。レドリス砦とりでを通過した隊商たちの記録をお調べ頂ければ、すぐご確かく認にん頂けるかと」

　ディロークは眉まゆ一つ動かさず、冷たい声で告げる。

「アルキラン本国まで向かう隊商の護衛をしている事は知っている。私が問題にしているのは、ここグトゥーサで商あきないをする者たちの事だ。盗とう賊ぞくがおらぬと言うのなら、この城内がこれだけ閑かん散さんとしている理由は何だ？」

「そ、それは……」

　グトゥーサ王は言葉を詰つまらせた。ディロークの来訪を知らなかった王は、言い訳も何も用意していないのだ。

　ディロークは更さらに厳しい声になる。

「私の中では、そなたの評価はすでにお家いえ取り潰つぶしもあり得る程ほどに下がっている。そなたらの一族が今後も王の座に留まれるか否いなかは、そなたの行動一つにかかっていると心得よ」

　グトゥーサ王はそれを聞くと震ふるえ上あがり、磨みがき上あげた石の床ゆかに額を擦こすりつけた。

「も、申もうし訳わけ御ご座ざいません！　統治者として不適格と思われるのを恐おそれ、盗とう賊ぞくの事を隠かくしておりました！」

　そして、汗あせだくの顔を恐おそる恐おそる上げる。

「……しかしながら、我らはすでに一度盗とう賊ぞくどもに破れております。彼かれらの数は百人にも満たぬ程度ですが、要よう塞さいのような崖がけの穴を根城とし、一千の兵で攻せめ寄よせた我らをまるで寄せ付けませんでした。我らにアルキラン正規軍のような攻こう城じよう技術はなく、あの砦とりでを攻こう略りやくする目め処どは立ちませぬ。今また同じ兵を貸し出したところで、奴やつらに歯が立つとは思えませぬが」

　ディロークはそれを聞くと笑った。

「心配致いたすな。兵は私の護衛だ。討とう伐ばつ自体は彼かれがやる」

　そう言って、後ろのルスタットを指さした。

　グトゥーサ王は驚おどろいて声を上げる。

「まさか、その異国の者たった一人で？　それは余りにも無む謀ぼうというものです！　殺されに行くようなものですぞ！」

「本人のたっての希望だ。困っている者を見捨てぬのが、ディアスフェルドの騎き士しの流りゆう儀ぎだそうでな」

　ディロークは至って涼すずしい顔で答えた。

　それを聞いたグトゥーサ王は、ハッとしたようにルスタットを見た。

「ディアスフェルドの騎き士し……！　ではまさかその方は……！」

「そう。彼かれがあの有名なルスタット王子だ」

　ディロークはうなずく。

　一年前の女によ人にんの国ノーザミア討とう伐ばつおよび、その行き帰りにおけるルスタットの武勇伝の数々は、ディロークによって流る布ふされ、すでにアルキランの支配圏けん全域に広く知しれ渡わたっていた。それだけでなく、帰り道で通った東の属州では、実際に接した現地の人々によっても数多くの噂うわさが語られ、地元の詩にも謳うたわれていた。ルスタットが通ったのは南の街かい道どうであったが、北の街かい道どう沿いのこの国でも、ルスタットの評判を知らぬ者はいなかった。

　ルスタットの名を聞いたグトゥーサ王は態度を一変させ、兵を貸し出す事にすぐさま合意し、急いで豪ごう華かな祝しゆく宴えんを開くと、何とか盗とう賊ぞくを退治してくれるようルスタットに何度も頭を下げた。




　翌朝、グトゥーサ王から百名ばかりの兵を借り受けると、ディロークたち一行は出発した。

　兵の一人が、後ろを振ふり返かえってディロークに報告する。

「怪あやしい女が一人つけてきますが、如何いかが致いたしましょう」

　それを聞いたランムスが、嫌いやな顔を浮うかべた。

「リラルーク王女ですね。やっぱりまだついてきてるんだ」

　ディロークは小さく笑った。

「盗とう賊ぞくに襲おそわれぬよう、彼かの女じよの事も気をつけてやってくれ」

「はっ？」

　何だかよく分からない顔で頭を下げる兵。

　一方、リラルーク王女は三人を囲む兵を遠目に眺ながめながら舌打ちをする。

「ここから先は、あの兵隊に護衛させるつもりなのかしら。やりづらくなるわね……」

　そして、手の平に隠かくし持もっていた投げ矢を一いつ旦たん腰こしの小物入れに戻もどす。

「こうなったら気長に隙すきを待つしかないわ……」

　そう独り言を呟つぶやきながら、その一方で、今すぐディロークを襲しゆう撃げきしなくてもいい理由が出来た事にどこかホッとする。

　そんな感じで一行とリラルーク王女が進む内、やがて遠くに大きな崖がけが見えてきた。街かい道どうから、草原を挟はさんで一千歩ほどの距きよ離りである。

　崖がけは柱のように整然と割れた岩で出来ており、まるで巨きよ人じんが建てた城だ。

　その中腹に大きな横穴が空いているのが、遠目に見えた。

　グトゥーサの兵たちを率いる隊長が崖がけを指さす。

「あれが奴やつらの砦とりでです」

「なるほど。入り口の穴に到とう達たつするには岩の階段を登らねばならぬ。その間、上からは攻こう撃げきし放題だ。攻こう城じよう櫓やぐらでも組まねば攻せめ入いるのは難しそうだが、あの高さの櫓やぐらを組むのは容易ではない」

　ディロークは天然の要害といった感じの崖がけの穴を眺ながめてうなずく。

　その時、大きな悲鳴が辺りに響ひびいた。

　ハッとして声のした方を見ると、逃にげまどう荷馬車と、それを馬で追い回す賊ぞくが、こちらに向かって駆かけてくる。

　荷馬車は一台。荷馬車を走らせているのは夫ふう婦ふと見られる男女に幼い赤あかん坊ぼう。賊ぞくは十じゆつ騎き。アルキランの正規兵の鎧よろい兜かぶとに身を包んでいる。

「あれは！」

　グトゥーサ兵の隊長が叫さけんだ。

　盗とう賊ぞくたちの上げる奇き声せいや野や卑ひな笑い声と、逃にげまどう荷馬車から上がる悲鳴とが、辺りにこだました。盗賊たちにもグトゥーサの兵隊の姿は見えているはずだが、まるで気に留とめる様子がない。どうせグトゥーサ軍は大きな隊商以外を守ったりはしないと、なめてかかっているのだ。

　賊ぞくの一人が、手に持った槍やりを構えた。そして思い切り投げる。揺ゆれる馬上から放たれたにもかかわらず、その槍やりは狙ねらい違たがわず馬車に向かい、手た綱づなを握にぎる男の後頭部に刺ささった。穂ほ先さきが貫かん通つうし、顔の正面から突つき出でる。男は絶命し、制せい御ぎよを失った馬車は街かい道どうを逸それて、デタラメに走り始める。

「いかん！」

　ルスタットが駆かけ出だした。小こ脇わきに槍やりを抱かかえ、真まっ直すぐ賊ぞくに向かっていく。

「あっ！　ルスタット様！」

　ランムスが叫さけんだ時にはもう、ルスタットは賊ぞくたちの下もとに達し、その内の一人を突つき落おとした。

　グトゥーサの兵たちが慌あわてて武器を構える。

「我々も後に続かねば！」

　だがディロークがそれを引き留めた。

「動かずともよい。それより、私の周囲から離はなれるな。奴やつらがこちらへ向かってくれば、ルスタット殿どのの足を引っ張る事になる」

「はっ」

　本当に援えん護ごしなくてもいいのかと戸と惑まどった表情を浮うかべつつ、ディロークの周囲を固めるグトゥーサの兵たち。

　ルスタットはその間にも更さらに一人を突つき落おとし、向かってきた新手の槍やりを摑つかんで馬上から引き落とし、更さらにもう一人の槍やりをかいくぐって胴どうを抱かかえ、これまた落馬させる。

　近づくのは危あやういと見た賊ぞくの一人が馬上から矢を放った。だがルスタットは怯ひるむ事なく突とつ進しんすると、一気に距きよ離りを詰つめて突つき落おとし、その隣となりにいた賊ぞくを返す槍やりで鎧よろいごと突つき通とおす。最初の一人と合わせて合計六人が、たちどころに馬から落ちるか命を失った。

　一いつ瞬しゆんにして半数以上の仲間を失った賊ぞくの残りは、それを見て馬を止める。

　ルスタットは、荷馬車と盗とう賊ぞくたちの間に馬を進めて立ちはだかった。

「我わが名はルスタット！　イアンマッド国王ニルナスの第一王子！　その名を聞いて尚なお挑いどむ勇気があるならかかってくるが良いい！」

　大だい音おん声じようの名乗りが、辺りの空気をビリビリと震ふるわせた。

　賊ぞくたちは、ディアスフェルドの言葉でなされたルスタットの名乗りは分からずとも、ルスタットの強さについては充じゆう分ぶん分かった。更さらに、その背後にいるグトゥーサ国の兵士たちが、いつもと違ちがってやる気に満ちている気配も察した。そして、多勢に無勢とばかりに逃にげていく。

　ルスタットはそれを見届けると、御ぎよ者しやを失い暴走した荷馬車を追った。馬を併へい走そうさせて荷馬車の手た綱づなを摑つかむと、暴走する荷駄だ馬ばを宥なだめて停止させる。

「無事か！」

　大声で尋たずねるが、馬車に乗っていた女は、見るからに異国人のルスタットに怯おびえて震ふるえた。

「お助け下さい！　お助け下さい！」

　子供を抱だいたまま、訛なまりの強いアルキラン語でひたすら繰くり返かえすのみ。

　ルスタットは荷馬車の手た綱づなを握にぎったまま、ディロークたちの下もとへ戻もどった。




　後方で様子を見ていたリラルーク王女は、今の一連の戦いに啞あ然ぜんとして目を丸くした。

「たった一人であっさりと……。ディアスフェルドの王子だと言っていたけど、一体何者なの……」

　ずっと奴ど隷れいとして働いていたリラルーク王女は、ルスタットの武勇伝を聞いた事がない。

「こ、これは、ますます慎しん重ちように隙すきを狙ねらう必要があるわね……」

　そう言いながら、リラルーク王女はゴクリと生なま唾つばを吞のみ込こんだ。

　一方ディロークは、馬車が近づくと、襲おそわれていた女に優やさしく話しかけた。

「私はアルキランの蛮ばん夷い皇こうディロークだ。そなたがアルキランの属州民であるなら、そなたは私の保護下にある。安心して、何があったか話すがよい」

　女はディロークを見て、周囲を取り囲んでいるのがグトゥーサの兵だと気付くと、ようやくホッとした様子を見せた。逃にげるのに必死で、百人ものグトゥーサ兵の存在すら目に入っていなかったらしい。

「……私たちはこの先の小さなナウィットという町の柳やなぎ細工職人の一家で御ご座ざいます。半年前にグトゥーサの王様からご依い頼らいを受けました、編み細工の寝しん台だいと長なが椅い子すが十五ずつ、ようやく完成致いたしましたので献けん上じように上がるところを、あの者たちに突とつ然ぜん襲おそわれたので御ご座ざいます」

　女は震ふるえる声でたどたどしくそう言うと、御ぎよ者しや台に座すわる男の亡骸なきがらに目をやった。途と端たんにその目から涙なみだが溢あふれ出だす。

「……稼かせぎ手である夫が殺されて、私たちはこれから一体どうすればよいのでしょう」

　両手を顔に当てると、ワッと泣なき崩くずれる女。母親が泣き出したのに驚おどろいた赤あかん坊ぼうも一いつ緒しよになって泣き出した。

　ディロークは痛ましげな顔でその様子を眺ながめ、何やら紙に書き付けると女に手て渡わたした。

「この道はグトゥーサ王国が通行の安全を守るべき区画。そなたの受けた損害や、今後の生活の保障は、グトゥーサ王国が責任を持つ事になろう。この書き付けを持って城に行くがよい」

　そしてグトゥーサの兵隊長に向かい命じる。

「五ご騎きばかり、この女の護衛に付け。城まで送り届けるのだ」

「はっ！」

　隊長がすぐに護衛に付く五ご騎きを選び出し、死んだ夫の代わりに御ぎよ者しや台に付く者も指名した。

　その時、ルスタットが後ろを向いた。そして、離はなれたところで様子を窺うかがっているリラルーク王女に向かって、よく通る声で呼びかける。

「リラルーク王女よ。そなたも兵士たちと一いつ緒しよに、この者をグトゥーサの王宮まで送ってもらいたい。賊ぞくに襲おそわれて未いまだ怯おびえているこの女には、同じく女が寄より添そう必要がある」

「えっ？　なっ、何をいきなり！」

　ギョッとして顔を上げるリラルーク王女。後を付けているのがバレているとは夢にも思っていなかった様子で、今いま頃ごろ慌あわてて木こ陰かげに身を隠かくした。

　ルスタットは構わず続ける。

「グトゥーサまで送り届ければ、戻もどってきて構わぬ。我らも盗とう賊ぞく退治がある故ゆえ、追いつけぬほど先へ進む心配はない。退治をした後、そなたがまだ戻もどってこないようであれば、戻もどるまで待とう」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　何を勝手に……！」

　戸と惑まどいながら言い返すリラルーク王女。

　ディロークが、それには構わず荷馬車の女に告げた。

「我々はあの賊ぞくを討うつために出向いたところ。先を急ぐので、これにて失礼するが、グトゥーサの兵と、あそこにいる女が、そなたに付つき添そう。心配は要いらぬ」

　そしてルスタットとディローク、ランムスは、グトゥーサの兵を引き連れて盗とう賊ぞくの根城である崖がけの穴へと前進した。

　一方、襲おそわれた女の馬車は、五ご騎きのグトゥーサ騎き兵へいに護衛されてリラルーク王女の前に来る。

　リラルーク王女は震ふるえる女と赤あかん坊ぼうを見ると、大きく溜ため息いきを吐ついた。確かにこれは放っておくわけにもいかない。

「仕方ないわね……」

　そう呟つぶやくと馬車に乗のり込こみ、女に寄より添そって肩かたを抱だいた。そして、威い厳げんのある声で御ぎよ者しや台に座すわった兵に命じる。

「グトゥーサへ向かいなさい」

　どこから見ても貧しい物売りにしか見えない格好にもかかわらず、兵を相手にも堂々とした態度を取るリラルーク王女に、御ぎよ者しや台に座すわった兵が不思議そうな顔で尋たずねる。

「恐おそれながら、ディローク様とはどのようなご関係で？」

　リラルーク王女は目も合わせず、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「私の国を滅ほろぼした仇かたきよ」

　それを聞いた兵は、ますます不思議そうな顔でリラルーク王女を見つめた。










　第十章　盗とう賊ぞくと秘密兵器




　一方、ルスタットたちは賊ぞくの根城となっている崖がけのすぐ近くまで近づいた。

　ディロークは、未いまだに地面に刺ささったままの矢や、折れた槍やりなどが散乱している有あり様さまを見てうなずいた。

「なるほど。前回の戦いも、かなりの激戦だったようだな」

　それからふと、黒い鉄の破は片へんに気付いて、驚おどろきに目の色を変えた。

「これは……！」

　そしてルスタットを呼び寄せると囁ささやいた。

「……ルスタット殿どの。一つ忠告しておく。奴やつらが何かを投げてきたら、必ず盾たてで受けて、目を伏ふせよ。決して槍やりや剣けんで打うち払はらってはならぬ」

「どういう事だ？」

　怪け訝そうに聞き返すルスタット。

「この破は片へんだ。これは……」

　説明しようとするディローク。

　だがその時、盗とう賊ぞくたちが横穴の縁へりにわらわらと集まってきた。逃にげ帰かえった仲間に話を聞いて、すでに迎むかえ撃うつ準備は整っている。黒い鎧よろいに動物の頭ず蓋がい骨こつを象かたどった兜かぶと。全員、身に着けているのはアルキラン軍の正式装備である。

　賊ぞくが、一いつ斉せいに弓を引ひき絞しぼった。

　ディロークはハッと顔を上げると、急いで指示を出す。

「防ぼう御ぎよ陣じん形けいを築け！」

　急いで馬を下りる兵たち。

　次の瞬しゆん間かん、矢が雨のように降り注ぐ。

　兵たちは急いで盾たてを構えて防ぼう御ぎよ陣じん形けいを作り、ディロークを守った。間かん一いつ髪ぱつである。

「うわあああ！」

　絶え間なく盾たてに刺ささって音を立てる賊ぞくの矢に、ランムスが悲鳴を上げてしゃがみ込こんだ。

　全員、その場に釘くぎ付づけだ。矢を防ぐだけで精せい一いつ杯ぱいで、一歩も動けない。

　だがそんな中、ルスタットは槍やりを抱かかえると、馬の横っ腹を蹴けった。

「行って参る！」

　誇ほこらしげに一ひと言こと言い残し、矢の雨の中に飛び出していくルスタット。

　一いつ騎きだけ飛び出してきたのに気付いた砦とりでの賊ぞくたちは、ルスタットに矢を集中させた。

　だがルスタットは怯ひるむどころか、逆に一層馬の足を速めると、一気に崖がけ下したの死角まで走はしり込こんだ。そのまま馬を駆かり、岩の階段を駆かけ上あがって敵てき陣じんへ乗のり込こもうとするルスタット。

　その時、階段の上から新手の賊ぞくが現れた。二つ折りにした紐ひもに丸い鉄の球を挟はさみ込こんでぐるっと回すと、ルスタット目め掛がけて横投げに投げつける。

　球は狙ねらいを外して馬の足元にぶつかった。

　その途と端たん。

　雷かみなりのような激しい音が鳴なり響ひびいた。轟ごう音おんと共に鉄球が破は裂れつし、辺り一面に激しい炎ほのおが飛び散る。

　ルスタットの乗った馬が驚おどろいて嘶いななき、後ろ足で立ち上がった。

「これは！」

　ルスタットは慌あわてて馬の背から飛び降りる。そして、腰こしの剣けんを抜ぬいた。

　そこへ、次々と押おし寄よせる賊ぞく。皆みな、手に手に紐ひもを持って鉄球を振ふり回まわし、ルスタット目め掛がけて投げつける。どれも地面に当たって割れると同時に、恐おそろしい音を立てて破は裂れつし燃え上がる。

「ディローク殿どのが剣けんで受けるなと忠告したのはこれか！　以前ディアスフェルドでアルキラン軍と戦った時には、このような不思議な武器はなかった！　まるで雷かみなりを投げつけられているようだ！」

　盾たてを構えながら驚おどろきに目を見張るルスタット。

　爆ばく発はつの光は目を眩くらませ、音は耳をつんざいて、爆ばく風ふうは強い力で盾たてを押おす。一気に敵の懐ふところに飛とび込こみたいルスタットだが、容易には進めない。

　ルスタットが苦戦しているのを見たグトゥーサの隊長が、心配そうにディロークに尋たずねた。

「我々も加勢しなくてよいのでしょうか？」

　だがディロークは即そく座ざに却きやつ下かする。

「要いらぬ。下手に動けばかえって足を引っ張るぞ」

「確かに、我々はあの破は裂れつする鉄の玉の前に手も足も出ませんでしたが……」

　すごすごと引き下がる隊長。

　ランムスが冷ひや汗あせを浮うかべながらディロークに尋たずねた。

「あの武器は一体何なのですか？　鉄の球のようなのに、破は裂れつしたり燃え上がったり……」

　ディロークはじっと戦いを見つめながら答えた。

「あれは炸さく裂れつ弾だんと言って、第一軍団のみが知る秘密兵器だ」

「第一軍団の秘密兵器？　どうしてそれをあの賊ぞくが？」

　驚おどろいて声を上げるランムス。

　ディロークは思案顔で、独り言のように呟つぶやいた。

「そうだ。何故なぜ、兵隊崩くずれの盗とう賊ぞくがあの武器を知っている？　栄光の第一軍団に入っておきながら盗とう賊ぞくに身を落とす者など、いようはずがないのだが……」

　その時周囲の兵士の間で歓かん声せいが沸わき起おこった。

　ディロークがハッと顔を上げると、階段を上りきったルスタットの姿が目に入った。盾たてはボロボロですでに原形を留とどめていないが、ルスタット自身はピンピンしている。

　賊ぞくが数人、剣けんを抜ぬいてルスタットに襲おそいかかった。

　だがルスタットはそれを躱かわすと同時に、手に持った剣けんを閃ひらめかせた。すれ違ちがい様の一いつ瞬しゆん。ディアスフェルドの剣けんは、アルキランの装備に身を包んだ賊ぞくどもを、その鎧よろいごと切きり裂さいた。

　驚おどろいて目を見張る盗とう賊ぞくたち。

　ルスタットが、盗とう賊ぞくたちを見み据すえて叫さけんだ。

「この辺りを通る罪もない商人どもを襲おそっては略りやく奪だつを繰くり返かえす盗とう賊ぞく集団は、貴様らで間ま違ちがいないか！」

　割れんばかりの大だい音おん声じようが、堅けん固ごな岩いわ肌はだまでも震ふるわせた。

　盗とう賊ぞくたちは、その声に思わず後ずさる。

　言葉が通じていない事を察したルスタットは、崖がけの上から命じた。

「ランムス！　訳せ！」

　急に指名されたランムスは慌あわてて顔を上げると、口元に両手を添そえて、必死で叫さけんだ。

「お前たちがこの辺りで襲しゆう撃げきを繰くり返かえす盗とう賊ぞくかと、ルスタット様はお尋たずねです！」

　その声は何とか届いた様子で、賊ぞくの一人が問い返した。

「如何いかにも俺おれたちだが、それがどうした？」

　そのすぐ隣となりで別の賊ぞくが虚きよ勢せいを張って挑ちよう発はつする。

「後ろにグトゥーサの兵を引き連れてるからって調子に乗ってるようだが、アイツらはちょっと前に俺おれたちにこてんぱんにやられて逃にげ帰かえった腰こし抜ぬけ連中なんだぜ」

　すでに一年をアルキランで過ごしたルスタットは、アルキランの言葉を話すのは苦手でも、聞いて理解するのに不都合はない。

　目の前の連中が賊ぞくである事を確かく認にんすると、改めて睨にらみつけた。

「今後一いつ切さいの略りやく奪だつ行こう為いをやめると誓ちかえば、命だけは助けよう！　死にたいのであれば、かかってくるがいい！　ランムス！　訳せ！」

「盗とう賊ぞくを廃はい業ぎようすれば命は助けると仰おつしやっています！　死を望むなら戦えと！」

　声の限りに叫さけぶランムス。

　それを聞いた賊ぞくたちはいきり立った。

「ふざけんなテメエ！」

「自分の状じよう況きようが分かってるのか！」

　手に手に槍やりや剣けんを持って、一いつ斉せいに襲おそいかかる。

　それを見たルスタットは、激しい雄叫おたけびを発した。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっ[image: !!!!]」

　次の瞬しゆん間かん、稲いな妻ずまの如ごとく剣けんが閃ひらめいた。

　またしても、ディアスフェルドの剣けんはアルキランの鎧よろいを切きり裂さき、襲おそいかかった盗とう賊ぞくたちはあっという間に地面に横たわる。その温かい血を、冷たい岩山のヒビが吸った。

「こいつ……！」

　さすがに怯ひるむ賊ぞくたち。顔は青ざめ、冷ひや汗あせが浮うかぶ。

　遠巻きに囲む賊ぞくに対して、ルスタットはもう一度叫さけんだ。

「貴様らに勝ち目のない事は分かったはず！　大人しく降参すれば命は助けよう！　ランムス！　訳せ！」

　ランムスは、喉のどが裂さけそうな思いで声を張り上げる。

「大人しく降参すれば命は助けると、ルスタット様は仰おつしやっています！」

　だが、ランムスの声が届くよりも早く、賊ぞくたちは穴の奥おくに逃にげ込こんだ。

「待て！」

　奥おくへ逃にげる賊ぞくを追うルスタット。

　しかし洞どう窟くつに踏ふみ込こんだルスタットは、ハッとしたように足を止めた。

　賊ぞくたちは穴の奥おくで盾たてを並べて槍やりを構え、ルスタットを待ち受けている。回り込こめぬよう、洞どう窟くつの幅はば一杯ぱいに整然と並んだ盾たての壁かべを見たルスタットは、懐なつかしいものを見たように笑えみを浮うかべた。

「それはディアスフェルドでアルキラン軍と戦った時にも見たぞ！　その盾たての壁かべには随ずい分ぶんと手を焼いたものだ！」

　剣けんを構え直すルスタット。

「ディアスフェルドにも似た戦法はあるが、あそこまで堅けん固ごな壁かべは作れぬ！　厳しい訓練による統とう率そつあってこその陣じん形けい！　まさにアルキラン軍の精せい華かと呼ぶにふさわしい！　貴様ら賊ぞくがどこまであの壁かべに近付けるものか、とくと試ためさせてもらおう！」

　そう言うや否いなや、ルスタットは敵に向かって迷いなく飛とび込こんでいった。
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　崖がけの前では、なかなか出てこないルスタットに皆みなが気を揉もんでいた。

「やはり、様子を見に行った方がよいのでは……」

　グトゥーサの隊長が、心配そうにディロークに言った。

　ディロークは慎しん重ちように周囲を見回す。

「まず、斥せつ候こうを四方に出せ。賊ぞくの一部が外にいて、こちらを狙ねらっている可能性がある。賊ぞくに背後を突つかれる恐おそれがないと分かれば、それから前進して洞どう窟くつの穴を封ふう鎖さしに行く」

「はっ！」

　隊長が指示を受けて斥せつ候こうに出す兵を選びにかかる。

　その時、ルスタットが洞どう窟くつから出てきた。

　全身に返り血を浴び、体の大きな男の首根っこを摑つかんで引きずり出すと、崖がけ下したに下りてくる。

　それを見て、ワッと歓かん声せいが上がった。

「無事だ！」

「生きてるぞ！」

　一いつ斉せいにルスタットを迎むかえに走り出す兵たち。

　ルスタットは捕つかまえた男をディロークの前に放り出した。

「こやつが盗とう賊ぞくの首領だ。こやつだけはなんとか生いけ捕どりにしてきた。尋じん問もんするがよい」

　グトゥーサの兵がその男に群がり、地面に押さえつけると縛しばり上あげた。

　ディロークはルスタットに尋たずねる。

「中はどうなっている？」

「悪いが全員斬きり伏ふせた。我わが最愛の弟レオームならば、全員生いけ捕どりにする術すべも心得ているのだろうが、残念ながら私にはそこまでの技わざはない。殺し殺される戦場の剣けんしか身に付けておらぬ」

「そうか。まあ、一人でも生いけ捕どりに出来たのならば問題はない」

　ディロークはうなずき、縛しばられた男を見下ろした。

「私は蛮ばん夷い皇こうディロークである。今からいくつか質問をする。正直に答えれば命は助けよう」

　だが、その時、男の顔が突とつ然ぜん紫むらさき色いろに変色して膨ふくれ上がった。

「……！」

　ハッとするディローク。

　男はその目の前で、泡あわを吹ふいて白目を剝むく。

「これは……！」

　ランムスが息を吞のんで青ざめた。

　ルスタットが素す早ばやく近づき、口の中のものを吐はかせようとしたが、すでに遅おそい。ビクンビクンと何度か大きく痙けい攣れんした後、男はぐったりと動かなくなった。

「死んだ……」

　脈と呼吸を確かく認にんして呟つぶやくルスタット。

　ディロークはじっと男を見下ろしながら、顎あごに手を当てた。

「この死に方……。私の領地を襲おそったテンミッド派と同じだな……」

「ではやはり、この者たちはテンミッド派と繫つながりがあったということか」

　ルスタットがディロークを見る。

「恐おそらくは……。だが、あの炸さく裂れつ弾だんは、知っているだけでは使いこなせぬ……。まさか、選えりすぐりの精せい鋭えいからなる第一軍団にまでテンミッド派が入はいり込こんでいるというのか……」

　思案顔で呟つぶやくディローク。

　そこへランムスが、明るい声で割わり込こんだ。

「何はともあれ、盗とう賊ぞくを退治したんですから、一いつ旦たんグトゥーサに戻もどって報告しましょう」

　グトゥーサの隊長も、それに同意する。

「我らが王も、きっと喜びます。是ぜ非ひ一度戻もどって、戦勝の祝しゆく宴えんを開かせてください」

　そう言いながら、ルスタットへ憧あこがれの眼差まなざしを注ぐ。

　ルスタットはディロークの顔を見た。

「ディローク殿どのの旅の予定次し第だいだが」

　ディロークはそれに気付くと、思案をやめて微び笑しようする。

「祝しゆく宴えんの主しゆ賓ひんはそなただ。招待を受けるかどうかはそなたが決めるがよい」

「では、御ご厚こう意いに与あずからせてもらおう。リラルーク王女もまだ戻もどってこないようだしな」

　ルスタットはそう言ってうなずいた。

　かくして一行は意い気き揚よう々ようとグトゥーサの城へ凱がい旋せんした。




　報告を受けたグトゥーサ王は大喜びし、早さつ速そく蔵くらを開け放って大々的な祝しゆく宴えんを開いた。

　ルスタットたちは丸一日歓かん待たいを受け、たらふくご馳ち走そうを食べ、出発に際しては大量のパンと干し肉と柑かん橘きつ類るいと干しブドウに干しイチジクに干しスモモ、そして新たな馬をもらって、翌日の朝に出発した。










　第十一章　狼おおかみの草原




　グトゥーサでの盗とう賊ぞく退治を終えた一行は朝早くから出発し、ひたすら草原地帯を進んだ。街かい道どうの両りよう脇わきには馬の腹まで届きそうな長い草が深々と生おい茂しげり、そればかりか街かい道どうの敷しき石いしの間からもところどころ顔を出している。青々とした草の香かおりは清すが々すがしく、道行く者の気持ちを爽さわやかにする。

　三人の後ろには、リラルーク王女が五十歩ばかり距きよ離りを置いて付いてくる。ただし、徒歩ではなく馬だ。ディロークの口くち添ぞえで、グトゥーサの王にリラルーク王女の馬も手配させたのである。

「命を狙ねらってる私にまで馬を用意させるなんて、何を考えているの……」

　リラルーク王女は訝いぶかりながらも、大人しく与あたえられた馬に乗って付いてくる。

　一方ランムスは、後ろのリラルーク王女の様子を窺うかがいながら溜ため息いきを漏もらした。

「馬なんか与あたえて良かったんでしょうかね……」

　ディロークは平気な顔で笑った。

「与あたえたと言っても、どうせグトゥーサ王の馬ではないか。我らは銅貨一枚使っておらぬ」

「ルスタット様はいいんですか？　あの人がついてきたら、ディローク様の護衛が面めん倒どうになるだけですよ」

　ランムスはルスタットにそう言ったが、こちらも一向に気にしない。

「リラルーク王女は、不正に売うり払はらわれた彼かの女じよの妹、テティトスレイプ王女を救いに、ヒュケレとやらの下もとまで行かねばならぬのだ。女の足では辛つらかろう」

「二人とも女には甘あまいんだから……」

　呆あきれ顔でもう一度溜ため息いきをつくランムス。

　ルスタットはそんなランムスには取り合わず、ディロークに尋たずねた。

「ところで、昨日のあの盗とう賊ぞくどもが使っていた破は裂れつする鉄の球は、一体いかなる魔ま法ほうによるものなのだ？　あのような兵器は、ディアスフェルドでアルキラン軍と戦った時にも見た事がなかった」

「魔ま法ほうではない。訓練すれば誰だれでも使える技術だ」

　そう答えるディローク。

　ルスタットは驚おどろく。

「誰だれでも？」

「うむ。鋳ちゆう鉄てつの玉に油を入れて密みつ封ぷうし、玉が赤熱するまで熱してから投げつけると、割れると同時に激しく燃え、あのように爆ばく発はつする。熱しすぎれば投げつける前に暴発するし、熱し方が足りなければ不発だ。誰だれがやろうと変わりはないが、熱し加減を見み極きわめるには熟練が必要になる」

　アルキランの言葉で「サルペックス」と呼ばれるこの兵器の正体は、極ごく秘ひであった事もあってよく分かっていない。通説では、油を入れて密閉した玉を炉ろで熱し、中の油が発火点以上に加熱されたところで投げつけると、地面や対象物に当たって球が割れると同時に油が気化膨ぼう張ちようし、更さらに空気に触ふれて一気に燃ねん焼しよう爆ばく発はつするというような仕組みだったのではないかと考えられている。アルキランでは硝しよう石せきを産出しないため、火薬は存在しなかったという前提での説だが、しかし他国から硝しよう石せきを輸入していなかったと断じるだけの根こん拠きよも存在しない。

　ディロークは説明した後で、首を傾かしげた。

「ただし、あの技術を知っているのは第一軍団だけのはずなのだがな」

「ではあの盗とう賊ぞくは、元は第一軍団の兵だったということか」

　ルスタットが尋たずねると、ディロークはますます首を傾かしげる。

「普ふ通つうに考えればそういう事になる。だが、戦せん軍ぐん皇こう直属の軍団の中でも第一軍団は選えり抜ぬきの精せい鋭えいが集められている。最も士気が高く、最も規律ある兵士たちなのだ。給きゆう与よも待たい遇ぐうも良よいし、名めい誉よもあり、退たい役えき後の生活も保障されている。その彼かれらが盗とう賊ぞくに身を落とす理由が考えられぬ」

　ルスタットは昨日の戦いを思い返しながら言った。

「彼かれらは誰だれが命令するともなく即そく座ざに密集陣じん形けいを作り、それが破られても逃にげることなく咄とつ嗟さに対応しながら戦い続けた。勇ゆう敢かんさも規律の高さも、ディアスフェルドで戦ったアルキラン軍以上の物を感じた。私も、奴やつらがただの盗とう賊ぞくだとは到とう底てい思えぬ」

「ルスタット殿どのがそう言うのなら、やはり彼かれらは第一軍団からの離り脱だつ者なのだろうか。しかし、第一軍団から第六軍団までは、戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どの直属の軍団。しかも、今第一軍団を率いているのはグノルティス将軍だ。あのグノルティス将軍の下もとから、そのような脱だつ落らく者が出るものだろうか」

　なおも思案顔のディローク。

　ルスタットは、ディロークの言葉に少々驚おどろいて尋たずねる。

「グノルティス将軍というのは、ディローク殿どのにそこまで言わせるほどの男なのか」

「戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのの右みぎ腕うでだ。素す晴ばらしい体格と腕わん力りよくを備え、一人の兵士としても無敵の英えい雄ゆうだが、それ以上に指導力がずば抜ぬけている。グノルティス将軍の側がわに付けば勝利は約束され、逆らえば死が約束されると、兵士たちは信じている。全ての兵士から、あらゆる尊敬を一身に集め、燃えさかる信しん奉ぽうと鉄の規律で軍を統とう率そつする、アルキラン随ずい一いちの将軍なのだ。兵は皆みな、グノルティス将軍の命令に逆らうくらいなら死を選ぶ程ほどだという」

「なるほど。ディアスフェルドの王に喩たとえるなら、さながらフォーンデリック王やダミフス王のような人物だろうか。是ぜ非ひ一度、剣けんを交えてみたいものだ」

　そう呟つぶやいて、右手を疼うずかせるルスタット。そしてふと不思議そうに尋たずねた。

「……しかし、それほどの男がよく、戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのの右みぎ腕うでなどという地位で大人しくしているものだ。自分が戦せん軍ぐん皇こうになろうとは考えぬのだろうか」

「ロセック殿どのの力は更さらにその上だという事だ。それに、グノルティス将軍は元奴ど隷れいで死し刑けい囚しゆう。そして元死し刑けい囚しゆうは、たとえ自由になろうとも、議員や三皇にはなれぬ決まりだ。職業軍人として将軍になるのが、彼かれらに許される最高の地位なのだよ」

　そのディロークの言葉にルスタットは再び驚おどろいた。

「なんと。奴ど隷れいから身を起こしたのか」

「そうだ。新兵との決けつ闘とうに勝って自由を得、その後軍に入った。実力だけで最底辺から成り上がった男だけに、代々続く富ふ裕ゆう層そうには彼かれを嫌きらう者も多いが、下層民からの支持は厚い」

　ディロークはそう言ってから、顎あごに手を当てた。

「そして、あのグノルティス将軍が、軍団員の数を把は握あくしていないという事は考えられぬ。脱だつ走そう兵がいれば気付くはずだし、脱だつ走そうした兵士をそのままにしておくというのも有り得ぬ事だ。どうやってあの盗とう賊ぞくたちが、グノルティス将軍の目を逃のがれて鎧よろいや兜かぶと、それに炸さく裂れつ弾だんまで持ち出して来これたのか、まるで想像が付かぬ」

　考かんがえ込こむディロークを見て、ランムスが珍めずらしそうに呟つぶやいた。

「ディローク様でも分からない事があるんですね……」

　ディロークは苦く笑しようする。

「私にとって、この世は分からぬ事だらけだよ」

　その返答に、意外そうな表情をするランムス。

　ルスタットが問うた。

「グノルティス将軍がテンミッド派に入ったという事はないのか？」

　ランムスがその問いに首を傾かしげる。

「ディローク様も仰おつしやったように、グノルティス将軍は元々は奴ど隷れいであり異国民です。アルキランの神の教えを煮に詰つめたテンミッド派の狂きよう信しんに、果たして染まるものでしょうか」

　ディロークも考かんがえ込こんだ。

「テンミッド派は、現在のアルキランを敵視している。そして異民族や奴ど隷れいにも、アルキランを敵視する者は多い。その両者が結びつく可能性は高く、常に警けい戒かいすべき事なのは確かだ。とはいえ、グノルティス将軍はアルキランで成功し、アルキランに対する忠誠心は元々のアルキラン人以上。彼かれがテンミッド派に転ぶ事は、正直考えづらい」

　そんな話をしながら草原の中の道を進んでいると、不意に遠とお吠ぼえが聞こえた。

　狼おおかみだ。

　哀あい調ちようを帯びた声は凄すさまじい大きさで響ひびき渡わたり、辺り一帯の空気が震ふるえた。

　ルスタットが怯おびえる馬を宥なだめながら、声のした方を振ふり返かえる。

「狼おおかみか。近いな。ディアスフェルドでは狼おおかみが遠とお吠ぼえをするのは夜と決まっていたが、アルキランではまだ日が高い内から吠ほえるのか」

　珍めずらしそうな顔をするルスタット。

　ランムスが手た綱づなをしっかり握にぎりしめながら怯おびえた声を出した。

「アルキランでも狼おおかみが吠ほえるのは夜ですよ。ここはもうアルキランから遠く離はなれた属州、ノルヴォーグの領内です」

　ディロークが、やはり遠とお吠ぼえのした方を見ながら説明する。

「この辺りは昼でも狼おおかみの群が出しゆつ没ぼつする。草原で牛や羊を放牧する者が多いので、それを狙ねらうのだ。もっとも、こんなに草が伸のびた場所で放牧する者はおらぬが」

「家か畜ちくだけじゃなく旅人も襲おそわれるそうですよ。この辺りの狼おおかみはとても大きくて、人間なんか頭から丸かじりだそうです。特に、一人で歩いている人が危ないとか」

　青い顔をするランムス。

　ルスタットはそれを聞いて納なつ得とくしたように後ろを見た。

「なるほど。それでリラルーク王女に馬を与あたえておいたのだな」

　その時ふと、風もないのに草むらが揺ゆれた。

　馬が、怯おびえた。

　目め敏ざとく気付くルスタット。

「ディローク殿どの。ランムス。草むらに何かいる」

　草の匂においに混じってうっすらと漂ただよう獣けもの臭しゆう。

　ランムスがビクッとして縮み上がった。

「えっ？　何かって、一体何が？」

「草に隠かくれて姿が見えぬ。だが、複数だ。我らを取り囲んでいる」

「狼おおかみでしょうか……」

「恐おそらくな」

　ルスタットはうなずくと、馬上で槍やりを構える。そしてランムスに命じた。

「私は狼おおかみが襲おそってきたら突つき殺す。そなたは自らの馬を盾たてとしてディローク殿どのを守れ」

「ええっ!?　僕ぼくがですか!?　無理ですよ！」

「泣き言を言うな。そなたは私の従者であり騎き士し見習いであろう。これも修しゆ行ぎようの内と心得よ」

「そんな無茶な……」

　泣きそうな顔をするランムス。

　そんな会話をする内にも、草むらの揺ゆれは段々と激しくなっていき、まるで大きな風が吹ふき渡わたったかのように波打つ。

　ディロークが周囲を見回した。

「これはかなりの大群だな。百匹ぴきはいようか」

「百匹ぴきって……」

　ランムスは生きた心地ここちもせず青ざめる。

　その時突とつ然ぜん、草むらから大きな影かげが飛び出した。ランムスの馬の後ろ足を狙ねらって飛びついてくる。

「出たぞ！　走れ！」

　ディロークが叫さけんだ。

「狼おおかみだあーっ！」

　ランムスも大声で叫さけび、驚おどろいた馬が大おお慌あわてで走り出す。

　狼おおかみたちは最も早はや隠かくれようともせず、次々に姿を現しては、走り出したディロークとランムスの馬を追いかけた。

　ルスタットは素す早ばやく追いすがると、槍やりを突つく。槍やりの穂ほ先さきは一いち撃げきで狼おおかみの背を貫つらぬいた。

　鼻先から尻尾しつぽまでが、大の大人の身長ほどの大きさ。短い夏毛なので小さく感じるが、それでも見事な体格である。

　ルスタットはその死体をチラリと振ふり返かえって呟つぶやいた。

「ディアスフェルドの狼おおかみより少し小こ振ぶりだな」

　そこへ、今度は三匹びき続けて飛び出してくる。

「ひぃ～っ！」

　ランムスは自分の足が嚙かまれないよう足を引き上げ、鞍くらの上にしゃがみ込こんで悲鳴を上げる。

　ルスタットが素す早ばやく槍やりで狼おおかみを追おい払はらうと、ディロークと併へい走そうしているランムスに命じた。

「ランムス！　ディローク殿どのの後ろに付け！　追ってくる奴やつらは後ろ足を狙ねらう！」

「それって、ディローク様の馬の代わりに僕ぼくの馬の後ろ足を食わせろって事ですよね？」

　ランムスが涙なみだ目めになって聞くと、ルスタットは即そく答とうする。

「他にどんな意味がある！　ディローク殿どのを安全に送り届ける事こそ我らの務めだ！」

「ああもう！　仕方ない！」

　ランムスはやけくそ気味に叫さけぶと、ディロークの真後ろに回り込こんだ。

　一方のルスタットは先頭に立つと、前方で待まち伏ぶせしている狼おおかみたちを槍やりで払はらいながら道を切り拓ひらく。

　しかし、ふと狼おおかみたちの動きが変わった。

「む？　これは……」

　狼おおかみたちの走る先を目で追うと、最後こう尾びのランムスもやり過ごして更さらに後ろへと走っていく。

　ルスタットはそれを見てハッとすると同時に、手た綱づなを引いて馬の向きを変えた。

「ディローク殿どのとランムスは全速力で先へ進んで欲ほしい！」

　そう言い置いて、逆ぎやく戻もどりする。

「ルスタット様はどこへ!?」

　振ふり返かえって尋たずねるランムス。

「止まるなランムス！」

　ルスタットは[image: 叱]しかりつけて、そのまま馬を走らせる。

　向かう先にはリラルーク王女。

　その周囲を、狼おおかみの群が取り囲んでいた。一人離はなれてついてくるリラルーク王女の馬は、狼おおかみたちの目には群からはぐれた体力のない馬と映ったのだ。

　リラルーク王女は鞍くらの上に足を引ひっ込こめ、必死になって投げ矢を放つ。

「何よこいつら！　こんな昼間っから堂々と！」

　毒の塗ぬられた矢は、当たれば必殺だ。そしてリラルーク王女が矢を投げる腕うで前まえはかなりのもの。一本も無む駄だにすることなく、全て命中させる。

　だが、狼おおかみの数に対して矢は余りにも少なすぎる。何匹びきかは撃げき退たいしたものの、あっという間に尽つきてしまい、その後は取り囲まれて為なす術すべもない。

　馬も竦すくんで足を止めてしまっている。絶体絶命だ。

　取り囲んだ狼おおかみの一匹ぴきが、馬の後ろに回り込こむと足に嚙かみついた。リラルーク王女はそれを目で追いながらも、対たい抗こうする術すべがない。

　馬が驚おどろいて嘶いななきながら足を蹴けり上げ、狼おおかみは引ひき離はなされたが、今の攻こう撃げきでリラルーク王女がもう矢を放てない事が群れ全体に伝わった。

　すぐに次の狼おおかみが襲おそいかかった。更さらに一匹ぴき、また一匹ぴきと、途と切ぎれることなく襲おそいかかる。執しつ拗ように繰くり返かえされる攻こう撃げきに、馬は怪け我がと疲ひ労ろうで徐じよ々じよに動けなくなっていく。一方狼おおかみたちのほうは、襲おそいかかる数が徐じよ々じよに増えていく。とうとう馬は立っていられなくなった。どうと横よこ倒だおしに倒たおれる馬。

「きゃあっ！」

　リラルーク王女は悲鳴を上げて地面に振ふり落おとされる。

　倒たおれた馬の鼻や首にすかさず嚙かみつく狼おおかみの群。馬はたちどころに息の根を止められる。

　狼おおかみたちは、投げ出されたリラルーク王女にも牙きばを剝むいた。

「く……っ。こんなところで……！」

　尻しり餅もちをついたまま後ずさるリラルーク王女。身を守る物を探して、荷物一式を詰つめた袋ふくろの中身を漁あさろうとするが、手が震ふるえて袋ふくろの口すら開けない。

　狼おおかみたちは、慎しん重ちようにリラルーク王女を取り囲んだ。そして、逃にげる事も反はん撃げきする事も出来ないのを察すると、最初の一匹ぴきが躍おどりかかる。リラルーク王女は思わず目を閉じた。

　その時。

　突とつ然ぜん槍やりが降ってきて、狼おおかみを地面に串くし刺ざしにした。

　悲鳴一つ上げずに絶命する狼おおかみ。

　リラルーク王女はハッとして顔を上げる。

　馬に乗ったルスタットが、そこにいた。

「摑つかまれ！」

　太陽を背にして伸のびてくる救いの手。リラルーク王女は無む我が夢む中ちゆうでその腕うでにしがみついた。

　ルスタットは片かた腕うで一本で、力強くリラルーク王女を馬上に引き上げる。そして、狼おおかみを貫つらぬいたままの槍やりを地面から引ひき抜ぬくと、馬の向きを変えて走り出した。

　狼おおかみの群はすぐさまその後を追う。

　ルスタットは槍やりを逆さに構えると、後方を突ついた。飛とび掛かかってきた狼おおかみの顎あご先さきを、槍やりの穂ほ先さきが貫つらぬき、真っ二つに引ひき裂さく。更さらに一匹ぴき、もう一匹ぴきと、飛とび掛かかってくる狼おおかみを片かたっ端ぱしから後ろ手に貫つらぬくルスタットの槍やり。

　狼おおかみたちは、足を緩ゆるめた。この獲え物ものは危険だ。殺される危険を冒おかしてまで襲しゆう撃げきを続けるよりは、足りないとはいえすでに倒たおした馬にありついて少しでも腹を満たすほうがマシ。恐おそらくはそう判断したのであろう。狼おおかみたちは追つい跡せきを諦あきらめて戻もどっていく。

　狼おおかみたちが全員諦あきらめたのを確かく認にんすると、ルスタットは馬の足を少し緩ゆるめ、リラルーク王女に尋たずねた。

「怪け我がはないか？」

　リラルーク王女は、ルスタットの美しい顔を間近で見て、一いつ瞬しゆんハッと息を吞のむ。そして、頰ほおが赤く染まるのを感じながら、強がってぶっきらぼうに答えた。

「ないわ」

「馬から振ふり落おとされて無傷のはずがない。今は痛みを感じずとも、後で痛む事もある。次の町に入ったらディローク殿どのに頼たのんで、医者を手配してもらう事にしよう」

　そう言って、リラルーク王女が馬から落ちないよう優やさしく抱だくルスタット。

　リラルーク王女は恥はじらうように一いつ瞬しゆん身をよじってから、足の付け根に痛みを覚えて顔をしかめた。

「く……っ！」

「やはり痛むのではないか」

　そう言って笑うルスタット。

　リラルーク王女は目を逸そらす。そして、ルスタットの真意を伺うかがうように尋たずねた。

「……私は、ディロークを殺そうとしているのよ。理解しているの？」

「投げ矢は狼おおかみ相手に使ってしまったのだろう？　今のそなたにディローク殿どのを殺す術すべはないではないか」

　リラルーク王女は思わずカッとなって声を上げる。

「そんなもの、包丁でも何でも殺せるわ！」

「私がディローク殿どのの側そばについているのにか？」

　ルスタットが笑え顔がおを崩くずさずそう言うと、リラルーク王女は黙だまり込こみ、もう一度目を逸そらした。

　ルスタットは手た綱づなを握にぎって前方を見たまま、リラルーク王女に優やさしく言う。

「何にせよ、怪け我がした体で妹君のいる町まで旅をするのは辛つらかろう。ここは一つ、腰こしを据すえて治すがよい」

「そんな事を言って、その隙すきに遠くへ逃にげようっていうんでしょう？」

「案ずるな。女を一人置いていくような真似まねはせぬ。そなたが元気になるまで、我らも側そばで付つき添そっていよう」

　リラルーク王女はルスタットの考えを図はかりかね、目を合わせないまま尋たずねた。

「ディロークの命を狙ねらってる私に、何でそんな親切に……」

「妹君を救い出せば、そなたの疑念も晴れるだろう。それまでは元気にしていてもらわねば困る。それに」

　ルスタットはリラルーク王女を見つめ、微笑ほほえんだ。

「我わが故郷ディアスフェルドでは、美しい貴婦人を守るのは騎き士したる者の義務だとされているのだ」

　リラルーク王女はその微笑ほほえみに目を奪うばわれ、思わず言葉を失った。

　だが何とか我に返ると、照てれ隠かくしに毒づく。

「自分の意志ではなく、義務感で親切にしているだけなのね。私の国では、そういう人間は自由を奪うばわれた奴ど隷れいに等しい者だと軽けい蔑べつされるわ」

　ルスタットは動じない。

「己おのれのやりたい事と、己おのれの為なすべき事が、寸分違たがわず一いつ致ちする。それこそが、ディアスフェルドの騎き士しが理想とする生き方だ。我らにとって、自由な意志と義務は、相反するものではない」

　爽さわやかに笑うルスタットに、リラルーク王女は言い返す事も出来ず、赤い顔をしたままそっぽを向いた。

　次の町に着くまで、リラルーク王女は一言も口を利きかなかった。その頰ほおは、ずっと赤いままだった。










　第十二章　総そう督とくの不ふ穏おんな噂うわさ




　やがて、次の目的地ノルヴォーグの町の城門が見えてきた頃ころ、ルスタットはディロークとランムスに追いついた。

　ランムスが、ルスタットの馬に一いつ緒しよに乗っているリラルーク王女を見て声を上げる。

「どうしたんですか？　何でその人を？」

「馬が狼おおかみに食われてな。仕方がないので私の馬に乗せてきた」

　ルスタットはそう説明してからディロークを見る。

「馬が食われて落ちた時にどこか打ったらしい。医者に診みせてやりたいのだが」

「いいだろう。これから向かうノルヴォーグの町は自治州ではなく、アルキランの総そう督とく府が置かれている。アルキラン本国と同じ水準の医者もいるはずだ」

　そう言って請うけ負おうディローク。

「ディローク様の命を狙ねらってる相手なんか、治ち療りようしてやる事ないのに……」

　ランムスは一人呆あきれ顔でぼやいた。

　リラルーク王女は、敵に情けを掛かけられる屈くつ辱じよくからか、じっと黙だまったまま。

　やがて一行は城門に辿たどり着ついた。

　ノルヴォーグはいかにもアルキラン直ちよつ轄かつ領らしく、町を取り囲む分厚い城じよう壁へきの至る所に彫ほりつけられた髑髏どくろが周囲を睥へい睨げいし、禍まが々まがしい威い容ようを誇ほこっている。壁かべの高さは樹じゆ齢れい数百年の木にも負けぬほど高く、その厚さも、通とおり抜ぬけるのに二十歩かかるほど厚い。本国との国境を守るレドリス砦とりでに匹ひつ敵てきする堅けん固ごさだ。

　城門を潜くぐり、馬から下りる一行。

　ルスタットがリラルーク王女を馬上に残して手た綱づなを引いていると、ランムスが注意した。

「市し壁へきの内側では全員馬から下りないと駄だ目めですよ」

「だが彼かの女じよは怪け我がをして歩けぬ」

　ルスタットがそう言ったが、ランムスは首を横に振ふる。

「怪け我がしてるかどうか、他人が見ても分からないじゃないですか。そのままだと番兵が絡からんできますよ。そうすると面めん倒どうな事になります。ディローク様は身分を隠かくしてお忍しのびで視察したいんですから、厄やつ介かい事はマズいですよ」

「なるほど。それもそうだな」

　ランムスの言い分はもっともなので、ルスタットは素す直なおにうなずくと馬上のリラルーク王女を見上げた。

「聞いての通りだ。ここから先は私が抱かかえていこう」

　そう言うなり、リラルーク王女を下ろして両りよう腕うでで抱だきかかえる。

「ちょっと！　自分で歩けるわ！」

　強がるリラルーク王女だが、ルスタットの腕うでから下りようともがいた拍ひよう子しに足の付け根に痛みが走り、顔をしかめた。

「痛……っ！」

「良よいから無理をするな。そなた一人抱かかえたところで、大した荷物ではない」

　ルスタットはそう言ってリラルーク王女を抱かかえ直す。

　リラルーク王女は恥はずかしそうにしながらも、仕方なくルスタットの腕うでに身を預けた。

　そうしている間にディロークが宿屋を見つけ、寝しん台だいを確保して戻もどってくる。

「そこの宿で寝しん台だいを四つ取った。休ませるがいい」

「分かった」

　ルスタットはリラルーク王女を抱だいて、宿屋の二階へと上がる。

　ディロークはランムスに言いつけた。

「ランムス、医者を探してきてくれ。金はケチるな。総そう督とく府に出入りを許されている、この町一番の医者を連れてくるのだ。ただし私の名は出さぬように。お忍しのびだからな」

「分かりました」

　ランムスは医者を探しに駆かけ出だして行く。

　ディロークはルスタットの後を追って宿屋の二階に上がった。

　階段を上ると、丁度ルスタットがリラルーク王女を寝しん台だいに横たえたところ。

「水を汲くんでこよう。どこを痛めたにせよ、早めに冷やすに越こした事はない」

　そう言ってスタットが立ち上がる。

　リラルーク王女はやってきたディロークを見ながらルスタットに問うた。

「私とディロークを二人きりにしていいの？　私はこの男の命を狙ねらっているのよ？」

　だがルスタットは笑って答えた。

「狼おおかみ相手に武器を使い果たしたそなたを恐おそれるほど、ディローク殿どのは軟なん弱じやくではない」

　そのまま階下へと降りていくルスタット。

「まだ矢を隠かくし持もっているとは考えないのかしら」

　リラルーク王女は呆あきれ顔で見送る。

　ディロークが、笑いながらリラルーク王女の向かいの寝しん台だいに腰こしを下ろした。

「そのくらいの事に考えが及およばぬ男ではない。だが、それでも問題ないと信じているのだ」

　その言葉に、不思議そうに尋たずねるリラルーク王女。

「何故なぜ？」

「知らぬ」

　即そく答とうするディロークに、リラルーク王女は目をぱちくりさせた。

「知らぬって……」

　ディロークは、どこか楽しげな声で語る。

「ディアスフェルドの騎き士しの考え方は、アルキランの人間とは違ちがう。アルキランの人間である私には、ルスタット殿どのの考える事は分からぬ。考え方だけでなく、見えているものも、聞こえているものも、我らとは違ちがうのだ」

「それで何故なぜ、あの男の判断を信じられるの？」

「人は犬ほど鼻は利きかぬから、犬がどのような匂においを嗅かいでいるかは分からぬが、人に分からぬ匂においを辿たどれる事は分かる。猫ねこほど夜目は利きかぬが、人の目が利きかぬ暗くら闇やみの中でも猫ねこには見えている事は分かる。それと同じように、アルキランの人間には見えぬ事が、ディアスフェルドのルスタット殿どのには見える場合があるという事を、私は知っているのだ」

「だから、彼かれの判断を信じるの？」

「そういう事だ」

　うなずくディローク。

　リラルーク王女はじっとディロークを見つめた。

　やがて、不思議そうにポツリと言う。

「……あなた、普ふ通つうのアルキラン人とはちょっと違ちがうわね」

「そうかね？」

「ええ。アルキランの人間なら、人を『信じる』なんて事はしないわ。必ず対価を取り、保証を取り、たとえ裏切られても損がないようにする。部下や奴ど隷れいに何か仕事を任せる時でさえそうするわ。そしてそれが賢かしこい事だと思ってる。『信じる』なんて曖あい昧まいで不確実な事は、愚おろか者もののする事だと蔑さげすんでいるはずよ」

　そう言ってディロークを見るリラルーク王女。

　ディロークは小さく笑う。

「その通りだ。そして、曖あい昧まいを避さけ、確かな事を尊重するからこそ、アルキランは発展してきた」

「認めるのね。じゃあ何故なぜあなたは彼かれを信じるの？」

　その質問に、ディロークはハッとした。言われて初めて気が付いたというように、黙だまり込こむ。そして床ゆかを見つめると、考かんがえ込こむように顎あごに手を当てた。

　その様子をじっと見つめるリラルーク王女。

　ディロークは、言葉を探すように呟つぶやく。

「恐おそらく……その理由は……」

　そこへ、ルスタットが桶おけを持って戻もどってきた。

「水を汲くんできたぞ」

　会話を中断するディローク。

　ルスタットはたっぷり水の入った桶おけを寝しん台だいの横に置くと、リラルーク王女に言った。

「男である我らが、女であるそなたの体に触さわるわけにもいくまい。自分でやれ。幸い、今は他の客もおらぬ。私たちは下で酒でも吞のんでいるから、何かあったら大声で呼ぶが良よい」

　そう言うと引き返していく。

　ディロークも、リラルーク王女に軽く会え釈しやくすると、ルスタットを追って一階へ下りた。

　一人残されたリラルーク王女は、たっぷりと桶おけに汲くまれた冷たい井い戸ど水みずを黙だまって見つめた。

　そのまましばしの間、ルスタットの好意など受けるものかと意地を張っていたが、やがて一つ息を吐つくと、素す直なおに布を水に浸ひたして腿ももの付け根を冷やし始めた。




　一階に下りたルスタットとディロークは、簡単な食事を注文すると、椅い子すに腰こしを下ろしてランムスの帰りを待った。

　その二人の耳に、周囲の客の会話が耳に入ってくる。

「……まったく、恐おそろしい話だぜ」

「本当なのかね」

「確かに金にはなるけどよ」

　声を潜ひそめて話す男三人。風ふう貌ぼうからしてアルキランではなく地元の人間だ。だがその三人も、それぞれに雰ふん囲い気きが違ちがう。

　その様子を見て、ルスタットが囁ささやいた。

「地元民同士でもアルキランの言葉で話すのだな」

　ディロークは焦こがし麦の飲み物を口に運びながらうなずく。

「この辺りは雑多な民たみが入り乱れていて、言葉も村ごとに違ちがう。そんな彼かれらにとって、アルキランの言葉は唯ゆい一いつの共通言語なのだよ」

「なるほど。しかし、何やら不ふ穏おんな気配の会話だな」

「うむ。しばらく耳を傾かたむけていよう」

　二人はそう言って、無言で食事を摂とりながら男たちの会話に耳をそばだてる。

　ひそひそと話を続ける三人の男たち。

「総そう督とくは俺おれらと違ちがってアルキランの人間だ。残ざん酷こくな事に躊ちゆう躇ちよはしないし、金になるなら何だってやるさ」

「アルキランの連中にとって人殺しは遊びだからな。リカッソミーの町が滅ほろぼされた時の事知ってるか？　アイツら、降こう伏ふくした人間から鎧よろいも服も剝はぎ取とって素すっ裸ぱだかにしてから、野っ原に逃にがしたんだ」

「裸はだかに剝むかれたのは可か哀わい想そうだが、逃にがしてくれたんならいいじゃねえか」

「馬ば鹿か野や郎ろう。まだ続きがあるんだ。アルキランの連中、必死で逃にげる奴やつらを馬で追いかけて、背中から弓で射殺して、その数を競きそい合あったんだ。人間を獲え物ものに狩かりをしたんだよ。それも、ヨボヨボの年寄りや若い女ややっと立てるようになったばかりのガキまで、全部お構いなしに」

「ホントかよ、そりゃ」

「本当さ。しかもその後、狩かった人の皮でマントや手て袋ぶくろを作ってリカッソミーの周辺の町に売りに行ったんだ。俺おれたちに逆らうとこうなるぞ、って脅おどしの意味も込こめて。俺おれの曾ひい祖父じいさんがガキの頃ころ、そのまた曾ひい祖父じいさんから聞かされた話だ。その時無理矢理買わされた手て袋ぶくろってのが、俺おれが小さい頃ころはまだ家にあった。指先に人の爪つめが付いたままの、気味悪い手て袋ぶくろだった」

「おい、やめろ。飯が不味まずくなる。大体、今は総そう督とくの話だろうが。そんな昔の胸むなくそ悪わるい話なんか聞きたかねえぜ」

「だから、総そう督とくもそういうアルキランの人間だって話だろうがよ」

「だが、たとえ自分の奴ど隷れいだろうと、主人が勝手に殺すのは禁止になったんだろ？　蛮ばん夷い皇こうディローク様が何年も前にそう定めたはずじゃねえか」

「そうだ。違い反はんしたら取っ捕つかまるぜ。ああ見えてディローク様もアルキランの人間だ。逆らう者には容よう赦しやしねえ」

「だが、この町で違い反はん者が見つかったとして、取っ捕つかまえるのは誰だれだ？　総そう督とくだろうが。ディローク様は都でお忙いそがしくて、ここノルヴォーグまでは目が届かねえ。だから代わりに総そう督とくがいるんだ。その総そう督とく様が率そつ先せんして悪さしてんだから、誰だれも逆らえねえよ」

「とにかく、家に若い娘むすめがいる奴やつは気を付けろ。些さ細さいな罪で難なん癖くせつけられて死し刑けいにされたり奴ど隷れいに落とされたりしねえようにな」

「気を付けろったって、裁くのも総そう督とく様だからなぁ」

「だから、言いがかりを付ける隙すきを見せねえようにしろって事だよ。特にお前んちの娘むすめは喧けん嘩かっ早ぱやくて危ねえぜ。カッとして人を殴なぐったら最後、殺人未み遂すいで引っ張られて、その日の内に焼き印捺おされて奴ど隷れいだよ。後は総そう督とく様に買われてあの世行きだ」

「なに、狙ねらわれるのは美人だけって噂うわさじゃねえか。コイツの娘むすめは親父おやじ似だから、心配するこたねえよ」

「何だとテメエ。それじゃまるで俺おれが醜男ぶおとこみてえじゃねえか」

「その通りだろ」

「けど、こんな事で町から美人がどんどん減っちゃ、楽しみもねえわなあ」

「こんな時こそ、ルスタット様が来てくれねえもんかね」

「ルスタット様は南の街かい道どうを通ってとっくに都に帰ってら。わざわざこんなとこに立ち寄るわけがねえ」

「何で都に帰る時に、こっちの道を通ってくれなかったかね。同じ東の属州じゃねえか」

「そりゃ遠回りだからだろ。ケルピアの港からリュトポックの都へ帰るのに、わざわざ北の街かい道どうを通る馬ば鹿かはいねえ」

　聞いていたディロークは笑うと、小声でルスタットに囁ささやいた。

「そなたが女によ人にんの国ノーザミアから帰き還かんする道中の、南の街かい道どうでの活かつ躍やくぶりは、彼かれらにも随ずい分ぶんと知られているようではないか」

　ルスタットは真面目な顔で応じる。

「私を待っている者がいると知った以上、手を貸さねばならぬ。あの男たちに私の正体を明かし、詳くわしい話を聞こうと思うが良よいか？」

　慌あわてて止めるディローク。

「いや、今しばらく待ってくれ。彼かれらの話だと、どうやらここの総そう督とくが、私の出した布令に逆らって、私的に奴ど隷れいを殺しているようだ。更さらには、死し刑けいも恣し意い的に乱発している様子。だとすれば、私としても取とり締しまらねばならぬ案件だ。下手に今ここで正体を明かせば、総そう督とくは即そく座ざに証しよう拠こを隠いん滅めつしにかかるだろう。ここはもう少し、我らの身元を伏ふせたままで探さぐりを入れたい」

「そうか。仕方ない」

　ルスタットは、浮うかしかけた腰こしをもう一度下ろす。

　しかし三人の男はそこで話をやめた。

「オヤジ！　お代、ここに置いてくぜ！」

　そう言って卓たく上じように代金を置くと、店を出て行ってしまった。

　そこへ入いれ違ちがいにランムスが医者を連れて戻もどってきたため、総そう督とくの事は一いつ旦たん後回しにする事となった。










　第十三章　総そう督とくお抱かかえの名医




「お医者さん、連れてきました。総そう督とくの屋や敷しきにも出入りしている、この辺りで一番の名医だと」

　ランムスにそう紹しよう介かいされた、小こ柄がらで瘦やせ細ほそった医者は、奴ど隷れいらしい少年に荷物を持たせ、横おう柄へいな態度で尋たずねた。

「それで、患かん者じやは？」

「上だ。寝しん台だいにいる」

　ディロークが答え、ルスタットが二階に向かって声をかけた。

「医者を連れてきたぞ」

　そして、リラルーク王女が身み支度じたくを調ととのえる余よ裕ゆうがあるように少し待ってから全員で二階に上がる。

「こちらが、見て頂きたい患かん者じやだ。この町へ来る途と中ちゆう、狼おおかみに襲おそわれて馬から落ちた」

　そう説明するディローク。

　医者はリラルーク王女を見て、その美しさに思わず目を見張った。

「どちらの国の方ですかな？　この辺りではあまり見ない顔立ちですが。先さき程ほども、聞き慣れぬ言葉を使っておったようで……」

　そう言いながら、チラリとルスタットを見る。

　ディロークは素っ気なく答えた。

「北の方にあるローフェイの出だ」

「ローフェイ？　少し前まで戦争していた……？」

「彼かの女じよはアルキランの言葉を話せる。問題ない」

　そう言うディローク。

　医者はそれを聞いて、胸の内で密ひそかに考えた。

　……なるほど、ローフェイが滅ほろんだので、この娘むすめは奴ど隷れいとしてこの方かたに売られたのだな。

　ディロークとリラルーク王女を見比べて納なつ得とくすると、医者はリラルーク王女に近寄る。

「痛む場所は？」

「左足の付け根が」

　そう答えるリラルーク王女。

　医者はディロークに許可を求めた。

「触さわってみてもよろしいですな？」

「本人に尋たずねるがよい」

　そう答えるディローク。

　リラルーク王女の事をディロークの奴ど隷れいだと思っている医者は、ちょっと不思議そうな顔をしてから、リラルーク王女に尋たずね直した。

「触さわっても良いかね？」

「ええ」

　許可するリラルーク王女。

　足の付け根に触ふれると、押おしてみる医者。

「つ……っ！」

　リラルーク王女は痛みに顔をしかめる。

　……この程度の痛がり方なら、ただの打だ撲ぼくであろう。骨は折れていまい。

　医者は診しん断だんしつつ、改めてリラルーク王女の全身を眺ながめた。そしてゴクリと唾つばを吞のむ。

　……しかしこの若さと美び貌ぼう。総そう督とく様の元へ連れていけば、さぞや高い値ねで買い上げてくださるに違ちがいない。

　医者はしばし思案していたが、やがてディロークに向かって言った。

「……どうも骨が折れておるようですな。治るまで数ヶ月はかかりましょう」

「思った以上に重傷だな」

「どうです？　いっそこの女奴ど隷れいは私に売うり払はらって、そのお金で新たな奴ど隷れいをお買いになっては。女奴ど隷れいのために数ヶ月も足止めなんて、馬ば鹿か馬ば鹿かしいでしょう」

　医者がそう言うと、ディロークはきっぱりと断った。

「その者は奴ど隷れいではない。自由人で、我らの旅の仲間だ。置いていくわけにはいかん」

「左様ですか」

　医者はガックリと肩かたを落とした。

　しかしそれでもまだ諦あきらめず、胸の内で謀はかりごとを巡めぐらせる。

　……だが、とにかくこの女を総そう督とく様の元へ連れていけば、御ご褒ほう美びには与あずかれよう。総そう督とく様なら、この者たちなど如何いか様ようにも処分出来るはず。一人はまだ子供だし、まともな男は二人だけだ。

　そう考えると、医者は人当たりの良さそうな笑え顔がおを浮うかべた。

「分かりました。では、ここでは治ち療りようが難しいので、少し場所を移してもよろしいですか？」

「どこへ行く？」

「旅の病人や怪け我が人にんのために、総そう督とく様がご自分のお屋や敷しきに病室を作っておられます。私もそこへ毎日診しん察さつに通っております。そこならば手当ても行き届き、安心かと」

　総そう督とくの屋や敷しきと聞いたディロークとルスタットは、一いつ瞬しゆん目を見み交かわした。

　ディロークがうなずく。

「では、そのようにしてもらおう」

「かしこまりました」

　医者は自分の奴ど隷れいに命じて担たん架かを持ってこさせると、リラルーク王女を乗せて総そう督とくの屋や敷しきへ向かった。

　その後ろに付いて歩きながら、ルスタットがランムスに命じる。

「ランムス。我らは少し用がある。そなたはリラルーク王女に付つき添そえ」

「えっ？　ディローク様の命を狙ねらってる人の付つき添そいなんて嫌いやですよ」

　即そつ刻こく断るランムス。

　だがディロークも重ねて申しつけた。

「リラルーク王女を一人だけにするわけにもいくまい。そなたが付つき添そうのだ」

「分かりました」

　ランムスは舌打ちすると、渋しぶ々しぶうなずく。

　ルスタットが重ねて言いい含ふくめた。

「リラルーク王女は怪け我がで動けぬ上、武器も使い果たしている。万が一の時はそなたが王女を守るのだ。良よいな」

「ま、万が一って何ですか？　何か危険な事でも起きるっていうんですか？」

　ランムスは怯おびえた顔でルスタットを見上げる。

　ルスタットは真顔でうなずいた。

「かもしれぬ。心しておけ」

　それを聞いて青ざめるランムス。しかしルスタットとディローク二人からの命令に逆らうわけにはいかない。

　ランムスは不安に怯おびえながら、リラルーク王女に付つき添そって共に総そう督とくの屋や敷しきに入った。

　二人が中へ入ったのを見送ると、ルスタットが開口一番言った。

「どうもあの医者は怪あやしい」

「先さき程ほど男たちが話していた総そう督とくの悪事とやらに荷か担たんしているやもしれぬ」

　ディロークもルスタットの言葉にうなずく。

「一体何をしているのか、早く突つき止とめねばなるまい」

「うむ」

　ディロークはうなずくと、建物越ごしに聳そびえる公衆浴場の屋根を見上げた。

「では取りあえず風ふ呂ろへ行こう。情報を集めるには、人の集まる酒場と風ふ呂ろだ」

「うむ」

　ルスタットもうなずいて、二人は並んで公衆浴場へと足を運んだ。




　ノルヴォーグの町は属州総そう督とくの所在地だけあって賑にぎわっており、浴場の中も人で溢あふれかえっていた。むせかえるような熱気は、お湯だけではなく人々からも発せられているかのようだ。大きな湯船には、巨きよ大だいな髑髏どくろの彫ちよう刻こくの目と口からお湯が注そそぎ込こんでいる。この悪あく趣しゆ味みな意い匠しようも、アルキラン直ちよつ轄かつ地ならではだ。

　ディロークとルスタットは薔薇ばらの花びらがたっぷり浮うかべられた湯船に浸つかり、周囲の世間話に耳を凝こらした。そして、ここへよく来ているらしい太った商人を見つけると、さりげなく近づいて世間話を始めた。

「……ところでここへ来る途と中ちゆう、狼おおかみの群れに囲まれたのだが、この辺りでは最近狼おおかみが増えているのか？」

　ディロークがそう話を振ふってみると、商人は深刻そうにうなずいた。

「増えてるねえ。最近は多すぎて、ちょっと怖こわいくらいだ」

「襲おそわれたりはしないのか？」

「女連れでなけりゃ、大だい丈じよう夫ぶらしい。アイツら、女の肉を好むそうだからな。牛でも羊でも、オスの肉は硬かたくて不味まずいからな。人間も多分そうなんだろう」

「私の故郷では、狼おおかみが人を餌えさとして狙ねらう事はかなり稀まれなのだが、この辺りではそうでもないのか」

　ディロークがとぼけながら尋たずねると、商人は腕うでを組んで首を傾かしげた。

「元々はどうだか知らねえが、最近はしょっちゅう城外に死体が打ち捨てられてるからな。それで人の味を覚えたんだろ」

「城外に死体が？」

　ピクリと反応するディローク。

　商人は吞のん気きな顔でうなずく。

「ああ。すぐに狼おおかみが来て骨まで平らげちまうんで、捨てられてすぐじゃなきゃ目にする事はないが。朝まで残ってる事はまずないね」

「誰だれが死体など捨てているのだろう」

「さあ、そこまでは。俺おれは隣となり町まちから来てる行商人に過ぎないから、この町の詳くわしい事情までは分からねえ」

「捨てられている死体は女だけなのだろうか」

「どうなんだろうな。俺おれが見み掛かけた事のあるのは女だったようだが。でもまあ、狼おおかみが襲おそうのが女ばっかりって事は、捨てられる死体が女がずっと多くて、女の味に慣れてるって事なのかもしれないな」

「なるほど。参考になった。ここへ来る時は、女を連れてこないよう気を付ける事にしよう」

　ディロークは礼を言って商人と別れる。

　二人になると、ルスタットが口を開いた。

「つまり、宿の食堂で聞いた話と繫つなぎ合あわせると、総そう督とくは邸てい内ないで女を殺し、その死体を狼おおかみに食わせて隠いん滅めつしている、という事か」

「恐おそらくは。だが、何故なぜそれが金かね儲もうけに繫つながるのか……」

　ディロークは考かんがえ込こむように顎あごをさする。

　ルスタットはザバッと音を立てて立ち上がった。

「それは本人に問とい質ただせばよい。今から総そう督とくの屋や敷しきへ乗のり込こもう」

「うむ。リラルーク王女の安全も気がかりだ。だが直接本人に聞く前に、もう少し証しよう拠こ固めをしておきたい。言いい逃のがれを封ふうじるためにな」

　ディロークもそう言いながら一いつ緒しよに湯船を出る。

　体を拭ふき、服を着ると、ディロークはルスタットに言った。

「私は役所にいくつか書類を確かく認にんしに行く。ルスタット殿どのは先さき程ほどの医者が屋や敷しきから出てきたら捕つかまえておいてほしい」

「良かろう」

　ルスタットは請うけ負おい、二人は公衆浴場を後にすると、それぞれ別の道を足早に進んでいった。










　第十四章　ロウンバウグ総そう督とくの罠わな




　ランムスとリラルーク王女は総そう督とくの屋や敷しきへ運はこび込こまれると、病室ではなく謁えつ見けんの間に連れていかれた。

「病室を借りる前に、一度総そう督とくに直接会って許可をもらう必要があるって事なのかな……」

　立ったままキョロキョロと部屋の中を見回すランムス。

　リラルーク王女も床ゆかに座すわって上体を起こし、周囲の様子を窺うかがう。

　都の宮きゆう殿でんと比べると小さいが、それでも見上げるように高い天てん井じようと太くて立派な柱、磨みがかれた石の床ゆかに複雑な模様の絨じゆう毯たん。そして至る所に無数に吊つるされたヒペルトの数は、さすがに属州総そう督とくの屋や敷しきだと思わせる豪ごう華かさである。

　しばらくすると、ノルヴォーグ総そう督とくロウンバウグがやってきた。

　でっぷり太った体と短い足、どんよりと垂れた瞼まぶたから覗のぞく陰いん険けんそうな瞳ひとみの初老の男。

　医者が総そう督とくの側にツツッと駆かけ寄よると、何か耳打ちをした。

　ロウンバウグ総そう督とくはうなずくと、リラルーク王女を見下ろす。そしてニヤリと笑った。

　嫌いやな笑い方だ。ランムスはそう感じた。悪わる巧だくみをしている人間の顔。私欲にまみれた人間の顔。見ているだけで不快になる。ルスタットやディロークとは正反対の、醜みにくい顔だ。

　総そう督とくロウンバウグは玉座に腰こしを下ろすと、二人に命じた。

「まずは通行手形を見せよ」

　ランムスが無言で手形を差し出すと、ロウンバウグ総そう督とくはそれを確かく認にんしてからランムスを見た。

「旅の商人か。その割りに大した荷物も無さそうだが」

「今回の我々の旅は、証文類を運ぶための使いですので、荷に駄だ馬ばや車は必要ございません」

　予あらかじめディロークたちと決めてあった通りの、偽にせの身分と仕事を答えるランムス。

「人数は四人で全てか」

「はい。使いの者とその護衛、そして私たち二人は身の回りの世話をするために同行しております」

　これも決めてあった通りの回答。

　総そう督とくロウンバウグは座すわり直すと、リラルーク王女を指さした。

「して、その者は何なに故ゆえに怪け我がをした？」

「この町へ至る途と中ちゆう、狼おおかみの群に襲おそわれまして。彼かの女じよの乗った馬が狼おおかみにやられ、馬上から投げ出されたのでございます」

「狼おおかみにとな？　して、何なに故ゆえ助かった？」

　リラルーク王女に問う総そう督とくロウンバウグ。

「護身用に持っていた投げ矢で応戦しているところへ、護衛の者が駆かけつけて、私を馬の上に引き上げました」

　リラルーク王女は、ランムスが口にした偽にせの身分に合わせて、丁てい寧ねいな口調で答える。

「投げ矢で応戦とな。女の腕うでで投げたところで狼おおかみを怯ひるませる事ができようとは思えぬが」

「矢に毒を塗ぬってありますれば……」

「毒か。して、矢に当たった狼おおかみは死んだのか」

「恐おそらくは」

「ふぅむ……」

　ロウンバウグ総そう督とくは顎あごをさすり、ニヤリと野や卑ひな笑いを浮うかべた。そして、リラルーク王女とランムスを見る。

「そなたらも知っていようが、アルキランにおいては狼おおかみは特別な存在だ。アルキランの始祖たるモルフェスは幼少時、狼おおかみに拾われその乳で育てられた。故ゆえに狼おおかみはアルキランの母と呼ぶべき存在であり、この町の鐘かねが聞こえる範はん囲い内において、狼おおかみを殺す事は禁じられておる。どうしても殺す時は、私の許可が必要だ。だが私はそなたたちから許可を求められた覚えもなければ、そなたたちに許可を出した覚えもない」

　ランムスはそれを聞いて思わず抗こう議ぎした。

「そんな！　だったら、襲おそわれたら黙だまって食われろって言うんですか！」

　だがロウンバウグ総そう督とくはにべもない。

「逃にげるか、殺さずに追おい払はらえばよかろう」

「そんな事が出来るような数じゃなかったんですよ！　大体、狼おおかみを殺すのに総そう督とくの許可が要いるって事なら、狼おおかみが増えすぎたのは総そう督とくの責任じゃないですか！　きちんと許可を出さず、必要な狩かりをしないから、あんなに増えてるんですよ！」

　ランムスはなおも声を上げたが、ロウンバウグ総そう督とくはまるで取り合う気がない。

「町として、定期的に狩かりは行っておる。それ故ゆえ、この近辺の狼おおかみは人を恐おそれて滅めつ多たな事では近寄らぬ。隊商も問題なく通行しておるし、その証しよう拠こにこの町には食べ物も着る物も香こう料りようも金銀細工も一いつ切さい不足しておらん」

　ロウンバウグ総そう督とくはそう言うと、金の器うつわに盛られた贅ぜい沢たくな砂糖菓が子しを無造作に摑つかみ、口に放ほうり込こむとクチャクチャと貪むさぼり食くった。

　ランムスは、そんな総そう督とくの態度に歯は軋ぎしりをする。

　ロウンバウグ総そう督とくは、玉座の両りよう脇わきに立つ男たちに命じた。

「この者らを牢ろうにぶち込こんでおけ。それから同行者も探し出して捕とらえよ。狼おおかみの死体を確かく認にんした後、刑けいを言いい渡わたす」

　一方的にそう言うと立ち上がり、巨きよ体たいを揺ゆすりながら去るロウンバウグ。

　ランムスは驚おどろいて立ち上がった。

「なっ！　ちょっ、ちょっと待って下さい！　おかしいじゃないですか！　僕ぼくらはここで怪け我がの治ち療りようをしてもらえるって聞いたから来ただけなのに、これは一体どういう……！」

　ランムスは必死に叫さけんだが、ロウンバウグ総そう督とくは振ふり返かえりもしない。

　ランムスは抗こう議ぎの声も虚むなしく衛兵たちに取り囲まれ、リラルーク王女と二人で牢ろうに閉じこめられてしまった。

　ランムスは鉄てつ格子ごうしに捕つかまって悔くやしがった。

「くそっ！　あの医者も仲間だったんだ！　騙だまされた！」

　鉄てつ格子ごうしを揺ゆさぶり、何度も床ゆかを踏ふみつける。だが、ここで暴れたところで、牢ろうが壊こわせるわけでもなければ、ルスタットを呼べるわけでもない。

「一体どうなっているの？」

　リラルーク王女が戸と惑まどいがちに尋たずねた。

「多分、釈しやく放ほうして欲ほしければ保ほ釈しやく金を払はらえって事でしょう。総そう督とくの立場を利用して、私腹を肥やしてるんですよ。よくある汚お職しよくです」

　ランムスは肩かたを落として溜ため息いきを吐つくと、リラルーク王女を見た。

「すみません。僕ぼくがあんな医者を連れてきたばっかりに……」

　リラルーク王女は一いつ瞬しゆん目をぱちくりさせ、不思議そうに尋たずねた。

「私に謝あやまるの？　私は、ディロークの命を付つけ狙ねらう暗殺者なのに？」

「そりゃそうですけど、でもこうなったのは僕ぼくの失態です。ルスタット様ならこういう場合、たとえ相手が敵であっても謝あやまりますから。そして、一いつ緒しよに窮きゆう地ちを脱だつしてから、改めて決けつ闘とうするなりなんなりするはずです」

　リラルーク王女は一層不思議そうな顔になる。

「あなたはアルキランの人間でしょう？　なのにディアスフェルドのルスタット王子の真似まねをするの？」

　それを聞くと、ランムスは誇ほこらしげに胸を張った。

「もちろんです。僕ぼくはルスタット様の従者であり、騎き士し見習いですから。それにここへ来る時も、ルスタット様からあなたの身の安全を守るよう任されましたしね」

「任された時は怖こわがってた癖くせに……」

　リラルーク王女は思わず笑った。そして、改めてランムスを見る。

「それじゃ、少なくともここにいる間はあなたは私の味方なのね」

「ここにいる間だけですけどね」

　ランムスも笑えみを浮うかべてうなずいた。

　リラルーク王女は真顔に戻もどると、牢ろうの外へ視線をやりながら尋たずねた。

「……それで、アルキランでは狼おおかみを殺したら罪になるというのは本当なの？」

「町の近くでは狩かりは許可制になってる事が多いのは本当です。好き勝手に武器を振ふり回まわされちゃ危険ですからね。それにアルキランでは狼おおかみが特別だってのも本当ですから、狼おおかみを狩かるのを許可制にしても、本国から怒おこられる事はないかと」

　ランムスはそう言ってから、腹立たしげに続けた。

「だけど、身を守るために戦って殺したからと言って、それで罪に問われるなんておかしいですよ！　強ごう盗とうに襲おそわれて、身を守るためにその強ごう盗とうを殺したって、人殺しで罪に問われる事なんてないのに！　蛮ばん夷い皇こうの下もとに属する属州総そう督とくともあろう立場の人間が、あんな滅め茶ちや苦く茶ちやな事を言うなんて！　あんなのをのさばらせておいたら、ディローク様の名前にまで傷が付く！」

「それで、罪になるとしたらどのような刑けい罰ばつが考えられるかしら」

「普ふ通つうなら罰ばつ金きんと鞭むち打うちで終わると思いますけど、さっきの様子だとそれじゃ済まないかもしれません」

　表情を曇くもらせるランムス。

　リラルーク王女も不安げな顔になる。

「それじゃ済まないというと？」

「もし狼おおかみ殺しは人殺しと同罪という扱あつかいなら、良くて奴ど隷れいの身分に落とされるか、最悪の場合は死罪も有り得ます。殺した数に拠よりますけど」

「手持ちの矢は全て使ったから、十二匹ひきは死んでるわ。それにルスタット王子が殺した分もいるから……」

「十匹ぴきを超こえてると、死し刑けいかも……」

　そう呟つぶやいて青ざめるランムス。だがすぐに気を取り直すと、笑え顔がおで拳こぶしを握にぎった。

「でも大だい丈じよう夫ぶです。どうせ保ほ釈しやく金目当てに決まってますから、本当に殺される事はありませんよ。それに、外にはディローク様とルスタット様がいますから、何の心配も要いりません」

「そうかしら」

「そうですよ。僕ぼくにあなたの安全をお守りするよう言いつけたという事は、ルスタット様もすでに総そう督とくが何か怪あやしいって気付いてたって事ですから」

「気付いて、私たちを生いけ贄にえに差し出して自じ分ぶんたちは逃にげるって事もあるわ。たった二人じゃ何も出来やしないもの」

　リラルーク王女は物もの憂うげな瞳ひとみで、半ば独り言のように言った。自分の国が滅ほろぼされた時の不快な記き憶おくが胸をよぎる。多勢に無勢となれば、人は、自分が助かるために平気で仲間を裏切るものだ。

　だが、ランムスは確信を持って断言した。

「ルスタット様に限って、それはないです」

「何故なぜ？」

　余りに確信に満ちたその声に、驚おどろいて聞き返すリラルーク王女。

　ランムスは笑った。

「だって、そんなの美しくないじゃないですか。ルスタット様は美しい人なんです。だから、絶対助けに来ますよ。その方が美しいですからね」

　自信満々に言い切るその純じゆん粋すいな表情には、一片ぺんの不安も疑いもない。

　……子供ね。

　リラルーク王女は複雑な思いでランムスの顔を見つめた。










　第十五章　競売




　しばらくして、ランムスとリラルーク王女の閉じこめられた牢ろうに、ロウンバウグの護衛がやってきた。

「出ろ！」

　乱暴な口調でそう言うと、二人を縛しばって檻おりの外に出す。

　連れて行かれたのはまたしても謁えつ見けんの間。

　ロウンバウグ総そう督とくが再び二人の前に姿を現す。

「狼おおかみの死体を確かく認にんした。殺された狼おおかみの数は全部で二十匹ぴき。お前たち一行四人で、一人当たり五匹ひきとなる。これは充じゆう分ぶん、死に値あたいする罪だ。よって、この場にいない二人も含ふくめ、お前たち四人全員を、獣けもの裂さきの刑けいとする。狼おおかみを殺した者は、生きながら狼おおかみに食われよ」

　そう言って陰いん険けんな笑えみを浮うかべる。

　ランムスは何を言っても無む駄だだと思いながら、無言でロウンバウグ総そう督とくを睨にらみつけた。そして、ルスタットが来ていないかと周囲を見回すが、残念ながら姿は見えない。

「連れて行け」

　総そう督とくロウンバウグが気け怠だるげに命じ、ランムスとリラルーク王女の二人は後ろ手に縛しばられると奥おくへ連れていかれた。

　連つれ込こまれたのは大広間。獣けもの裂さきの刑けいと言っていたから、狼おおかみの檻おりとか闘とう技ぎ場のようなところへ連れて行かれるのかと思っていたランムスは、意外な思いで室内を見回した。

　周囲には総そう督とくロウンバウグに負けず劣おとらずの、みっともなく太っただらしない姿の女たちが大勢座すわっている。着ている服を見ると、一見無地のようでいてどれも複雑な模様が織おり込こまれていて、光の具合で模様が浮うかび上あがる。魔ま法ほうの国と言われるアニスの織おり物ものでも、ここまでの品はない。これは妖よう精せいの国ノフィンの物と言われている特上の絹きぬ織おり物ものだ。普ふ通つうの金持ち程度では、到とう底てい買えない程ほどの値打ちの布。そんな物を色違ちがいで何枚も重ねた豪ごう華かな服を着ている女たちが何十人もずらりと並んでいるのを見て、思わずゴクリと唾つばを飲むランムス。

　ランムスは護衛の男に摑つかまれて部屋の片かた隅すみに留め置かれ、一方リラルーク王女は猿さるぐつわを嚙かまされて、室内でも一段高い台の上に上げられた。

　女たちがリラルーク王女を見て口々に囁ささやき合う。

「あら。今回はまた随ずい分ぶんと上物だわ」

「絶対に競せり勝かたなくっちゃ」

「今回は私が一番いいとこを競せり落おとさせてもらうわよ」

　それを聞いたランムスは、内心首を傾かしげた。

　……競せり落おとすって、奴ど隷れいとして売られるって事か？　でもさっき総そう督とくは死し刑けいだって……。それに、一番いいところってどういう意味だ……？

　わけが分からず混乱するランムス。金を巻き上げるための汚お職しよくなら、死し刑けいをちらつかせてディロークたちに保ほ釈しやく金を吹ふっかけるのが一番普ふ通つうのやり口だ。だが、そうするつもりはないらしい。かといって、もちろんこれは死し刑けいの準備からは程ほど遠とおい。一体これから何が始まるというのだ。さっぱり分からない。

　そこへロウンバウグ総そう督とくが姿を現した。

　女たちが一いつ斉せいに拍はく手しゆを送る。

「お集まりの皆みな様さま、大変お待たせ致いたしました。それではただ今より、競売のほうに入らせて頂きたいと思います」

　ロウンバウグ総そう督とくはそう言って女たちに恭うやうやしく挨あい拶さつし、壇だん上じようの男に手で合図をした。

　壇だん上じようの男はそれを見てうなずくと、短刀を握にぎった右手を高らかに突つき上あげる。

「それではまずは肝かん臓ぞうから！」

　男の声が響ひびいた。

　たちどころに女たちが叫さけぶ。

「金貨五枚！」

「八枚！」

「十五枚！」

　ランムスは目の前で行われている事の意味が分からず呟つぶやいた。

「肝かん臓ぞうから……？　一体何の競せりをしてるんだ……？」

　すると、ランムスを縛しばった縄なわを摑つかんでいる護衛の男が笑った。

「あの女の生いき肝ぎもを競きそってるのさ」

「生いき肝ぎも!?」

　思わず振ふり返かえるランムス。

　護衛の男はうなずいた。

「ああ。あの成なり金きんババアども、若い女の生いき肝ぎもを食えば、若さが取とり戻もどせるって信じてるんだ。馬ば鹿かな話だが、そんな馬ば鹿かな話も儲もうけ話に変えてしまう総そう督とく様はさすがだぜ。お陰かげで俺おれたちも贅ぜい沢たくな暮らしをさせてもらえるってもんさ」

「つまり、若い娘むすめを無理矢理死し刑けいにして、生いき肝ぎもを競売に掛かけてるのか……！」

　啞あ然ぜんとするランムス。

　護衛の男は笑いながら続ける。

「普ふ段だんは旅人じゃなくて奴ど隷れいだけどな。金貨五枚で買った女奴ど隷れいが、その日の内に金貨百枚以上に化けるんだ。こんないい商売はないぜ」

　高度に文明と技術の発展したアルキランにおいても老ろう醜しゆうからは逃のがれられず、多くの女が若返りの秘薬を求めて無む駄だ金を浪ろう費ひした。その秘薬の中でも特に、若い娘むすめの生き血と生いき肝ぎもは効果が高いと信じられていた。

　勃ぼつ興こうしたばかりの貧しいアルキランでは攻せめ滅ほろぼした敵の肉を食って命を繫つなぐ事も多かったため、アルキランの文化においては、異民族の肉を食う事への抵てい抗こうは伝統的に極きわめて小さかった。しかし、売買されるのはほとんどの場合、不ふ慮りよの事故で死んだ奴ど隷れいの臓器であり、偶ぐう然ぜんに頼たよるしかなかった事に加え、鮮せん度どが重要である関係から、死人が出た地域でしか売れず、一いつ般ぱんの商人が商品として扱あつかうには、余りにも割に合わないものだった。また、ディロークが蛮ばん夷い皇こうの地位に就ついてからは異民族の肉であっても食う事を禁じたため、ほとんどの者は生いき肝ぎも売買からすっかり手を引いてしまっていた。

　だが、需じゆ要ようがあるのに供給が途と絶だえれば、価格は暴ぼう騰とうするのが世の習い。ロウンバウグはこれを金かね儲もうけの絶好の機会と見た。そして、死し刑けいを宣告出来る総そう督とくという地位を利用して、かつてないほど大々的かつ計画的な生いき肝ぎも売買を行っていたのである。

　状じよう況きようを理解したランムスは、思わず声を上げた。

「奴ど隷れいを持ち主が勝手に殺すのは、ディローク様が禁止したはずだぞ！」

　男がせせら笑った。

「ああ、それは心配ない。何故なぜなら総そう督とく様は、死し刑けい判決を下す権限をお持ちだからな。死し刑けいになった者を殺す分には何の問題もない」

「死体を調べられたら、食べるために殺したってすぐにバレるじゃないか！」

「バレねえよ。死体は狼おおかみどもが食っちまうからな」

「狼おおかみに食わせるだって？」

「そうだ。磔はりつけだろうが打ち首だろうが、死し刑けい囚しゆうの死体は野ざらしにして獣けものに食わせるってのは知ってるだろう？　はらわたがなくなってたって、狼おおかみが食ったと思うさ。もっとも、この辺りの狼おおかみどもは骨まで食っちまうから、そもそも死体自体残らねえけどな」

　そう言って護衛の男は笑い、嘲あざけるようにランムスを見た。

「ま、お前は男だから競売に掛かけられる事はないが、どっちみち獣けもの裂ざきの刑けいを宣告された身。今いま更さら義ぎ憤ふんに駆かられたところでどうにもならねえさ。銀貨の一枚もくれりゃ、狼おおかみに食われる前に殺してやってもいいぜ。生きたまま食われるのは辛つらいからなぁ」

「なんて奴やつらだ……！」

　怒いかりに震ふるえながら歯は軋ぎしりするランムス。だが、たった一人、それも縛しばられた状態ではどうする事も出来ない。

　会場は異様な熱気に包まれ、やがて一回目の競せりが終わった。

「それでは肝かん臓ぞうはフィゾリーフェ様、金貨百二十枚にて落札です」

　壇だん上じようの男が言って、ロウンバウグ総そう督とくが満面の笑えみで拍はく手しゆをする。

　今にもリラルーク王女の体が短刀で切り刻まれるのではないかと慌あわてるランムス。

　だが壇だん上じようの男は、短刀を握にぎった右手を突つき上あげると声を張り上げた。

「続いては心臓でございます！　これも金貨五枚から始めさせて頂きます！」

「二十枚！」

「五十枚！」

「六十枚！」

「六十五枚！」

　もの凄すごい形相で喚わめきながら値ねを釣つり上あげていく女たち。心臓は金貨百枚で落札される。

　どうやら、全ての内臓に買い手が付くまでは殺さないらしい。そう気付いて少しだけホッとするランムス。

　だが、競せりが終わればどのみち殺されてしまうのだ。ちょっと時間が稼かせげたところで、何の解決にもならない。

　そのまま競売は続いていき、肺が金貨八十五枚、腎じん臓ぞうが八十二枚、脾ひ臓ぞうが七十枚、子宮百三十二枚等々と、値ねが付けられていく。

「それでは、全ての競せりが終わったところで、ただ今より配布に移ります。その際流れた生き血につきましては、皆みな様さまご自由にお飲み頂いて結構で御ご座ざいますが、生いき肝ぎもを抜ぬくのに刃は物ものを使っておりますので、間ま違ちがってお怪け我がなどなされませぬよう充じゆう分ぶんお気をつけください」

　壇だん上じようの男が慇いん懃ぎんに挨あい拶さつし、新たに数人の男が壇だんの上に上がった。そして、リラルーク王女の腕うでを摑つかむ。

　リラルーク王女は身をよじって抗あらがうが、縛しばられている上相手は複数の男。抵てい抗こう虚むなしく床ゆかの上に押おさえつけられた。

　司会をしていた男が、短刀を振ふり上あげる。そして、リラルーク王女の服を一気に切きり裂さいた。白い柔やわ肌はだが顕あらわになり、それを見た女たちが感かん嘆たんの声を漏もらす。

　その白い肌はだに、男の短刀が触ふれた。

　ギュッと目を瞑つぶるリラルーク王女。

　その時、ランムスは咄とつ嗟さに、自分を押おさえていた護衛の男の腕うでに思い切り嚙かみついた。

「痛っ！」

　思わず手を緩ゆるめる男。その叫さけび声ごえに、会場の者たちが一いつ瞬しゆん止まる。

　ランムスはその隙すきに走ると、縛しばられたまま全力で壇だん上じように駆かけ上あがった。

「その人から離はなれろ！」

　大声で叫さけぶと、刃は物ものを持った男の腹を目め掛がけて思い切り頭でぶつかる。

　不意を突つかれて後ろに尻しり餅もちをつく男。

　ランムスはその前に立ちはだかった。

「何だ小こ僧ぞう？」

　リラルーク王女を押おさえつけていた男たちがランムスを取り囲む。刃は物ものを持った男も立ち上がった。

　ランムスは震ふるえながらも、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って男たちを睨にらみつける。

「ぼ、僕ぼくはこの人を守るようルスタット様から言いつかったんだ！　この人を殺すなら、その前に僕ぼくを殺してみろ！」

　男たちはそれを聞くと一いつ瞬しゆんキョトンとしてから、ゲラゲラと笑い出した。

「何だぁ？　ルスタット？」

「あれか？　ノーザミアへの行き帰りに世直し道中をやったっていう、辺境の王子か」

「そんな名前を出せば俺おれたちがビビるとでも思ったのか？」

「残念ながらそいつはとっくの昔にリュトポックの都に帰っちまってら」

「そもそもルスタットが通ったのは南の街かい道どう。この町には寄ってないんだよなぁ」

「どこにそんな奴やつがいるってんだぁ？　ええおい？」

　男の一人が、不意に背後からランムスを捕つかまえた。

「あっ！」

　ランムスが叫さけぶ間もなく、両足を持って逆さに吊つるし上あげる。

「ちくしょう！　放せ！」

　必死で叫さけぶランムス。だが、縛しばられている上に子供の力では、どうしようもない。

　刃は物ものを持った男がランムスに近づいた。

「そうだな。それじゃあ今から十数える間にルスタットをここへ連れてきたら放してやろう。来なけりゃお前から先にはらわたを抜ぬいてやる。さあ、呼んでみろ。ひとぉーつ、ふたぁーつ、みぃーっつ……」

　ニヤニヤと笑って切っ先を突つきつけながら、嬲なぶるようにわざとゆっくり数を数える男。

　なけなしの勇気を使い果たしたランムスは、すっかり青ざめて泣き声を上げた。

「やっぱり僕ぼくじゃ無理ですよルスタット様ぁ～っ！　早く助けに来てくださいよぉ～っ！」

「このガキ、まだ言い張ってやがるぜ」

　男たちは笑い合い、十数え終わると刃は物ものを振ふり上あげる。

「結局、頼たのみのルスタット様は来なかったようだな！」

　ランムスの胴どう体たい目め掛がけて短刀が閃ひらめいた。

　最も早はやこれまでかと、ランムスは目を瞑つぶる。

　リラルーク王女も思わず顔を背そむけた。

　男の腕うでが袈け裟さ切りに振ふり下ろされる。

　血が迸ほとばしり、ランムスの左脇わき腹ばらから右みぎ肩かたまでが、真っ赤に染まった。

　しかし。

「あれ？」

　ランムスには斬きられた痛みもない。

　恐おそる恐おそる目を開くと、刃は物ものを持っていた男の肘ひじから先がなくなっていた。ランムスの体を斜ななめに走る赤い血の帯は、男の腕うでから飛び散ったもの。そして、男の肘ひじから先は、短刀を握にぎったまま床ゆかに落ちていた。

「な……っ!?」

　自分の腕うでを見て驚おどろく男。

　ややあってから我に返ると、悲鳴を上げた。

「うぎゃあああああああああああああああああ！　おっ、俺おれの腕うでがああああああああああああああああああああっっっ!!」

　次の瞬しゆん間かん、ランムスの体が突とつ然ぜんドスンと床ゆかに落ちた。

　頭から落ちて一いつ瞬しゆん目から火花が散るランムス。ハッとして見上げると、ランムスの腕うでを摑つかまえていた男も、手首から先を斬きり落とされて、呆ぼう然ぜんと立っている。そして、一いつ拍ぱくおいてから叫さけび出した。

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいい!!　手が、手がああああああああああああああああ[image: !!!!]」

　そこへ、ランムスのよく聞き知った声が響ひびいた。

「無理ではない！　私が来るまで、見事リラルーク王女を守りきったではないか！」

　その声に、ランムスの顔がパッと輝かがやく。

「ルスタット様！」

　いつの間にか、ルスタットがすぐ側そばに立っていた。










　第十六章　人食い総そう督とくの最後




　競売会場に現れたルスタットは、さっと剣けんを振ふってランムスとリラルーク王女の縄なわを斬きった。そして、自由になったランムスに縛しばり上あげられた小さな男を渡わたす。リラルーク王女を診しん察さつした医者だ。

「この医者は……！」

「逃にがさぬよう捕つかまえておけ」

　ルスタットはそう言うと、ランムスたちを背に庇かばうようにして壇だん上じようの男たちの前に立ちはだかった。

「リラルーク王女の護衛という、そなたの務めは終わった。ここから先は私の仕事だ。後はゆっくり座すわって見ているがいい」

　一方、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に混乱していた男たちもようやく我に返ると、手に手に剣けんを握にぎりながらいきり立った。

「何だテメエは！」

「どこから入って来やがった！」

「よくも俺おれたちの仲間を！」

　競売に参加していた金持ちの女たちは、驚おどろいて部屋の片かた隅すみに逃にげつつ、闖ちん入にゆう者が捕つかまえられるのを見物しようとその場に留まる。

　ルスタットは男たちを睨にらむと高らかに名乗りを上げた。

「我こそは、ディアスフェルドはイアンマッド国王ニルナスの第一王子、ルスタット！　貴様ら人の皮を被かぶった悪あく魔まどもを成敗する者だ！」

　そして、背後のランムスに命じる。

「ランムス！　訳せ！」

　ランムスはさっきまでとは打って変わって、意い気き揚よう々ようと声を張り上げた。

「この方こそが、あの名高い英えい雄ゆう、ディアスフェルドから来た不死身のルスタット様だ！　お前たちを成敗なさると仰おつしやってるぞ！　覚かく悟ごしろ！」

　ロウンバウグ総そう督とくはそれを聞くと、激げき昂こうして吠ほえた。

「不死身のルスタットだと？　ふざけるな！　私は東の属州総そう督とくだぞ！　つまりはこの属州において、私はアルキランの全てを代表する存在！　この私に剣けんを向けるという事は、全アルキランを敵に回すのと同じなのだぞ！　分かっているのか小こ僧ぞう！」

　だがルスタットは戦意漲みなぎる笑えみを浮うかべた。

「ディアスフェルドを戦場にせず、もう一度アルキラン軍とやりあえるというのであれば、こちらとしては大だい歓かん迎げいだ！　ランムス！　訳せ！」

「ルスタット様は、アルキラン軍と戦争出来るなら歓かん迎げいすると仰おつしやっています！」

　大声で叫さけぶランムス。

「こやつ……狂くるっておるのか……！」

　ロウンバウグ総そう督とくは、ルスタットの本気の目を見て冷ひや汗あせを浮うかべた。まるで脅おどしが通じない。気け圧おされて、よろめくように後ずさる。

　そこに、苦く笑しよう混じりのよく通る声が割わり込こんだ。

「アルキラン全体を敵に回すのは勘かん弁べんして頂けるかな。それでは私までそなたの敵になってしまう」

　その声に振ふり返かえったロウンバウグ総そう督とくは凍こおりついた。

「ディ、ディローク様……？」

　悠ゆう々ゆうと入ってきたのは蛮ばん夷い皇こうディローク。ルスタットの隣となりに立つと、ロウンバウグ総そう督とくを見て笑った。

「そなたはアルキランの蛮ばん夷い皇こうたるこの私が、アルキランの法と権力によって裁こう。それならば異存はあるまい？」

　ロウンバウグ総そう督とくはすっかり狼ろう狽ばいしながらも、必死でとぼける。

「わ、わわ、私を一体何の罪でお裁きになると……？　いくら蛮ばん夷い皇こうたるあなた様であっても、何の証しよう拠こもなく人を罰ばつする事など……」

「そこに証人が大勢いるではないか。今まさに生いき肝ぎもを抜ぬかれようとしていたリラルーク王女、その一部始終を見ていたランムス、そしてその医者も全てを話したぞ」

　愉ゆ快かいそうな顔でロウンバウグ総そう督とくを眺ながめるディローク。

　ロウンバウグ総そう督とくは必死で抗こう弁べんした。

「しょ、証言だけで有罪に出来るのなら、数人雇やとって讒ざん訴そすれば誰だれでも罪に陥おとしいれる事が出来ましょう！　生憎あいにくと、このアルキランでは、人を罰ばつするにはそれなりの証しよう拠こがなければならぬ決まりです！」

「ほう？　まさか、証しよう拠こも無しに大勢の人間を死し刑けいにしてきたそなたが、それを理解していたとはな」

　ディロークは皮肉たっぷりに笑った。

「確かに、証しよう拠このないまま争っていては、いつまで経たっても水みず掛かけ論ろんにしかならぬ。だがそれは、裁く者が現場に居合わせなかった場合の話だ」

　そう言って、総そう督とくロウンバウグを正面から見る。

「属州での事は蛮ばん夷い皇こうたる私に最上位の裁判権がある事は、当然知っていよう」

　総そう督とくロウンバウグは血の気の引いた顔で、何とか言いい逃のがれる道を探す。

「わ、私はアルキラン国民で自由人だ！　私は黎れい民みん皇こうタリアタシップ様に属している！　私には、タリアタシップ様に裁きをお願いする権利がある！」

「確かにその通りだ。そしてタリアタシップ殿どのがこの現場を見ていない以上、そなたがあくまでシラを切り通せば、水みず掛かけ論ろんに持もち込こむ事も出来るだろう。証しよう拠こがなければ罪に問われる事はあるまい」

　ディロークはうなずくと、懐ふところから大量の書類を取り出した。そして意味ありげに繰くり返かえす。

「……あくまで証しよう拠こがなければ、の話だが」

　ロウンバウグ総そう督とくはディロークの手元の書類を見つめた。

「そ、それは……？」

「そなたがここ一年の間に公費で買った奴ど隷れいの数や、その年ねん齢れい性別、そしてそなたが死罪を命じた者の内訳、書類通りならまだこの屋や敷しきにいるはずの奴ど隷れいの数と、それを養うには余りに少なすぎるパンや小麦の納入量……。死体が狼おおかみに食われてしまえば証しよう拠こは出ないと思っていたのだろうが、色々付き合わせてみると、矛む盾じゆんははっきり見えてくるものだ。数字を読む事に明るいタリアタシップ殿どのならば、その意味に気付かぬはずはあるまい。ついでに、そなたが曖あい昧まいな証言だけでどれだけ多くの者を死し刑けいにしてきたかも、こちらの書類を見れば良く分かる。その事だけでも充じゆう分ぶん死に値あたいする罪だな」

　冷たい微び笑しようを湛たたえてロウンバウグ総そう督とくを見るディローク。

「いつの間にそんな書類を……」

「こういう証しよう拠こを隠いん滅めつ前に手に入れられるのが、お忍しのび視察の良よいところだ」

　ディロークは笑いながら、偽にせの身分を記した通行手形を見せた。

　進退窮きわまった総そう督とくロウンバウグは顔中に冷ひや汗あせを浮うかべたまま、しばし凍こおりついていたが、やがて覚かく悟ごを決めたように叫さけんだ。

「そ、そもそも、異民族は獣けものと同じ！　その肉も獣けものの肉と同じ事！　我らアルキランの先祖は代々攻せめ滅ほろぼした異民族の肉を食って戦勝を祝ってきた！　神はそれを許し、その教えを我らに伝えた最初の人モルフェスは、大いに蛮ばん族ぞくの肉を喰くらったのだ！　それを蛮ばん夷い皇こうの権限を振ふりかざし、勝手に禁じた貴様こそ、アルキランの伝統と神の意志に逆らう罪人よ！　そのような者にこの儂わしが裁かれる謂いわれなどないわ！」

「モルフェスが蛮ばん族ぞくを喰くらったのは仲間の勇士の名誉を守るため。籠ろう城じよう中に兵ひよう糧ろうが尽き、牛馬すら食い尽くした後も、敵兵の死体を食ってまで砦とりでを死守した勇敢な戦士たちを讃たたえ、彼らが仲間から人食いと蔑さげすまれぬようにするため、モルフェスは敵の肉を喰くらう事を神の名の下もとに許し、自らもまた敵兵の心臓を食って見せたのだ。蛮ばん族ぞくの肉を喰くらう事を推すい奨しようしたわけではない」

「言い訳は神前でするがいい！　都ではすでにトングラール様が貴様の瀆とく神しん疑ぎ惑わくについて神しん託たくを求める動きを起こしていると聞いている！」

　それを聞いたディロークは苦く笑しようした。

「成なる程ほど、トングラールはそのような手も打ってきたか。さすがに小狡ずるい策には頭が回る」

　神しん託たくはアルキランのあらゆる法の上に位置し、議会の決定をも覆くつがえし、三皇でさえ逆らう事は出来ない神聖なものとされている。普ふ段だんは議会の反対を押おし切きるために三皇側が利用する事が多く、事実上、三皇側の議会封ふうじの道具に近い存在だが、それを三皇ディローク追い落としのために使おうというのである。

「だが、三皇の一人を神しん託たくによって裁くには、他の二人の同意が必要だ。内務議会を握にぎられている黎れい民みん皇こうタリアタシップ殿どのはひょっとしたら動かせるかも知れぬが、あの戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのが、兵へい役えき廃はい止しを主張して真っ向から対立するトングラールのために動くと思うかね？」

　ディロークは小こ馬ば鹿かにしたように総そう督とくロウンバウグを見た。

　ロウンバウグ総そう督とくは最も早はやなりふり構っていられない。

「くっ！　ええい！　最も早はや問答無用！　お前たち、こやつら全員狼おおかみの餌えさにしてしまえ！」

　護衛の男たちに向かって叫さけんだ。

「えっ？」

　男たちは驚おどろいて総そう督とくロウンバウグを見る。彼かれらはあくまで総そう督とくの権力の庇ひ護ごの下もとに無法を働いてきただけに過ぎない。総そう督とく以上の権力の持ち主である蛮ばん夷い皇こうディロークに刃は向むかうなど、考えた事もないのだ。

　だが、ここでディロークを消さなければロウンバウグ総そう督とくにはもう後がない。何とか手勢の男どもを焚たきつけるしかない。

「このままではお前たちも共犯で死罪だぞ！　心配するな！　相手はお忍しのびでの視察！　手勢はたったのこれだけだ！　死体は狼おおかみに食わせてしまえば、誰だれにも分からん！　万が一の場合でもトングラール様が何とかしてくれるわ！」

　それを聞いた男たちは、顔を見合わせてうなずき合う。

「確かにこのままじゃ俺おれたちも死罪は間ま違ちがいない！」

　そう判断すると、一いつ斉せいにディローク目め掛がけて襲おそいかかる。

　ディロークは呆あきれ顔で溜ため息いきを漏もらした。

「ここまで往おう生じよう際ぎわが悪いとは……」

　そして、ルスタットを見る。

「ルスタット殿どの、任せた。彼かれらは明白な殺意を表明した。こちらは正当防衛だ。全員斬きり捨すてて構わぬ」

　そう言って後ろに下がる。

「引き受けた！」

　ルスタットは、待ちかねたとばかりに前に出た。そして、斬きりかかってきた先頭の男の両りよう腕うでを斬きり上げて一ひと太刀たちで両断し、返す刀で二人目を頭から真っ向から竹割り、三人目は再び斬きり上げる太刀たちで内うち腿ももを断たち、四人目を胸むな元もとへの鋭するどい突つきで仕留める。ここまででようやく一呼吸。四人目が仕留められたところでようやく一人目の斬きられた腕うでが床ゆかに落ちる。更さらに次の一呼吸で、室内の男どもは全員切きり伏ふせられた。

　ルスタットの信じがたい動きに、啞あ然ぜんとして凍こおりつくロウンバウグ総そう督とく。

「ば、化け物か……！」

　だがその時、縛しばられていた医者が隠かくし持もった小刀で自由を取とり戻もどした。この医者もロウンバウグの仲間。ディロークが生きていては困るのだ。

　そのまま小刀を持ってディロークに襲おそいかかる医者の男。

　ハッとして振ふり返かえるルスタット。

「ディローク殿どの！」

　慌あわてて駆かけ戻もどるが、医者のほうが僅わずかに早い。

　ディロークも気付いたが、不意を突つかれて逃にげる事も防ぐ事も出来ない体勢だ。

　医者の手に握にぎられた短刀が光った。

　凶きよう刃じんがディロークの胸むな元もとに迫せまる。

　その時、ヒュッと空気を切きり裂さく音がした。

　短い矢が、医者の眉み間けんに突つき立たった。

　北の小国ローフェイの投げ矢。

　リラルーク王女が放った矢だ。

　医者の動きが一いつ瞬しゆん止まった。

　次の瞬しゆん間かん、ルスタットが医者を背後から斬きり倒たおす。

　間かん一いつ髪ぱつで間に合った。

　ホッと安あん堵どするルスタットたち。

　だが、ルスタットの目が医者に向いた隙すきに、ロウンバウグ総そう督とくは広間から外へ逃にげ出だした。

「者ども！　出会え！　出会えー！」

　応おう援えんを呼びながら、一人だけ屋や敷しきの外へ逃にげ出だそうとする。

「待て！」

　ルスタットは次々に湧わいてくるロウンバウグの手下を斬きり伏ふせ、蹴け倒たおし、投げ飛ばしながら、後を追う。

　ロウンバウグ総そう督とくは、息を切らし、何度も転びながら、ようやく門に辿たどり着ついた。

　外には、ちょうど属州駐ちゆう屯とん部隊のアルキラン軍が集結している。ロウンバウグ総そう督とくはホッとしたように駆かけ寄よった。

「助けてくれ！　暴漢が中に！」

　だが駐ちゆう屯とん部隊は、ロウンバウグ総そう督とくに気付くと一いつ斉せいに槍やりの穂ほ先さきを突つきつけた。

　ギョッとして立ち止まるロウンバウグ総そう督とく。

「何をする貴様ら！　私はノルヴォーグ総そう督とくロウンバウグだぞ！」

　だが、駐ちゆう屯とん部隊の隊長が厳しい声で怒ど鳴なり返した。

「黙だまれ！　我らは蛮ばん夷い皇こうディローク様の命めいを受けておる！　ディローク様の許可なしには、何なん人ぴとたりともこの屋や敷しきより外には出さぬ！」

　総そう督とくロウンバウグはそれを聞いて愕がく然ぜんとした。

「ディローク……すでにそこまで手を回していたとは……」

　全身から力が抜ぬけたように、ガックリと膝ひざを突つく。

　そこへルスタットが追いつき、総そう督とくロウンバウグはとうとう縄なわに付いた。




　その後、ディロークは、生いき肝ぎも競売に関わったロウンバウグ総そう督とくとその一味、そして顧こ客きやくだった女たちの裁きを済ませた。罪の大きさに応じて死に方に差は付けられたが、全員が死し刑けいとなった。更さらに、駐ちゆう屯とん部隊の中から暫ざん定ていの総そう督とく代理を選び、本国へ事の顚てん末まつを報告する書類を書き上げ、新たな総そう督とくを寄よ越こす依い頼らいの文を送った。僅わずか二日で全てを済ませると、ディロークたち一行は三日目の朝には町を出発した。




　町を出てしばらく行ったところで、馬の背の上で揺ゆられながらランムスがふと思い出したように尋たずねた。

「そう言えばリラルーク王女、あの時どうして投げ矢を……？」

「あの時って？」

　キョトンとするリラルーク王女。

「ほら、総そう督とくの屋や敷しきで、あの医者がディローク様に襲おそいかかった時ですよ。リラルーク王女が矢を投げて防いだじゃないですか」

「ああ、あれ？　袋ふくろの中に予備の矢が一本だけ残っていたから、宿で忍しのばせておいたのよ。万が一に備えてね」

　少し得意気に胸を反らすリラルーク王女。

　ランムスは首を横に振ふる。

「そうじゃなくて、命を狙ねらっていたはずのディローク様を、何故なぜ助けたんですか？」

　それを聞いたリラルーク王女は、今いま更さらながらハッとしたように一いつ瞬しゆん黙だまった。そして考かんがえ込こむように視線を泳がせる。だが自分でもよく分からなかったらしく、怒おこって誤ご魔ま化かした。

「いいじゃない！　別にそんなの、私の勝手でしょう！」

　それを聞いたディロークが、可笑おかしそうに口を挟はさんだ。

「まあ、他の者に私を殺されたら報ほう酬しゆうがもらえなくて妹が解放出来ないから、とでもしておけば良いのではないか」

「そ、そうよ！　そういう事！　そんな事も分からないなんて、やっぱり子供ね！」

　ディロークの助け船に全面的に乗っかっていくリラルーク王女。

「何だかよく分からない人だなぁ……」

　ランムスは首を傾かしげてから、そこでまた不意に気付いたように尋たずねた。

「そういや何でリラルーク王女も当たり前のように僕ぼくらと一いつ緒しよにいるんです？」

　リラルーク王女は再びハッとする。

「お、女一人だと、また狼おおかみの群に狙ねらわれるかもしれないじゃない！　だから仕方なくよ！　仕方なく！」

　今度は一応ちゃんと自分で言い訳を探し出すリラルーク王女。

　ランムスは溜ため息いきを吐つく。

「ディローク様の命を狙ねらってる癖くせに、自分の命は僕ぼくらに守って欲ほしいなんて、勝手な人だなぁ……」

「あ、あなただって私を守るようルスタットに命令されたんでしょう！　あなたはルスタットの従者なんだから、命令は守りなさいよ！」

「あれはルスタット様が駆かけつけるまでですから」

　賑にぎやかに言い合いを続ける二人を眺ながめて、ルスタットとディロークは目を見み交かわすと愉ゆ快かいげに微笑ほほえんだ。

　そして一行は、次の町を目指して旅を続けた。
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　第十七章　灼しやく熱ねつの太陽と満天の星




　奴ど隷れいの生いき肝ぎもを売うり捌さばいていた悪徳総そう督とくロウンバウグを退治し、ノルヴォーグの町を出てから十数日後。

　道中で立ち寄った国々には特に問題もなく、簡単な陳ちん情じようを聞き、裁判を行う程度で通過した。その間に、リラルーク王女の怪け我がもすっかり癒いえた。

　やがて一行は、荒こう涼りようたる石ころだらけの村タラスードに到とう着ちやくした。

　タラスード自体も砂と石ばかりの乾かわいて荒あれた土地だが、そこから先は何もない。ただ砂地だけの土地がどこまでも広がっている。次の町へは、この砂だらけの土地を横切らねばならないのだ。

　ルスタットはその荒こう涼りようたる景色を見て驚おどろきと共に呟つぶやいた。

「アルキランには森がないと思っていたが、平地なのに草すら生えぬ土地があるとは」

　隣となりでディロークが説明する。

「これは砂さ漠ばくと言って、この地上で最も不毛の地だ。だが、東西には長いが南北に突つっ切きれば二日半で抜ぬけられる。その途と中ちゆうで、水の出るノアリーグという町があるから、そこで休息も取れる。ただし、そこに至るまでに激しい暑さで喉のどが渇かわくので、水を多めに積んでゆかねばならぬ」

「草一本生えぬこの風景は、何とも呪のろわしいものに見える。必ず通らねばならぬのだろうか」

　珍めずらしく怖おじ気けづいた様子を見せるルスタット。

　ディロークは真南に見える山脈に目をやった。

「山に入れば迂う回かい路はあるが、遠回りだし坂道がきつい。その上、水のない事は山道も同じだ。故ゆえに商人たちは皆みな、平地で最短たん距きよ離りを行けるここを通る。それに砂さ漠ばくの中にあるノアリーグは主要な都市として必ず訪おとずれておかねばならぬ上、街かい道どうの様子を確かく認にんする事もこの旅の重要な目的であるから、私としては是ぜ非ひともこの砂さ漠ばくを渡わたらねばならぬ」

「なるほど。ならば避さけて通るわけには行かぬな」

　ルスタットは仕方なさそうにうなずく。

　そこへ、砂さ漠ばく横断の支度したくのため駆かけ回まわっていたランムスが戻もどってきた。

「ルスタット様！　ディローク様！」

　背後に、奇き妙みような動物たちを牽ひいた男を連れている。その動物は、足が長くて馬よりも背が高く、首も長い。背中には大きな瘤こぶがあり、そこに鞍くらを付けてある。顔は長くて牛か鹿しかに若じやつ干かん似ているが、鼻の下が随ずい分ぶんと長く、兎うさぎのように上うわ唇くちびるが左右に割れている。まつげが異様に長く、目はトロンとして常に眠ねむたげだ。耳は小さく、角や牙きばはない。

「お待たせしました。駱らく駝だ八頭と駱らく駝だ牽ひき、調達してきました」

　ランムスがディロークに報告する。

　ルスタットは、ランムスの連れてきた動物を不思議そうに眺ながめた。

「これは、この辺りの町でもちらほら見み掛かけたが、こんな奇き妙みような動物を連れてきてどうするのだ？」

「これは駱らく駝だと言って、暑さや渇かわきにとても強いんです。コイツに水みず瓶がめや、水分たっぷりの果物なんかを積んでいくんですよ」

　そう答えるランムス。

　ディロークが説明を補足した。

「駱らく駝だは一度に大量の水を飲んで体に蓄たくわえ、その後数日の間、一いつ切さい水を飲まずに過ごす事が出来る。商人たちも砂さ漠ばくを渡わたる時は皆みな駱らく駝だを使うのだ。背負える荷は馬より少ないが、駱らく駝だ自身のための水を積まずに済むので、結局は馬より多くの荷を運べる事になる」

「なるほど。見れば見るほど奇き妙みような生き物だが、そのような性質を持っているのか」

　感心しながら、改めて駱らく駝だを眺ながめるルスタット。

「……しかし、どうもその動物がいると馬が落ち着かぬようだ」

　少し困った顔をして、宥なだめるように自分の馬の首を撫なでる。

　ディロークはうなずいた。

「馬は駱らく駝だに怯おびえるのだ。匂においを嫌きらうのだとも言う。馴なれるまでには時間が掛かかる」

「そうなのか」

「馬はこの町に置いていく手もあるが、どうする？　砂さ漠ばくは駱らく駝だだけで渡わたり、砂さ漠ばくを越こえた先で新たな馬を買うという手もある」

「ディローク殿どのはどうするのだ？」

「私は、馬はここで置いていき、駱らく駝だに乗っていく」

「僕ぼくも駱らく駝だに乗ります」

　ランムスもそう答えた。

　リラルーク王女もうなずく。

「私も駱らく駝だに乗ってみたいわ」

　全員駱らく駝だに乗る事を選んだが、ルスタットは少し考えてから馬のたてがみを撫なでた。

「やはり私は馬で行こう」

「良よいのか？」

　ディロークが確かく認にんすると、ルスタットは槍やりに手をやった。

「私はこれまで駱らく駝だに乗った事がない。故ゆえに、そのように背の高い駱らく駝だの上で、充じゆう分ぶんに槍やりを使えるか分からぬ。私はディローク殿どのの護衛として付いてきたのだから、満足に戦えぬようでは困るだろう」

「なるほど。その責任感の強さは、頼たのもしくもあり有あり難がたくもある」

　微笑ほほえむディローク。

　ルスタットは馬を撫なで、砂さ漠ばくへと目をやった。

「馬を疲つかれさせぬよう、砂さ漠ばくを通る間は私も歩くとしよう」

　ルスタットが馬を下りて徒歩で行くという話をランムスが駱らく駝だ牽ひきの男に伝えると、駱らく駝だ牽ひきはルスタットに助言した。

「馬の背に空の籠かごを乗せて布を掛かけるといいですよ。日ひ除よけになるし風も通る。砂さ漠ばくは暑いですからね」

　真っ黒に日に焼けた顔をしわくちゃにしながら、愛あい想そ良く笑う駱らく駝だ引き。日焼けしすぎて年ねん齢れいはよく分からなくなっているが、五十代といったところだろうか。なかなか気の良さそうな男である。

「なるほど。それはよい知ち恵えだ」

　ルスタットは早さつ速そく馬の背に空の籠かごを乗せて布を掛かける。

　ランムスが、柳やなぎを編んだ籠かご状の冠かんむりと背当て、そして白い布の外がい套とうを取り出した。

「駱らく駝だだけじゃなく、皆みなさんもこれ被かぶってくださいね」

　籠かご冠かんむりを頭に被かぶって背中にも笊ざるのような背当てを背負い、その上から布を被かぶる事で、馬の場合と同じように風通しを確保しつつ日ひ除よけにするのである。

「後、香こう油ゆを一ひと瓶びん買ってきましたから、顔とか手とかに塗ぬってください。そうしないと皮ひ膚ふが乾かん燥そうしてひび割れて大変な事になるそうですから」

「ランムスは砂さ漠ばくの旅にも詳くわしいのだな」

　ルスタットが感心すると、ランムスは得意気に胸を張った。

「ユーパス親方の下で丁稚でつち奉ぼう公こうしてた時に、隊商の旅の話は何百回と聞きましたからね。どんな土地に行ったってお役に立てますよ」

「ランムスは、一度聞いた話は決して忘れぬ。まだ子供だが、ランムスより知識のある者は、アルキラン中を探したとて、そうそう見つかるものではない」

　ディロークがそう褒ほめると、ランムスは嬉うれしそうに照れながら謙けん遜そんした。

「いやぁ、それでもさすがにディローク様には敵かないませんよ」

「私も一度聞いた話は忘れぬからな。私のほうが長生きしている分、そなたより知識が豊富なのは当然だ」

　淡たん々たんと言って、油を塗ぬるディローク。

「そりゃまあ、そうですよね……」

　ガックリするランムス。

　リラルーク王女がからかうように笑った。

「どうしたのランムス。ディロークにも引けを取らないつもりでいたかしら？」

「そっ、そんなんじゃないですよ！」

　ランムスは大おお慌あわてで否定すると、誤ご魔ま化かすように激しい勢いで油を塗ぬり、頭から布を被かぶった。

　ルスタットとリラルーク王女も同様に支度したくを済ませると、駱らく駝だ引きが駱らく駝だを地べたに座すわらせた。足を折り曲げ、ぴったりと腹を地面に付けてしゃがみ込こむ駱らく駝だ。

「さ、乗って下さい」

「こんな背の高い動物にどうやって乗るのかと思ったら、しゃがんで乗せてくれるのね！」

　リラルーク王女が驚おどろいてはしゃぎながら、駱らく駝だの鞍くらに腰こし掛かけた。ディロークとランムスも同じように駱らく駝だに乗り、ルスタットだけは立ったまま馬の手た綱づなを握にぎる。

「それでは参ります」

　駱らく駝だ牽ひきも自分の駱らく駝だに乗ると、先頭に立って砂さ漠ばくへと足を踏ふみ入いれた。

　駱らく駝だ牽ひきの歌う駱らく駝だ追いの高い裏声に歩調を合わせて歩いていく駱らく駝だたち。最初は慣れない駱らく駝だの揺ゆれ方や背の高さにおっかなびっくりだったランムスやリラルーク王女も、時間と共に段々と周囲を見回す余よ裕ゆうが出てくる。

　とはいえ、周囲を見回しても、どこまでも似たような砂地が広がっているだけで、目印になりそうな地形が何もない。背後にあった町もあっという間に地平線に隠かくれ、いよいよ四方は砂ばかりとなる。砂が周囲の音を吞のみ込こんで、駱らく駝だの足音と駱らく駝だ引きの歌の他には何一つ聞こえない。どこを見ても同じような景色の上、周囲の音も断たたれると、段々とどちらを向いているのか分からなくなってくる。

　リラルーク王女が不安げに呟つぶやいた。

「正しい方向に向かっているのかどうか、心配になってくるわね……」

　ルスタットは特に不安な様子もなく答える。

「太陽を見ればおおよその方角は分かる」

「おおよそじゃ困るわ。それに曇くもったらどうするの」

　手をかざし、空を見上げるリラルーク王女。

「砂さ漠ばくでは雨が降らないので、太陽が見えなくなるほど曇くもる事はまずありません。心配は無用ですよ。海を船で渡わたるよりよっぽど安心だって親方が言ってました」

　ランムスが気楽に請うけ合あった。

「そうかしら」

　リラルーク王女は疑わしそうに肩かたを竦すくめたが、今のところ確かに雲一つない晴天だ。青く澄すみすぎて怖こわいくらいである。

　駱らく駝だ牽ひきは慣れた様子で、時折地面の影かげの長さと向きをチラリと確かく認にんしながら、迷うことなく先導する。

　ランムスの言う通り空はどこまでも晴はれ渡わたり、ギラギラと照りつける太陽が地面の砂地を焼く。太陽が上ってゆくに連れて、砂さ漠ばくの大地はみるみる温度を上げ、光を照り返しながら焼けたように暑くなってきた。

　ルスタットが不意に砂に目を凝こらして言った。

「何やら地面が揺ゆらめいているように見えるのだが、これは気のせいだろうか」

　ディロークが駱らく駝だの上から答える。

「砂が太陽によって熱くなっているためだ。大きな炎ほのおの周囲が揺ゆらめいて見える事があろう。あれと同じ事だ」

「それほど熱くなっているのか」

　ルスタットは驚おどろき、しゃがみ込こんで素す手でで砂に触ふれてみる。そして慌あわてて手を引ひっ込こめた。

「火傷やけどしそうだ。これは、裸足はだしでは到とう底てい歩けぬな」

　思わず冷ひや汗あせを搔かく。

　太陽はすでに真南に位置し、誰だれも彼かれも口数が少なくなってきた。

　ジリジリと照りつける日差しに、ランムスが弱々しい呟つぶやきを漏もらす。

「暑くなるとは聞いていましたが、まさかこれほどとは……」

「船旅より遙はるかに楽なんじゃなかったの……？」

　リラルーク王女が喘あえいだ。

「乾かん燥そうした砂が日の光に焼けて、まるで鉄火場だな……」

　ディロークがそう言って苦く笑しようするが、その声にいつもの力はない。

　皆みな、汗あせは次から次へと噴ふき出だすが、乾かわききった砂さ漠ばくの風と熱であっという間に乾かわいていき、衣服が濡ぬれる暇ひまもない。息をするだけでも水分が奪うばわれ、舌も喉のども肺の奥おくまでもが乾ひ涸かららびてしまいそうになる。太陽と砂の照り返しによる眩まぶしさと目の表面の乾かん燥そうで、痛くてまともに瞼まぶたを開けていられない。顔には油を塗ぬっているせいでじっとりと暑く、思わず手で擦こすって油を拭ふき取とってしまうが、そうするとたちまち乾かん燥そうしてひび割れてくるので、顔に涼すずしさを感じてホッとする間もなくすぐまた再び油を塗ぬり直さなければならない。大量に積んできた水は、すでに半分が飲み尽つくされてしまった。先の事を考えると、これ以上は出来るだけ飲まずに済ませなければならない。

　暑さと疲ひ労ろうで朦もう朧ろうとしてきたルスタットの目に、遠くの地面に煌きらめく水面のようなものが見えてきた。

「皆みな、前を見ろ。この先に水みず溜たまりがあるぞ」

　力無く前方を指さすルスタット。

　ランムスが顔を上げた。

「あ……！　本当だ……！」

　フラフラと、そちらへ駱らく駝だを進ませようとする。

　だが駱らく駝だ牽ひきが厳しい声で制止した。

「あれは悪あく魔まの水です！　追ってはいけません！」

「悪あく魔まの水……？」

　ルスタットが尋たずねると、ディロークが説明した。

「あれは幻まぼろしだ……。近づいても水はなく、少し先にまた水のような物が見える……。それを追い続ける内に道に迷い、野垂れ死ぬのだ……」

「それ故ゆえに悪あく魔まの水か……。確かに、このような恐おそろしい場所には悪あく魔まも住んでいよう……」

　いわゆる「逃にげ水みず」の事である。加熱された地表近くの空気と、すぐその上の空気との間で光が異常屈くつ折せつし、地面の上に遠方の景色が逆さに映り込こんで見える。それが水面での光の反射に似ていて、水があるように錯さつ覚かくするのだ。

　ルスタットはその鮮せん明めいな像にゴクリと喉のどを鳴らしてから、迷いを断たち切きるように皮かわ袋ぶくろの水を一口飲んだ。徒歩のルスタットは駱らく駝だの上の三人より地面に近い分だけ一層暑い。熱による消しよう耗もうも当然一番激しくなる。どんな強敵相手にも決して弱気を見せた事のない不死身のルスタットでも、この灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくはさすがに厳しい。

　とはいえ駱らく駝だの上だから平気というわけではなく、リラルーク王女もぐったりした様子で空を見た。

「確かに太陽が陰かげる心配はなさそうだけど……どこかに木こ陰かげはないのかしら……」

　何度も水を飲む内に唇くちびるに塗ぬった油が落ち、美しい唇くちびるはガサガサに乾かわいてひび割れている。

　ディロークが、やはり掠かすれた声で言った。

「もう少し行くと岩山がある……。そこなら多少の日ひ陰かげがある……。皆みなが休きゆう憩けい所として使っている場所だ……」

「僕ぼくらもそこで少し休きゆう憩けいしましょう……」

　ランムスも死にそうな顔で提案する。

　しばらく進むと、ディロークの言った通り岩山が見えてきた。近づくに連れて、岩山には大きな穴があり、そこは日ひ陰かげになっているのが分かってくる。

「あれは涼すずしそうだ……」

　ホッとした表情を浮うかべるルスタット。

　その時、突とつ然ぜん唸うなるような轟ごう音おんが近づいてきた。そして、風が吹ふき始める。

　ルスタットは一いつ瞬しゆん、涼すずしさを感じて生き返った顔をした。

　だが、駱らく駝だ引きが血相を変えると大声で叫さけんだ。

「砂すな嵐あらしが来ます！　隠かくれて！」

　その声に顔を上げると、まるで巨きよ大だいな入道雲に見み間ま違ちがえそうな黒々とした砂すな煙けむりが一行に迫せまってくるのが見えた。風はどんどん強くなり、砂を巻き上げ始める。舞まい上あがった砂が、剝むき出だしの顔に当たり、目に入る。

「急いで穴の中に！」

　ディロークが叫さけび、皆みなは大急ぎで岩山まで走る。

　だが、間に合わない。

　凄すさまじい風と砂を目の前にして、駱らく駝だは一歩も動けなくなった。

　ディロークが大声で命じる。

「駱らく駝だを下り、顔を布で覆おおって伏ふせよ！」

　駱らく駝だ牽ひきも必死に叫さけぶ。

「外がい套とうの裾すそを押おさえて隙すき間まをなくしてください！　籠かごは外して！　風を孕はらむと飛ばされます！」

　皆みなは背負った籠かごを投げ捨て、全身を外がい套とうで覆おおうと、しっかり裾すそを押おさえてうずくまった。

　そうする間にも、空まで届く巨きよ大だいな砂の雲はみるみる近づき、あっという間に一行を吞のみ込こんだ。

　砂で視界が真っ白になったかと思った次の瞬しゆん間かんには、辺り一面夕焼けのように真っ赤に染まる。しかしそれも束つかの間ま、周囲は砂によって完全に光を遮さえぎられ、夜の如ごとき闇やみに包まれた。

　舞まい上あがった砂すな粒つぶ同士が激しく擦こすれ合あって帯電し、真っ暗な砂すな嵐あらしの中を稲いな妻ずまが走る。耳元では、雷らい鳴めいと、唸うなる風の轟ごう音おんと、叩たたきつける砂のバチバチという音が響ひびき、生きた心地ここちがしない。頭から外がい套とうを被かぶっていても、細かい砂は布の隙すき間まをすり抜ぬけて、肌はだにまとわりつき、鼻に、口に、耳に、目に、容よう赦しやなく入はいり込こんでくる。息も出来ず、目も開けられない。

　まるでこの世の終わりとも思える状じよう況きようが、三十分近く続いた。砂すな嵐あらしの真ん中にいるルスタットたちにとっては、永遠とも思える時間である。

　ようやく嵐あらしが収まった頃ころには、全員が砂山に埋うもれていた。

　ルスタットは何とか砂から這はい出だすと、ディローク、リラルーク王女、駱らく駝だ牽ひき、ランムスの順に砂の山から引っ張り上げた。

「酷ひどい目に遭あいましたね……」

　砂を吐はきながら呟つぶやくランムス。

「砂が服の中まで入って、体中が気持ち悪いわ。お風ふ呂ろに入りたい……」

　外がい套とうの砂を払はらいながら泣き言を漏もらすリラルーク王女。

　駱らく駝だ牽ひきは駱らく駝だの砂を払はらいながらホッとした顔を浮うかべる。

「駱らく駝だもみんな無事でした」

「馬も無事なようだ」

　ルスタットも、馬を砂山から助け出すと砂を払はらってやった。

　ランムスが、やれやれといった顔で岩穴まで辿たどり着つくと、力ちから尽つきたように座すわり込こんだ。

「少し、日ひ陰かげで休きゆう憩けいしましょう……」

　穴に入って太陽の光が遮さえぎられただけで、噓うそのように涼すずしい。砂も岩も焼けておらず、触ふれるとひんやり冷たい。ランムスは少しでも冷たい砂に触ふれようと、だらしなく寝ねそべった。

　ディロークが同じく穴の中に入って、ほっと一ひと息いき吐つく。

「砂さ漠ばくでは、これからの時間帯が一番暑い。この岩穴で腹ごしらえをしたら、太陽が西に傾かたむくまで休息を取るのが良よいだろう」

「それでは日が暮れてしまうのではないか？」

　心配するルスタット。

　だがディロークは腰こしを下ろしながら言った。

「今の季節はまだ、砂さ漠ばくを歩くのは夜のほうが楽なのだ。星が見えれば方角は一層簡単に分かるし、砂さ漠ばくでは一昼夜の内に季節が巡めぐるので、夜になれば冬となって冷ひえ込こんでくる」

　それを聞いたリラルーク王女が口を尖とがらせる。

「だったら最初から夜を待って出発すれば良かったじゃない」

　ディロークはぐったりと目を瞑つぶりながら岩がん壁ぺきに凭もたれた。

「オアシスの町まで丸一いつ昼ちゆう夜やかかる。しかし道中、この岩以外に身を休める日ひ陰かげはないのだ。日にち没ぼつに出発してこの岩山を過ぎたところで夜が明ければ、その後は一いつ切さい身みを休める場所がないまま、朝から晩までずっと太陽の下を行く事になる。それは砂さ漠ばくに慣れた者にとっても非常に過か酷こくな旅だ。だが朝出発して半日でここに着き、昼からの一番暑い時間をここで休きゆう憩けいして、夜を待って出発すれば、次の日の昼前にはノアリーグの町に着ける。これなら太陽の下を歩く時間を最小限に出来る上、連続して歩くのも半日ずつになる。初めて砂さ漠ばくを渡わたる者でも安全に行けるのだ」

「でもそれだったら、夜に村を出て、日中はずっとここで休んで、また夜になってから出たほうが、もっと太陽の下を歩かずに済むわ」

　リラルーク王女が尚なおも言うと、駱らく駝だ牽ひきが口を挟はさんだ。

「この岩穴はなるべく皆みなで共同で使うために、日中に来た者は日が沈しずむまで、夜来た者は朝日が上るまでしか、留まってはいけない決まりなんです。休めるのがここしかないので」

「そうなの？　じゃあ仕方ないわね」

　リラルーク王女もしぶしぶ納なつ得とくすると座すわり込こんだ。そしてゴロンと横になると、尚なおも不満げな顔で、

「……でもそれだったら、やっぱり夜に出発して、岩穴の前で日が上るのを待ってから穴に入れば、夜までいてもいいんじゃないの……」

　と未練がましく独り言を呟つぶやく。

　ルスタットは馬を穴に引き入れて西瓜すいかを食わせながら、ふと気付いて尋たずねた。

「駱らく駝だを外に置きっぱなしだが、大だい丈じよう夫ぶなのか」

　ディロークが外がい套とうを敷しいた上に横になりながら答える。

「駱らく駝だは日差しの下でも休息出来る。心配はない」

　ルスタットが見ていると、駱らく駝だたちは触ふれたら火傷やけどしそうな砂の上に座すわり込こんで、平気な顔でくつろいでいる。

「この日差しが平気なのもすごいが、よくあの熱い砂の上に座すわり込こんで何ともないものだ」

　ルスタットが不思議そうに言うと、ランムスが説明した。

「しゃがんだ時に砂に触ふれる部分には分厚いタコができていて、熱さを感じないんだそうですよ」

　ルスタットが試ためしに近づいて触さわってみると、確かに膝ひざや腹にたくさんの分厚いタコがある。

「なるほど、面おも白しろい生き物だ」

　ルスタットは納なつ得とくし、穴に戻もどると外がい套とうを敷しいて横になった。

　そのまま休きゆう憩けいを取る一行。横になると午前中の疲つかれが一気に出て、あっという間にウトウトと微睡まどろんでしまう。

　時折、旅の商人たちが洞どう窟くつにやってきては、「ちょっとすみません」と言いながら中に入って来て休む。だがその大半は、ちょっと休きゆう憩けいしたと思ったらすぐまた歩き出す。皆みな、慣れているのだ。もっと旅慣れた者の中には、自前の簡単な天幕を張って日ひ陰かげを作り、そこで休きゆう憩けいする者もいる。

　ルスタットはそんな様子を観察しながら、護衛として眠ねむり込こんでしまわぬよう気を張りつつ、束つかの間まの休息を貪むさぼった。




　ルスタットがふと寒さを感じて起き上がると、辺りはすっかり暗くなっていた。いつの間にか、熟じゆく睡すいしていたらしい。

「起きたか、ルスタット殿どの」

　声を掛かけられて振ふり向むくと、ディロークはすでに起きて座すわっている。

「しばし待たれよ。今、駱らく駝だ牽ひきが火を起こしている」

　ディロークに言われて洞どう窟くつの外を見ると、駱らく駝だ牽ひきが焚たき火びを起こしているところ。

「草一本生えていない砂さ漠ばくで、よく薪たきぎが見つかったものだ。村から持ってきたのか？」

　ルスタットが尋たずねると、ディロークは笑った。

「いや、あれは乾かん燥そうした駱らく駝だの糞ふんだ」

「駱らく駝だの糞ふん？」

　驚おどろいて声を上げるルスタット。

　ディロークはそんなルスタットを見て愉ゆ快かいげにうなずく。

「うむ。この辺りでは一いつ般ぱん的な燃料だ。煙けむりは多いがよく燃える」

　ルスタットは、冷たい夜風に小さく身み震ぶるいすると、敷しいていた外がい套とうを体に巻いた。

「それにしても冷えるな。ディローク殿どのは、砂さ漠ばくでは一昼夜の内に夏と冬が来ると言っていたが、確かに昼間の暑さが噓うそのようだ」

「これから明け方にかけてもっと冷ひえ込こむ。覚かく悟ごしておくがいい」

　そう言ったディロークは、すでに上着を着き込こんで暖かい格好になっている。

　その内ランムスとリラルーク王女も起きてきて、皆みなで一いつ緒しよに腹ごしらえを済ますと駱らく駝だに乗った。

　ルスタットも涼すずしい夜の間は馬に跨またがる事にして、出発する。

　真まっ直すぐ前を見ると、地平線の上には明るく月や星々が輝く。ルスタットが星の瞬またたきに誘さそわれるように少しずつ視線を上げていくと、雲一つない夜空に満天の星空が見えた。

　空を埋うめ尽つくす星々を眺ながめていると、次し第だいに距きよ離り感が狂くるい、まるで星が落ちてくるような、あるいは逆に、己おのれが無数の星空の中に吸すい込こまれていくような錯さつ覚かくに襲おそわれる。それはまるで、強きよう烈れつな神秘体験のようですらあった。

「このような素す晴ばらしい星空を眺ながめたのは初めてだ」

　思わずルスタットが感動して呟つぶやく。

　この時代、ルスタットの故郷ディアスフェルドでは、夜空を眺ながめる邪じや魔まをする街の灯あかりなどはほとんどなく、どこでも無数の星が瞬またたく夜空を眺ながめる事が出来た。だが、そのルスタットにとっても、砂さ漠ばくの澄すみ切きった夜空は驚きよう異い的なものに映った。

「砂さ漠ばくでは、月のない夜でも明るい。この地方ではそんな言葉があるのだ」

　ディロークはそう言って、一いつ緒しよに夜空を見上げる。

　ランムスも空を見て驚おどろいた。

「親方から話には聞いてましたけど、実際に見るともの凄すごいですね、これ」

「確かにこれだけ星明かりがあったら、月がない晩でも充じゆう分ぶん明るいかも……」

　リラルーク王女も、うっとりと放心したように呟つぶやく。

　上には満天の星空、下には白く輝かがやく砂。その間に挟はさまれて、物音一つない静せい寂じやくの中、砂を踏ふむ音と駱らく駝だ牽ひきの歌声だけが響ひびく。

　一行は静かな夜の砂さ漠ばくを進み、予定よりやや早く、翌日の夜明け頃ころにオアシスの町ノアリーグに到とう着ちやくした。
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　第十八章　英えい雄ゆうモルフェスの神話




　砂さ漠ばくの町ノアリーグに着くと、ディロークはルスタットを伴ともなって、いつも通りただの旅人の振ふりをしながらお忍しのびでの調査をした。

　休息を兼かねて三日ほど滞たい在ざいし、一通りあちこちを回って話を聞いたが、特に大きな問題はなさそうである。それを確かく認にんしてから、町の総そう督とくに会って身分を明かし、話を聞いてみた。

　厚い石の壁かべと天てん井じように囲まれて、まるで洞どう窟くつの中のように薄うす暗ぐらくひんやりとした宮きゆう殿でん。絨じゆう毯たんや壁かべ掛かけなどは最小限に留とどめ、冷たい石がなるべく多く露ろ出しゆつするように造られているため、都リュトポックの宮きゆう殿でんに比べるとかなり質素に見える。熱を嫌きらって灯あかりも最小限に抑おさえているため、昼でも尚なおほの暗い。それを眺ながめながら、ルスタットはふと故郷ディアスフェルドの城を思い出す。

「ここから南へ向かう砂さ漠ばくの途と上じように、最近盗とう賊ぞくが出ます」

　ディロークに玉座を譲ゆずってその前に跪ひざまずいた総そう督とくは、困った顔で打ち明けた。

　ディロークは玉座の上から尋たずねる。

「盗とう賊ぞくか。砂さ漠ばくで駱らく駝だの遊牧をする者どもはしばしば盗とう賊ぞくに化けるが、それとは別なのか」

「正体は分かりませんが、アルキランの兵士に変装しているとの話があり、遊牧民ではなさそうです。砂さ漠ばくを渡わたる商人たちには決まった時間に集団で移動するよう指導し、護衛の兵をつけております。城じよう壁へきの警備も、これまで以上に念入りにするよう指示しております。その甲斐かいあって今のところ被ひ害がいはそれほど多くありませんが、たまに集団移動に従わなかった商人が襲おそわれているようです」

「分かった。その状態を維い持じせよ。グノルティス将軍の率いる第一軍団が私と入いれ替かわりに本国へ戻もどるので、帰る際に盗とう賊ぞくの成敗をするよう伝えておこう」

「ありがとうございます」

　その後ディロークは、三皇でなければ裁けないいくつかの裁判を処理して宿に戻もどり、ランムスに出発の支度したくを指示してから、準備が出来るまでの間ルスタットと共に散歩に出た。

　ルスタットは砂さ漠ばくの町ノアリーグを見回して、改めて驚おどろいた。

「それにしても、まさか何もない砂さ漠ばくの真ん中に、これほど大きな街があるとは」

「ここはアルキランにとって重要な土地なのでな。リュトポックの都からは遠く離はなれているが、アルキラン直ちよつ轄かつ領で、総そう督とく府が置かれているのだ」

　ディロークが説明した。

「ノルヴォーグの町と同じか」

「うむ。ここの総そう督とくが、ノルヴォーグ総そう督とくロウンバウグのような者でなくてホッとした」

　思い出したように苦く笑しようするディローク。

　ルスタットも笑った。

「確かに、あのような人食い総そう督とくばかりではディローク殿どのも困ろう」

　街を取り囲む煉れん瓦が積みの大きな城じよう壁へきは、関所の町レドリス砦とりでにも劣おとらぬ高さと厚さを持ち、その外周も一日ではとても回り切れぬほど。

　公衆浴場は磨みがかれた大理石で出来ていて、アルキラン本国のものと変わりない広さ。市場には大勢の人がごった返し、あらゆる種類の穀物や果物や香こう辛しん料りよう、乳にゆう香こうに麝じや香こうに龍りゆう涎ぜん香こう、そしてありとあらゆる珍めずらしい織おり物ものが売られている。

　石で舗ほ装そうされた道の両りよう脇わきにはナツメヤシの並木が植えられて木こ陰かげを作り、幹の天てつ辺ぺんから生える葉のすぐ下には、オレンジ色の小さな実が、自らの重みで落ちそうなほどたわわに生なっている。

　そして町の中心にある、大理石で囲まれた泉だ。そこからは、途と切ぎれることなく綺き麗れいな水が湧わき出している。その冷たく澄すんだ水は奴ど隷れいの踏ふむ車によって高いところへ引き上げられ、城じよう壁へき内に隈くま無く張はり巡めぐらされた石造りの水道橋を通って町中へ流れていき、ところどころに設けられた水みず汲くみ場で飛沫しぶきを上げながら滝たきのように注ぎ出す。その飛沫しぶきに陽光が反射し、小さな虹にじが出来る。

　ここに立ち寄った人は、誰だれでも無料でこの水を好きなだけ汲くむ事が出来るのだ。町中数百箇か所しよに設けられた水みず汲くみ場のお陰かげか、城じよう壁へきや建物が作る日ひ陰かげのお陰かげか、このオアシスの町は砂さ漠ばくとは比べ物にならないほど涼すずしく、過ごしやすい。

「何故なぜ砂さ漠ばくの真ん中にあれほどの水が湧わき出でるのだろう」

　泉を見て不思議がるルスタット。

　ディロークは地面を指さした。

「理由ははっきりとは分からぬ。砂さ漠ばくといえども稀まれに雨が降る。それが砂地に染しみ込こんで地下に溜たまり、ここで湧わき出すのだと言う者もいる。この辺りには地底の川があって、その水が地表に出てくるのだと考える者もいる」

「地底にも川があるのか？」

「うむ。井い戸どを掘ほれば地下に水がある事は分かろう。鉱石を採さい掘くつしている時にも、驚おどろくほど大量の水が地下から湧わき出す事がある。そのような地底の水が、地面の亀き裂れつなどを通って湧わき出すという事は、有り得る事かと思う」

「なるほど」

　うなずくルスタット

　そして改めて、ごった返す人の波を、信じがたい思いで眺ながめた。

「しかし、過か酷こくな砂さ漠ばくのど真ん中にあるというのに、これほど人が多いとは」

「過か酷こくな砂さ漠ばくの真ん中にあるからこそだ。ここ以外、まともに休める場所もなければ、水を飲める場所もない。となれば、砂さ漠ばくを渡わたろうとする人間は皆みなここへ立ち寄る以外にない」

「それもそうか。だが、一体どんな理由で、こんなに大勢の人間があの過か酷こくな砂さ漠ばくを渡わたろうとするのだろう」

「それは無論、交易のためだ。砂さ漠ばくを越こえた先では一年中暖かい常とこ夏なつの土地が広がり、アルキランでは採れない様々な香こう辛しん料りようを豊富に産する。綿花も大量に栽さい培ばいしているし、アルキランで消費される砂糖のほとんどもこの先のサトウキビ畑で作られる。それらはいずれも現地ではありふれているが、アルキラン本国では手に入らぬ貴重なものだ。地元ではありふれた安いものでも、それが貴重とされる場所へと運べば、価値が上がり、莫ばく大だいな富が生まれる。過か酷こくな砂さ漠ばくが双そう方ほうの土地を隔へだてているからこそ、貴重さが増し、価値も上がるのだ」

「それで大勢の人が通るのか」

「そう。そして大勢人が集まると知れば、その人々に物を売りに来る者が集まる。アルキランの物を砂さ漠ばくの向こうの人間に売りに行く者も出てくる。そうして、世界中の物が集まるようになるのだ」

「なるほど。アルキランへの入り口にあった交易の国、グトゥーサと同じような仕組みだな」

　ルスタットが手を打つと、ディロークは大きくうなずいた。

「まさに同じ理由だ。多くの人が行ゆき交かう場所には多くの者が集まり、富が蓄ちく積せきされる。砂さ漠ばくに囲まれ、麦一本育たないこの町だが、こうして日々大量の物資が集まり、決して飢うえる事はないのだ」

　そう言いながら、近づいてきた屋台の男に声を掛かけ、器うつわに盛られた何かを二つ買うと一つをルスタットに手て渡わたす。

　ルスタットは受け取ると、思わず声を上げた。

「氷！　このような灼しやく熱ねつの地で氷が！」

「この町では水を冷やすため、夜の内に湯を沸わかし、素す焼やきの瓶かめに入れて屋上に並べておく風習があるのだが、よく晴れた風の強い夜には氷が張る事がある。それを業者が一いつ軒けん一いつ軒けん回って買い集め、果物を添そえたり乳や蜜みつを掛かけて売るのだ」

「昼は暑くても、夜は冷えるからな……。だが、まさか氷が張るほどとは……」

「ちなみにそれ一杯ぱい分の金で、リュトポックの都なら十日は暮らせる」

　ディロークがそう言うと、ルスタットは思わず目を剝むいた。

「そんなにもするのか！」

「それが飛ぶように売れるのだ。この町がどれだけ豊かか分かろう」

　ディロークは笑って、町の中心に建つ巨きよ大だいな神しん殿でんへと足を向けた。

　天まで届くように聳そびえ立たつ塔とうに飾かざられた巨きよ大だいな神しん殿でんは、柱にも壁かべにも隙すき間まなく精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされ、黄金がちりばめられている。この巨きよ大だいな建物を造る労力と時間だけでも想像を絶する規模だというのに、更さらにそれを彩いろどる彫ちよう刻こくに費ついやされた手間と時間は一体どれほどになるというのか。アルキランの高度な文化にかなり馴な染じんできたルスタットだが、久々に目眩めまいを覚えるほど圧あつ倒とうされた。

「この神しん殿でんはリュトポックの都にあったものを更さらに凌しのぐ荘そう厳ごんさだな……」

　思わず感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらすルスタット。

　ディロークはいつになく神しん妙みような表情で言った。

「……ここはアルキランの祖モルフェスが最後の神しん託たくを受けた場所なのだ」

「最後の神しん託たく？」

「うむ。モルフェスは神と語らう力を持っていた。そして、ここで最後の神しん託たくを受けた後、戦いの中で捕ほ虜りよとなり、生きたまま焼かれたのだ」

　ディロークはそう言って、神しん殿でんの外がい壁へきに刻まれた見事な浮うき彫ぼりを指さした。

「……モルフェスはアルキランを興おこして以降、一度も休まず他国を征せい服ふくし続けたが、その最後の遠えん征せいで、当時この砂さ漠ばくを越こえた先に都を置いていたメリポウムという大だい帝てい国こくに戦いを挑いどんだ。メリポウム帝てい国こくは現在アルキランが支配する東の属州の半分以上を治め、更さらには今アルキランが戦っているオッドニーのほとんどを領土に含ふくんでいた。モルフェス率いるアルキランは、砂さ漠ばくの両りよう端たんを押おさえて交易圏けんを広げ、砂さ漠ばく以南からオッドニーに至る冬のない土地の豊かな産物を我わが物にしようと、メリポウム帝てい国こくに攻せめ込こんだのだ」

　メリポウム帝てい国こくとの開戦の場面を掘ほったものだろうか。壁かべには勇ゆう壮そうな兵士が無数に彫ほられ、今にも大声を上げて大合戦を始めそうな雰ふん囲い気きである。

　次の浮うき彫ぼりの前に進むディローク。ルスタットが目を向けると、そこには大勢の兵士が打うち倒たおされている様子が描えがかれている。

「……だが、草原での戦いしか知らなかったアルキラン軍は、慣れない砂さ漠ばくの戦いで大敗を喫きつする。モルフェスはこのオアシスまで引き返して軍を立て直したが、仲間たちの動どう揺ようは大きく、服属していた東の属州の国々には反はん抗こうの気運が高まった。このままでは、メリポウム帝てい国こくと反旗を翻ひるがえした属州の国々に挟はさまれて、アルキラン軍は潰かい滅めつするかもしれない。進退窮きわまったモルフェスは、神に勝利を祈いのった」

　その次の、三つ目の浮うき彫ぼりには、一心に何かを祈いのる男の姿。前の二つとは違ちがい、峻しゆん厳げんさと悲ひ壮そうさを漂ただよわせている。

「……だが神の答えは、『アルキランはこの戦いくさで敗北し、リュトポックの都まで攻せめ込こまれ、民たみは全て神の供く犠ぎとして焼き殺される運命にある。唯ゆい一いつモルフェスだけは、神に選ばれた人間として命を永らえる』というものだった。その理由は、アルキランの民たみは火山の火、雷かみなりの火といった神の火を与あたえられながら、その火を守る事をしなくなり、火が消えても自らの手で火を起こすようになった事への罰ばつ。つまり、火への感謝を忘れた事と、神から火を盗ぬすんだ事への罰ばつだった。モルフェスは懇こん願がんした。『今後は神の火を絶やさず守る事を誓ちかい、これまでの罰ばつとしては自分が民たみの代わりに神の供く犠ぎとして焼かれよう。その代わり、民たみを生かしてもらいたい』。神は、『モルフェス一人の命では、アルキランの民たみ全てとは釣つり合あわぬ』と拒きよ絶ぜつした。モルフェスは食い下がった。『ならば民たみの数だけ何度でも生まれ変わって己おのれが焼かれるので、民たみが焼き滅ほろぼされる運命だけは逃のがれさせて欲ほしい』、と。神は言った。『アルキランの民たみが生き残れば、その後も増え続ける。民たみの代わりに焼かれるというならば、アルキランの子孫が続く限り、モルフェスは己おのれを焼く炎ほのおから永遠に逃のがれられぬ』と。モルフェスは答えた。『アルキランが永遠に続くなら、私は永遠にこの身を焼かれよう』。神はその申し出を受けた。ただし条件があった。それは、メリポウム帝てい国こくとの戦いに勝利する事。『敵に降こう伏ふくし、隷れい従じゆうの引ひき替かえに仮かり初そめの平安を得ようとする事は許されぬ』『血で贖あがなえる物を汗あせで贖あがなってはならぬ』と」

　四つ目の浮うき彫ぼりは、犂すきや鍬くわ、鑿のみや金かな槌づちなど、農業や手工業の為ための道具を火にくべて、武器に打ち直している図だった。

「モルフェスは神との語らいを終えると、人々に徹てつ底てい抗こう戦せんを訴うつたえた。だが、民たみの間では降こう伏ふくすべしとの意見が優勢だった。メリポウム帝てい国こくはアルキランに対し、毎年一定の年ねん貢ぐを納めれば、これ以上の攻こう撃げきはしないと提案していた。敗北に打ちのめされていた人々は、その提案に心を動かされていた。『毎年いくらかの金と貢みつぎ物ものを送れば、自分たちの命も暮らしも守られる。これまで通り、美味うまい物を食い、旨うまい酒を吞のみ、祭りを楽しむためならば、少しくらいの年ねん貢ぐなど安いものだ。我らには犂すきがあり、鍬くわがあり、鑿のみや金かな槌づちがある。畑を耕し、細工物を作り、金を稼かせぐ力がある。自由と平和と生きる楽しみを、金で買えると思ったら、どんな年ねん貢ぐも高すぎるという事はない』。そう説く者たちに、人々は耳を傾かたむけた。それを聞いたモルフェスは激げき怒どした。『生きる喜びとは、恐おそろしい敵に打うち克かち、高こう慢まんな敵に足あし枷かせを付けて奴ど隷れいとし、その敵の馬に跨またがり、その敵の女に我らの子を産ませる瞬しゆん間かんにのみ存在する。犂すきだの鍬くわだのといった物は全て臆おく病びよう者ものの道具であり、アルキランの男が持つ物ではない。自由と平和は、戦いによって勝ち取るべきもの。血で贖あがなえるものを、汗あせで贖あがなってはならぬ。それが神の言葉であり、未来永えい劫ごうアルキランの国こく是ぜである』。そして、降こう伏ふくを説く者たちの首を刎はね、武器以外のあらゆる鉄を全て武器に作つくり替かえた」

　五つ目の浮うき彫ぼりは再び戦せん闘とうの図。その中に、敵の捕ほ虜りよになって連れて行かれる男が彫ほられている。

「……反はん撃げきの準備を整えたモルフェスたちは再び、メリポウム帝てい国こくに攻せめ込こんだ。モルフェスはかつて神に授さずかった剣けんを振ふるい、全軍の先頭に立って道を切り開いた。戦いは前回より優勢に進んだが、しかしついに敵の矢がモルフェスの足を捉とらえ、モルフェスは敵に捕つかまってしまった」

　六つ目の浮うき彫ぼりは、捕つかまった男が火ひ炙あぶりにされ、それを群衆が見守っている様子。

「……メリポウム帝てい国こくは、これまで散々自じ分ぶんたちを苦しめ、自じ分ぶんたちの領土を奪うばってきたアルキランの指導者であるモルフェスを、楽に死なせるつもりはなかった。モルフェスを、残ざん忍にん極きわまりない略りやく奪だつと虐ぎやく殺さつを繰くり返かえしてきた憎にくき盗とう賊ぞくの首領であるとして、死し刑けいを言いい渡わたした上、生きたまま火ひ炙あぶりにする事にしたのだ。実際、メリポウム帝てい国こくからすれば、モルフェスは成り上がりの野や盗とうの首領でしかなかったのだろう。そして彼かれらは、その様子をアルキランの兵士たちに見せつけるため、わざわざ城じよう壁へきの上で火か刑けいを実行した」

　七つ目の浮うき彫ぼりは、火ひ炙あぶりにされている男の頭上に光が輝かがやき、群衆が剣けんを振ふり上あげている様子。

「……だがモルフェスは、炎ほのおに焼かれながらも、城じよう壁へきの上からアルキランの兵士たちに向かって叫さけんだ。『仲間たちよ、喜ぶがいい。私は今より焼かれて死ぬ。即すなわち、神は今、私を供く犠ぎとして受け入れたのだ。アルキランの勝利は今決定された。剣けんを抜ぬいて戦い、全ての敵を打ち殺せ。そしてメリポウム帝てい国こくの人民を一人残らず神への生いけ贄にえとして屠ほふるのだ』、と」

　八つ目の浮うき彫ぼりは陥かん落らくした城と積み上げられた死体、凱がい歌かを上げる軍勢、そして空になった火か刑けい台。

「……モルフェスが叫さけんだ瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん炎ほのおが大きくなり、モルフェスの全身を包んだ。炎ほのおの大きさが元に戻もどった時、モルフェスの姿はそこにはなかった。それを見ていたアルキランの兵士たちは、神がモルフェスを捧ささげ物として受け入れたのだと確信し、恐おそれることなく戦った。そして長く苦しい戦せん闘とうの末、ついにアルキランは勝利を得た。その戦いから程ほどなくメリポウム帝てい国こくは崩ほう壊かいし、その半分をアルキランが獲とり、残る半分は東に興おこったオッドニーが獲とった」

　九つ目、最後の浮うき彫ぼりには、炎ほのおに焼かれる男の姿。

「かくしてアルキランは繁はん栄えいし、その民たみは大いに増えた。しかし今でもアルキランの民たみ一人一人の身代わりとして、モルフェスはあの世で業ごう火かに焼かれ続けている。その業ごう火かは本来ならば我々を焼いていたはずである事を決して忘れず、我らの身代わりに焼かれ続けるモルフェスへの感謝を常に新たにして、モルフェスの生きた様に生きよ、というのが、この神しん殿でんの浮うき彫ぼりの教えるところであり、アルキランの信しん仰こうの根幹というわけだ。モルフェスに身代わりを断られてしまえば、その者は死後永えい劫ごうの炎ほのおに焼かれる事から逃のがれられぬという恐きよう怖ふによって、アルキランの人々は己おのれを律している」

　神しん殿でんの外がい壁へきを一周しながら一通り解説を終えるディローク。そして、浮うき彫ぼりに向かって「火の印形」を掲かかげた。

　じっと聞いていたルスタットは、改めて感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

「なるほど。そのモルフェスという男はアルキランの英えい雄ゆうなのだな。壮そう絶ぜつにして見事な死に様だ」

　そして、ディロークに倣ならって同じく火の印形を掲かかげる。

　ディロークは神しん殿でんを見上げながら、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「モルフェスはアルキランの祖であり、偉い大だいな英えい雄ゆうであり、神と直接対話出来る特別な聖者であり、聖せい俗ぞく共に絶対の存在だった。だが、それ故ゆえに困った事も起きる」

「困った事とは？」

　首を傾かしげるルスタット。

　ディロークは苦く笑しようした。

「モルフェスの言葉が絶対視されるあまり、それに反する事はどんな些さ細さいな事でも背信行こう為いとして糾きゆう弾だんされる恐おそれがあるのだ。例えば先日、ノルヴォーグの町で総そう督とくロウンバウグが私に言ったように、異民族の肉を食う事を禁じただけでも、大変な非難を浴びた。植林にしてもそうだ。ましてや他国を侵しん攻こうせずともやっていける国造りなど、正面から議論出来る場はどこにもない」

「確かに、それは迷めい惑わくな話だ」

「モルフェスが我わがアルキランにとって偉い大だいな英えい雄ゆうだった事は間ま違ちがいない。だが、モルフェスが生きていた頃ころにはアルキランのためになった事、必要だった事も、時代や場所が異なれば害になったり不要だったりする事もあろう。モルフェスとて、目の前の問題を解決するためには様々なやり方を自由に試みたはずであり、異なる状じよう況きようでは過去の己おのれの言葉に杓しやく子し定じよう規ぎに縛しばられたりしなかったはずだ。だが今のアルキランでは、そのような当然の事を指し摘てきするだけで瀆とく神しん者しやと決めつけられてしまう」

　そう言って肩かたを竦すくめるディローク。

「偉い大だいすぎる先人の記き憶おくは、しばしば後世の人間の足あし枷かせとなるのだ」

　その表情が、憂うれいと孤こ独どくで寂さびしげに曇くもった。

　ルスタットはじっと神しん殿でんの浮うき彫ぼりを眺ながめて考かんがえ込こむ。

「例のテンミッド派という狂きよう信しん者たちも、モルフェスの威い光こうが強すぎるために生まれてきたのだろうか」

「彼かれらも最初はただ純じゆん粋すいに、モルフェスへの憧あこがれを募つのらせていたのかもしれぬ。テンミッド派を作ったテンミッド・ユニフは、この神しん殿でんの大司祭をしていた。テンミッド派はまさにこのオアシスで生まれたのだ。モルフェスが最後の神しん託たくを受けた、最も神聖なこの場所で」

　溜ため息いきを吐つくディローク。

「それでは、今でもこの町に大勢信者がいるのでは？」

　ルスタットはハッと警けい戒かいするように周囲を見回した。

「私の前に蛮ばん夷い皇こうを務めていたテライ殿どのが陣じん頭とうに立って殲せん滅めつ作戦を行った。だが、一部は砂さ漠ばくに逃のがれて生き延び、密ひそかに勢力を拡大して、いつの間にかリュトポックの都にまで信者を増やしつつある。昼は町で何食わぬ顔をして暮らし、夜になると盗とう賊ぞくとなって人を殺あやめる輩やからが、各地で年々増えているのだ。結局テライ殿どのがした事は、この町からアルキラン各地へと狂きよう信しん者を拡散させただけだったのかもしれぬ」

　ディロークは肩かたを竦すくめてから、遠い目をした。

「……テンミッド派の主張にも一理あった。以前も言ったが、アルキランでは今、都市の安あん逸いつな暮らしに染まって勇ゆう猛もうさを失い、金で兵へい役えきを逃のがれる者が増えている。民たみから戦う気き概がいが失われれば、どれだけ大きな国であろうと一いつ瞬しゆんで滅ほろぶ。それゆえ彼かれらは、モルフェスの時代の野や蛮ばんさを取とり戻もどす事を主張した。だが、これまた以前も言ったように、彼かれらは自分たちこそが神の言葉を知る者であり、神とモルフェスの代理人であると自惚うぬぼれた。そして、自分たちに従わぬ者は、誰だれであろうと容よう赦しやなく殺した。自分たちが絶対に正しいと自惚うぬぼれる彼かれらは、他人の考えに耳を傾かたむける事も、他人の気持ちを思いやる事もなかった」

「モルフェスに憧あこがれる者たちがアルキランの民たみを殺すなど、矛む盾じゆんもいいところではないか」

　ルスタットが眉まゆを顰ひそめる。

　だがディロークは首を横に振ふった。

「いや、そうではない。アルキランの民たみとはモルフェスに従う者の事であり、モルフェスに従わぬ者はアルキランの民たみではない。テンミッド派は己おのれを新たなモルフェスと看み做なしたのだから、テンミッド派に従わぬ者はアルキランの民たみとは看み做なさなくなったのだ。そして勇ゆう猛もうなるモルフェスとその忠実な同どう胞ほうたちは、敵対する相手や裏切り者を容よう赦しやなく殺した」

「なるほど。あくまでモルフェスに倣ならっているというわけか……」

「モルフェスの言葉と事じ跡せきを忠実に守ろうとする彼かれらを相手に、議論では勝てぬ。アルキランは始祖の時代に比べて惰だ弱じやくとなったという非難も正しい。それ故ゆえアルキランは、テンミッド派とは一いつ切さいの話し合いをせず、武力で彼かれらを殲せん滅めつする事を選んだ。惰だ弱じやくである事がモルフェスの後こう継けい者としての正統性を揺ゆるがすのなら、アルキランはテンミッド派よりも勇ゆう猛もうであると力で示すしかない。自分たちこそがモルフェスの正当な後こう継けい者だと示すには、他に手段はなかったのだ。だが、テンミッド派と張り合って自らをモルフェスの後こう継けい者だと示そうとすればするほど、自分たちもかつてのモルフェスの言葉に縛しばられ、少しでもそこから外れる試みをしようとすれば瀆とく神しんだ背信だと糾きゆう弾だんされる世の中になってしまった。まるで国中がテンミッド派になってしまったかのようにな」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら、悲しげに溜ため息いきを漏もらすディローク。

　ルスタットは、神しん妙みような表情で呟つぶやいた。

「それも全て、モルフェスの言葉と行いを否定する事が出来ぬが故ゆえか……」

　ディロークは少し喋しやべりすぎた事に気付くと、気を取り直すように顔を上げ、笑えみを作った。

「……このような事を話していると、またランムスに[image: 叱]しかられてしまうな」

　ルスタットは真面目な顔でディロークを見つめた。

「案ずる事はない。ディアスフェルド人の私にいくら話そうと、そなたが瀆とく神しん者しやと責められる心配はない」

　そして、ディロークの肩かたに手を置く。

「国の頂点に立つ者は常に孤こ独どくだ。だが、忘れるな」

　そう言ってルスタットは自分の胸にもう一方の手を当てた。

「……友とは、孤こ独どくを癒いやすためにいるのだ」

　ハッとしてルスタットを見つめるディローク。

　ルスタットは静かにうなずく。

　ディロークは生まれついての優ゆう秀しゆうさに加え、蛮ばん夷い皇こうという立場で異国や異民族との接せつ触しよくが多かったためか、自分の生まれ育った文化や常識から距きよ離りを取り、冷静な目で眺ながめる事が出来た。だがそれ故ゆえにこそ、ディロークの抱かかえる悩なやみは深かった。

　ディローク以外に、自らの文化や常識から距きよ離りを置けるアルキラン人はいなかった。

　アルキランを祖国として愛し、今後も存続させていこうと思う者は、神とモルフェスへの信しん仰こうにどっぷりと浸つかり、その事が抱かかえる様々な問題に対して盲もう目もくだった。

　アルキランの抱かかえる問題点を指し摘てきする者たちは皆みな、アルキランに敵対心を抱いだき、アルキラン滅めつ亡ぼうを願う者ばかりだった。

　アルキランという国を愛しつつ、距きよ離りを取って自分自身の文化を眺ながめられる者は、ディローク以外に誰だれもいなかった。残すべき所は残し、変えるべき所は変え、百年先、千年先まで存続する国を作るにはどうすればよいかを、一いつ緒しよに議論出来るような相手など、一人もいなかったのだ。

「友、か……」

　ディロークは半ば独り言のように呟つぶやき、目の前のルスタットを見つめた。

　いつしか、異国人であるルスタットと話している時が、最も心安まる時間となっていた事に気付いた。アルキランの良よいところは吸収し、悪いところは真似まねしないようにしようとするルスタットの態度は、是ぜは是ぜ、非は非とするディロークの態度と共通していた。異国人であるルスタットならではの視点はしばしばディロークを驚おどろかせ、それもまた知的な刺し激げきとなってディロークを楽しませた。ルスタットがアルキランに来てから一年、ディロークは常にルスタットからの信しん頼らいを勝ち得るよう、慎しん重ちように行動してきた。だがその一年の間に、いつしかディロークもルスタットを信しん頼らいするようになっていた事に、今初めて気付いた。自分がルスタットにいつも何でも話すのは、ルスタットの信しん頼らいを得るためだけでなく、自分がルスタットを信しん頼らいしているからなのだという事に、今初めて気付いた。ルスタットが何でも話せる友だからなのだという事に、今いま頃ごろになってようやく気付いた。

　やがてディロークはルスタットを見つめると言った。

「だが私は、必要とあれば条約など破ってディアスフェルドへ侵しん攻こうする事も躊ちゆう躇ちよせぬ男だぞ」

　ルスタットは平然と返す。

「私も、条約など無視して事ある毎ごとにアルキランを敵に回そうとしている男だ」

　ディロークはそれを聞くと、一いつ瞬しゆんキョトンとしてから噴ふき出だした。確かにルスタットは、アルキランともう一度戦えるなら望むところだと常に公言し、そしてその言葉はいつも本気だ。

　ディロークは笑いが収まると、礼を言うように微笑ほほえんだ。

　ルスタットは黙だまってうなずき、微笑ほほえみ返した。

　友と友の間に、それ以上余計な言葉は要いらなかった。

　荘そう厳ごんな神殿の前、二人の男は無言で友情を確かめた。

　やがて、ランムスとリラルーク王女が呼びに来た。

「ディローク様。砂さ漠ばく越こえの準備、出来ました。いつでも出発出来ます」

「そうか」

　振ふり返かえるディロークとルスタット。

「では戻もどるとしよう」

　そして二人は、迎むかえに来たランムスやリラルーク王女と共に、宿へと戻もどっていった。










　第十九章　砂さ漠ばくの盗とう賊ぞく




　宿に戻もどった四人は寝しん台だいに腰こし掛かけ、今後の予定について話し合った。

　ディロークが口火を切る。

「ここから先の道のりは、ここへ来る時より短い。夜に発たてば、まだ比ひ較かく的てき暑さのマシな午前中に砂さ漠ばくを抜ぬけ、草原の村ポウテスに着く。だが、最近たまに盗とう賊ぞくが出るという話がある。朝まで待てば、ここへ来ている行商人たちと一いつ緒しよに駐ちゆう屯とん部隊の護衛付きで行けるが、朝から晩まで太陽の下を歩いて夜に砂さ漠ばくを抜ぬける事になる。朝に発たつのと夜に発たつのと、どちらがいい？」

　ランムスが首を傾かしげた。

「何で朝しか護衛を付けないんですかね」

「ここノアリーグの総そう督とくが、朝に出発する事を推すい奨しようしているからだ。暗くなれば襲しゆう撃げきする方が有利だからな。盗とう賊ぞくが最も多く出しゆつ没ぼつするのは丁度このオアシスとポウテスの村の半ばほどの場所。そこを明るい内に通るためには、朝出発するほうがいい」

　ディロークが答える。

「なるほど。それじゃあどっちがいいのかなぁ……」

　腕うで組ぐみをして考かんがえ込こむランムス。暑いのは嫌いやだが盗とう賊ぞくも恐おそろしい。

　その隣となりでリラルーク王女が即そく答とうした。

「夜に出る方がいいに決まってるわ！　昼の砂さ漠ばくの暑さは地じ獄ごくよ！　太陽の下を歩く時間は、少なければ少ないほどいいわ！」

　ランムスは不安そうにリラルーク王女を見る。

「でも盗とう賊ぞくに出くわしたら……」

「そんなもの、ルスタットがいるんだから気にする事ないでしょう！　だけどいくらルスタットでも、砂さ漠ばくの暑さは追おい払はらってくれないわ！」

　リラルーク王女がそう言うと、ディロークは愉ゆ快かいそうに笑った。

「なるほど。一理ある」

　そしてルスタットを見る。

「ルスタット殿どの自身の意見はどうだ？」

「私も夜に発たつのがよい。盗とう賊ぞくなら何人いようと恐おそれぬが、砂さ漠ばくの暑さは恐おそろしい」

　そう言って笑うルスタット。

「では、今日の日暮れを待って出発するとしよう」

　ディロークはそう決定した。

　そしてそのまま寝しん台だいの上で仮か眠みんを取り、太陽が沈しずむ頃ころに起き出すと、一行は砂さ漠ばくの中へと出発した。




　日が沈しずんでからオアシスの町ノアリーグを出発した一行は、月と星が夜空に輝かがやき砂さ漠ばくの砂が白く照らされる中を、駱らく駝だ牽ひきに先導されて静かに進んだ。

　出発した時はまだ熱かった砂も徐じよ々じよに冷え、風も冷たくなってくる。

　やがてノアリーグの城じよう壁へきは地平線の下に沈しずみ、辺りはどこまでも一面の砂ばかり。駱らく駝だ牽ひきは駱らく駝だ追いの歌を歌い、時折星を見て方角を確かめながら進む。

　夜空は相変わらず満天の星々。目の眩くらむような星空の下を夜通し歩き続けている内に、やがて夜空が黒から濃こい藍あい色いろに変わり、東の空がほんのりと白んできた。そして地平線が黄色く輝かがやき、眩まぶしい太陽が顔を出す。

「ああ、朝になっちゃったわ……」

　溜ため息いきを漏もらすリラルーク王女。

　ルスタットも苦く笑しようした。

「いつもは夜明けが待ち遠しく感じるものだが、砂さ漠ばくでは逆だな。朝の光がこんなにも恨うらめしいとは」

　一方ランムスは小さく安あん堵どする。

「でも、盗とう賊ぞくに出くわす前に夜が明けてホッとしましたよ」

「ちゃんと予定通り、昼前には砂さ漠ばくを抜ぬけたいものだな」

　ディロークはそう言って、まだ暗い前方を眺ながめた。

　駱らく駝だ牽ひきが駱らく駝だを止め、一行を振ふり返かえる。

「日が上りきる前に、昼の対策をしておきましょう」

　全員そこで一いつ旦たん足を止め、頭と外がい套とうの下に風通し用の籠かごを着け、顔に油をしっかり塗ぬってから、再び先を目指した。

　やがて太陽は少しずつ高くなり、ジリジリと焼けつくような暑さが一行を襲おそい始めた。

　空は眩まぶしく、砂も眩まぶしく、遠くの地面は熱で空気が揺ゆらぐ。ノアリーグの町を目指していた時と同様、ひっきりなしに汗あせをかいているはずなのに、服は濡ぬれた先から乾かわいていく。息をするごとに水分が奪うばわれ、口の中はカラカラになっていく。

　ふと見ると、こんな乾かわききった砂さ漠ばくに一本だけ木が生えている。葉は全部落ちて枯かれ木きのようだが、倒たおれもせずに直立している。

　ルスタットはディロークから聞いた話を思い出して呟つぶやいた。

「この木の下には、地底の川があったのだろうか……」

　その時ふと、駱らく駝だ牽ひきが東の方に目を凝こらして動きを止めた。

「どうした？」

　ディロークが尋たずねると、駱らく駝だ牽ひきは怪け訝そうな顔で指を指す。

「何やら向こうで砂すな煙けむりが上がったように見えまして……」

　皆みながその方向を見ると、確かに遠くから砂すな煙けむりが近づいてくる。

「また砂すな嵐あらし？」

　リラルーク王女がギョッとして身構えた。

　ルスタットがじっと目を凝こらしながら、槍やりを握にぎった。

「いや、違ちがう。何者かが近づいてくる。十人以上いるぞ」

　そう言う間にも砂すな煙けむりはみるみる迫せまる。他の者たちの目にも、駱らく駝だに乗ったアルキラン兵士らしき姿が確かく認にん出来た。馬を引き連れ、非常に長い竿さおのようなものを立てて走ってくる。

　駱らく駝だ牽ひきが叫さけんだ。

「盗とう賊ぞくだ！」

　ランムスも悲鳴を上げる。

「やっぱり出た！」

　ディロークは盗とう賊ぞくたちに目を凝こらし、狼おおかみの頭ず蓋がい骨こつを象かたどった兜かぶとと黒い鎧よろいを確かく認にんして首を傾かしげた。

「グトゥーサの国の近くで盗とう賊ぞくをしていたテンミッド派と同じく、奴やつらも正規軍の武装だ……。おかしい……」

　そして、駱らく駝だ牽ひきに尋たずねる。

「砂さ漠ばくの奥おくから現れたようだが、あちらに拠きよ点てんとなるような場所があるのか？」

　駱らく駝だ牽ひきは北東を指さした。

「あっちの方角に、伏ふせたライオンのような形をした大きな岩山があるんです。噂うわさではそこに井い戸どがあるとか。街かい道どうからはかなり外れてるんで誰だれも立ち寄らないんですけど、奴やつらはそこを根城にして、旅人を襲おそいに来るんです」

　ディロークがルスタットに尋たずねる。

「逃にげるのと、ここに留まって応戦するのと、どちらが守りやすい？」

「逃にげながら戦うのは難しいが、開けた場所で守りながら一人で戦うのはもっと難しい。囲まれたらおしまいだ」

　迫せまってくる盗とう賊ぞくから目を離はなさず答えるルスタット。

「では逃にげよう。次の町まで走るぞ」

　ディロークは即そく座ざに判断を下した。

　ルスタットがうなずき、槍やりを脇わきに抱かかえる。

「では私は打って出よう。後で追いつく」

「任せた」

　ディロークはルスタットに向かってうなずき、鋭するどい声で命じた。

「走れ！」

　そして、先頭に立って駱らく駝だを走らせる。駱らく駝だ牽ひきやランムス、リラルーク王女も、慌あわててディロークに続いた。

　一方ルスタットは馬の背に乗せた籠かごを下ろし、代わりに自分が跨またがって、颯さつ爽そうと砂すな煙けむりを立てて駆かけていく。

　盗とう賊ぞくたちはルスタットたちの姿を確かく認にんすると、駱らく駝だから下りて馬に跨またがった。戦う時は、揺ゆれる駱らく駝だから馬に乗のり換かえるらしい。

　ルスタットは槍やりを構えて盗とう賊ぞくたちに向かっていくと、大声で呼ばわった。

「我こそは、ディアスフェルドはイアンマッド王国ニルナス王の第一王子ルスタット！　その名を聞いてなお怯ひるまぬ勇気のある者は、かかってくるが良よい！」

　そのまま全力で突つっ込こんでいく。

　盗とう賊ぞくたちは、まさか獲え物ものの方から襲おそってくるとは思わず一いつ瞬しゆん動どう揺ようした。

　その隙すきを逃のがさず、ルスタットは出で会あい頭がしらにいきなり先頭の一人を突つき落おとした。更さらに二人目の喉のどを突つく。

　それを見た後続たちは、さっと左右二手に分かれ、ルスタットとの接せつ触しよくを回かい避ひした。統とう率そつの取れた動きで均等にルスタットから離はなれる。

「む……！」

　ルスタットは一いつ瞬しゆん、左右どちらの敵を狙ねらうか迷った。

　その時、盗とう賊ぞくの一人が、手にしていた小さな丸まる盾たてをかざした。盾たてには鏡のように磨みがかれた薄うすい鉄板が張ってあり、それが太陽の光を反射して、ルスタットと馬の目を眩くらませた。

「っ！」

　突とつ然ぜんの眩まぶしい光に目を射い貫ぬかれ、思わず瞼まぶたを閉じるルスタット。

　間かん髪ぱつ入れず、左右に分かれた盗とう賊ぞくたちが、立てていた長い竿さおをさっと横よこ倒だおしにした。二に騎きの間に竿さおを渡わたして、ルスタット目め掛がけて走る。目が眩くらんでいたルスタットの首に、竿さおが直ちよく撃げきした。

「しまった！」

　ルスタットがそう思った時にはもう、馬の背から落ちて砂の上に仰あお向むけになっていた。

　休む間も与あたえず、後続の盗とう賊ぞくが別の竿さおを伸のばす。竿さおには縄なわが引っかけてあり、その先が輪にしてある。その輪を素す早ばやくルスタットの首に引っかけると、そのまま縄なわを牽ひいて馬を走らせる。

「ヨォ───────────────────────────────ッッ[image: !!!!]」

「ウィ───────────────────────────────ッッッッ[image: !!!!]」

　盗とう賊ぞくたちの口から、次々に甲かん高だかい奇き声せいが上がった。

　ルスタットを捕つかまえた盗とう賊ぞくはそのまま引き返し、三さん騎きほどがその後に続いた。

　ルスタットを引きずる砂すな煙けむりがもうもうと舞まい上あがり、そのままルスタットは盗とう賊ぞくたちの根城へと運はこび込こまれていった。




　一方、残りの盗とう賊ぞくたちはディロークたちを追いかけた。

　馬に乗った盗とう賊ぞくのほうが駱らく駝だに乗るディロークたちよりも足は速いはずだが、距きよ離りが開きすぎていて、なかなか追いつけない。駱らく駝だの足は砂に潜もぐりにくいが、馬の蹄ひづめは砂に沈しずんで足を取られてしまう事もあり、距きよ離りは思うように縮まらない。

　盗とう賊ぞくたちは囃はやし立たてるように奇き声せいを上げながら、馬上で矢を放ち始めた。

　ディロークたち一行の周囲に矢が次々と降ふり、砂に刺ささり、荷物の袋ふくろに刺ささる。その内の一本が、ランムスの頭の籠かご冠かんむりを貫つらぬいた。

「ひぇっ！」

　ランムスは思わず首を竦すくめる。

「アイツら、追ってきましたよ！　ルスタット様は一体何をしてるんです！」

　泣きそうな声を上げるランムス。

「止まるでないぞランムス。外がい套とうと背籠かごが矢や避よけとなる。恐おそれるな」

　ディロークが振ふり返かえらずに声を掛かけた。ディロークは若い頃ころの兵へい役えき経験だけでなく、三皇の一人として、戦争時には戦せん軍ぐん皇こうのすぐ下の地位で軍を率いる立場でもあるため、戦場慣れをしている。こんな時でも冷静だ。

　ランムスは無む我が夢む中ちゆうで駱らく駝だにしがみつきながら叫さけんだ。

「こんな布と籠かごなんて、簡単に貫つらぬかれるじゃないですか！」

「布と籠かごを貫つらぬくのに矢の勢いを使ってしまうので、体には深く刺ささらぬのだ」

　ディロークは安心させようとそう答えたが、ランムスはそれを聞いて余計に青ざめる。

「深くは刺ささらないって、やっぱり刺ささる事は刺ささるんじゃないですか！」

　その時、飛んで来た一本がディロークの乗った駱らく駝だの足に刺ささった。驚おどろいて転てん倒とうする駱らく駝だ。

「くっ！」

　ディロークは、地上に投げ出された。馬上より更さらに高い駱らく駝だの背から落ちたとはいえ、幸い砂の上なのと背せ籠かごのお陰かげで大きな怪け我がはせずに済む。

　ランムスが振ふり返かえった。

「ディローク様！」

「構わず先に行け！　すぐに追いつく！」

　ディロークは叫さけび、駱らく駝だ牽ひきに命じた。

「駱らく駝だ牽ひき！　二人を頼たのんだ！」

　そして起き上がると、倒たおれた駱らく駝だに駆かけ寄よる。後ろ足に刺ささった矢を抜ぬき、傷口を布で縛しばった。

「立てるか……？」

　引き起こそうとしてみるが、転てん倒とうした時にどこか挫くじいたのか、なかなか立てない駱らく駝だ。

　その内、盗とう賊ぞくたちが迫せまってきた。

　それを見たディロークは、やれやれと小さく息を吐ついた。

「仕方がない。ここは一いつ旦たん捕つかまるしかないな」

　そして駱らく駝だから離はなれると、武器を持っていない事が分かるよう両手を開いて上げた。

　……盗とう賊ぞくどもの根城に入れば、何故なぜ彼かれらが正規兵の装備を持ち正規兵の戦い方を知っているのかも、探さぐる手立てがあろう。その後はルスタット殿どのと合流して脱だつ出しゆつすればよい。

　そう胸の内で考える間に、盗とう賊ぞくたちはディロークを取り囲んだ。

「荷物を寄こせ！」

　大声で脅おどす盗とう賊ぞくたち。

　ディロークは駱らく駝だの背を示した。

「そこにある」

　盗とう賊ぞくたちは荷物を丸ごと奪うばい、問とい質ただす。

「残りの仲間はどうした？」

「先に逃にげた。もう追いつけまい」

　そう言って肩かたを竦すくめるディローク。

　盗とう賊ぞくたちはディロークに剣けんを突つきつけた。

「服を脱ぬげ」

「この砂さ漠ばくで裸はだかになったら乾ひ涸からびて死んでしまう」

　ディロークは苦く笑しようして拒きよ絶ぜつした。

　それを聞いて馬ば鹿かにされたと思ったのか、盗とう賊ぞくは剣けんを構える。

「乾ひ涸からびて死ぬのが嫌いやなら今すぐ殺してやろう」

　ディロークは冷静にそれを押おしとどめた。

「まあ待て。私をお前たちの根城へ連れて行け。奴ど隷れいとして働こうではないか。服は根城に着いてから脱ぬがせばよい」

「貴様のような年寄りが奴ど隷れいとして働けるものか」

「そう思うか？」

　ディロークは笑うと、倒たおれた駱らく駝だの側にしゃがみ込こんだ。

「ぬん！」

　力を込こめると、重い駱らく駝だの体を担かつぎ起こしてみせる。ディロークは戦場に出る時に備えて日ひ頃ごろから体を鍛きたえており、細い見た目とは裏腹に力は強い。

　盗とう賊ぞくたちはそれを見て目を丸くした。しばし相談し合ってから、ディロークを縛しばり上あげる。

「では連れていく」

　そして、縛しばった綱つなを馬の鞍くらに結びつけると、ルスタットと同じように引きずりながら根城へ戻もどっていった。

「これから肉体労働をさせようという相手の肉体を痛めつけるとは、何とも愚おろかな連中揃ぞろいだな」

　ディロークは呆あきれながら、砂さ漠ばくの上を砂まみれになって引きずられていった。










　第二十章　生いけ贄にえの洞どう窟くつ




　日が傾かたむき夕方になった頃ころ。

　何とか草原の村ポウテスまで逃にげ切きったランムスは、砂さ漠ばくをじっと見つめて座すわり込こんでいた。いくら待っても、ディロークもルスタットも戻もどってこない。二人の事が心配で、ずっと黙だまり込こんだまま、膝ひざを抱かかえるランムス。

　やがて日が沈しずみ、辺りは真っ暗になった。砂さ漠ばくは急速に冷ひえ込こみ、冷たい風が吹ふいてくる。

　そこへ、灯あかりを持ったリラルーク王女がやってきた。

「食べなさい」

　そう言うと、村で買ってきたパンや干し肉や果物をランムスの目の前に放り出す。

　しかしランムスは膝ひざを抱かかえたまま見向きもしない。

「いりません。お腹なか空いてないんで……」

　リラルーク王女はそんなランムスの横に来ると、立ったままパンを囓かじった。

「夜の砂さ漠ばくは寒さで体力を奪うばわれるわ。食べないなら一いつ緒しよに連れてはいけないわよ」

「一いつ緒しよに連れていく……？」

　ランムスは怪け訝そうにリラルーク王女を見上げた。

　リラルーク王女は旅支度じたくを調ととのえた姿でランムスを見下ろしていた。その隣となりには駱らく駝だが二頭。

「盗とう賊ぞくの根城へ行くの。あなたが来ないなら私一人で行くわ」

「盗とう賊ぞくの根城へ？　一体どうやって？　場所も分からないのに」

「場所は簡単に見つかるわ。奴やつらはあの木のあるところへ真まっ直すぐ向かってきたんだから、一いつ旦たんあそこまで戻もどってから、奴やつらが来た方向目指して進めばいいのよ」

　簡単に言うリラルーク王女。

　ランムスは、弱気な顔で言う。

「でも、僕ぼくたち二人で乗のり込こんだところでどうなるっていうんです？」

「ルスタットが死ぬわけがないわ。ディロークも。きっと盗とう賊ぞくに捕つかまってる。だから、私が二人を解放するよう交こう渉しようを持ちかけるわ」

「交こう渉しようって……」

「これを使うわ」

　リラルーク王女は、袖そでをまくって見せた。大きな紅玉と碧へき玉ぎよくが嵌はまった黄金の腕うで輪わが、灯あかりを反射して煌きらめいた。

　思わず目を見張るランムス。

　リラルーク王女は袖そでを戻もどして腕うで輪わを隠かくす。

「二人の身み柄がらをこれで買い取るの。一つにつき金貨二十枚にはなるはずよ。妹を身み請うけするにはとても足りないけれど、ただの旅人と思われてるあの二人を買い取るくらいなら充じゆう分ぶんだわ」

　ランムスは、リラルーク王女の顔をまじまじと見つめた。

「相手は盗とう賊ぞくですよ。大人しくそんな取引に応じるわけないじゃないですか。あなたを殺して腕うで輪わを奪うばい取とるだけですよ」

「そうされないよう、片方は隠かくしておくわ。二人が解放された時点でもう一つを渡わたすの」

「でも……」

　尚なおも渋しぶるランムス。

　リラルーク王女はそれ以上議論しようとはせず、駱らく駝だを座すわらせて鞍くらに跨またがった。

「文句があるならここでじっとしてなさい。私一人で行ってくるから」

　駱らく駝だが後ろ足を伸のばして立ち上がる。そして、リラルーク王女は外がい套とうをはためかせ、颯さつ爽そうと砂さ漠ばくの中へ駆かけ出だした。

「あっ！　待ってください！」

　ランムスは慌あわてて立ち上がった。

　大急ぎでパンと干し肉を口に突つっ込こみ、駱らく駝だに跨またがる。

　そして何とかリラルーク王女に追いついた。

「ま、待って下さい！　僕ぼくも行きます！」

　まだ口に食べ物を詰つめたまま、モゴモゴと叫さけぶランムス。

　リラルーク王女は振ふり返かえって小さく苦く笑しようした。

「吞のみ込こんでから喋しやべりなさい。行ぎよう儀ぎ悪いわね」

　ランムスは窘たしなめられて赤面しながら、素す直なおに口の中の物を嚙かんで吞のみ込こむ。そして水を飲み、ふぅと一息ついてから、ふと気付いて尋たずねた。

「……ところで、駱らく駝だ牽ひきの人はどうしたんですか？」

「道案内についてきて欲ほしかったけど、断られたわ。仕方ないから駱らく駝だだけ買い取ってきたの」

「そうですか。まあ、考えたら誰だれだって断りますよね……」

　そう呟つぶやいてうなずくランムス。

　この時ランムスは、ディロークとルスタットの事で頭がいっぱいで、リラルーク王女がどうやって駱らく駝だを買う金を工面したのかまでは気が回らなかった。リラルーク王女が普ふ段だん服の下に隠かくして身に着けていた首くび飾かざりがなくなっていた事も、当然気付かなかった。そもそも、そんな首くび飾かざりを隠かくし持もっていた事など知りもしなかった。

　駱らく駝だ一頭の値段は庶しよ民みんの一年分の収入に匹ひつ敵てきする。砂さ漠ばくでは他に選せん択たく肢しがない唯ゆい一いつの乗り物であり、乳を搾しぼる事も出来、働けなくなれば肉と毛皮になる駱らく駝だは、究極の財産。奴ど隷れいから自由民になったとはいえ何の収入源もないリラルーク王女は、自分の持ち物を売うり払はらう以外に駱らく駝だのような高価なものを買う方法はなかった。

　しかしリラルーク王女は、そんな事は一言も口にしない。国を滅ほろぼされ、奴ど隷れいに落とされ、自由を取とり戻もどした今も何の食くい扶持ぶちも持たない流る浪ろうの身とはいえ、それでもやはり彼かの女じよは気高き王女だった。

　ランムスは駱らく駝だ牽ひきがいない理由に納なつ得とくした後、不意にハッと気付いて呆あきれた声を出した。

「……ってことは、駱らく駝だ牽ひきもいないのに一人で盗とう賊ぞくの根城を探すつもりだったんですか？　砂さ漠ばくで方角を確かめる方法すら知らないくせに」

　それを聞いたリラルーク王女は平然と答える。

「一直線に進んできたんだから、迷う心配はないでしょう。景色だって大体覚えてるわ」

「駄だ目めですよ。砂さ漠ばくは風で砂が流されて、平地に大きな砂さ丘きゆうが出来たり、反対に巨きよ大だいな砂さ丘きゆうが丸ごと消えたり、ほんの僅わずかの間にもまるで姿を変えるんです。一人で行ったら、根城を探し当てる前に迷って野垂れ死ぬだけですよ」

　ランムスはやれやれと溜ため息いきを吐つきながら、星を見上げて方角を確かめた。そして、リラルーク王女の前に出ると、先導して進んでいく。将来は貿易商を目指しているランムスである。星を見て方角を知る技術はすでに身に付けてある。

　ランムスの後ろに付いて進みながら、リラルーク王女は白い外がい套とうを体に巻きつけ、身を震ふるわせた。

「それにしても冷えるわね。昼間のあの地じ獄ごくのような暑さが噓うそみたい。何度経験しても不思議だわ」

　そして、夜空を見上げる。

「……でも、暑いのに比べれば寒い方がずっとマシね」

　白い息が、星明かりにうっすら光った。

「そうですね」

　ランムスはしみじみと相あい槌づちを打つ。

　それから、今いま更さらのように尋たずねた。

「ところで、どうしてあなたがディローク様とルスタット様を助けに……？」

　リラルーク王女は少し黙だまってから、照てれ隠かくしのようにそっぽを向いた。

「ルスタットには二度も助けてもらった借りがあるし、それにディロークは、私の手で殺さなきゃ報ほう酬しゆうがもらえないでしょう」

「でも、そのためにあんな高価そうな腕うで輪わを盗とう賊ぞくとの取引に使おうなんて……」

「いいのよ。他に金目の物なんて持ってないし、どうせこんな腕うで輪わじゃ妹は請うけ出だせないんだから。ディロークを救い出したら、もっと高い物を買わせてやるわ」

　そう言うと、誤ご魔ま化かすように駱らく駝だを一層急がせるリラルーク王女。

「あっ！　だから、方角も分からない癖くせに先に行かないでくださいよ！」

　ランムスは慌あわててその後を追いかけた。




　一方、その頃ころ。

　盗とう賊ぞくたちの根城である、伏ふせたライオンのような形をした砂さ漠ばくの岩山。

　その広い洞どう窟くつの中で、ルスタットは身ぐるみ剝はがされ鉄の手て枷かせを嵌はめられて、牢ろうに放ほうり込こまれていた。

　そのまま、奴ど隷れいにされるでもなく放置されていたルスタットだが、夜になると手て枷かせを嵌はめられたまま牢ろうから引き出され、岩で作った荒あら削けずりの祭さい壇だんの前に連れ出された。

　ルスタットの隣となりには、同様に手て枷かせを嵌はめられた半はん裸ら姿の男が三人。ルスタットとは別に捕つかまった旅の商人だろうか。

　祭さい壇だんの下には、アルキランの鎧よろいに身を包んだ大勢の男たちが集まっている。儀ぎ式しきの装よそおいなのか、その顔はどれも真っ白く塗ぬられ、骸がい骨こつのような化け粧しようが施ほどこされている。かつてアルキラン軍と戦った時にも、このような化け粧しようをした兵を戦場で見た事がある。アルキランの兵士は皆みな、人や動物の頭ず蓋がい骨こつを模した兜かぶとを被かぶるか、顔に直接骸がい骨こつの化け粧しようを施ほどこしているのだ。

　周囲には篝かがり火びが焚たかれ、ゴツゴツした岩いわ肌はだが剝むき出だしの天てん井じようや壁かべにはヒペルトが隙すき間まなく吊つるされて、その夥おびただしい数にルスタットは驚おどろいて目を見張った。

　……これは、かつてこの砂さ漠ばくでアルキランの祖モルフェスがメリポウム帝てい国こくと戦った時の、帝てい国こく兵の骨だろうか。

　オアシスの町の神しん殿でん前でディロークから聞いた話を思い出しながら、そんな事を考えるルスタット。

　祭さい壇だんには刃は渡わたりが大人の背せ丈たけ程ほどもある長大な剣けんが、岩に突つき刺ささった状態で祀まつられていた。剣けんの刺ささった岩を、岩山の裂さけ目めから差さし込こんだ月の光が青く照らす。その光に照らされて、台座の岩に文字が彫ほられているのが見えた。

　──モルフェスの剣けんを抜ぬく者、偽いつわりのモルフェスの子らを誅ちゆうす。

　そう書いてあるのが読めた。

　モルフェスへの崇すう拝はい、「偽にせのモルフェス」への敵意、盗とう賊ぞく稼か業ぎよう、そしてアルキラン正規軍の装備。やはりこの盗とう賊ぞくたちはテンミッド派の狂きよう信しん者たちであり、ここはその隠かくれ家がなのだろう。

　そうこうする内にルスタットは他の捕とらわれ人たちと一いつ緒しよに引き立てられ、剣けんの前に跪ひざまずかされた。

　そこへ、牛の頭ず蓋がい骨こつを被かぶった半はん裸らの男が現れる。そして、祭さい壇だんに向かって立つと、火の印形を結んで掲かかげた。

「我らが神、そして我らが祖モルフェスよ。汝なんじらが御み名なに栄さかえあれ。この世を統すべたもうその御み力ちからに讃たたえあれ。我ら、ここに神への生いけ贄にえを捧ささげ、我らの義なる事を示さんと欲ほつす。嘉よみしたまえ」

　祭さい壇だんを取り囲む大勢の男たちは、骸がい骨こつの化け粧しようをした顔の上に火の印形を掲かかげながら一いつ斉せいに唱和した。

「嘉よみしたまえ」

　その声が岩穴全体に響ひびいて唸うなりを上げた。

　牛の頭ず蓋がい骨こつを被かぶった、祭司らしき男が再び唱える。

「モルフェス再臨の日は近づけり！　その日モルフェスは身に業ごう火かを纏まといて現れ、咎とが人びとたちを裁かん！　アルキランの民たみは抗あらがえど、王の剣けんは折られ、民たみの地は焼かれ、海は煮にえ、川は悉ことごとく涸かれ尽つくさん！　人々逃にげまどえども、モルフェスの足から逃にぐる能あたわず、隠かくれどもモルフェスの目からは隠かくれえず！　不義の者ども炎ほのおに巻かれて許しを請こえど、モルフェスそれを嘲あざけるのみ！　かつて彼かれら、正しき言葉を嘲あざ笑わらいける報むくいなり！　奢しや侈しに曇くもりし両目は刺さされ、偽いつわり語る舌は抜ぬかれ、神の声を拒こばむ耳には溶とけた鉛なまりが流され、金の匂においを求める鼻は削そがれん！　悪徳に肥え太りしアルキランは蛮ばん族ぞくのくびきに繫つながれ、四し肢しを裂さかれて神の贄にえとならん！」

　朗々と呪のろいの言葉を唱えると、祭司は再び火の印形を頭上に掲かかげた。

「神の道を歩みし人々を迫はく害がいせし者らを、呪のろいたまえ！」

　男たちが同じく印形を掲かかげながら唱和する。

「呪のろいたまえ！」

　再び洞どう窟くつ内に地じ響ひびきのような唸うなりがこだまする。

「正しき言葉を嘲あざ笑わらう者らの子らを根絶やしにしたまえ！」

「根絶やしにしたまえ！」

「正しき行いを妨さまたげる者らの畑から、全ての水を涸からしたまえ！」

「涸からしたまえ！」

「神の道に従わぬ者らの子孫を、飢うえで死なせたまえ！」

「死なせたまえ！」

「神に従う人々を助けなかった者らの赤子を、疫えき病びようで死なせたまえ！」

「死なせたまえ！」

「正しき人々を踏ふみつけた者らを、踏ふみつけたまえ！」

「踏ふみつけたまえ！」

「清き人々から奪うばい取とる者らから、奪うばい取とりたまえ！」

「奪うばい取とりたまえ！」

　呪じゆ詛そはいつ終わるともなく延々と繰くり返かえされ、その都度男たちの唱和が洞どう窟くつ内に響ひびき渡わたる。それはまるで、およそこの世のありとあらゆる憎にくしみがこの洞どう窟くつの中で煮に詰つめられ、今にも噴ふきださんとしているかのようだ。

　……何とどす黒く、禍まが々まがしい光景だ。

　ルスタットは啞あ然ぜんとしながら、目の前で繰くり広ひろげられる不気味な熱ねつ狂きようを見つめた。神を祀まつる祭さい壇だんに向かい呪じゆ詛そを唱えるというのは、ディアスフェルドでは考えられない事だ。神は清せい浄じようであるべきであり、呪じゆ詛そとは汚けがらわしいものだからである。神の前で汚けがらわしい言葉を発する事は、神の清せい浄じようを汚けがしかねない禁きん忌きだ。だが目の前では、ただただ呪のろいの言葉だけが連ねられている。しかもそれでいて、彼かれらは自分たちを神に従う正しき人だと言っているのだ。

　これは、国が違ちがうから神前の作法も異なるという事なのか。

　それとも、彼かれらが異い端たんの者たちだからなのだろうか。

　ルスタットが不思議がっていると、やっと一連の祈き禱とうが終わった。

　祭さい壇だんで呪じゆ詛そを繰くり返かえしていた祭司が脇わきへ退き、斧おのを持った大きな男がルスタットたちの前に立った。

　……この者たちは、我々人間を生いけ贄にえに捧ささげようというのか？

　ルスタットは驚おどろいて、改めて大きな剣けんを祀まつった祭さい壇だんを見上げた。アルキランの祭さい儀ぎでは家か畜ちくが生いけ贄にえに捧ささげられる事は知っていたが、人を生いけ贄にえにするような話は聞いた事もない。

　背後から髑髏どくろの化け粧しようをした男たちが現れた。そしてルスタットたちを押おさえつける。

　半はん裸らの捕とらわれ人が一人、石造りの祭さい壇だんの上に引き上げられた。そして仰あお向むけに寝ねかされる。

　大きな男が、ゆっくりと斧おのを振ふり上あげた。

　ギラリと光る斧おのの刃はに、引きずり出された男は目を見張った。顔中に脂あぶら汗あせが噴ふき出だす。

「待て！」

　ルスタットは叫さけんだが、背後から押おさえつけられた状態では手の出しようがない。

　石壇だんの上の男が命いのち乞ごいをした。

「やめてくれ！　俺おれがお前たちに何をしたって言うんだ！」

　祭司が冷たい声で言う。

「お前は我々に何もしなかった。正しき道を歩む我らが不当にも迫はく害がいされている時、お前は何もしようとしなかった。だからお前が殺されそうになっても、神はお前を助けようとはなさらない。お前に救いの手が差さし伸のべられない事が、お前の罪の証あかしである」

　そして、恍こう惚こつとして続ける。

「だが、そんな咎とが人びとの血であっても、神はそれを供く犠ぎとして受け入れられる。何と寛かん容ような事か」

　篝かがり火びに照らされて、黒い影かげが岩いわ肌はだに揺ゆらめいた。

　そして大おお柄がらな男の握にぎった斧おのは、真まっ直すぐに振ふり下ろされた。

「やめ……っ！」

　悲鳴は斧おのによって遮さえぎられ、捕とらわれ人の頭が胴どう体たいから切きり離はなされた。

　真っ赤な血が溢あふれ出でる。

　祭司らしき男が、流れ出る血を黄金の器うつわで受けた。

「ひっ！」

　ルスタットの隣となりにいるもう一人の捕とらわれ人が、喉のどに張りついたような短い悲鳴を上げた。

　ルスタットも思わず目を見張る。

　祭司は器うつわに受けた血を半分、剣けんの刺ささった台座に注ぎ、残りを下にいる男たちに向けて振ふりまいた。

　集まった男たちは熱ねつ狂きようしながら我先にと血を浴びる。

　そして火の印形を掲かかげ、

「ダギオン・ヨーウィー！」

　と口々に祈いのりの言葉を唱えた。

　壇だん上じようの髑髏どくろの化け粧しようをした男が、次の生いけ贄にえを祭さい壇だん前に引きずり出した。

　生いけ贄にえの男は必死でもがく。

「いっ、嫌いやだ！　助けてくれ！　故郷に妻と子供がいるんだ！　俺おれが死んだら家族が……！」

　涙なみだを流し、無む我が夢む中ちゆうで叫さけぶ二人目の生いけ贄にえ。

　祭司は恍こう惚こつとした声で厳おごそかに告げる。

「一人の咎とが人びとを殺し、別の咎とが人びとを苦しめるとは、神の知ち恵えは真まことに精せい妙みようにして無辺である」

　斧おのが振ふり下ろされた。

　二人目の生いけ贄にえも、一いち撃げきで首を落とされる。その血はまたしても黄金の器うつわで受け止められ、半分が剣けんの台座に、残り半分が化け粧しようした男たちに振ふりまかれた。

　そして、最後にルスタットが祭さい壇だんの前に引き出された。

　斧おのを持った大男が、ルスタットの眼前に立ちはだかる。

　血に染まった斧おのが、ルスタットの真上に振ふり上あげられた。

　鋭するどく、大きな斧おの。

　この斧おのならば、どんな頑がん丈じような鎧よろいでも、一いち撃げきで叩たたき割わってしまうだろう。

　ルスタットの不死身の体ですら、この斧おのには歯が立たないかもしれない。

　だが、それでも普ふ段だん通りの強気な目で、じっと斧おのを睨にらむルスタット。

　命いのち乞ごいをしようとしないルスタットに、祭司が囁ささやいた。

「何か言い残す事は？」

　ルスタットはそれを聞くと、鼻で笑った。どうせ聞くつもりもない癖くせに、わざわざ相手の気持ちを踏ふみにじるためだけに、喋しやべらせようとする。とんだ下衆げすだ。狂きよう信しん者とはいえ、狂くるうほどの信しん仰こうの底には何かしら見習うべき純じゆん粋すいなものがあるかと思っていたが、期待外れである。

　ルスタットは怒いかりと軽けい蔑べつの眼差まなざしで祭司を睨にらむと、片言のアルキラン語で言った。

「お前は、私が、殺すノサウイアー・ノカガーイ・ルールク」

　祭司はそれを聞くと激げき昂こうした。怯おびえもせず命いのち乞ごいもせず、それどころか自分を見下すようなルスタットの言動に、肥大した自尊心が逆さか撫なでされた。

「殺せ！」

　ルスタットの首目め掛がけて、巨きよ大だいな斧おのが真まっ直すぐに振ふり下ろされた。










　第二十一章　聖なる剣けんを抜ぬく者




　ルスタットが洞どう窟くつで首を斬きられそうになっていた頃ころ、リラルーク王女とランムスは盗とう賊ぞくの隠かくれ家がになっている岩山を無事に見つけていた。

「思ったより早く着いたわ」

　リラルーク王女が嬉うれしそうに息を弾はずませた。

「そりゃ、後先考えずにずっと走らせっぱなしでしたからね……」

　ランムスは呆あきれ顔で呟つぶやき、ねぎらうように駱らく駝だの首を撫なでる。

「……よく走ってくれましたよホント」

　リラルーク王女は、人食い総そう督とくの町ノルヴォーグを出る前に回収してきた投げ矢が腰こしの小さな袋ふくろに全て入っている事を改めて確かく認にんすると、岩山に向かって駱らく駝だを走らせる。

「それじゃあ行くわよ」

「あっ！　ちょっと待ってください！」

　ランムスは慌あわてた顔で引き留めたが、リラルーク王女は止まらない。

　さっさと岩山の前まで行くと、大声で呼びかけた。

「昼間捕とらえられた男二人を引き取りに来たわ！　二人を返せば、その身みの代しろ金きんがわりにこの腕うで輪わをあげましょう！」

　砂さ漠ばくの静せい寂じやくを破って、リラルーク王女の澄すんだ声が響ひびき渡わたる。

　そこへランムスが追いすがって止めた。

「リラルーク王女！　駄だ目めですってば！」

「何が駄だ目めなのよ。臆おく病びよう者ものは引ひっ込こんでなさい」

　リラルーク王女が振ふり返かえってそう言った時、岩山の上に松明たいまつを持った複数の人ひと影かげが現れた。

　リラルーク王女は再び腕うで輪わを高く掲かかげる。月に照らされて静かに輝かがやく黄金の腕うで輪わ。しかし現れた人ひと影かげたちは腕うで輪わには興味すら示さず、口々に罵ののしった。

「女が使者だと！」

「ふざけやがって！」

「ぶっ殺せ！」

「生いけ贄にえとして祭さい壇だんに捧ささげてやれ！」

　そう喚わめくと、いきなり矢を放ってくる。

　暗くて矢は見えないが、次の瞬しゆん間かんリラルーク王女の駱らく駝だの足元で、砂がザクザクと音を立てた。

「きゃっ！」

　リラルーク王女は思わず悲鳴を上げた。

　ランムスが慌あわててリラルーク王女の駱らく駝だの手た綱づなを引っ張る。

「だから言ったじゃないですか！」

　そう言って、大急ぎで退たい却きやくするランムス。

「なんなのアイツら！　ロクに話を聞きもしないで！」

　リラルーク王女は後ろを振ふり返かえって憤ふん慨がいする。

　ランムスは無む我が夢む中ちゆうで駱らく駝だを走らせながら説明した。

「アルキランでは、女の人を使者として立てる事は侮ぶ辱じよくとされてるんですよ。昔、アルキランの祖とされるモルフェスが籠ろう城じようしていた時に、捕とらえられていたモルフェスの育ての母が使者に立てられて、敵がそれを見ながら『坊ぼうや！　お前のお母さんが迎むかえに来たぞ！』って囃はやし立たてたっていう話があるんです。モルフェスは怒おこって、育ての母も敵も共々に斬きり殺ころしてしまったんですが、それがいつの間にか、母じゃなくても女性を使者に立てるのは相手を子こ供ども扱あつかいして馬ば鹿かにする行こう為いっていう意味になって、今では『女を使者に立てる』ってのは相手を子こ供ども扱あつかいするっていう意味の慣用句としても使われるくらいなんですよ！」

　そう説明している間にも、逆上した盗とう賊ぞくが五人ほど、馬に乗って追いかけてきた。

「もう！　これじゃ二人を助けるどころじゃないわ！」

　リラルーク王女が叫さけんだ。

「あなたのせいですよ！」

　ランムスも叫さけぶ。

　そして二人は必死で駱らく駝だを走らせた。




　その頃ころ、生いけ贄にえの石いし壇だんに寝ねかされていたルスタット目め掛がけて振ふり下ろされた巨きよ大だいな斧おのは、途と中ちゆうで止まっていた。

　ルスタットは押おさえつける男たちを振ふり払はらい、首を狙ねらって振ふり下ろされた斧おのを鉄の手て枷かせで受け止めたのである。

　凄すさまじい斧おのの一いち撃げきに、鉄の手て枷かせは音を立てて砕くだけた。

　手て枷かせの外れたルスタットは素す早ばやく立ち上がり、祭さい壇だんから飛び降りる。

　祭さい壇だん前は騒そう然ぜんとなった。

「生いけ贄にえが逃にげるぞ！」

「捕つかまえろ！」

　盗とう賊ぞくたちは一いつ斉せいにルスタットを取り囲み、手に手に剣けんを握にぎって斬きりかかる。

　ルスタットはさっと手を出すと、真っ先に斬きりかかってきた敵の柄つかを受け止めた。そのまま流れるような動きで相手の手首を固め、剣けんをもぎ取る。そして、吼ほえた。

「おおおおっっっ[image: !!!!]」

　雄叫おたけびと共に剣けんが舞まう。

　ルスタットを囲む盗とう賊ぞくたちの胸から真っ赤な鮮せん血けつが迸ほとばしり、たちどころに三人が斬きり伏ふせられた。

　祭さい壇だんの上から、牛の骨の仮面を被かぶった祭司が指示を出す。

「砦とりでの入り口を塞ふさげ！　逃にがすな！」

　何人かが砦とりでの入り口を封ふう鎖さしに走り、残りはルスタットに襲おそいかかる。

　ルスタットは盗とう賊ぞくたちの剣けんを受け、払はらい、流しながら反はん撃げきするが、二人、三人と倒たおす内に、その剣けんは敵の剣と打ち合って真ん中からぽっきりと折れた。

「やはりアルキランの剣けんでは駄だ目めか！」

　舌打ちしながら、再び巧たくみな技わざで新たな剣けんをもぎ取るルスタット。そして、またしても盗とう賊ぞくたちを次々と斬きり倒たおす。

　盗とう賊ぞくたちはルスタットの強さに怯ひるみ、遠巻きに囲んで尻しり込ごみした。

　ルスタットは、好機とばかりにすかさず飛とび込こむ。体重が後ろにかかっていた盗とう賊ぞくたちは、防ぐ事も反はん撃げきする事も出来ず、あっという間に五人が突つき倒たおされる。

「この折れやすい剣けんは、斬きるより突つくほうが良よいようだ」

　ルスタットは剣けんの血を振ふり払はらいながら居並ぶ敵を見み据すえた。

　気け圧おされてジリジリと後退する盗とう賊ぞくたち。

　そこへ、祭さい壇だんの上で斧おのを持っていた大男が下りてきた。

「お前たちは下がっていろ」

　そう言うと斧おのを投げ捨て、長い剣けんを抜ぬく。

「その剣けんは……！」

　ハッとするルスタット。その剣けんは間ま違ちがいなくルスタットが持っていたディアスフェルドの剣けんだ。

　大男は剣けんを構え、ルスタットと真正面から対たい峙じした。

　……こやつ、出来る！

　ルスタットは、慎しん重ちように構え直した。相手の身のこなしと滑すべるような足捌さばき、そして柔やわらかい剣けんの握にぎりは、相当に戦い慣れている事を示している。

　大男が少しずつ間合いを詰つめながら問うた。

「この剣けん。柄つかにも鞘さやにも大した装そう飾しよくがなかったので、最初は安物かと思ったが、しかしこの流れる水のような刀身。ディアスフェルドの剣けんだな」

「いかにもシヤイオー」

　片言のアルキラン語で肯こう定ていするルスタット。

　大男はニヤリと笑った。

「ならば貴様がルスタットか！　評判は聞いている！　一度戦ってみたかった！」

　そう言うなり、大男は剣けんを振ふりかぶった。

　次の瞬しゆん間かん、空気を切きり裂さく唸うなりと共に、鋭するどい刃やいばがルスタットに向かって振ふり下ろされた。




　一方その頃ころ、盗とう賊ぞくたちの奴ど隷れいとして働かされていたディロークは、砦とりでの中が急に騒そう然ぜんとし出したのを見て内心ほくそ笑えんだ。

　……どうやらルスタット殿どのが暴れ始めたな。

　次の瞬しゆん間かん、奥おくから骸がい骨こつの化け粧しようをした盗とう賊ぞくの一人が息を切らして走り出てくると、大声で命じた。

「入り口を塞ふさげ！　急ぐんだ！」

　奴ど隷れいたちの監かん視しをしていた盗とう賊ぞくが、それを聞いて奴ど隷れいたちに指示を出す。

「お前たち！　落とし戸を吊つるした綱つなを解け！」

　落とし戸の格こう子しは、一本が一ひと抱かかえもある巨きよ大だいな木を使ってあり、更さらにそれを鉄板で覆おおった重じゆう厚こう長大な代しろ物もの。巨きよ大だいな城じよう塞さいの門に使われるのと遜そん色しよくない立派な落とし戸である。それを吊つっている綱つなを解くだけでも、数人掛がかりだ。

　ディロークも綱つなを解くのを手伝いながら、奥おくの祭さい壇だんへ続く通路へ目をやった。そして考える。

　……しかし、この砦とりでに祀まつられていたあの剣けんは一体？　形状といい、刃は渡わたりの長さといい、伝説の語るモルフェスの剣けんを模した物のように見えたが、しかしあの輝かがやき……。果たしてただの模造品なのだろうか……。

　ギイギイと軋きしむ音を響ひびかせながら、落とし戸を止めている綱つながゆっくりと解かれていく。

　ディロークは全力で綱つなを解きながら、尚なおも考かんがえ込こんだ。

　……テンミッド派の創始者テンミッド・ユニフは、モルフェスが討うち死じにを遂とげたこの地で生まれた。何かの偶ぐう然ぜんでモルフェスの剣けんを見つけていても不思議はない。そしてそれ故ゆえに、過激な狂きよう信しんに陥おちいったのかもしれぬ。もしあの剣けんが本物であれば、テンミッド派が自らを神とモルフェスの代理人と主張した理由も頷うなずける。モルフェスの剣けんは、神から直接与あたえられた金属を鍛きたえて出来た剣けん。その所有者こそが、最も正統なアルキランの支配者たりうるのだから……。

　アルキランの支配者が三皇と呼ばれる三人に分けられているのも、議員による合議制を取っているのも、彼かれらや議員が選挙で選ばれるのも、全てはモルフェスの剣けんが失われ、正統な後こう継けい者を決める手段がなくなったためである。神に選ばれし者を証明する手段が失われたので、仕方なく人々の合意によって仮の統治者を選ぶようになったに過ぎない。

　だがもしモルフェスの剣けんを持つ者なら、神に由来するその権けん威いと権力は、人に選ばれた三皇などより上に来る。本物のモルフェスの剣けんを見つけたなら、最も早はや三皇の支配などには従わないのも当然なのだ。

　テンミッド・ユニフはあの剣けんを見つけたが、抜ぬく事は出来なかった。だから、異い端たんとして排はい除じよ出来た。だがもしあの剣けんを抜ぬく者が現れたなら。その者が、剣けんを携たずさえて人々の前に現れたなら。

　ディロークは、そう考えてゾッとした。

　そうさせないために、脱だつ出しゆつ次し第だいこの岩山はノアリーグから兵を派は遣けんさせて確保するとして、問題はその後だ。軍に入はいり込こみ、装備を横流ししている者を突つき止とめなければ、その者が密ひそかに権限を行使してノアリーグの兵を動かし、あの剣けんを台座の岩ごと運び出してしまうかもしれない。

　……都に戻もどったら、この砂さ漠ばくを訪おとずれた事のある役人や議員全員の身元を洗い直してみる必要が……。いや、それでは間に合わぬか……。

　洗い直しの作業には膨ぼう大だいな時間がかかる。その間に剣けんを運び出されては元も子もない。

　ディロークは、奴ど隷れいたちを見張る盗とう賊ぞくたちの身を包むアルキラン軍の正式な鎧よろいに目をやりながら、どうしたものかと落ち着かない気持ちを募つのらせた。




　一方、再び祭さい壇だん前である。

　ルスタットは目の前に振ふり下ろされた長ちよう剣けんの一いち撃げきを、さっと退ひいて避よけた。

　大男の剣けんは岩が剝むき出だしの硬かたい床ゆかに当たり、ギャリッと音を立てて深々と斬きり込こむ。

「さすがディアスフェルドの剣けん！　何という切れ味だ！」

　大男は興奮して声を上げた。

　ルスタットは相手の剣けん先さきが下がったのを見てすかさず前に出る。そして、剣けんをもぎ取ろうと腕うでを伸のばした。

　しかし大男はニヤリと笑いながら、食くい込こんだ剣けんを引ひき抜ぬくように振ふり上あげた。裏刃ばがルスタットの足を狙ねらって襲おそいかかる。

　咄とつ嗟さに気付いて飛とび退のくルスタット。

「この男の膂りよ力りよくと技わざ！　ただの盗とう賊ぞくではない！　見事だ！」

　下がって距きよ離りを取ると、ルスタットは思わず大男を称しよう賛さんした。いくらディアスフェルドの剣けんとはいえ、硬い岩にあれだけ斬きり込こむなど、余よ程ほどの技わざがなければ出来ない芸当だ。また、岩に食くい込こんだ剣けんを軽々引ひき抜ぬき、裏刃ばで足に切りつける辺り、腕わん力りよくや戦いの勘かんもかなりのものである。

「何を言っているか分からんぞ！　アルキラン領に来たならアルキランの言葉を話せ！」

　大男はそう言いながら斬きりかかった。

「見事な技だデイグ・ラカス！」

　ルスタットはアルキラン語で一言答えながら、相手の剣けんを受け止める。

　その瞬しゆん間かん、ルスタットの握にぎるアルキランの剣けんは、大男の振ふるディアスフェルドの剣けんによって、真っ二つに折れた。キンと高い音が洞どう窟くつ内に響ひびき、折れた刃はが空中で回転する。

「おお！」

　驚おどろくルスタット。

　大男は勝かち誇ほこり、長ちよう剣けんを大きく振ふりかぶった。

「勝負あったな！」

　喜び勇んでルスタットの頭上に斬きりつける大男。

　ルスタットは咄とつ嗟さに身を躱かわし、紙かみ一ひと重えで剣けんを避よける。それと同時に腕うでを伸のばして折れた刃はを摑つかむと、大男の顔を目め掛がけて投げつけた。

「！」

　大男も、首を振ふって皮一枚で避よける。だが、首だけ動かしたせいで一いつ瞬しゆんだけ動きが止まる。その隙すきにルスタットは大男の脇わきをすり抜ぬけ、祭さい壇だんの上に駆かけ上あがった。

　祭司らしき男がルスタットを見て追い返そうと向かってくる。

「ええい！　来るな！」

「邪じや魔まだ！」

　ルスタットは片手で祭司を投げ飛ばすと、岩に刺ささった長大な剣けんに手をかけた。

　盗とう賊ぞくたちの持つ剣けんをいくら奪うばっても、ディアスフェルドの剣けんを使いこなすあの大男には叩たたき折られてしまう。あの大男から剣けんを奪うばうのも至難の業わざ。となると、この大たい剣けんに望みを託たくすしかない。

「その剣けんに触ふれてはならぬ！」

　祭司が下から叫さけんだ。

　大男が素す早ばやく追いすがってきた。

「異い邦ほう人の貴様には抜ぬけん！　モルフェスの剣けんを抜ぬけるのはモルフェスだけだ！」

　そう叫さけびながら、ルスタットの背中に向かって剣けんを振ふりかぶる。

　ルスタットは必死に岩に刺ささった長大な剣けんを引っ張った。

　その瞬しゆん間かん。

　意外にも、剣けんは何の抵てい抗こうもなくスルリと抜ぬけた。力を込こめて抜ぬいたせいで、勢い余ってその切っ先が天を向く。その刃はに、月の光が眩まぶしく反射した。あたかもそれ自体が光を発しているかのように、剣はルスタットの手に握にぎられて煌こう々こうと輝かがやいた。

　驚おどろいて目を見開く大男。

　ルスタットは振ふり返かえり様ざま、引ひき抜ぬいた大たい剣けんを振ふり下ろした。

「ぬん！」

「……っ！」

　大男は咄とつ嗟さに自分の握にぎるディアスフェルドの剣けんをかざし、身を守る。

　だがルスタットの振ふり下ろした大たい剣けんは、ディアスフェルドの剣けんを苦もなく斬きり落とした。そのまま男の肩かたから股またの付け根まで一気に斬きり裂さき、更さらに勢い余って、祭さい壇だんの岩まで深々と食くい込こむ。見ている者たちの目には、まるで光る剣けんが雷かみなりとなって大男の体を引ひき裂さいたかのように見えた。

　ルスタット自身も驚おどろいて目を瞠みはる。

「何という切れ味……。我わがディアスフェルドの剣けんをこうも簡単に両断し、岩をまるでバターのように斬きり裂さくとは……」

　岩に斬きり込こんだ剣けんを引くと、今度もやはり、何の抵てい抗こうもなく剣けんは軽々と抜ぬけた。

　ルスタットは大男を見下ろし、片言のアルキラン語で尋たずねた。

「名はノス・マエン？」

「第一軍団百人隊長、リアトリック……」

　大男はそう呟つぶやいて笑い、息絶えた。

「覚えておこう。実に良き敵であった」

　ルスタットは大男の強さを讃たたえると、大たい剣けんを構え直して残りの盗とう賊ぞくたちを睨にらんだ。そして、牛の頭ず蓋がい骨こつを被かぶった祭司を見つけると大だい喝かつする。

「さあ、約束通り、貴様の命貰もらい受うけよう！　覚かく悟ごは良よいか！」

　祭司は後ずさって岩がん壁ぺきにぶつかり、手近な男に何事か指示を出した。

　その指示は次々に口伝えで盗とう賊ぞくたちの間に伝わり、やがて皆みなは一いつ斉せいに祭さい壇だんの間から駆かけ出だしていく。

　一方ルスタットは、そんな事にはお構いなしに、剣けんを振ふり上あげ祭司に向かって突とつ進しんした。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっ[image: !!!!]」

　ルスタットの雄叫おたけびが洞どう窟くつの壁かべを揺ゆるがす。

　盗とう賊ぞくたちがルスタットの前に立ちはだかった。

「邪じや魔まだ！」

　剣けんを振ふるルスタット。たったの一ひと薙なぎで、五人の盗とう賊ぞくが真っ二つになった。

「ひぃ！」

　祭司が悲鳴を上げる。

　ルスタットはその臆おく病びような姿に、怒いかりの声を上げた。

「その様ざまでモルフェスの代行者を騙かたるか[image: !!!!]」

　次の瞬しゆん間かん、祭司の首は牛の頭ず蓋がい骨こつの仮面ごと体から切きり離はなされて宙を舞まう。

「何人もの命を奪うばってきた者が、己おのれの死を前にして怯おびえるとは……」

　苦々しく吐はき捨すてると、ルスタットは振ふり返かえった。

　だが、大勢いたはずの盗とう賊ぞくたちの姿がない。いつの間にか、一人残らず姿を消してしまっている。

「どこへ行った……？」

　ルスタットは剣けんを構えたまま首を傾かしげた。

　じっと様子を窺うかがっていると、ふと何かの焼ける匂においが鼻を突ついた。

　ハッとするルスタット。

「火を放ったか！」

　その時、通路の奥おくから一ひと抱かかえもある油あぶら壺つぼが投なげ込こまれた。それも一つではない。いくつもいくつも、次々に放ほうり込こまれる。壺つぼは岩に当たって砕くだけ、辺りは油まみれになった。そして、火矢が放ほうり込こまれる。

　立ちどころに辺りは一面の炎ほのおに包まれた。










　第二十二章　聖者の剣けんと竜りゆうの力




　炎ほのおに囲まれたルスタットは、急いで祭さい壇だん前に置かれていた自分の荷物を担かつぐと、通路に飛とび込こんだ。

　だが通路の先はとっくに燃えさかっていて、洞どう窟くつの中はまるで窯かまの中のように熱い。

「剣けんでは敵かなわぬと見て、焼き殺そうというのか！　だが、これでは自分たちも道連れではないか！」

　驚おどろきながら進んでいくと、その先の開けた場所で盗とう賊ぞくたちが折り重なって倒たおれているのが見えた。近づいてよく見ると、全員自らの剣けんで喉のどを突ついて死んでいる。

「馬ば鹿かな！　これは一体どういう事だ！」

　啞あ然ぜんとして辺りを見回すルスタット。だが、どこを見ても折り重なる死体だらけ。斬きり殺ころされたらしき奴ど隷れいの死体と、自害した盗とう賊ぞくたちの死体で、地面は全て埋うまっている。

　ルスタットが異様な光景に呆ぼう然ぜんとしながら走っていると、行く手から争う音が聞こえてきた。

「まだ生きている者がいるのか！」

　急いで駆かけつけてみると、ちょっとした広間に出た。出入り口らしき格こう子しの落とし戸が落ちている。玄げん関かん口に当たる場所らしい。

　争う音がしているのは上方だ。壁かべ際ぎわの石段を上がった高い足場で、奴ど隷れいらしき長身の男と盗とう賊ぞく数人が戦っていた。篝かがり火びと放火された炎ほのおの中で目を凝こらすと、奴ど隷れいと思ったのはディロークだ。

「ディローク殿どの！」

　ルスタットは一声叫さけぶと、一ひとっ飛びで階段を駆かけ上あがった。盗とう賊ぞくたちの背後から長大な剣けんを振ふり回まわし、たった一ひと太刀たちで全員を切きり伏ふせる。

　ディロークがルスタットを見て笑え顔がおを浮うかべた。

「おお、ルスタット殿どの。無事だったか」

　相変わらず平然とした表情のディローク。だがその体は全身傷だらけだ。

「ディローク殿どの！　そなたまで捕つかまっていたとは！　私にはそなたを守る義務がありながら、申し訳ない！」

　ルスタットは謝あやまった。

　ディロークはそれを押おしとどめる。

「護衛の付かぬ夜に出発する事を認めた私の失策だ。謝罪は不要。それよりも、急いでここから脱だつ出しゆつせねばならぬ。このままでは焼け死ぬぞ」

「出口はどっちだ？」

「そこだ」

　下を指さすディローク。

「そこは塞ふさがれている！　他には無いのだろうか？」

　ルスタットが言うと、ディロークは首を横に振ふった。

「私が知るのはここだけだ」

　ルスタットは改めて落とし戸の格こう子しを見た。一本一本が大の男の胴どう回まわりよりも太い巨きよ大だいな木を使ってあり、しかも鉄板で補強してある。見るからに巨きよ大だいで重く、とても一人や二人で動かせる物ではない。ましてや壊こわすなど論外だ。

「開ける方法は？」

「そこの踏ふみ車で巻き上げ、太い綱つなを縛しばって固定するのだが、踏ふみ車を踏ふむための奴ど隷れいは全て殺された」

　ディロークはそう言って、巨きよ大だいな踏ふみ車を指し示す。

「何なに故ゆえ奴やつらはそんな事を？」

「そなたを逃にがさぬ為ためであろう。たとえ自分たちが死のうとも、確実にここで焼き殺そうというのだ」

「奴やつらが自じ刃じんしたのもそのためか！　私に脅おどされ扉とびらを開けさせられる事を恐おそれて……！」

　ハッとするルスタット。

　ディロークは腕うでを組んで思案した。

「この火の勢いだ。他の出口を探している余よ裕ゆうはない。さて、どうしたものか」

　こんな時でもディロークはまるで取り乱さない。

　ルスタットはじっと落とし戸を睨にらんだ。

　ルスタットとディロークの二人では、到とう底てい動かせそうにない落とし戸。これを動かそうとしたら、三十人力のフォーンデリック王でも連れてくるしかない。

　その時、ふとルスタットは思い出した。

　三十人力のフォーンデリック王をも上回る膂りよ力りよくを持った、女によ人にんの国の女王クリューシアの事。そして、その彼かの女じよの力を宿した髪かみの帯の事を。

「今こそ我わが妻クリューシアの力を借りるとしよう！」

　そしてディロークに告げる。

「ディローク殿どの！　急いでご自分の荷物をまとめてきてほしい！」

「出る方法が見つかったか？」

「そんなところだ！」

　ディロークが荷物を取りに階段を下りる間に、ルスタットは自分の荷物袋ぶくろの中から黒い帯を取り出した。艶あでやかに光るその帯は、女によ人にんの国の女王クリューシアの髪かみで編んだ物。ルスタットだけが使う事が出来、締しめれば巨きよ大だいな竜りゆうにも匹ひつ敵てきする恐おそるべき怪かい力りきを授さずかる魔ま法ほうの帯である。

　ギュッと腰こしに巻いて締しめると、途と端たんに全身に力が漲みなぎってきた。長大な剣けんも小枝のように軽くなり、指先で抓つまんでも軽々振ふり回まわせそうな感じがする。初めて締しめる力の帯の感覚に、ルスタットの全身はかつてない熱さと昂こう揚よう感で満たされた。

「これならこの落とし戸を一人で巻き上げる事も出来ようが……」

　一いつ瞬しゆん、落とし戸を巻き上げる踏ふみ車に目をやるルスタット。

「しかしやはりこの方が早い」

　思い直してそう言うと、ルスタットは荷物を背に負おい、剣けんを握にぎって階下に飛び降りた。

　そして落とし戸の前に立つと、アルキランの長ちよう剣けんを構える。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっ[image: !!!!]」

　気合い一いつ閃せん。ルスタットの剣けんが、落とし戸に斜ななめに斬きりつけた。

　右に一ひと薙なぎ、左に一ひと薙なぎ。

　剣けんはほとんど何の抵てい抗こうも感じぬまま、鉄に覆おおわれた太い格こう子しを斬きり裂さいた。一本も斬きれれば脱だつ出しゆつには充じゆう分ぶんと思っていたルスタットだが、予想を上回る剣けんの切れ味と帯の力によって勢いが余ったらしく、見てみると四本も斬きれている。

「何という斬きれ味。そして、さすが我わが妻の力だ」

　ルスタットは大たい剣けんをしげしげと眺ながめ、腰こしに巻いた帯を解いた。

　そこへディロークが荷物を抱かかえて走ってくる。

「よし、脱だつ出しゆつするぞ！」

　ルスタットは斬きった格こう子しの一本を蹴け倒たおすと、二人一いつ緒しよに砦とりでの外へ飛び出した。




　その頃ころ、岩山の外で盗とう賊ぞくたちに追われていたリラルーク王女とランムスは、絶体絶命の危機を迎むかえていた。

　幸い、逆上した盗とう賊ぞくたちは弓矢も持たずに飛び出してきたので、射殺される心配こそ無かったが、追いつかれてしまえば一巻の終わり。とにかく逃にげ回まわるしかない。

　リラルーク王女が毒を塗ぬった投げ矢で応戦したが、揺ゆれる駱らく駝だの上ではまるで狙ねらいが定まらない。十二本用意してあった矢を全て投げ尽つくして、結局一本も当たらず終じまいという有あり様さまである。

　しかしルスタットとディロークを救い出さないうちに引き返すわけにも行かない。岩山をぐるぐると回って逃にげ続けている内に、駱らく駝だが疲つかれてしまい、とうとう動かなくなった。

「ちょっと！　走りなさい！」

　必死で[image: 叱]しかりつけるリラルーク王女だが、駱らく駝だは座すわり込こんでうんともすんとも言わない。

　ランムスの駱らく駝だもほとんど同時にへばってしまった。

「駄だ目めです！　下りて走りましょう！」

　ランムスがすぐさま駱らく駝だから下りた。

「仕方ないわね！」

　リラルーク王女も駱らく駝だを乗り捨てて走り出す。

　しかし、盗とう賊ぞくの馬はまだまだ元気だ。

　徒歩で逃にげる二人の背後に馬が迫せまるのが、近づく足音から分かった。

　慌あわてて速度を上げようとした時、リラルーク王女の足が砂に取られてもつれた。ドサッと音を立てて倒たおれ込こむ。

「走って下さい！」

　ランムスが必死でリラルーク王女の手を引っ張った。

「もう駄だ目めよ……！」

　肩かたで息をしながらへたり込こむリラルーク王女。

　振ふり返かえると、盗とう賊ぞくが馬上で槍やりを構えるのが見えた。

「ランムス！　逃にげなさい！」

　叫さけびながらランムスの手を振ふり払はらうリラルーク王女。

「リラルーク王女！」

　ランムスは自らの体を盾たてとし、必死にリラルーク王女を庇かばう。

　槍やりの穂ほ先さきが月明かりに光った。

　絶体絶命かと思ったその時。

　ビュッと空気を切きり裂さく音がした。

　次の瞬しゆん間かん、馬上の盗とう賊ぞくの上半身が、ころりと転がり落ちる。一いつ拍ぱく置いて血が溢あふれ出だし、下半身が上半身を追うように砂の上に落ちた。

「……？」

　驚おどろいて目を見開くランムスとリラルーク王女。

　そこへルスタットの声がした。

「無事だったか」

「ルスタット様！」

　歓かん声せいを上げて起き上がるランムス。そこにいたのは間ま違ちがいなくルスタット。ディロークも隣となりにいる。そして、残りの盗とう賊ぞくたちは皆みな、真っ二つにされていた。

「お二人とも、ご無事だったんですね！」

　ランムスは立ち上がると、思わず二人に抱だきついた。

　ルスタットはランムスの頭を撫なでてやる。

「そなたも無事で何よりだ」

　ディロークがリラルーク王女を見ながら首を傾かしげた。

「しかし、何故なぜ二人してここに？」

　ランムスが白い息を弾はずませて答える。

「お二人を何とか救い出せないかと思って、ここまでやってきたんです」

「おお、そうか！　そなたの勇気も段々と成長してきたではないか」

　ルスタットは再びランムスの頭を嬉うれしそうに撫なでた。

　褒ほめられたランムスは、ちょっと気まずそうに視線を逸そらす。

「いえ、言い出したのはリラルーク王女で、僕ぼくはそれについてきただけで……」

「リラルーク王女が？」

　ルスタットはリラルーク王女を見た。

　リラルーク王女はハッと赤くなる。

「い、妹の下もとまで旅をするのに、あなたたちが一いつ緒しよにいたほうが楽だからよ！　それだけだから！」

　そう言いながら立ち上がると、視線を逸そらして乱暴に砂を払はらった。

　ルスタットはそれを見ると、笑ってランムスの頭をポンと叩たたいた。

「相手に恩を着せぬよう、あくまで自分の都合として語る事も、また美しさの一つだ。よく見て学ぶがよい」

「そんなものですかねぇ……」

　あんまり美しいとは思えないけどなぁ、と言いたげな目でリラルーク王女を眺ながめるランムス。

　ディロークが夜空を見上げた。

「ともあれ、夜が明ける前に砂さ漠ばくを越こえよう」

「そうですね。急ぎましょう」

　ランムスも同意する。

　だがリラルーク王女がハッとした。

「でも駱らく駝だが足りないわ。二頭しか買ってこなかった」

「盗とう賊ぞくどもの駱らく駝だと馬がたくさんあるはずだ。それをもらっていけばよい。馬はともかく、駱らく駝だは外に繫つないでいるはずだ」

　ディロークがそう言うと、ランムスが指を差した。

「そういえば、逃にげている時に見たんですが、あっちの方に厩きゆう舎しやらしい小屋がありましたよ」

　皆みなで回ってみると、確かにそこには多くの駱らく駝だと馬が繫つながれていた。ルスタットとディロークは一番立派な駱らく駝だに乗り、リラルーク王女とランムスも疲つかれた駱らく駝だの代わりに新しい駱らく駝だに乗のり換かえて、残りの駱らく駝だと馬を率い、一行はポウテスの村へ向けて急いだ。










　第二十三章　聖剣の由来




　テンミッド派の根城からポウテスの村へ向かう砂さ漠ばくの道中、ルスタットはディロークに囁ささやいた。

「ディローク殿どの。祭さい壇だんで彼かれらの祈いのりを聞いたのだが、それは最も早はや祈いのりではなく呪のろいであった。彼かれらは自分たちの幸福も成功も願わず、神への感謝の言葉もなく、ただひたすらにアルキランを呪じゆ詛そしていた。いや、アルキランだけでなく、この世の全てを呪のろっているようにすら見えた。あの盗とう賊ぞくどもが例のテンミッド派だとしたら、テンミッド派はただ始祖を真似まねて盗とう賊ぞくに戻もどっただけの連中ではない。もっと哀あわれで惨みじめで、危険な連中だ」

「そうか……」

　ディロークはうなずいて、遠い目をした。

「……己おのれの正しさを疑わぬ者は、思い通りにならぬ事があると、不当に迫はく害がいされたと思おもい込こむ。そして迫はく害がいされたという意識を持つ人間は、得てしてそうなってしまうものなのだ」

「迫はく害がい……？」

「そうだ。迫はく害がいとは、自分の正当な財産を不当に奪うばわれる事、正当な住処すみかを不当に追われる事、正当な権利を不当に剝はく奪だつされる事、受けるべき名めい誉よを不当に汚けがされる事、その他何であれ、不当に奪うばわれ、不当に攻こう撃げきされる事。当然、迫はく害がいされたという意識を持つ者は、復ふく讐しゆう心を抱いだく。そして狂きよう信しん者という連中は、自分たちが絶対に正しいと信しんじ込こんでいる。即すなわち、己おのれの言葉を人々に聞かせ、己おのれの主張に人々を従わせる事を、正当な権利だと思っている。そのような者たちは、人々が彼かれらの言葉に耳を傾かたむけなかっただけで迫はく害がいされたと思おもい込こみ、憎にくしみと復ふく讐しゆう心を抱いだくのだ」

　ディロークはそう言って、呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

　ルスタットも呆あきれ顔で呟つぶやく。

「それでは逆さか恨うらみではないか」

「そうだ。だが、自分が絶対に正しいと思おもい込こんでいる者には、それが逆さか恨うらみである事すら分からぬ。特にテンミッド派の連中は、モルフェスの言葉に忠実であろうとしているだけのつもりであり、議論をすれば負けぬのだから、尚なお更さら自分たちの正しさを疑わぬ」

　ディロークは肩かたを竦すくめ、星空を見上げた。

「……逆さか恨うらみであろうと、本当に迫はく害がいを受けたものであろうと、一度迫はく害がいされているという意識が芽生えると、人の心は容易に狂くるう。彼かれらは最初の内は、自分たちを迫はく害がいするこの世を敵だと見なし、憎にくみ、呪のろい、否定し、滅ほろぶべきものとする。しかし現実に滅ほろびかかっているのは自分たちであり、そこからの逆転は難しい。そこで彼かれらは、その現実から目を背そむけるため、この厳しい世界は神が自分たちに与あたえた試練であると夢想する。そして、この試練に打うち克かった者だけが、あの世で栄光と勝利を得られるのだと信しんじ込こむ。試練に打うち克かつとは、自分たちを脅おびやかす邪じや悪あくな現世の全てと戦い、死ぬまで妥だ協きようせぬ事を意味する。そしてそれこそが、現世での勝利や繁はん栄えいよりもずっと価値のある事なのだと、自分を騙だますのだ」

「それで彼かれらは簡単に自ら死を選ぶのか」

　ルスタットは、これまでの道中に捕つかまえたテンミッド派が毒を飲んで死んだ様子や、先さき程ほどの岩山で火を放って自害した盗とう賊ぞくたちの姿を思おもい浮うかべた。

　ディロークはうなずく。

「そうだ。この世の全てを軽かろんじるなら、他人の命も己おのれの命もどちらも軽くなる。人を殺す事も自分が死ぬ事も、どちらも大したことではなくなるのだ」

「敵を殺す事も己おのれが死ぬ事も恐おそれぬというのは、立派な戦士のようにも聞こえるが」

「敵以外でも平気で殺すような者は、兵士としては使えぬ」

　ディロークは苦く笑しようしてから、真顔に戻もどって続ける。

「……困った事に、『このような不幸な目に遭あうのは自分が神の道に外れたからではないか』とか、『自分たちを守ってくれるはずの神がちっとも守ってくれないのは偽にせの神だからではないか』といった疑いは、彼かれらには生まれぬ。逆さか恨うらみの狂きよう信しん者であろうと、実際に迫はく害がいされた異教の徒であろうと、彼かれらは苦しめば苦しむほど自分たちの正しさを盲もう信しんし、自分たちの奉ほうずる神に縋すがるのだ。そして、最初は狂きよう信しん者でなかった者でもやがて狂きよう信しん者となってゆく。逆に、迫はく害がいされた事のない異教の徒とに富を与あたえ、女を抱だかせ、奢しや侈しを覚えさせて骨ほね抜ぬきにすれば、いずれ自らの神も戒かい律りつも祭礼も全て忘れ去り、数世代の内にアルキランに同化吸収出来る事も多いのだが」

　ルスタットはうなずいた。そして言う。

「復ふく讐しゆう心とは怒いかりだ。そして怒いかる時には誰だれでも『ふざけるな』と叫さけび、『おかしいだろう』と訴うつたえる。すなわち怒いかりとは、自分が正しく相手が間ま違ちがっていると考え、その間ま違ちがいを正そうとする衝しよう動どうに他ならぬ。それ故怒いかりは本来、正義を守り間ま違ちがいを正そうとする崇すう高こうな感情であるのだが、仮に間ま違ちがった怒いかりであっても、怒おこっている者は常に己おのれが正しいと感じるものだ。道を譲ゆずられなくて怒いかる乱暴者は、人々が自分に道を譲ゆずって当然だと思っており、その当然のはずの事が為なされぬから怒いかるのだ。そして、誰だれであろうと迫はく害がいされたと思えば怒いかる。怒いかる者は己おのれが正しく他人が間ま違ちがっていると感じるのだから、怒いかりが積もるほど己おのれの正しさを疑わなくなっていく。そして、己おのれが正しいと確信する事は人を陶とう酔すいさせる。本当に正しかろうが、本当は間ま違ちがっていようが、怒いかりは人を酔よわせるのだ。それに溺おぼれた者は、やがて狂きよう信しんに至るのだろう。正しい事のためだけに怒いかり、間ま違ちがった怒いかりを避さけるという事は、ディアスフェルドの騎き士しにとっての理想であるが、口で言うほど容易な事ではない」

「なるほど。言われてみれば、迫はく害がいされたと感じるほど狂きよう信しんが進むのは当然かもしれぬ」

　ディロークは興味深そうに顎あごをさすると、満天の星空を見上げた。

「ともあれ、一度恨うらみと復ふく讐しゆう心を抱いだいた者にはもう、奢しや侈しに溺おぼれさせて骨ほね抜ぬきにするという手は通じぬ。優ゆう遇ぐうすれば、己おのれの正しさが認められたと思って増長し、拒きよ絶ぜつされれば迫はく害がいされたとますます恨うらむ。そして、この狂きよう信しんは世代を超こえて親から子へ、師から弟子でしへと引ひき継つがれるのだ」

「自分たちだけが正しいのだと、幼い頃ころから吹ふき込こまれるためか」

「うむ。だから支配者たる者は、そのような者を生み出さぬよう細心の注意を払はらわねばならぬのだが、逆さか恨うらみの狂きよう信しん者まではさすがに防ぎようがない……」

「確かに、逆さか恨うらみであれば全ての原因が恨うらむ側にある。恨うらまれる側はどうする事も出来ぬ」

　ルスタットも困った顔でうなずいた。そしてふと思い出したように呟つぶやく。

「……だが、あのリアトリックという男には、そのようなねじけた復ふく讐しゆう心は感じられなかった。あの中で少なくとも彼かれだけは、立派な戦士だった」

「リアトリックだと!?」

　ディロークは驚おどろいたように振ふり向むいた。

　ルスタットはその反応に逆に面めん食くらう。

「知っているのか、ディローク殿どの」

「闘とう技ぎ場の剣けん闘とう士しとして有名だった男だ。裕ゆう福ふくな商人の子だったが幼い頃ころから武芸を好み、剣けん闘とう士しに憧あこがれて、十五の歳としになった頃ころ、興行師に自分で自分を売ったという変わり者だ。その後、若くして三百もの決けつ闘とうを戦い、全てにおいて勝ちを収めた。アルキランの人間なら誰だれもが知る英えい雄ゆうだ。兵へい役えきに就つく年ねん齢れいになって剣けん闘とう士しをやめ、今は第一軍団に所属している。その男があの場にいたのか？」

「うむ。あの砦とりでにいた盗とう賊ぞくの一人が、そう名乗った。第一軍団百人隊長、リアトリックと。見事な剣けんの使い手だった。この剣けんがなければ、私も危あやうかったかも知れぬ」

　ルスタットはそう言って、背中に担かついだ大たい剣けんに手をやる。

「あのリアトリックがテンミッド派に……？　まさか……」

　ディロークは驚おどろきのあまり絶句した。富ふ裕ゆうな商人の家の出身で、アルキランで知らぬ者のない英えい雄ゆう、しかも戦せん軍ぐん皇こう直属の第一軍団百人隊長という立場の人間が、テンミッド派に染まっていたという事実。想像以上にテンミッド派の根が深く広がっている事を予感して、さすがのディロークも背筋を冷たい汗あせが伝った。

　ルスタットはそんなディロークの様子には気付かず、感服したように笑えみを浮うかべた。

「それにしてもアルキランにこれほどの剣けんがあるとは思わなかった。第一軍団とやらには、このような剣けんを持った兵が大勢いるのだろうか」

　ディロークは我に返ると、ルスタットを見て頭を振ふった。

「いや、それは一本だけの特別な剣けんだ。アルキランの祖、モルフェスが、神より直接授さずかった金属を鍛きたえて作り上げた、神聖なる剣けん。初めは贋がん作さくの可能性も疑っていたが、先さき程ほどそなたが使って見せた切れ味を見て本物だと確信した」

「神より直接授さずかった金属？」

　ルスタットが驚おどろいて聞き返す。

　ディロークは静かにうなずいた。

「そうだ。アルキランという国の名前とも関わりのある話だ」

「聞かせてくれ」

　ルスタットが頼たのむと、ディロークは軽く咳せき払ばらいをしてから話し始めた。

「アルキランの祖モルフェスは赤あかん坊ぼうの頃ころ、一族を敵対部族に殺され、本人は生きたまま狼おおかみに食わせるべく山に捨てられた。だがモルフェスは、死ぬどころか逆に狼おおかみに乳をもらって生き延び、精通を迎むかえる年ねん齢れいになった頃ころ、近くの草原に住む夫ふう婦ふに拾われた。そして夫ふう婦ふの住む小さな村で、僅わずかな家か畜ちくを養いながら、時折近きん隣りんの部族と争いつつ、何とか暮らしていたのだ」

「そういえば、ノルヴォーグのロウンバウグ総そう督とくにはその事で難なん癖くせを付けられたと、ランムスが言っていたな。狼おおかみはモルフェスの母だから殺してはならぬと。そういう話だったか」

　思い出して納なつ得とくするルスタット。

　ディロークは話を続ける。

「……やがて一人前の大人に成長したモルフェスは、敵対していた近きん隣りんの部族との戦いを制すると、彼かれらに祖先の崇すう拝はいを禁じ、彼かれらの神を廃はいし、自分の奉ほうじる神のみを崇あがめるよう命じた。当時はどの部族も自分の祖先神を祀まつっていたが、祖先を異にする諸部族が別々の神をバラバラに崇あがめていたのでは、いつまで経たっても一つにまとまる事は出来ぬからだ。どの部族の祖先でもない新たな神を崇あがめさせる事で、モルフェスは諸部族を同じ神の民たみとしてまとめ上げた。それが我らの神話に語られる、民たみを惑まどわす偽にせの神々との戦いであり、アルキランがただ一人の神を崇あがめるようになった由来だ。ディアスフェルドにおける神祖ディムのような、全ての民たみに共通する祖を持たぬ我らは、代わりに全ての民たみに共通の神が必要であり、民たみの分ぶん裂れつを防ぐためには、それは必ず一人でなければならなかったのだ。これにより、それまでバラバラだった近きん隣りんの諸部族は、一人の神とモルフェスの下、一つの巨きよ大だいな勢力に生まれ変わった」

　ディロークは、始祖モルフェスが味わったであろう変革の苦労を思おもい遣やるように、遠い目をした。

　ルスタットがうなずく。

「なるほど。だからアルキランに神は一人しかおわさず、他の神を崇あがめる事を厳しく禁じるのか……」

「そう。そして祖先が異なろうとも同じ一人の神を崇あがめれば同じ民たみであるとしたが故ゆえに、これまで全く縁えんのなかった異民族をも同じ神の民たみとして取とり込こむ事が可能となり、更さらに大きくなる事が出来たのだ」

　ディロークは少し誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。

「話をその剣けんに戻もどそう。モルフェスが近きん隣りんの諸部族を一つにまとめ上げた頃ころ、森を越こえたところに豊かな町があった。広い畑と牧草地があり、豊かな食料と富があった。モルフェスは統一したばかりの諸部族を率い、その町を襲おそって略りやく奪だつする事を考えたが、森が彼かれらの邪じや魔まをした。モルフェスたちは馬に乗って戦う事に慣れていたが、木々が密生する森の中では馬は走らせられぬ。その上、モルフェスたちの武器は骨や石を削けずっただけの物。金属の武器を持つ町の住民たちによる徒歩戦術の前に、モルフェスたちは手も足も出ず、散々に打ち負かされた。そこでモルフェスが神に祈いのったところ、天より雷かみなりが落ちて、森は炎ほのおに包まれた。炎ほのおは七日七晩消えず、ようやく消えた時には、モルフェスたちを散々苦しめた憎にくい森は焼け野原と化していた。そして、その森の中で、モルフェスは光ひかり輝かがやく金属の固まりを見つけたのだ。恐おそらくその森の下には豊富な鉄鉱石があり、それが火事によって鉄に還かん元げんされたのだろうと思うが、古の事ゆえ本当のところは分からぬ。とにかくモルフェスはその金属で武器を作り、仲間にも与あたえた。そして、火事の跡あとに大量に残された灰と炭を使って、仲間たちに骸がい骨こつの化け粧しようを施ほどこした。『我々はすでに死者となったのだから、これ以上死ぬ事を恐おそれる必要はない』。そう言い聞かせると、再び町を襲おそったのだ。今や、馬を走らせるのに邪じや魔まな森は消え、モルフェスたちの手にも金属の武器があり、そして死を恐おそれない軍勢となった。モルフェスたちの武器は町の住民の武器を散々に打うち砕くだいた。それがアルキランの最初の勝利となった。モルフェスは町の住民全ての首を斬きり、生いけ贄にえとして、神への感謝を表した。この時、山火事で得られた金属の事をモルフェスたちはアルキラと呼び、それにちなんでこの国の名はアルキランとなったのだ」

「その時の剣けんがこれだと……」

　ルスタットは背中の剣けんに目をやった。

　ディロークはうなずく。

「うむ。伝えられるところでは、モルフェスの剣けんは大人の背せ丈たけを超こえる刃は渡わたりを持ち、いかなる盾たてや鎧よろいも両断し、それどころか城じよう壁へきさえも斬きり裂さいたという。まさに神から授さずかったと言うにふさわしい、無敵の剣けんだったのだ」

「確かに、我わがディアスフェルドの剣けんでさえ、この剣けんは軽々と切きり裂さいた。これほどの物は見た事がない」

「だが、その剣けんはモルフェスが最後の戦いくさで死んだ時に失われてしまった。神から授さずかったモルフェスの剣けんは、アルキランの正統な支配者を証しようするもの。それが失われたアルキランでは誰だれも、神に認められたモルフェスの正統な後こう継けい者を名乗る事が出来なくなってしまった。誰だれかがアルキランの支配者になろうとしても、必ずそれを認めない者が現れた。そこでアルキランでは神に認められた一人の王を戴いただく事を諦あきらめ、人が選んだ仮の支配者を置く事になったのだ」

「その剣けんを、狂きよう信しん者たちが持っていたと……」

「うむ。むしろ、その剣けんの存在を知ったからこそ狂きよう信しん者になったのかもしれぬ」

　ディロークはそう言って腕うでを組んだ。

　ルスタットは大たい剣けんを肩かたから外し、両手で持つと、ディロークを見た。

「アルキランの王の証あかしとなるべき剣けんか。では、この剣けんはディローク殿どのにお返しすべきだな」

　そう言ってディロークに差し出す。

　だがディロークは受け取らず、しばしじっとその剣けんを見つめた後、真しん剣けんな声で言った。

「……ルスタット殿どのに頼たのみがある。その剣けん、そなたが預かっていてはもらえまいか」

「何と？」

　驚おどろいてディロークを見つめ返すルスタット。

　ディロークは慎しん重ちような表情で顎あごに手を当てた。

「今も言ったように、その剣けんの存在は、アルキランの制度を根底からひっくり返す。そうなっては国中に大混乱が生じるであろう」

　ルスタットは首を傾かしげる。

「三皇の一人たるディローク殿どのがこの剣けんと共に玉座に着けば、大した混乱は起きまい。それにそなたが王となれば、アルキランの抱かかえる様々な問題も全て片付けられるのではないか」

「そうはいかぬ。アルキランの民たみは、王を戴いただかず、支配者を自分たちで選ぶというあり方に馴な染じみすぎた。今いま更さら、神意に基もとづいた王を迎むかえる事を良しとせぬ者も大勢いる。だがその一方、モルフェスの剣けんを持ちながらアルキランの王とならねば、神意に背そむくとして糾きゆう弾だんする者も現れよう。私を王に担かつぎたい者は神しん剣けんの権けん威いを言い立てるだろうし、私に敵対する者はこれまでの制度の維い持じを呼びかけ、独裁を目もく論ろむ圧制者と私を糾きゆう弾だんする。その対立は、選挙における対立どころではない。買収や暗殺などでは収まらず、武力による全面衝しよう突とつにまで発展するはずだ。そうなれば我わがアルキランは最も早はや一つの国ではいられまい。それは私の望むところではない」

　真しん剣けんに語るディローク。自分の栄光よりもアルキランの国を第一に考えるディロークらしさが、その口調に表れていた。

「だから、この剣けんの存在は公おおやけにせず、私に預けたいと？」

　ルスタットがそう問うと、ディロークはじっとルスタットを見つめた。

「そうだ。出来る事なら誰だれも知らぬところへ捨ててしまいたいくらいだが、この私とてアルキランの民たみ。モルフェスの剣けんと知りながら捨てるような真似まねは出来ぬ。だが、アルキランの人間がその剣けんを手にすれば、必ず国を乱す。だからそなたに預かってほしいのだ」

　有う無むを言いわせぬ固い意志。

　ルスタットはしばしディロークの目を見つめ返していたが、やがて根負けしたようにうなずいた。

「分かった。では、これはあくまで私の所有するただの優すぐれた剣けんという事にしよう」

「忝かたじけない」

　礼を述べるディローク。

　ルスタットは微び笑しようを浮うかべた。

「私も、自分の剣けんが折られて困っていたところだ。この剣けんをいただけるというのであれば、願ってもない」

「そなたが引ひき抜ぬいた剣けんだ。そなたの物にしたところで誰だれからも文句は出まい」

　ディロークも笑い返した。

　やがて一行は砂さ漠ばくを渡わたりきり、草原の村ポウテスで一日ゆっくり休んでから再び東南へ向かって出発した。










　第二十四章　森に沈しずんだ帝てい国こく




　ポウテスの村で休んで砂さ漠ばくの旅の疲つかれを癒いやし、次の旅支度じたくを終えた一行は、新たな馬に乗って草原の道を進んだ。

　しばらくは草原と畑が続いていたが、やがて、目の前に広大な森が見えてくる。

　ルスタットが顔を輝かがやかせながら、木々を見上げた。

「この辺りには森が多く残っているのだな」

「現在アルキランで使われる木材や薪たきぎの三割が、この辺りから運ばれてくるのだ」

　ディロークがそう言って、森の端はしで木を伐きっている人々に目をやる。

　ランムスが馬を止めると、壺つぼを取り出した。

「皆みなさん、森へ入る前にこれを塗ぬってください」

　口に被かぶせられた覆おおいを取ると中には液体が入っていて、スーッと清せい涼りよう感を伴ともなった香かおりが広がる。

「これは……ハッカの油か？」

　ルスタットが尋たずねるとランムスはうなずいた。

「そうです。ハッカを蒸むして絞しぼってから蒸留したものです」

「ほう。蒸留。酒精を集めるための技術と同じだな」

　興味深そうにハッカ油を見るルスタット。蒸留という技術はディアスフェルドにはまだ存在せず、ハッカ油もルスタットにとっては非常に珍めずらしい。

　リラルーク王女が怪け訝そうに首を傾かしげた。

「油なんか塗ぬってどうするの？　森の中だから日ひ陰かげだし、砂さ漠ばくと違ちがって肌はだが乾かわいてひび割れるような心配はないでしょう？　じめっとして蒸むし暑あついから、出来れば何かを肌はだに塗ぬるのは避さけたいんだけど」

　ランムスは脅おどすような顔でリラルーク王女を見る。

「これはこの地方で使われる神聖な油なんです。森の中には血を吸う虫が大勢いますけど、そいつらは悪あく魔まの手先ですから、この聖なる油を塗ぬっておくと寄ってこないんです」

「そんなに大おお袈げ裟さな事しなくたって大だい丈じよう夫ぶよ」

　馬ば鹿かにして笑うリラルーク王女。

　ランムスは真面目な顔で言い張る。

「ですけど、森の中は砂さ漠ばくと同じくらい恐おそろしいところなんですよ」

「森の事なら、伝聞でしか知らないあなたより私のほうが知ってるわ。私の故郷は森に囲まれた国だったんだもの」

　リラルーク王女は小こ馬ば鹿かにしてそう言うと、余よ裕ゆうたっぷりに髪かみを搔かき上あげた。

　ランムスは諦あきらめて、布を渡わたす。

「じゃあ油はいいですから、これだけ被かぶっておいてください」

「何これ？」

「頭から被かぶってください」

「要いらないわ。砂さ漠ばくと違ちがって森の中は暗いのよ。木々の葉が日光を遮さえぎるから」

　何も知らないのね、とでも言いたげな目をして肩かたを竦すくめると、リラルーク王女は先頭に立ってさっさと進んでいった。

「もう、どうなったって知りませんからね！」

　ランムスは自分の体にハッカ油を塗ぬりながら、呆あきれ顔でリラルーク王女の背中を見る。

　ディロークとルスタットは、ランムスの言う事を素す直なおに聞いて、ハッカ油を体に塗ぬり頭から布を被かぶった。




　森の中に足を踏ふみ入いれると、急に辺りは薄うす暗ぐらくなった。青い空は木々の梢こずえに遮さえぎられ、太陽の光もほんの僅わずかに届くだけ。強い日差しの照りつける森の外とは違ちがい、木々の下を通る風はひんやりと涼すずしい。

　だが、その僅わずかな光に照らされた花々や鳥たちの姿に、ルスタットは目を奪うばわれた。

「これだけ鬱うつ蒼そうとした森はディアスフェルドでも稀まれだ。見た事のない鮮あざやかな鳥や花、そして木々の間を埋うめ尽つくす灌かん木ぼくと下草。この森は一体どこまで続いているのだろう」

　思わず感かん嘆たんするルスタット。

　ディロークが鬱うつ蒼そうとした木立を見回しながら言った。

「我々が通とおり抜ぬけるのは森のほんの端はしのほうだが、森全体ではそなたの故郷ディアスフェルドのイアンマッド王国と同じほどの広さになる」

「そんなに広いのか！」

　ルスタットが驚おどろくと、ディロークは苦く笑しようした。

「これでも広いとは言えぬ。恐おそらく後十年もすれば、ここの木も切り尽つくされてしまうだろう」

「これだけの森が、たった十年で……？」

　絶句するルスタット。

　ディロークは深々と溜ため息いきを漏もらした。

「鉄を作るには、大量の木が必要なのだ」

　掘ほり出だした鉄鉱石を高こう炉ろで還かん元げんするための木炭と、高こう炉ろの燃料にするための木炭、そして木炭を作るための燃料としての薪たきぎ。その需じゆ要ようは、アルキランで鉄の生産力が高まるのにつれて増大していった。石炭を用いた製鉄の出来なかったアルキランでは、森なくして鉄はなかった。圧あつ倒とう的てきな製鉄需じゆ要ようを賄まかなうため、今やアルキランでは一日にリュトポックの都と同じ面積の森が切きり倒たおされていた。

　ディロークは感かん慨がい深ぶかく森を眺ながめた。

「後十年で消えるとはいえ、ここはアルキランにとって数少ない森林資源のある、非常に大切な土地だ。決して隣りん国ごくオッドニーに渡わたすわけにはいかぬ」

「オッドニーはこの森を狙ねらっているのか」

　ルスタットが尋たずねると、ディロークはうなずいた。

「うむ。あそこも木材は決して潤じゆん沢たくとは言えぬからな」

「それで、防衛のために戦争を？」

「そういうわけでもない。我らは我らでオッドニーの香こう辛しん料りようを狙ねらっている。互たがいに互たがいを侵しん略りやくしようとしているのだよ。この辺り一帯を支配していたメリポウム帝てい国こくが滅ほろんだ後、その領土を巡めぐってアルキランとオッドニーはずっと対立してきたのだ」

　ディロークがそう説明していると、突とつ然ぜんリラルーク王女が悲鳴を上げた。

「ちょっと！　この虫たち、どうにかならないの？」

　見ると、リラルーク王女の回りに蚊かやブヨが集まっている。リラルーク王女はそれを追おい払はらうのに必死だが、追おい払はらっても殺しても次から次へといくらでも湧わいてくる。すでに何カ所か刺さされて、リラルーク王女の白い腕うでに赤い斑はん点てんが出来ていた。

　ランムスは呆あきれ顔でその様子を眺ながめた。

「だからハッカ油を塗ぬれって言ったじゃないですか」

「だって、私の故郷の森にはこんなにたくさんの虫はいなかったわ！」

　泣きそうになるリラルーク王女。

　その時、木の上から何か黒いものがぱらぱらと降ってきて、リラルーク王女の体に張りついた。肩かたや腕うでなど皮ひ膚ふが剝むき出だしになったところに落ちた物はそこでピタリと張りつき、服の上に落ちた物も尺取り虫のように移動しながら皮ひ膚ふを目指して上ってくる。

　ミミズを短く扁へん平ぺいにしたような、細長くぬめっとした体で、手足も顔も見当たらない。それがいくつもリラルーク王女の体に張りついたと思ったら、段々と膨ふくらみ始めた。

「ちょっと！　何これ？」

　驚おどろいて悲鳴を上げるリラルーク王女。

　ランムスが慌あわてて忠告した。

「引っ張っちゃ駄だ目めですよ。顎あごが食くい込こんで取れなくなりますから」

　そしてハッカ油を取り出すと、黒い生き物に振ふりかける。黒い生き物は体を縮め、ポロポロと落ちた。そして、黒い生き物が張りついていた跡あとからは血が流れ出す。

　ランムスはリラルーク王女に軟なん膏こうの入った小さな容器を渡わたした。

「血止めを塗ぬって布を当てておいてください」

　リラルーク王女は素す直なおに薬を塗ぬり、布を当てる。

「何なのよ一体！　あんなの、私の故郷の森じゃ見た事ないわ！」

「あれはヒルと呼ばれる、人の血を吸う悪あく魔まの袋ふくろです。奴やつらは不思議な魔ま法ほうによって痛みを感じさせずに傷を付けるので、気付かない内に大量に血を吸われて死ぬ事もあるんですよ。無理に引っ張ると顎あごが体に残っていつまでも血が止まらなくなりますが、悪あく魔まなので聖なる油をかけると恐おそれて離はなれます。塩や火で清めてもいいんですが、火は火傷やけどの危険がありますからね」

　ランムスはそう説明しながら、リラルーク王女自身には見えにくい首の後ろや背中に付いたヒルを落としてやった。

　リラルーク王女は布で押さえた腕うでの傷口を見て青ざめた。

「全然血が止まる気配がないわ……！」

「悪あく魔まの呪のろいで、離はなれた後も当分の間出血は止まりません。仕方ないですね」

　ランムスはそう言うと肩かたを竦すくめた。

「だから布を被かぶっておくように言ったんですよ。ハッカ油は虫だけじゃなくヒル避よけにもなりますけど、塗ぬり残しに食いつかれる事がありますから」

「こんなのがいるって最初から知ってたら、私だってちゃんと言う通りにしたわ」

　リラルーク王女は口を尖とがらせながら、今いま更さらのようにハッカ油を塗ぬって布を被かぶる。

「ちゃんと森に入る前に説明したじゃないですか」

　ランムスもそう言って口を尖とがらせた。

　リラルーク王女はそんなランムスの言葉は聞いていない様子で、ハッカ油を塗ぬると楽しげにはしゃいだ。

「思ったのと違ちがってあまりベタつかないわね。スーッとして何だか涼すずしいわ！　気持ちいい！」

　ご機き嫌げんな様子ですぐさま両りよう腕うでや首回り、顔などに塗ぬりたくる。そして、再び悲鳴を上げた。

「目に入ったわ！　痛い！」

「あ～、もう。世話の焼ける人だなぁ……」

　ランムスが溜ため息いきを吐つきながら、水すい筒とうの水と布でリラルーク王女の目を洗ってやる。

　それを見守っていたルスタットが、改めて山ビルに驚おどろきの視線を送った。

「私の故郷の沼ぬまによく似たものがいたが、樹じゆ上じようから降ってくる物は初めて見たな。これほど大きな物も見た事がない」

　ディロークがそれを受けて言う。

「暑くて水の豊かな土地では木も草もよく茂しげる。そういう土地では草を食べる動物はよく肥えて大きくなり、それを食べる猛もう獣じゆうも大きくなる。そして、虫なども皆みな同じように大きく育つのだ」

　そんな会話をしながら深い森の中の道を進んでいくと、不意に重い足音が響ひびいてきた。馬が驚おどろいて足を止める。

　何事かと思っていると、前方の木々の間に巨きよ大だいな動物が姿を現した。

　背せ丈たけは駱らく駝だよりも更さらに高く、その太い胴どう体たいは牛よりも更さらに何倍も太い。四本の足はまるで丸太のようだ。そして顔の真ん中からは大きな牙きばが二本生え、その間には大だい蛇じやのようなものがぶらりと垂れ下がっている。耳は巨きよ大だいな葉のようで、全身、毛はほとんど生えていない。

「何だあれは？」

　目を見張るルスタット。

「怪かい物ぶつだわ！」

　リラルーク王女が声を上げる。

　ランムスが緊きん張ちようした面おも持もちで言った。

「象です！　刺し激げきしないよう気を付けて下さい！」

「象？　何という巨きよ大だいな、そして珍ちん妙みような生き物だ。ディアスフェルドで巨きよ大だいな生き物といえば原牛オーロツクスやヘラジカだが、それより数倍は大きいように見える」

　ルスタットは驚おどろいて目を丸くする。

　実物を見るのは初めてのランムスが、やはり目を奪うばわれながら説明した。

「象は地上で一番大きな動物だと言われています。人と仲良くなったものには、荷物運びや土木工事などを手伝わせる事が出来ますが、馬と違ちがって完全に従える事は出来ないそうです。昼間は仕事を手伝わせても、夜には森へ放してやらないと、友情は失われるのだとか」

　ディロークが引ひき継ついだ。

「力は強いが食べる量も多い。人が用意してやれる餌えさでは養いきれぬので、夜になると森へ放すのだ。人との信しん頼らいを築けていれば、朝には必ず帰ってくるという」

「賢かしこい動物なのだな」

　ルスタットが感心すると、ディロークは楽しげに笑った。

「うむ。だが賢かしこいだけでなく、力も恐おそろしいほどに強い。あの長い鼻を使って、いとも簡単に木を引ひき抜ぬいてしまう様子は、一見の価値があるぞ」

「木を引ひき抜ぬくのに鼻を使うの？」

　不思議そうな顔をするリラルーク王女。

「そうだ。あのダラリと下がった長い鼻は、象にとっては腕うでのようなもので、自在に動かす事が出来る。しかも鼻先は器用で、小さな木の実でも簡単に抓つまむ事が出来るのだ」

「あれを飼い慣らして戦場で用いる者があったら、さぞ恐おそろしい事だろうな……」

　ルスタットがそう呟つぶやくと、ディロークはうなずいた。

「実に恐おそろしい。この先の国境で戦っているオッドニーには戦せん象ぞう部隊というものがあって、我わがアルキランはずっと苦戦を強しいられているのだ」

「戦せん象ぞう部隊！　聞くだけで恐おそろしさが伝わってくるようだ！」

　ルスタットは目の前の巨きよ大だいな動物が戦場にずらりと並ぶ様子を想像して、思わず声を上げた。

　一行はそのまま象を刺し激げきしないようやり過ごし、やがて小さな沼ぬまに出た。

　沼ぬまの上では木々の枝が途と切ぎれ、明るい日差しが射さし込こんでくる。その眩まぶしい光を浴びながら、鹿しかの群が水を飲んでいた。その穏おだやかな光景を眺ながめたルスタットは、微笑ほほえみながら呟つぶやいた。

「鹿しかはそれほど大きくないのだな。ディアスフェルドの鹿しかより小さいくらいだ」

　その時突とつ然ぜん、水中から見た事もない怪かい物ぶつが現れた。大きな音と共に水みず飛沫しぶきを上げ、恐おそろしい牙きばを何十本と並べた巨きよ大だいな口で鹿しかの足に食らいつくと、そのまま水の中に引ひきずり込こんでしまう。透とう明めいな水が、血で赤く染まった。鹿しかの群は恐きよう慌こうを来きたして逃にげていく。

　ルスタットは啞あ然ぜんとする。

「今の怪かい物ぶつは一体？」

　ランムスが、やはり初めて実物を目にして驚おどろいた顔で説明した。

「ワニです。水中に潜ひそむ凶きよう暴ぼうな生き物で、姿はトカゲに少し似ていますが、口はトカゲより大きく、体もずっと大きくなります。その背中は硬かたい鱗うろこに覆おおわれて剣けんも槍やりも通さず、その大きな口に並んだ鋭するどい歯はどんな鎧よろいも貫つらぬくと恐おそれられています」

　ディロークが真面目な顔で警告した。

「嚙かみつかれたらまず助からぬ。水を汲くむ時は充じゆう分ぶん注意する事だ」

　それを聞いてリラルーク王女がゾッと身み震ぶるいした。

　ルスタットはしげしげと泉を見つめながら、興奮気味に言った。

「陸の上だけでなく水の中にも、大きくて恐おそろしい生き物がいるのだな」

「あれでもまだ小さい方だ。奴やつらは食えば食っただけ育ち、長生きすればするほど巨きよ大だいになる。鹿しかくらいなら一ひと吞のみにしてしまうほどの大物もいるぞ」

　ディロークがそう言うと、ルスタットは信じられないといった顔で振ふり向むいた。

「そんなに大きくなったら、まさに敵なしだ。そんな大物が人を襲おそったら、退治出来るのか？」

「退治せずとも放っておけばいずれ死ぬ」

　平然と答えるディローク。

　訝いぶかるルスタット。

「何故なぜだ？」

「ワニは飢うえにも強いが、それでも大きくなればなるほど多くの餌えさが必要になる。餌えさがないからといって、一度大きくなってしまった体を小さくする事は出来ぬ。その結果、周囲の餌えさを食くい尽つくした後、自らも巨きよ体たいを持て余し、やがて無敵のままに飢うえて死ぬのだ」

　ディロークはそう言ってから、物もの寂さびしげに付け足した。

「……どこかで聞いたような話だろう？」

　アルキランの将来と重ね合わせるように、自じ嘲ちよう気味に笑うディローク。

　ルスタットは、そんなディロークの胸中を察して神しん妙みような顔になる。

　一方リラルーク王女は、そんな二人の様子にはお構いなしに、呆あきれ顔でぼやいた。

「それにしても、大きな山ビルだの象だのワニだの、この森は怪かい物ぶつだらけね。私の故郷とは随ずい分ぶん違ちがうわ」

　ランムスが意外そうに尋たずねる。

「森っていうのはどこでも怪かい物ぶつの住処すみかだと思ってたんですけど、ローフェイの森には怪かい物ぶつはいないんですか？」

「ウチの森にいた怪かい物ぶつなんて、精々で毛むくじゃらの巨きよ人じんと毒の沼ぬまに住む竜りゆうくらいのものだわ。他に危険なのは、羆ひぐまか狼おおかみ程度よ」

　リラルーク王女がそう言うと、ランムスはキョトンとした。

「巨きよ人じん？　ローフェイでは大きな人は怪かい物ぶつ扱あつかいなんですか？」

　リラルーク王女はそれを聞いて笑いもせず、溜ため息いきを吐ついて肩かたを竦すくめた。

「そうね。巨きよ人じんなんて言っても、所しよ詮せんは大きな毛深いだけのただの人間だったのかもしれないわ。恐おそろしい怪かい物ぶつなら、森を切り開いて進むアルキランの軍勢なんて頭から食べ尽つくしてくれたでしょうから」

　そんな話をしながら進んでいくと、ふと前方の岩がん壁ぺきに、不思議なものが現れた。壁かべ一面に巨きよ大だいな人の顔が彫ほられ、大きな瞳ひとみの中に小さな顔が彫ほり込こまれている。その小さな顔の両目にも、更さらに小さい人の顔。近づいてよく見れば、その目の中にもまた更さらに小さな顔が彫ほってあった。木の根と苔こけに覆おおわれて森に溶とけ込こんでいるが、明らかに人工物。この地の神を象かたどったものなのだろうか。それとも怪かい物ぶつか。長年の風化で若じやつ干かん朽くちてはいるが、それでも非常に高度な技術で彫ほられた事が充じゆう分ぶんに窺うかがえる。

「これは……？」

　ルスタットが物もの珍めずらしげに尋たずねると、ランムスも首を傾かしげた。

「何でしょうね……？」

　ディロークが説明する。

「メリポウム帝てい国こくの崇あがめた神の像だ。ここはかつては栄さかえた町だったが、メリポウム帝てい国こくが滅ほろんだ後、打ち捨てられて森に吞のまれた。そして今また切り開かれようとしているというわけだ」

「ここが町……？」

　改めて周囲を見回したルスタットは、思わず声を上げた。

「おお、これは……！」

　同じように眺ながめ回していたリラルーク王女も、啞あ然ぜんとしたように目を見開く。

「あそこの岩がん壁ぺきも、人が作ったものだわ！　あそこも！　あそこも！　町が一つ、丸ごと森に吞のみ込こまれてるんだわ！」

　よくよく見れば、目の前の石いし彫ぼりの顔は全体のほんの一部。天然の岩だと思った物は、整然と切きり石いしを積み上げた石造りの廟びようの壁かべ。それを木の根や苔こけが完全に覆おおい尽つくしていた。アルキランの都リュトポックにも劣おとらぬと思えるほどの広大な都市。その全てが深い森の底に沈しずんでいたのだ。

　ルスタットとリラルーク王女は、何とも言えぬ感動を覚えて、しばしその光景に目を奪うばわれた。

　その後ろで、ランムスが青ざめながら身を竦すくませた。

「何だか気味悪いですね……。人の作ったものを森が食べてしまおうとしているみたいで……」

　感動よりも恐きよう怖ふを覚えるランムス。アルキラン人にとって森とは人間の支配の及およばない異界であり、町や畑などといった人の営えい為いを吞のみ込こんで全てを無に帰してしまう恐おそろしい虚きよ無むの空間である。始祖モルフェスが初めて神から剣けんを授さずかった神話にも表れているように、アルキランにとって森とは焼やき払はらい、草原に変えてしまうべき場所なのだ。

　だがリラルーク王女の受け止め方は違ちがう。

「私は木の命が持つ強さを感じられて好きよ。人の作ったものが森に沈しずんでしまった儚はかなさも確かに感じるけれど」

　深く感かん銘めいを受けた様子で、うっとりと、しかしどこか敬けい虔けんな表情を浮うかべた。

　ルスタットも、リラルーク王女の言葉にうなずいた。

「こういう森には、神々の息い吹ぶきが満ちているのを感じる」

　リラルーク王女は嬉うれしそうな顔でルスタットを振ふり返かえる。

「そうよね！　それよ！　神聖な感じだわ！」

「え～？　不気味なだけですよ。魔ま物ものとか潜ひそんでそうな禍まが々まがしい感じじゃないですか。どこが神聖なんです？」

　ランムスはあからさまに嫌いやそうな顔をして森を見回すと、同意を求めるようにディロークを見た。

　ディロークは笑いながらランムスに言って聞かせる。

「ランムスも、ルスタット殿どのやリラルーク王女も、感じているものは同じ。すなわち森の力だ。森を崇あがめる民たみにとってそれは神聖で清せい浄じような力だが、森を恐おそれる民たみにとっては薄うす気き味み悪わるく禍まが々まがしき力と感じられる。森というものに対する見方が違ちがうだけなのだ」

「でも、こうやって現に人が作った町を覆おおい尽つくして吞のみ込こんでいくなんて、怖こわいですよ。森が広がり続けたら、いずれ人も町もみんな消えちゃいそうで」

　余よ程ほど気味が悪いらしく、譲ゆずらないランムス。

　ルスタットがランムスを見た。

「確かに森は恐おそろしいところでもあるが、しかし多くの恵めぐみを与あたえてくれるところでもある。恐おそろしければ恐おそろしいほど、恵めぐみもまた深いのだ」

「恐おそろしいって事は人に害を為なすって事じゃないですか。それが恵めぐみが深いなんて、矛む盾じゆんしてますよ。リラルーク王女だって、この森は怪かい物ぶつだらけだって青ざめてたじゃないですか」

　ルスタットはランムスの言葉を聞いて笑った。

「大きな野牛は力も強く恐おそろしいが、その恐おそろしさに打ち勝って見事狩かる事が出来れば、多くの肉や革かわが取れて、大勢の人の役に立つ。先さき程ほどの象やワニもそうだろう。そして森が大きく深ければ、大きな獣けものも増えるのだ。それは森の危険が増す事だが、同時に恵めぐみも増える事なのだ」

「要するに、勇気のある者にしか森の恵めぐみは得られない。臆おく病びよう者ものにとって森は恐おそろしいだけの場所って事ね」

　リラルーク王女がそう言ってランムスをからかう。

「肉の付いた牛なんて、草原で放牧してたほうがたくさん手に入りますよ。森で野牛を狩かるなんて危険な事をしなくたって」

　ランムスはそう言って口を尖とがらせた。

　一行はそのまま更さらに前進したが、町の廃はい墟きよはどこまでも続いていた。小高い丘おかに見えた物が巨きよ大だいな宮きゆう殿でんだったり、巨きよ大だいな断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと思った物が城じよう壁へきだったりと、見るたびごとに大きな驚おどろきと感動があった。

「メリポウムという国は、現在のアルキランにも劣おとらぬほど大きな国だったのだな……」

「そうだ。いや、もしかしたらアルキラン以上だったかもしれぬ。だが、それほどの大国であっても、滅ほろぶ時は一いつ瞬しゆんで滅ほろぶのだ」

　ディロークは、半ば独り言のように言った。

「……民は都市の贅ぜい沢たくに慣れて軟なん弱じやくになり、国を守って戦う気き概がいを失う。版図を拡大しすぎて連れん絡らくにも時間が掛かかりすぎ、掌しよう握あくしきれなくなった辺境地帯では、叛はん乱らんの指導者や、時にはその地方を治める役人が、中央を無視して勝手な事をやりだす。支配地域が広すぎるが故ゆえに、都に住む指導者たちは辺境地帯の動きを身近に感じられなくなり、都の中の政争だけに明け暮れる。そうして国の力は少しずつ確実に衰おとろえ、バラバラになっていく。そして外敵の侵しん入にゆうに直面した時に、その衰おとろえを露ろ呈ていする。これらは、豊かで大きい国であればどんな国であろうと生じる共通の問題なのだ」

　アルキランの未来を森に埋うもれたメリポウムの遺い跡せきに重ねるように呟つぶやくディローク。ルスタットはディロークの苦く悩のうを思おもい遣やりながらじっと耳を傾かたむけ、ランムスは大切な教訓として神しん妙みように拝はい聴ちようし、リラルーク王女はまるで興味なさそうに森と遺い跡せきに見み惚とれた。










　第二十五章　綿花の国ガロウス




　やがて日が傾かたむきかけた頃ころ、一行は何とか森を抜ぬけた。

　森を抜ぬけると、一面の平原にどこまでも畑が広がっている。地平線の果てまで広がる畑には、ルスタットが見た事のない作物が植えられていた。

「この畑は？」

　ルスタットが尋たずねると、ランムスが答えた。

「綿花です。柔やわらかい綿布はこの綿花から作られるんですよ」

「このガロウスの町では、アルキランで売られるの綿の実に半分を作っているのだ」

　ディロークがそう付け足す。そして続けた。

「……そして、ここがリラルーク王女の妹、テティトスレイプ王女を買い受けた商人ヒュケレの館がある町だ」

　それを聞いた途と端たん、リラルーク王女の顔に緊きん張ちようが走った。それまでとは別人のように硬かたい表情になり、無言で城じよう壁へきを睨にらむ。

　ルスタットが一いつ緒しよに城じよう壁へきを見上げて呟つぶやいた。

「随ずい分ぶんと立派な壁かべだ」

「ここは綿花の生産で儲もうかっているからな。ここで作られた綿花は全て馬車に積まれてリュトポックの都へと出しゆつ荷かされる。三日に一度、百台もの荷馬車が森と砂さ漠ばくを越こえ、都に向かうのだ」

　ディロークがそう言うと、ルスタットは目を丸くした。

「そんなに大勢が、あの砂さ漠ばくを渡わたるのか」

「そうだ。そして都で荷を下ろした隊商は、帰りには小麦や干し肉や果物などを山と積んで戻もどってくる。布になった綿もな」

「小麦など、わざわざ都から買いつけずとも、自前で調達出来そうなものだが」

　広い平野を眺ながめながら首を傾かしげるルスタット。

　ディロークは笑った。

「もちろん作ろうと思えば作れるだろう。綿花の代わりに小麦を植えればよいのだから。だが、この町の人間は作ろうとは思わんだろうな」

「何故なぜだ？」

「小麦より綿花のほうが何十倍も金になるからだ。小麦などどこでも作っているから、金さえ出せばいくらでも手に入る。小麦やその他の生活必ひつ需じゆ品を買っても、綿花を売って稼かせいだ金はたっぷり残る。綿花を植える畑に小麦を植えたらその分だけ稼かせぎが減る。誰だれも彼かれもがそう考えた結果、このガロウスの畑は全て綿花だけになったのだ」

「だが、小麦が不作で売ってくれなくなったらどうするのだ？」

　心配そうに尋たずねるルスタット。

　ディロークは事も無げに答える。

「アルキランの支配地域は広い。どこかが不作になっても、必ずどこか別の場所に豊作のところがある。そしてアルキラン全土は運河と舗ほ装そうされた道で繫つながっている。荷馬車を何百台と用意すれば、どこからでも買い付ける事は出来る」

「それはそうだが、しかしもしも都が、このガロウスの国への商品販はん売ばいを差し止めたらどうするのだ？　アルキランとガロウスとで対立が起きた時、品物の輸送を止めると脅おどされれば一いつ切さい逆らう事は出来なくなるぞ」

　ルスタットがそう言うと、ディロークはニヤリと笑ってうなずいた。

「その通り。実はここガロウス国がアルキランの属州に組くみ込こまれたのは、戦いくさによってではない。アルキランとの交易のため、綿花畑だけをひたすら増やしていった結果、国として必要な食料、日用品、工具、武具、その他様々な道具を、自前では何一つ作れなくなったのだ。僅わずか数世代の内に、それらを作るための道具も、技術も、知識も、土地も、一いつ切さいが消え去った。そしてガロウスはアルキランに逆らう事が出来なくなり、アルキランのために綿花を作り続けるだけの国となった。そしてある年、綿花が不作で必要な物を買う金がなくなった時。自前で民たみを養う術を失った事に気付いたガロウスは、一いつ切さい刃やいばを交えることなく自らアルキランの保護下に入りたいと申し出てきたのだ」

「なんと。だがそれではまるで、ガロウスの民たみは全てアルキランの奴ど隷れいに等しく、ガロウスの王は奴ど隷れいの監かん督とく役に過ぎぬではないか」

　ルスタットが信じがたいといった顔で言うと、ディロークはうなずいた。

「その通りだ。だが、瘦やせた自由民でいるより肥えた奴ど隷れいになる事を選ぶ者たちもいるのだよ」

　そして、国を守る役に立たなかった立派な城じよう壁へきを、皮肉な目で眺ながめる。

「国を奪うばうには、このようなやり方もあるのだ。尤もつとも、血を一滴てきも流さぬこのような方法は、アルキランの国こく是ぜに反していると言われるのだろうがな」

「戦わずに国を奪うばうとは……。やはりアルキランは恐おそろしい国だ……」

　ルスタットは改めてそう実感し、冷ひや汗あせを浮うかべた。

「他所にあるものは自分で作るよりも他所から買えばいい、という考え方が極限まで行き着いた先が、このガロウスの隷れい属ぞく状態だ。我わがアルキランも、決して他人ひと事ごとではない」

　ディロークは神しん妙みような表情で呟つぶやくと、話を切きり替かえた。

「ちなみに、このガロウスの国とリュトポックの都の間を行き来して小金を稼かせいでいるのが、例のヒュケレという商人なのだ。ここで安く買った綿花を都で高く売り、都で買ってきたものを数倍の値ねでここで売る。その差額で稼かせぐというわけだ」

「では、今も都に出かけているかもしれぬわけか」

　ルスタットがそう尋たずねると、ディロークは頭を振ふった。

「いや、奴やつは怠たい惰だな男だ。長旅の労苦を厭いとうて、自分はここガロウスに留まり、奴ど隷れいを都に行かせるのが常だ。余よ程ほどの事情がない限り、まず間ま違ちがいなくこの国にいるだろう」

　ランムスが疑問を挟はさんだ。

「ヒュケレは奴ど隷れいとの信しん頼らい関係は厚いんでしょうか。奴ど隷れいにお金や商品を持もち逃にげされたらどうするんでしょう」

　ディロークはやや不機嫌な声になる。

「その心配はない。子供や妻を人ひと質じちにしているからな」

「人ひと質じちっていったって、奴ど隷れいの家族なんて主人の一存で勝手に売うり払はらわれても文句は言えないでしょう？　奴ど隷れいたちだって、そこは覚かく悟ごしてるはずなのに、人ひと質じちとしての効果はあるんでしょうか」

「売り飛ばされるのと、残ざん酷こくな手段で殺されるのとでは、大きく違ちがう」

　淡たん々たんと言うディローク。

　ランムスが驚おどろいて声を上げた。

「逃にげたら人ひと質じちは殺すんですか？　奴ど隷れいを勝手に殺すのは禁止されてるのに」

「都から遠ざかれば遠ざかるほど、中央からの命令を無視する輩やからは増えるものだ。だからこそ蛮ばん夷い皇こうは、その任期中に全ての属州を視察する義務を負っている」

「そりゃまあそうですけど、でも……」

「それにもう一つ、人ひと質じちを効果的に使うためにヒュケレが行っている事がある。働きの良よい一部の奴ど隷れいには、家族を他所へ売り飛ばされない特権を与あたえているのだ。そうして家族の情を育はぐくませ、特に一家の絆きずなの強い奴ど隷れいだけに取引を任せている。ずっと家族と共に暮らせるという希望を与あたえておけば、それを失う事への恐きよう怖ふも生まれる。人ひと質じちとしても有効に働く」

「なるほど……。逆らわない限り家族と一いつ緒しよに暮らせると思ったら、逆らいませんよね。それどころか、家族を売り飛ばさない約束をちゃんと守ってくれるなら、ヒュケレの事を良よい主人だと思うようになるかもしれない……」

「そういう事だ。本当に殺せば法に違い反はんするという点にさえ目を瞑つぶれば、なかなか上手うまいやり方だと言えよう」

　ディロークはそう言うと、空を見上げた。

「ともあれ、日が暮れぬ内に町に入ろう。夜になってからでは手続きが面めん倒どうだ」

　そう言って皆みなを促うながし、一行は急いで城門を潜くぐった。




　大きな門を潜くぐって中に入ると、町の様子は外から見たより更さらに豊かである。

　町の中央にはガロウスの王が住む立派な宮きゆう殿でん。その柱に施ほどこされた彫ちよう刻こくの荘そう厳ごんさ、空に届きそうな屋根の高さなどは、都リュトポックの中央にある聖マンロンの神しん殿でんにも劣おとらぬほど。

　大きな公衆浴場は五つもあり、その全てが無料で住民に提供されている。

　市場では無数の穀物、香こう辛しん料りよう、果物、肉、絹や綿など様々な布、真っ白な陶とう器きなどが売られていて、交易の町グトゥーサやオアシスの町ノアリーグすら凌しのぐほどの活かつ況きようを呈ていしている。

　ただでさえ蒸むし暑あついこの地方の気候に、群衆の熱気が加わって、日が傾かたむきかけたこの時間帯でも通りはまるで蒸むし風ぶ呂ろのようだ。土つち埃ぼこりと様々な香こう辛しん料りようや食べ物や布の匂においと人々や家か畜ちくの匂においとが混じり合って、咽むせ返りそうである。

　ランムスが目を丸くして、思わず溜ため息いきを漏もらした。

「これだけ豊かな暮らしをしてたら、この国が綿花栽さい培ばいだけでいいやって思っちゃう気持ちも分かりますね。アルキラン本国の大きな町にも匹ひつ敵てきしますよこれ。属州とは思えない……」

　ディロークは静かに微笑ほほえむ。

「侵しん略りやくして一方的に奪うばうのでは、一度奪うばったらお終しまいだ。だがこのガロウス王国とアルキランのように交易による関係を作れば、双そう方ほうが栄さかえ、しかもその繁はん栄えいは持続する。血を流すことなく、莫ばく大だいな富が生まれ、互たがいの国を満たすのだ」

　その時、突とつ然ぜん市場に荒あら々あらしい怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「おいババア！　誰だれに断ってこんなところに店を出してやがる！」

　見ると、如何いかにも荒あらくれ者ものといった風ふう貌ぼうの男たちが衛兵の格好をして、果物を売っている老ろう婆ばを取り囲んでいる。

　老ろう婆ばは震ふるえながら平へい伏ふくする。

「私はポウテスの村からイチジクを売りに来た百ひやく姓しようでございます。ここで店を出す許可は、王様からもらっておりますし、その為ための税も納めております。これがその証しよう拠こで」

　印章の捺おされた証文を差し出す老ろう婆ば。

　しかし男たちはそれを見て嘲あざ笑わらった。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　王に許可を取ったって、ヒュケレ様に許可を取らなきゃ、ここで商売は出来ねえんだよ！」

「こんな証文なんざ、何の意味もありゃしねえ！」

　証文に火を点つけて燃やし、果物を並べた台を蹴けり上げてひっくり返すと、地面に落ちたイチジクを踏ふみ潰つぶす衛兵たち。

「おやめくだされ！　私どもが一いつ生しよう懸けん命めい育てたイチジクです！」

　老ろう婆ばは必死で叫さけんだ。

　だが衛兵たちは粗そ野やな笑えみを浮うかべるのみ。

「一いつ生しよう懸けん命めい育ててもこんなモンしか出来ねえのかよ！」

「どうせこんな小さくて不格好なイチジクなんざ売れやしねえ！　持って帰るのも大変だろうから、俺おれたちが全部踏ふみつぶしてやるぜ！」

　そう言って次々とイチジクを踏ふみつぶす。

「おやめくだされ！　おやめくだされ！」

　老ろう婆ばは身を投げ出してイチジクを守ろうとするが、衛兵たちは、今度は老ろう婆ばを踏ふみつけ始めた。

　周囲でそれを見ている群衆は、衛兵を恐おそれて誰だれも止めようとしない。

　ルスタットが怒いかりの籠こもった声でディロークに告げた。

「止めてくる。構わぬな」

　そのまま返事も聞かずに前に出る。

　ディロークはその背中に囁ささやいた。

「身元がバレぬようにな」

　ルスタットは衛兵たちに近づくと、その内の一人の腕うでを摑つかんで自分のほうへ振ふり向むかせた。

「やめろ」

　片言のアルキラン語で言うルスタット。

「何だぁテメエは？」

　振ふり返かえった衛兵は、見るからに異い邦ほう人らしいルスタットを見ると小こ馬ば鹿かにしきった顔で睨にらんだ。ルスタットはそのまま無言で指に力を込こめる。その指が、万力のように衛兵の腕うでに食くい込こんだ。肉が押おし潰つぶされ、骨が軋きしみを上げる。

「うぎゃあ！　痛えぇっっ！」

　その悲鳴に仲間たちも気付いて、ルスタットを取り囲むと槍やりを構えた。

「何だ貴様！」

「何をする！」

　ルスタットは毅き然ぜんとして衛兵たちを睨にらみ返すと、地面を指さした。そして片言のアルキラン語で告げる。

「金だ。払はらえ」

　そう言って、老ろう婆ばを指さす。

　踏ふみつぶされたイチジクの代金を老ろう婆ばに払はらえという意味だ。

　それを理解した衛兵たちは、一いつ斉せいに激げき昂こうした。

「他所よそ者ものが俺おれたちに指図してんじゃねえ！」

「この国じゃ、俺おれたちが法だ！」

「俺おれたちに逆らえばどうなるか分かってんのか！」

　そう言って凄すごむ衛兵たち。

「知らぬ」

　ルスタットは平然と答えると、突つき出だされた槍やりをグイと摑つかんで引ひき込こみ、拳こぶしで鼻っ柱を殴なぐり付つけた。

　たったの一発。

　殴なぐられた衛兵はたちどころに意識を失い、石いし畳だたみの地面に倒たおれ込こむ。

「……！」

　どよめきが起こった。

　衛兵たちは顔色を変え、一いつ斉せいにルスタットに襲おそいかかる。

「てめえ！」

「よくもやりやがったな！」

「ただじゃ帰さねえぞ！」

　ルスタットは一歩も下がらず迎むかえ撃うつ。そして、あっという間に全員叩たたき伏ふせた。

　野次馬の間から、感かん嘆たんのどよめきが起きる。

　ルスタットは自分の懐ふところから金を取り出すと、イチジク売りの老ろう婆ばに渡わたし、男たちを縛しばって引きずりながらディロークたちの下へ戻もどった。

「この者たち、どこへ突つき出だせばよい？」

　ディロークに尋たずねるルスタット。

「まずは王宮へ連れて行くがよい。衛兵の不始末は王の不始末。また、市場の治安は王の責任で守られねばならぬ」

　そう答えるディローク。

「この人数を引きずって歩くのは大変だな」

　ルスタットは気絶した衛兵たちを見てそう呟つぶやくと、女によ人にん島の女王クリューシアにもらった力の帯を締しめた。そして衛兵たちをまとめて縛しばると、片手で軽々と担かつぎ上あげる。

　それを見た群衆の間から、再び驚おどろきの声が上がった。

　皆みなが見つめる中を、悠ゆう々ゆうと歩いていくルスタット。

　歩きながらディロークに言う。

「折角だ。王の下もとへ行くのであれば、ついでにテティトスレイプ王女の事も一いつ緒しよに済ませてしまおう」

「そうだな」

　ディロークはうなずくと、リラルーク王女を見た。

「そなたにも証言してもらう事になるかもしれぬが、その準備は良よいか？」

「いいわ」

　リラルーク王女はいつになく固い表情でうなずいた。

　そして一行は、徐じよ々じよに日が暮れようとしている町の中を、王宮へ向かって進んでいった。










　第二十六章　悪徳商人と囚とらわれの姫ひめ




　立派な柱と、それに支えられた高い屋根だけで構成された、風通しの良よいガロウスの宮きゆう殿でん。壁かべを持たぬ室内に雨が吹ふき込こまぬよう、軒のき先さきはうんと大きく外に張り出して、この地方独特の屋根の形を作っている。大きな水車で汲くみ上あげられた川の水は、王宮の上層階に注そそぎ込こみ、宮きゆう殿でん内に張はり巡めぐらされた人工のせせらぎを周りながら階下へ流れ下くだると、最終的に再び元の川へ流れ出るようになっている。目にも楽しく涼りようも取れる仕し掛かけだ。

　虫むし除よけのためか、清せい涼りよう感を得るためか、香こうを焚たく代わりに各所にハッカ油に浸ひたした薄うす絹ぎぬが垂らしてあって、他の国々の王宮とは違ちがった香かおりが充じゆう満まんしている。

　宮きゆう殿でんでルスタットたちの前に姿を現したガロウス国王は、歳としの頃ころ四十ほど、でっぷりと太った腹を持て余すように玉座に腰こし掛かけ、生白い如何いかにも意志の弱そうな顔をしていた。

　最初から身分を明かしたディロークが、市場で暴れていた衛兵たちを突つき出だして、ガロウス国王を問責する。

「市場での販はん売ばい許可を取った者に対して衛兵が理り不ふ尽じんな暴力を振ふるうとは、市場の治安はどうなっているのか」

　ガロウス国王はディロークの足元に平ひれ伏ふして、頭を床ゆかに擦こすりつけた。

「申もうし訳わけ御ご座ざいません。何分、その者たちは私の兵ではなく、私が言う事を聞かせる事は叶かなわぬのです」

　それを聞いて驚おどろくディローク。

「何なに故ゆえ、そなたの兵でない者が衛兵の格好をし、我わが物もの顔がおで市場を歩いておるのだ」

　ガロウス国王は額にびっしょりと汗あせを浮うかべた。

「実は、兵士になるより綿花栽さい培ばいの下働きほうが稼かせげるので、兵を募ぼ集しゆうしてもなかなか人が集まらず、古くからの家臣も今や全てが綿花栽さい培ばいの農民に成り果ててしまい……。民間から徴ちよう兵へいしても人は集まらず、どうしても人員に不足が出る状じよう況きようが続いておりまして……。それで見かねたヒュケレ殿どのが一年ほど前から隊商の護衛に雇やとっていた私兵を貸してくださって、不足分を補っておったのですが……」

「なるほど。これはヒュケレの私兵か。道理で、ヒュケレの許可無く商売をするな、などと言っていたわけだ」

　ディロークは縛しばられた男たちを見て納なつ得とくする。

「私兵であっても市場の見張りという国の仕事を任されている以上はその責任がある。全員、鞭むち打うち百回だ。あと、ルスタット殿どのが支し払はらってくれたイチジクの代金も当然ながらこの者らより徴ちよう収しゆうする。手配せよ」

　ディロークがそう指示すると、ガロウス国王は困った顔を浮うかべた。

「ですが……」

「どうした？」

「鞭むち打うち刑けいを実行するための人間がおりませぬ……」

　恥はずかしそうにうつむくガロウス国王。

　ディロークは怪け訝そうにガロウス国王を見下ろす。

「どういう事だ」

「先さき程ほど申しましたように、この国では兵のなり手が不足しておりまして、刑けい場じようを見張る兵士もおらず、刑けいの執しつ行こう人もおりません。全てヒュケレの私兵ですから、彼かれらを罰ばつするような刑けいを命じたところで誰だれも従わず……」

「なんと？」

　いつも冷静なディロークも、さすがにこの発言には驚おどろいた。

　ガロウス国王は情けなくうつむく。

「恥はずかしながら私の兵と呼べる者は側近の十名ほどしかおらぬのです。それも、歴代の家臣の家が古くからの義理で、農場の働き手を日ひ替がわりに兵士として貸し出してくれているだけという有あり様さまで、槍やりや鎧よろいも十揃そろいしか御ご座ざいません」

「なるほど。ヒュケレの私兵が補ってくれるからと安心して正規兵を増やす努力を怠おこたった結果、全てがヒュケレの私兵になってしまったと……」

「左様で御ご座ざいます……。情けない話で御ご座ざいますが、この国では最も早はや、王である私よりもヒュケレのほうが偉えらいのです……。軍を失い、妻も娘むすめもヒュケレに奪うばわれ、今の私は使者の応対と属州監かん督とく吏りのもてなしをするだけのお飾かざりに過ぎません」

　小さくなるガロウス国王。

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが流れ、室内を巡めぐる水音だけが涼すずしげに響ひびく。

　ディロークは目を瞑つぶり、呆あきれ果はてたように深々と溜ため息いきを漏もらした。

「富に溺おぼれて惰だ弱じやくになった者は、国の守りでさえ他所よそ者ものを雇やとって済ませようとする。そうして国の支配権まで蝕むしばまれるのだ……」

　そして、遠くを見つめる。

「アルキランも、今のままでは遠からずガロウスと同じ過あやまちを犯おかす事になるのであろう……」

　ディロークは、トングラールに牛ぎゆう耳じられている都リュトポックの現状を憂うれえて、暗い気持ちで呟つぶやいた。

　そして、改めてガロウス国王を見下ろす。

「では仕方がない。兵は足りずとも、牢ろうは空いておろう。この者たちは牢ろうへ放ほうり込こんでおけ。処分は追って沙さ汰たをする」

「はっ」

　ガロウス王はうなずいて、僅わずかな側近兵に命じて男たちを牢ろう屋やへ放ほうり込こむ。

　それが済むと、ディロークは改めて切り出した。

「ところで、もう一つ話がある。こちらのほうが重要な話だ」

「何で御ご座ざいましょう」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら座すわり直すガロウス国王。

　ディロークはじっと正面からガロウス国王を見つめた。

「転売が禁止されている国家奴ど隷れいのテティトスレイプが、違い法ほうに転売され、ここガロウス王国のヒュケレの下もとにいるという情報がある。それを確かく認にんしに来た。この女はテティトスレイプの姉であり、その事実を私に告発した者だ」

　そう言うと、隣となりに控ひかえたリラルーク王女を紹しよう介かいする。

　ガロウス王はひたすら汗あせを拭ぬぐいながら弁解した。

「そのような事は初耳でございまして、私どもは全くあずかり知らぬ事でして……」

「ともかく、ヒュケレ本人に問とい質ただすので、この場へ連れてきて欲ほしい。ただし、私の名前は出すな。証しよう拠こ隠いん滅めつに走る恐おそれがある」

「連れてこいと仰おつしやられても、果たして従うかどうか……。先さき程ほども申し上げました通り、私には兵がなく、無理矢理連行する事は出来ません。断られればお終しまいです。それに、捕つかまえたところで罰ばつを強制する事も出来ません。もしヒュケレが反はん抗こうすれば、私のほうが捕とらえられてしまうでしょう」

「成なる程ほど……」

　ディロークはうなずき、難しい顔で腕うでを組んだ。

「どう思う、ルスタット殿どの」

　傍かたわらのルスタットに意見を求めるディローク。

　ルスタットは剣けんに手をかけながら答える。

「ヒュケレを殺して構わぬのであれば、私兵が何人いようと私が仕留めて見せるが」

　ディロークは首を横に振ふった。

「奴ど隷れいの違い法ほう売買如ごときでは死罪にはならぬ」

「殺してはならぬとなると難しい。一人で何百もの敵を殺す事は出来るが、何百という敵を殺さぬまま、たった一人で押おさえつける事はまず不可能だ」

　腰こしに手を当てて肩かたを竦すくめるルスタット。

「なるほど。尤もつともだ」

　ディロークもうなずく。

　ランムスが口を挟はさんだ。

「ヒュケレはディローク様の発布した法に逆らったのですから、ディローク様の一存で死罪にしても問題ないのでは？」

　だがディロークは、諭さとすように言って聞かせる。

「権力を持つ者の一存で罪の軽重が簡単に変えられてしまうからこそ、賄わい賂ろが横行し、金で全てが歪ゆがめられる世の中になるのだ。そしてそれこそが、トングラールやヒュケレのような者がのさばってしまった原因でもある。アルキランを千年続く国とするためには、そこから変えて行かねばならぬ」

　そして、困った顔で呟つぶやいた。

「……それはともかく、ヒュケレがこの国の兵まで牛ぎゆう耳じっているとは、思ったより厄やつ介かいな事になってきたな」

　そのまましばし考かんがえ込こむディローク。

　その様子を、リラルーク王女は硬かたい表情で不安げに見守る。

　ディロークはやがて、何か思いついたように顔を上げた。

「……では、こうしよう。まず、私の正体を伏ふせ、ただの旅の商人という事にして、ヒュケレに対し、テティトスレイプを買い請うけたいと申し出る。彼かの女じよ自じ身しんが違い法ほう転売の証しよう拠こだから、まずはその身み柄がらを確保するのだ。その後、改めて軍を率いてきてヒュケレを裁く」

　そしてガロウス国王を見た。

「ヒュケレの下もとへ行き、伝えよ。テティトスレイプという名の奴ど隷れいを買い請うけたいと申し出た商人がいると。そして、言い値で買うと言っていると」

「はっ。かしこまりました」

　数少ない国王直属の兵士が王宮を出てヒュケレの邸てい宅たくまで走り、返事を受け取ってすぐ戻もどってくる。そして報告した。

「ヒュケレが申すには、テティトスレイプは、たとえいくら積まれようとも後三年は誰だれにも売らぬとの返事でした」

「何？」

　ガロウス王は困こん惑わくした顔で、青ざめながらディロークを見た。

「如何いかが致いたしましょう……」

　ディロークは使者を務めた者に尋たずねる。

「その返事は口頭で聞いたのか？　それとも書面で受け取ったのか？」

「書面で御ご座ざいます」

　使者はそう答えて手紙を差し出す。

　ディロークはそれを受け取り、目を通すと笑った。

「なるほど、これならばこれでよい。少なくとも、これでヒュケレの許もとにテティトスレイプがいるという動かぬ証しよう拠こが得られた。後は、奴やつを逮たい捕ほするための軍を連れてくればよい」

　そしてガロウス国王に確かく認にんを取る。

「ヒュケレの私兵は何人程度だ？」

「五百です」

　即そく答とうするガロウス国王。

「五百か。ならばその十倍の五千の軍勢を連れてくれば、さすがに抵てい抗こうしようとはするまい」

　ディロークは余よ裕ゆうの表情を浮うかべた。

　ルスタットが驚おどろいて尋たずねる。

「この立派な城じよう壁へきで囲まれた町を、わずか十倍の兵力で落とせるものなのか？」

「かつては野戦で名を馳はせたアルキラン軍だが、今や最も得意とするのは攻こう城じよう戦だ。籠ろう城じよう側の三倍の兵力があれば落とせる。ましてや相手はゴロツキを寄せ集めた私兵。十倍もいれば多すぎるほどだ」

　ディロークはそう答え、顎あごをさすった。

「オッドニーとの紛ふん争そう地域へ第一軍団と入いれ替かわりに入る予定の第七軍団をこちらへ回そう。それで足りる。半はん月つきもすれば、合流して戻もどってこれるだろう」

　そしてガロウス国王に命じる。

「今日はもう遅おそい。一晩泊とまって、明日第七軍団と合流しにここを発たつ。我々の宿しゆく泊はくの支度したくを致いたせ」

「はっ！」

　頭を下げて退出するガロウス国王。

　ディロークはリラルーク王女を振ふり返かえって確かく認にんした。

「……これで良よいな？」

「仕方ないわ……」

　リラルーク王女は床ゆかを見つめたままディロークとは目を合わさずに答えた。

　そして、独り言のように呟つぶやく。

「半はん月つき……」

　リラルーク王女は床ゆかを睨にらんだまま、気持ちを押おし殺ころすようにギュッと拳こぶしを握にぎった。




　その頃ころ、ガロウス王国を牛ぎゆう耳じる商人ヒュケレは、ご満まん悦えつの表情で椅い子すにふんぞり返っていた。

　ガロウスの王宮をも凌しのぐ大きな屋や敷しき。王宮と違ちがい、四方を頑がん丈じような石の壁かべで守ったその屋や敷しきでは、何百もの私兵が門や壁かべの上で見守っている。屋や敷しきを取り囲む高い外がい壁へきや塔とうは要よう塞さいそのもの。隣りん接せつする王宮を睥へい睨げいするように聳そびえ立たっている。

　全ての指に大きな宝石をあしらった指輪を嵌はめ、金で作らせた豪ごう華かな椅い子すに座すわったヒュケレは、年の頃ころ五十過ぎの脂あぶらぎった肥満体を揺ゆすって笑い声を上げた。

「順調に評判が上がってますねぇ。先さき程ほどなど、まだ直接見た事もないというのに、言い値で買い請うけたいと申す者まで出てきましたよ」

　そう言いながら、目の前に立つ女奴ど隷れいを舐なめるように眺ながめ回した。年の頃ころ十四ほどの美しい女奴ど隷れい。月の化け身しんか、はたまた花の妖よう精せいかと見まごうばかりの可か憐れんな姿をしたこの少女こそは、ヒュケレが賄わい賂ろを積んで無理矢理買い受けた、元ローフェイの王女、テティトスレイプである。

　まだ若じやつ干かん幼さの残る面おも立だちの、ほっそりして小こ柄がらなテティトスレイプは、白い肌はだが透すけて見える薄うすい衣い装しようを纏まとい、股こ間かんには黄金と宝石で出来たこれ見よがしな貞てい操そう帯を着け、家か畜ちくのように鎖くさりの付いた首輪を嵌はめられた姿で、愁うれいに満ちた顔をうつむかせる。

　ヒュケレがテティトスレイプを買ったのは、更さらなる高値で転売する目的での投資である。今は館の中で来客をもてなす際に踊おどりを披ひ露ろうさせるだけで、誰だれにも指一本触ふれさせていない。家事や糸紡つむぎ、機はた織おりすら一いつ切さいさせておらず、鞭むち打うつ事など最大の御ご法はつ度と。晒さらし者もののような姿で人前に出される以外は、王女時代よりも丁てい重ちように扱あつかわれているかも知れないほどである。

　ヒュケレは昔から、役人の接待として女奴ど隷れいをあてがうのが常じよう套とう手段で、この邸てい内ないにもその為ための女奴ど隷れいが大勢いる。そんな、娼しよう館かん同然と言われるこの屋や敷しき内で、未いまだに誰だれも肌はだに触ふれさせていない汚けがれなき舞まい姫ひめという評判は、嫌いやでも男どもの欲望を煽あおる。それが美び貌ぼうの元王女となればなおさらだ。どんなに地位の高い者にも、どれだけ金を積まれようとも、テティトスレイプにだけは決して客を取らせないできた。地位も金も通用しない、誰だれにも手の届かない高たか嶺ねの花。その評判を高める事で、テティトスレイプの価値を吊つり上あげてきたのである。

　未いまだ少し幼さの残るテティトスレイプが、もう少し成長して一番の売り頃ごろになるまでに、じっくりとその価値を高め、そして最大限に高まったところで売うり払はらうのだ。

　ヒュケレの計画は順調に進んでおり、テティトスレイプを一目見るためだけに、多大な贈おくり物ものを携たずさえてくる大だい富ふ豪ごうや地方高官、王などが今でもすでに後を絶たない。ただ踊おどらせているだけでも、ヒュケレの蔵くらは日に日に宝物で満ちていく。更さらに、富ふ豪ごうや王おう侯こうが滞たい在ざいする事で町の経済も活性化し、その収益から形ばかりの税を除いた残り全てがヒュケレの懐ふところに収まる。テティトスレイプを買い請うけるために使った代金と賄わい賂ろ分は、とっくに回収出来ているほどに、その評判は高まっていた。

　ヒュケレは、全身染しみ一つないテティトスレイプを満足げに眺ながめながら、下げ卑びた笑いを浮うかべた。

「安心してください。あなたはまだ当分の間は誰だれにも売りません。まだまだ値ねは上がりますし、それに蛮ばん夷い皇こうにして瀆とく神しん者しや、ディロークめを呼び寄せるための大事な餌えさですからね」

　ヒュケレはトングラールの一味であり、ディローク暗殺計画の実行責任者を任されていた。トングラールは、リラルーク王女による暗殺が成功するとは最初から期待しておらず、本命はヒュケレの私軍。リラルーク王女は、確実にディロークを呼び寄せるための仕し込こみに過ぎなかった。

「そういばあなたのお姉さん、リラルーク王女でしたっけ？　彼かの女じよはディローク暗殺に失敗したそうですが、返かえり討うちにもされず、ディロークと共に旅をしてるそうですよ。自分の故郷を滅ほろぼした憎にくい相手と一いつ緒しよに、大人しく旅をしてるんです。どういう事か分かりますか？　そうです。あなたのお姉さんは、ディロークを殺せないと知って、ディロークの手を借りてあなたを解放する作戦に切きり替かえたんですよ。いいお姉さんですねえ。妹のあなたを救うため、殺しても殺し足りないディロークと手を組むだなんて」

　ヒュケレは都とガロウスを行き来する奴ど隷れいたちを通じて、様々な情報を手に入れていた。立ち寄った国々で視察をし、問題を解決し、裁判を行いながら進むディローク一行よりも、ヒュケレの隊商のほうが移動速度は速く、ヒュケレの耳には、ディローク一行にリラルーク王女が加わった事も、何日も前からとっくに入っていた。

　テティトスレイプは、姉の名を聞いてハッとしたように顔を上げる。

　ヒュケレは続けた。

「事情を知ったディロークは必ずリラルークに手を貸します。奴ど隷れいは蛮ばん夷い皇こうの管かん轄かつですから。自分の管かん轄かつ下にある者が、自分の定めた法を破る形で売うり払はらわれたんですから、これを放置していては蛮ばん夷い皇こうの面めん目ぼくは丸まる潰つぶれ。必ずここへ乗のり込こんでくる。この国がすでにこの私に支配されているとも知らずに。全てトングラール様の計画通りです」

　テティトスレイプが消え入りそうな小声で懇こん願がんした。

「どうか、姉を殺さないでください……」

　ヒュケレはその不安げな表情を見て、愉ゆ快かいそうに笑えみを浮うかべる。

「お姉さんのリラルーク王女があなたに負けぬ美び貌ぼうの持ち主なら、生かしておいてあげますよ。若くて美人の女奴ど隷れいってのは、姉し妹まい揃そろってるほうが高値が付くものですからね」

　下げ卑びた顔で舌なめずりをすると、側にいた幼い少年奴ど隷れいに向かって手を上げた。

「酒を」

　少年奴ど隷れいが葡ぶ萄どう酒しゆを入れたガラスの杯さかずきを盆ぼんに載のせ、ヒュケレの下へ運ぶ。

　ヒュケレは無造作にそれを手に取ろうとして手元が狂くるい、杯さかずきを倒たおした。

「おっと」

　こぼれた酒を見たヒュケレは、深々と溜ため息いきを漏もらす。

「おやおや、勿もつ体たいない。こちらの手に合わせてお盆ぼんを捧ささげる位置を動かせば、倒たおさずに済んだものを。何のためにその目と手は付いているのやら」

　酒をこぼした責任を奴ど隷れいになすりつけ、陰いん険けんな目で睨にらむ。

「まったく、お偉えらいさんの種から生まれた奴ど隷れいというのは、どいつもこいつも親に似て気が利ききませんねぇ。酒などいくらこぼしてもタダだと勘かん違ちがいしてるんですから。本当に、飯を食わせてやるのも無む駄だな連中だ」

　少年奴ど隷れいは真っ青になり、震ふるえてその場にへたり込こむ。

　ヒュケレはそれを見ると、ニタニタと笑った。

「おやおや、元気がないようですねぇ」

　そして壁かべ際ぎわに控ひかえていた屈くつ強きような私兵たちを呼ぶ。

「お前たち。ちょっとこのボウヤをあやしてあげなさい」

　私兵たち十人が集まって少年奴ど隷れいを囲んだ。

　少年奴ど隷れいは怯おびえた顔で私兵たちを見上げる。

　私兵たちが、少年奴ど隷れいを担かつぎ上あげた。そして、勢いを付けて高く放り投げる。ヒュケレの館は天てん井じようが高く、ざっと大人の身長の五倍はあった。その天てん井じようにぶつかるところまで、小さな少年の体は放り投げられ、そこから真っ逆さまに落ちてくる。私兵たちは、それを受け止めようとはしない。

　必死で受け身を取る少年。だが、石の床ゆかに突ついた腕うでは変なふうに曲がり、頭が床ゆかにぶつかって大きな音を立てた。

「ぎゃっ！」

　悲鳴を上げ、ぐったりしてなかなか起き上がれない少年奴ど隷れい。

　それを見ながら、ヒュケレは笑う。

「まだ元気が出なくてむずかっているようですよ。もう一度、やってあげなさい」

　私兵たちが少年奴ど隷れいを再び担かつぎ上あげ、高く放り投げる。

　少年は朦もう朧ろうとしながらも何とか手を突ついて受け身を取ろうとするが、さっき腕うでを捻ひねってしまったせいで、一度目よりも激しい勢いで床ゆかに激げき突とつした。

「もう一回やってあげましょう」

　ヒュケレは楽しげな顔で、まだまだ繰くり返かえすよう指示を出す。

　三度、四度と執しつ拗ように放り投げられる少年奴ど隷れい。

　やがてその四し肢しは全て折れてねじ曲がり、顔は傷だらけになって、最後に首の骨がおかしな曲がり方をして、とうとうぴくりとも動かなくなった。

　ヒュケレはそれを見ると、興味をなくしたように私兵たちに命じた。

「このゴミを片付けておきなさい。あと、新しい酒を」

　動かなくなった少年奴ど隷れいが運び出され、床ゆかの血を奴ど隷れいたちが拭ふいて清める。

　そこへ、身なりの良よい召めし使つかいが一人、小走りに近づいてきた。そしてヒュケレの耳元で囁ささやく。

　それを聞いたヒュケレはハッとしたように振ふり返かえった。

「なんと！　ディロークがすでにガロウスの王宮に入った？」

　そして、腕うでを組んで考かんがえ込こむ。

「……城門の番兵からの連れん絡らくはありませんでしたが、さては偽ぎ名めいの通行手形を使ってたんですかね。蛮ばん夷い皇こうならいかなる手形も自由に発行出来ますから。だとすると先さき程ほどの、こちらの言い値でテティトスレイプを買い請うけたいという話も、ディロークからのものだったかもしれないですねえ……」

　しばし考えると、顔を上げて召めし使つかいに尋たずねた。

「それで、総勢何名？」

「四名で御ご座ざいます。ディロークと、護衛らしき蛮ばん族ぞくの男、小こ姓しよう、そして蛮ばん族ぞくの女」

「それで全て？」

「はい」

　召めし使つかいがうなずくのを見ると、ヒュケレはニヤリと笑った。

「ほほう。では、途と中ちゆうで軍と合流したりせず、真まっ直すぐここへ来たようですね。不死身のルスタットを連れているからと油断しましたかねぇ」

　そして、召めし使つかいに命じた。

「どっちみちもう門を閉める時間だけど、全ての城門を完全に閉へい鎖さするよう厳しく伝達してちょうだい。こっちの命令があるまで、猫ねこの子一匹ぴき外に出さないように」

　召めし使つかいがお辞じ儀ぎをして立ち去ると、すぐに閉門時間を知らせる太たい鼓こが鳴なり響ひびいた。

　ヒュケレはそれを聞くとゆっくりと立ち上がった。

「それじゃあ、今夜も城内の巡じゆん回かいに出かけるとしますか」

　不安に怯おびえるテティトスレイプの鎖くさりを摑つかむと、ヒュケレはノソノソした足取りで部屋を後にした。




　日が沈しずみ、城門が閉じられると、城内をヒュケレの行列が練り歩く。これが今のガロウスの日常風景だ。

　先頭には槍やりを持った私兵が並んで隊列を組み、絢けん爛らん豪ごう華かな車が牽ひかれていく。その前後には、ライオン、虎とら、豹ひよう、サイ、羆ひぐま、猪いのしし、象など各地から集めた猛もう獣じゆう、巨きよ獣じゆうが、これ見よがしに従っている。

　人々は、行列を見るなり、慌あわてて道の左右に避さけて平ひれ伏ふした。その間を、威い圧あつするようにして進む行列。

　ディロークたちが王宮の楼ろう台だいからその様子を眺ながめていると、ガロウス国王が説明した。

「あれがヒュケレでございます。日が沈しずむ頃ころになるとああやって行列を作って城内を練り歩き、己おのれの威い光こうを示すのです」

「なるほど。完全にこの国の支配者気取りだな」

　二階建ての大きな車を引かせて、その上にふんぞり返るヒュケレの姿を見ながら、ディロークは冷れい笑しようした。

「……成り上がり者ほど、己おのれの威い光こうを示そうと必死になるものだ」

　ルスタットがウズウズした様子で剣けんの柄つかに手を掛かけた。

「どうする？　ああやって自ら外に出てきた今なら、生かしたまま捕とらえる事も出来ると思うが」

　ディロークはルスタットを押おしとどめる。

「いや、やめておこう。ヒュケレを捕とらえればどのみち争いとなる。町中で戦えば、関係ない民たみにまで被ひ害がいが及およぼう。属州民、属国民といえども、全てはアルキランの財産だ。無む駄だに損そこなうわけにはいかぬ」

「確かに」

　ルスタットもうなずいて柄つかから手を放した。

　ランムスがディロークの顔を見上げる。

「軍を連れてきても、戦いになれば民たみに被ひ害がいは出るかと思いますが……」

「その時は事前に避ひ難なんさせる。心配要いらぬ」

　ディロークがそう答えると、隣となりで聞いていたガロウス国王がホッとしたように胸を撫なで下おろした。

　その時、リラルーク王女がハッと目を見開いた。ヒュケレの椅い子すの隣となりにかしずく女奴ど隷れいを食い入るように見つめる。

　肌はだが透すけて見えるような裸はだか同然の薄うすい衣ころも、黄金と宝石で飾かざられた貞てい操そう帯、同じく宝石で飾かざられた首輪と鎖くさり。

　リラルーク王女の視線を追ったディロークが呟つぶやいた。

「テティトスレイプ王女だな……」

「あれがそうか。裸はだか同然で、まるで晒さらし者ものではないか。しかも獣けもののように首に鎖くさりまで付けられているとは」

　ルスタットが驚おどろく。

　ランムスも眉まゆを顰ひそめた。

「奴ど隷れいだからって、何も大勢の前で晒さらし者ものにする事ないのに……。ヒュケレの下もとでどのような扱あつかいを受けているのか、想像が付きますね」

　リラルーク王女は一言も発さず、ただ唇くちびるを嚙かみしめてギュッと拳こぶしを握にぎったまま、いつまでも行列を目で追い続けた。










　第二十七章　リラルーク王女とランムス




　ガロウスの町全体が寝ね静しずまった夜よ更ふけ頃ころ。

　リラルーク王女は王宮に用意された部屋の寝ね床どこから密ひそかに起き出すと、投げ矢の先を毒に浸ひたし、腰こしの小物入れに詰つめられるだけ詰つめ込こんだ。そして気付かれないよう、そっと王宮の外に出る。

　外は月夜。夜空には満月が煌こう々こうと輝かがやいている。火がなくても充じゆう分ぶんに動き回れる明るさだ。

　リラルーク王女は気持ちを固めるように一つ息を吐はくと、町の中央に聳そびえるヒュケレの館の屋根を眺ながめた。

　ディロークは軍を引き連れて半月後にここへ戻もどると言っていたが、リラルーク王女はそれを待ちきれなかった。ここまで旅をしてきたのは妹テティトスレイプを助け出すため。やっと妹のいる国に辿たどり着ついたのに、何もせずにまた半月も離はなれるなどできない。すぐそこに妹が捕とらわれていると知りながら、離はなれられるわけがない。

　かといって、ディロークを殺して妹を解放してもらう事も、今のリラルーク王女には出来なかった。国を滅ほろぼし、自分と妹を奴ど隷れいの身に落とした張本人。それでも、その張本人と一いつ緒しよに旅をする中で、普ふ通つうのアルキラン人とは違ちがうディロークの人格に触ふれたリラルーク王女は、彼かれをただの敵として殺すような真似まねはもう出来なくなっていた。それに加え、ディロークを殺してルスタットと敵対する事も、ランムスに恨うらまれる事も、今のリラルーク王女にはとても耐たえきれない事だった。そもそも、ディロークを殺せば本当にトングラールが妹を買い受ける金をくれるのかどうか、その確信も持てなくなっていた。

　軍の到とう着ちやくは待てない。ディロークは殺せない。だったら残る選せん択たく肢しは、今すぐ乗のり込こんで妹を救い出すしかなかった。

　だが、それは危険な行こう為い。軍を連れて戻もどるのを待てないのは、自分の勝手な都合だ。ディロークやルスタットを巻まき込こむ事は出来ない。

　そもそも、ディロークがテティトスレイプを救おうとしているのは、あくまでも法の執しつ行こう者として。身内だから助け出したいリラルーク王女とは、動機が違ちがう。立場も違ちがう。一刻も早く助け出したいというリラルーク王女の気持ちは理解しても、賛同する理由はない。

　だからリラルーク王女は、一人で乗のり込こむと決めた。

　リラルーク王女は深く息をして、覚悟を決めると、一歩踏ふみ出だした。

　その目の前に、人ひと影かげが立たち塞ふさがった。

「どこへ行くんです？」

　顔を上げると、ランムスが立っていた。

「寝ねていたんじゃないの？」

　リラルーク王女が驚おどろくと、ランムスは見み透すかしたように笑った。

「ここはあなたの妹が捕とらわれている町ですからね。じっとしてはいられないでしょう。必ず一人で無む謀ぼうな行動に出るだろうって思ってました。あなたの事ですから」

「だったらどこへ行くかなんて聞かなくたって分かるでしょう？」

　突つき放はなすように言うリラルーク王女。

　ランムスは真面目な顔になる。

「それで、一人で乗のり込こんでどうするんです？　妹さんを請うけ出だすお金だってないくせに」

「忍しのび込こんでこっそり連れ出すのに金なんか必要ないわ」

「忍しのび込こんで探すつもりなんですか？　何百人もの私兵がいる、広い屋や敷しきの中を？　妹さんを見つける前に、あなたが見つかっちゃいますよ。それにもし連れ出せたって、すぐ捕つかまります。殺されたって知りませんよ」

「そうなったらその時よ」

　リラルーク王女は、半ば捨て鉢ばち気味に言った。

　ランムスが何とか思い留まらせようとする。

「少し待てばディローク様が解決してくれます。ヒュケレに反はん抗こうされない軍勢を連れてくれば、ヒュケレは違い法ほうな奴ど隷れい売買で捕とらえられ、あなたの妹は解放される。半月もあれば戻もどってこれるとディローク様は仰おつしやってます。何故なぜ待てないんです？」

　だがその説得は、リラルーク王女の焦あせりに火を注いだだけだった。

「妹がすぐそこで苦しんでいると知っていて、のんびり待ってられるわけないでしょう！　そもそも、軍を連れて戻もどってくるなんて噓うそかも知れないわ！」

　その言葉にランムスも大声を出す。

「戻もどってきますよ！　何のためにそんな噓うそ吐つくってんです！　ディローク様を信用しないんですか？」

「自分の国を滅ほろぼした人間を信用するほど馬ば鹿かじゃないわ！　そもそも、私は最初から誰だれかに妹の救出をお願いする気なんてなかった！　妹は一人で助け出すつもりだった！　あなたたちとここまで一いつ緒しよに来たのは、旅をするのに都合が良かったから！　それだけだって何度も言ったはずよ！」

　ランムスは負けじと言い返す。

「旅の安全のために僕ぼくらを利用するのが平気なんだったら、妹さんを助けるのにも利用すればいいじゃないですか！　ルスタット様だってディローク様だって、あなたの妹を助けるつもりでいるんですから！　何故なぜそんなに焦あせる必要があるんです！」

「あなたはヒュケレの女奴ど隷れいがどんな扱あつかいを受けてるか知らないからそんな事が言えるのよ！　あの男は、大臣や役人の接待に自分の女奴ど隷れいをあてがって、あの屋や敷しきは娼しよう館かん同然だって有名なのよ！　その上、女奴ど隷れいが孕はらんだら、子供に父親と同じ名前を付けて、虐いじめ殺すのを楽しみにしてるっていうわ！　大臣や役人たち本人には頭が上がらないから、代わりにその子供を女奴ど隷れいに生ませて虐いじめる事で、復ふく讐しゆう心を満たしてるのよ！　私の妹は、そういう人間に捕とらわれてるの！　連れ出すのが一晩遅おくれれば、それだけあの子の苦しみが増す！」

　リラルーク王女の顔に必死の形相が浮うかんだ。爪つめが食くい込こんで血が滲にじむほどに、固く拳こぶしを握にぎりしめた。リラルーク王女はヒュケレがどういう人間かを知っていた。妹を救うため、ヒュケレについての情報はたくさん集めていた。だからこそ、ここまで来てのんびりなどしていられなかった。

　しかしランムスも譲ゆずらない。譲ゆずれない。

「だからって一人で勝手な事をして事態をこじらせたら、かえって妹さんが解放されるまでの時間が長引くかもしれないじゃないですか！　あなたにだって危険が及およぶかもしれない！」

「私の危険なんてどうだっていい！」

　リラルーク王女は叫さけんだ。

「良くないですよ！」

　ランムスも叫さけび返した。

　リラルーク王女は、キッとランムスを睨にらんだ。

「あなたには分からないわ！　自分の生まれ育った国が滅ほろぼされ、大事な家族が殺され、たった一人生き残った妹まで奴ど隷れいになって売り飛ばされる気持ちなんて！」

　その目に、これまでの旅では一度も見せた事のなかったリラルーク王女の心の奥おく底そこの悲しみと絶望が、ありありと浮うかび上あがった。

　その気き迫はくに吞のまれそうになるランムス。

　だがランムスはグッと気を張ると、真正面からリラルーク王女を睨にらみ返した。

「ええ、分かりませんよ！　僕ぼくはアルキラン人ですからね！　戦争に負けた国の人間の気持ちも、奴ど隷れいにされる気持ちも、そんなの知った事じゃありません！」

　リラルーク王女はカッとなって叫さけんだ。

「だったら余計なお世話はやめて、私の事なんかほっときなさいよ！」

「僕ぼくだって、あなたの事なんか、ほっとけるならほっときたいですよ！　だけど、ここまで一いつ緒しよに旅をしてきて、今いま更さらほっとけるわけがないじゃないですか！　ルスタット様もディローク様も、あなたを守り、あなたの妹を救おうとしてるんです！　あなたと妹、二人とも救えなきゃ、意味がないんです！　あなたの気持ちは僕ぼくには分からないけど、あなたが自ら危険な真似まねをするのは見過ごせない！　だから全力で止めます！　あなたの気持ちなんて知ったこっちゃありません！」

「……っ！」

　ランムスの気き迫はくに、今度はリラルーク王女がグッと言葉を吞のみ込こんだ。自分の心が揺ゆさぶられるのが分かった。これ以上言い合いを続ければ、決意が揺ゆらぐ。

　そう悟さとったリラルーク王女は、毒矢を取り出した。

「……どうしても邪じや魔まするなら、力ちから尽ずくでも通らせてもらうわよ」

　臆おく病びようなランムスなら、攻こう撃げきする意志を見せればきっと道を空けるはず。そう考えて、脅おどしに出るリラルーク王女。

　だがランムスは一歩も退かない。

「何と言われようと行かせません。僕ぼくはルスタット様の従者で騎き士し見習いだ。脅おどされて屈くつするのは美しくない振ふる舞まいですから」

　真まっ直すぐリラルーク王女を見み据すえて、そう言い切った。

　その目を見たリラルーク王女はハッとしたように思い出す。そうだ。ランムスは臆おく病びような癖くせに、ここぞと言うところでは絶対に退かないのだ。ノルヴォーグの町で総そう督とくロウンバウグに内臓を売られそうになった時も、縛しばられたまま助けに飛とび込こんできた。砂さ漠ばくで盗とう賊ぞくに殺されそうになった時も、自分の身を盾たてにして立ちはだかった。今もあの時と同じ。リラルーク王女を死なせないために、自分の命を張る覚かく悟ごは出来ているのだ。

　……いつも憎にくまれ口ぐちばっかり叩たたいている癖くせに、何で……。

　投げ矢を握にぎるリラルーク王女の手が、震ふるえた。

　すぐそこに大切な妹が捕とらわれていると知りながら、この街を離はなれるなんて、出来るわけがない。でも、目の前のランムスを傷つけてまで押おし通る事も、出来るわけがなかった。

　その時、ルスタットの声がした。

「よし。ならば私もリラルーク王女と共に行こう」

　ハッとして振ふり向むく二人。

　見ると、ルスタットが外出の支度したくを調ととのえて立っていた。

「ルスタット様！」

　ランムスが驚おどろいて声を上げる。

　ルスタットは微笑ほほえんだ。

「妹がすぐそこに囚とらわれていると知りながら、じっとしていろというのは確かに無理な相談だ。だから私も一いつ緒しよに行く。そうすれば、リラルーク王女を危険に晒さらす事はあるまい」

「ですが、ヒュケレやその私兵を殺しちゃマズいんですよ。ヒュケレは罪人ですが、死には値あたいしない。それなのに、屋や敷しきに乗のり込こんで殺したりしたら、ディローク様はルスタット様を裁かなきゃならなくなります」

　思い留まらせようとするランムス。

　そこへ今度はディロークの声がした。

「だったら私も一いつ緒しよに行くか」

「ディローク様!?」

　ランムスはもう一度驚おどろく。

　ディロークは、夕方ヒュケレを呼び出しにやった使いが持ち帰った返事の手紙を手に取って見せた。

「ヒュケレが違い法ほうな取引をした証しよう拠こは明白だ。ならば、蛮ばん夷い皇こうたる私には、屋や敷しきに乗のり込こんで強制的に捜そう査さをする権限があるからな」

　今度はリラルーク王女が反対した。

「駄だ目めよ！　ヒュケレが大人しく従わなかったらどうするつもりなの！　奴やつの私兵は五百人もいるのよ！　殺されるわ！」

　ディロークはそれを聞くと笑った。

「そう。最初はそれを考こう慮りよして、強制的に乗のり込こむのは避さけようと思っていたのだがな。しかし、よくよく考えてみれば、そのほうがむしろ都合が良よい。殺されそうになって返かえり討うちにする事は法で認められているし、三皇を殺そうとした者は死罪だとも法に定められている。つまり、殺しに来てくれれば、その場で切り捨てても問題ないのだ。それならルスタット殿どのとしてもやりやすかろう」

「うむ。任せてくれ」

　ルスタットも、闘とう志しを漲みなぎらせて笑った。

　リラルーク王女は尚なおもやめさせようとする。

「だとしても、危険な事に変わりないでしょう？　これまでに戦った盗とう賊ぞくたちとは違ちがうわ！」

　ディロークはその言葉には取り合わず、独り言のように言った。

「あれから考えたのだがな。ヒュケレも、テティトスレイプ王女を買い受けたのが不正な取引である事は知っている。私がここへ立ち寄った事も、すぐ耳に入るだろう。半月もここを離はなれていれば、逃とう亡ぼうするかもしれぬ。それを考えると、一いつ旦たん離はなれて軍を連れてくると言う案は下策であったかもしれぬ。その点、今から動けば不意を突つけるだろう。色々考え合わせてみると、皆みなで今から乗のり込こむのが最善かも知れぬ」

「よし。決まりだな」

　ルスタットがうなずく。

「こうなったら止めても聞かないし、仕方ありませんね……」

　ランムスはやれやれと呆あきれ顔で溜ため息いきを吐ついた。

　リラルーク王女はしばし呆あつ気けに取とられていたが、やがてポツリと呟つぶやいた。

「どうして……」

　ルスタット、ディローク、ランムスの三人は、リラルーク王女の顔を見る。

「……どうしてあなたたち、私のためにそんな……。私なんか、王女だったのは過去の話で、今はただの元奴ど隷れいの貧びん乏ぼう人にんなのに。手を貸したところで何の得もないのに。それどころかあなたたちを殺そうとした人間なのに……！」

　声を震ふるわせうつむくリラルーク王女。

　ランムスが呆あきれた声でもう一度溜ため息いきを吐ついた。

「これまで散々親切にしてもらっておいて、今いま更さら何言ってんですか」

　ルスタットも当たり前のように平然と笑う。

「そなた一人で行けば必ず捕つかまる。それを分かっていて見殺しにするのは美しいとは言えまい」

　ディロークはわざと素っ気なく言った。

「私は、私の施し行こうした法の遵じゆん守しゆを徹てつ底ていさせたいだけだ。その結果救われるのが、今回たまたまそなたの妹だというだけに過ぎん。特とく別べつ扱あつかいしているわけではないのだから、恩に着る必要などない」

「ディローク様を暗殺しようとしたのに生かしてもらってるのはどう見ても特とく別べつ扱あつかいですから、ちょっとくらい感謝してもらってもいいはずですけどね」

　ランムスが混ぜっ返すと、ディロークは苦く笑しようした。

「トングラールが黒幕だという証人を死なすわけには行かぬからな。それにノルヴォーグの町では危あやういところを救われた。それで恩おん赦しやという事にしておこう」

　そして三人は歩き始めた。

　リラルーク王女はまだ言葉をなくして立たち尽つくしている。

　ルスタットが振ふり返かえった。

「どうした？　行かぬのか？」

　微笑ほほえみながら尋たずねると、リラルーク王女は顔を上げた。やがて、意を決したように力強く腕うでで涙なみだを振ふり払はらい、鼻息も荒あらく奮然と三人を追う。

「行くわよ！　行くに決まってるでしょう！」

　隣となりに並んだリラルーク王女にランムスが声を掛かけた。

「泣くのは妹さんを助け出してからですよ」

「なっ、泣いてなんかないわよ！　目にゴミが入っただけ！」

　強がるリラルーク王女。

　それを見たルスタットが笑った。

「泣いているより、そうやって元気にしているほうが、そなたらしい」

　それを聞いたリラルーク王女は、赤くなって黙だまり込こんだ。

　そして四人は、寝ね静しずまった夜の町を横切り、ヒュケレの屋や敷しきの門前に向かった。










　第二十八章　ヒュケレの罠わな




　夜よ更ふけに王宮を抜ぬけ出だしたルスタット、ディローク、ランムス、リラルーク王女の四人は、ヒュケレの館のすぐ手前に着いた。

　要よう塞さいのような高い壁かべに囲まれたヒュケレの屋や敷しきを間近で見上げたランムスが、呆あきれ顔で呟つぶやく。

「おっきいなぁ。最初見た時には、こっちが王宮だと思ってましたよ……」

　ディロークがせせら笑った。

「自分のほうが王より上だと、あらゆる方法で示したいのであろう」

　ルスタットが門前に立っている門番二人を見てディロークに尋たずねた。

「どうやって中に入る？　忍しのび込こむか、門番を叩たたき伏ふせるか」

「まずは正面から行こう。蛮ばん夷い皇こうが、法令違い反はんの証しよう拠こを元に調査に来たのだ。それを拒こばめば、強制的に踏ふみ込こむ理由になる」

　ディロークはそう言って、スタスタと門番の元へ向かう。それに付き従うルスタットたち。

　二人の門番は、ディロークたちの姿に気付いて槍やりを向けた。

「止まれ！　何者だ！」

「私は蛮ばん夷い皇こうディローク。この屋や敷しきの主ヒュケレが違い法ほうな奴ど隷れい売買をした証しよう拠こを摑つかみ、調べに来た。中に入れてもらおう」

　ディロークは毅き然ぜんとした態度でそう告げると、自分で書いて印章を捺おした令状を見せる。

　若い門番が、怪け訝そうに眉まゆを顰ひそめた。

「ディローク……？　蛮ばん夷い皇こう……？」

　一方、髭ひげを生やした年長の門番は慌あわてたように声を上げる。

「おい！　お前はここで待て！　ヒュケレ様に伝えてくる！」

「え？　あ、はい！」

　年長の門番が慌あわてて中へ走っていき、若い門番はキョトンとした顔でそれを見送った。

　ディロークは残った門番に向かって、鷹おう揚ように笑う。

「その槍やりを下げてもらえないかね」

「ヒュケレ様の命令がない限り、通すわけにはいかん！」

　門番はそう突つっぱねた。

　ディロークは驚おどろいたように門番の顔を見る。

「三皇に槍やりを向ければ、死罪になっても文句は言えんのだぞ？　知らぬわけではあるまい」

　門番は笑って言い返した。

「そっちこそ知らんのか！　ヒュケレ様は都のトングラール様ともご懇こん意いだ！　ヒュケレ様の命令に従っている限り、何をしようと罪にはならん！」

「やれやれ。三皇が何かも知らぬ田舎いなか者ものなのか、それとも増長しきっているのか……」

　ディロークは呆あきれ顔で肩かたを竦すくめる。

　そこへ、先さき程ほど走って行った門番が大急ぎで戻もどってきた。

「中へお通しするようにとヒュケレ様のご命令です！」

　大声で叫さけぶ。

　それを聞いて門番は槍やりを収め、脇わきへ下がった。

「失礼しました。どうぞ中へ」

　素す直なおに中へ招き入れた事に、ディロークは意外そうな顔で笑った。

「ほう？　ヒュケレ自身が、中へ通せとな？」

　ルスタットがディロークを見てうなずく。

「罠わなだな」

「そなたもそう思うか」

　ディロークは微び笑しようし、戻もどってきた方の門番に命じた。

「では、案内せよ」

　門番に先導されて門を潜くぐると、広い前庭に出る。ルスタットが暗い庭に素す早ばやく目を走らせ、城じよう壁へきの上に弓を持った者がいないか、植うえ込こみの陰かげに刺し客かくが隠かくれていないかなどを確かく認にんした。

「伏ふく兵へいなどはいないようだ」

　ディロークはそれを聞いて、庭の中に進み出た。

　前方には石造りの建物があり、高い塔とうが併へい設せつされているのが月明かりに見える。更さらにその奥おくにはもう一つ城じよう壁へきで区切られた建物があった。手前が娼しよう館かん紛まがいの接待用の館、奥おくにあるのが私的な生活のための屋や敷しきである。

　門番は手前の建物へと一行を案内し、奥おくまった部屋の前へ連れて行った。

「こちらでヒュケレ様がお会いになるそうです」

　そう言って、石で出来た見るからに重い扉とびらを開ける。

「随ずい分ぶんと重そうな扉とびらだな」

　ディロークが言うと、門番はうなずいた。

「ヒュケレ様は用心深いお方ですので」

　四人が中へ入ると、外から戸が閉められる。

　ルスタットが部屋の中を素す早ばやく見回した。

　扉とびらの中は、石が剝むき出だしの、牢ろう獄ごくのような狭せまい部屋。人の背二つ分ほどの高さに鉄の格こう子しが嵌はめてあり、更さらにその遙はるか上には、大きめのアーチ窓が四方に切ってある。どう見ても、応接や謁えつ見けんのための部屋ではない。

　四方の窓の一つに、テティトスレイプ王女を伴ともなったヒュケレが姿を現した。

「これはこれは、蛮ばん夷い皇こうディローク様。このようなむさ苦しいところへわざわざ足をお運び頂いて恐きよう縮しゆくですな」

　テティトスレイプの首に付けた鎖くさりを摑つかみ、ニヤニヤと笑ってディロークを見下ろすヒュケレ。

「テティ！」

　リラルーク王女が叫さけび、反射的に投げ矢を構えた。

　ヒュケレはそれに気付いて余よ裕ゆうたっぷりに注意する。

「おやめなさい。大事な妹に当たったらどうするんです」

「くっ」

　歯は軋ぎしりして思い留まるリラルーク王女。

　ディロークはヒュケレを見上げると、淡たん々たんとした調子で確かめた。

「妹、と言ったか。その娘むすめがリラルーク王女の妹、テティトスレイプ王女だと認めるのだな」

　ヒュケレは勝かち誇ほこった様子でうなずく。

「ええ。この娘むすめこそは正しよう真しん正しよう銘めい、人にん間げん離ばなれした美しさで名高い、かのローフェイの第二王女テティトスレイプその人ですとも」

　首に繫つながれた鎖くさりが、じゃらりと音を鳴らした。

「彼かの女じよの身み柄がらが転売禁止である事を知っていて買い求めたのか？」

　あくまで静かに確かく認にんするディローク。

　ヒュケレは嘲あざけるような調子で言った。

「最初は知りませんでしたなぁ。転売禁止と知って、何とか売ってもらうために関係各所を回っていくらばらまいた事か。トングラール様には口くち利ききをしていただいて、随ずい分ぶんと助けて頂いたものです」

「やはりトングラールの口くち利ききか。しかし随ずい分ぶんと不用心に喋しやべるものだな。自分にもトングラールにも不利になるとは思わぬのか」

　ディロークがそう尋たずねると、ヒュケレはニヤリと笑った。

「いやぁ、自分で言うのもなんですが、私はこれでも用心深いほうでしてね。臆おく病びようと言ってもいい。ですから、博打ばくちとか冒ぼう険けんとかって事は絶対にしない主義なんです。つまり私がここまで喋しやべったって事は、これをあなたに聞かれても絶対大だい丈じよう夫ぶっていう確信があるからなんですよ」

「ほう？　確信とな？」

「そうです。確信です」

「たとえばこの狭せまい部屋に閉じこめて、四方に空いたその窓から一いつ斉せいに矢を射い掛かけるつもりだとか？」

　ディロークがそう尋たずねると、ヒュケレは大おお袈げ裟さに手を振ふった。

「いいえ。そんな事は致いたしません。何と言ってもそちらには不死身のルスタット殿どのがついてますからな。槍やりも剣けんも通じぬ相手に矢が通じるとは考えていませんよ。ディローク様を殺せてもルスタット殿どのが生き残っていては、復ふく讐しゆうされる恐おそれがあります。それに、外れた矢を拾われて投げ返されたりしたら、下手をしたら私が死んでしまうかもしれません。実の姉し妹まいであるリラルーク王女と違ちがって、ルスタット殿どのは、間ま違ちがって矢がテティトスレイプに当たる事など気にしないかも知れませんからね」

　ディロークはうなずいた。

「なるほど。良よい用心だ。ならばどうするつもりだ」

　ヒュケレは、よくぞ聞いてくれたというように、喜色満面でいやらしく唇くちびるを歪ゆがめた。

「それです。私もね、随ずい分ぶんと悩なやんだんですよ。ディローク様一人なら葬ほうむるのは訳ないが、ルスタット殿どのも一いつ緒しよに殺すとなると一ひと筋すじ縄なわではいかない。何たって武器が通じないんですから。でね、閃ひらめいたんです。武器を使わない殺し方なら、さすがのルスタット殿どのでも死ぬんじゃないかって。例えばそう……」

　そう言うと、ヒュケレは人差し指を立てた。そして、その指を下に振ふる。

「……水責めです」

　それとほぼ同時。

　ヒュケレが立っている以外の三つの窓から、一いつ斉せいに水が流ながれ込こんできた。

　ランムスが驚おどろいて立たち竦すくむ。リラルーク王女も顔を引きつらせてその場に固まった。

　その慌あわてた様子を満足げに見下ろすヒュケレ。

「結構大変だったんですよ。この屋や敷しきの中まで水を引き、この窓の高さまで汲くみ上げるための踏ふみ車を三つも作って、更さらには水に浮うかんで上から抜ぬけられると困るから、そこを塞ふさぐ鉄の柵さくまで作らせて。でもまあ、基本的には王宮の中のせせらぎと同じような仕し掛かけですから、思ったより短期間で完成しましたけどね。どうです。頑がん張ばったお陰かげで良よいものが出来たでしょう？」

　そう言う間にも水はどんどん流ながれ込こんでくる。

　ランムスが慌あわてて扉とびらを開けようとするが、いくら押おしても引いても微み塵じんも動かない。

「外から鍵かぎがかかってます！」

　そう叫さけんで、必死に扉とびらを叩たたくランムス。分厚い扉とびらはびくともしない。もちろん、外から開けてくれるはずもない。

　ディロークは足元を水に浸ひたしながら、感心したようにうなずいた。

「なるほど。よく考え、よく準備している。なかなか有能な男のようだ」

「蛮ばん夷い皇こう様からお褒ほめの言葉を戴いただくとは、光栄で御ご座ざいます」

　ヒュケレは嫌いやみったらしく笑う。

　ディロークは続けて言った。

「だが、それだけに残念だ。ガロウス王国と都を結ぶ専属の商人としての地位に満足していれば、さぞ世の中の役に立ったであろうに」

　ヒュケレはその言葉を嘲あざ笑わらう。

「私は別に世の中の役に立ちたいとは思いません。世の中をいかに私の役に立たせるか、それだけが関心事ですので」

　ディロークはやれやれと溜ため息いきを吐つくと、改めてヒュケレを見上げた。

「……ところで、最後に一つ確かく認にんしておこう。トングラールはこれらの事に、どこまで関わっている？」

「そりゃもう、全てです。テティトスレイプ買い請うけの口くち利ききをする条件が、あなたを葬ほうむる計画に加わる事でしたから。私としちゃ、蛮ばん夷い皇こうを殺すなんて大それた計画に加わるのは正直恐おそろしかったんですが、しかしよくよく話を聞いてみたら、ディローク様はアルキランを、金だけでは動かせない世の中にしようとしてるというじゃありませんか。そりゃあ困ります。金さえあれば何でも出来る、何をしたって許される、そんな世の中だから私は商人をやってるんです。いくら金を積んでも罪が揉もみ消けせないような世の中にされちゃ、私なんて一日たりとも生きていけませんからね。あなたを殺す事は自分の身を守る事だと、要するにそういうわけですよ。さっきも言った通り私は臆おく病びよう者ものですから、あなたに生きてられると怖こわくて仕方ないんでね」

　ヒュケレは嬉うれしそうにベラベラと喋しやべると、ディロークに向かって笑え顔がおで手を振ふった。

「何、あなたさえいなければ、あなたを殺した事も金でどうとでも揉もみ消けせます。トングラール様からは御ご褒ほう美びもいただけるでしょうしね。トングラール様が仰おつしやるには、あなたを瀆とく神しん者しやとして糾きゆう弾だんすべく神しん託たくを得ようって計画も着々と進行中だそうですから、そうなりゃ私は瀆とく神しん者しやを討うち取とった英えい雄ゆうだ。というわけですから、どうか私の事は御心配なさらず」

　そして、思い出したようにリラルーク王女に話しかける。

「あ、そうそう。そちらのリラルーク王女。あなた、妹に劣おとらず美人ですなぁ。どうです？　よろしければウチの奴ど隷れいになりませんか？　そちらにその気があるなら、この筒つつをお貸しします。これで息を吸えば、水で満たされても何とか生きられます。他のお三方が溺おぼれ死んだ後で水を抜ぬけば、あなただけは助けられますよ」

　そう言って葦あしで出来た筒つつを見せるヒュケレ。

　リラルーク王女はヒュケレをキッと睨にらんだ。

「お断りよ！　アンタなんかの奴ど隷れいになるくらいなら死んだ方がマシだわ！」

　それを聞いたテティトスレイプが思わず叫さけんだ。

「お姉様！」

　リラルーク王女はテティトスレイプを見上げると、強気に笑って見せた。

「もう少しだけ待っていなさい、テティ！　あなたは必ず私たちが助けてみせる！」

　それを聞いたヒュケレは噴ふき出だした。

「これは面おも白しろい事を仰おつしやる！　閉じこめられて逃にげる事も出来ず、どんどん水みず嵩かさが増してくるこの状じよう況きようで、一体どうやって妹を助け出すというのです？」

　ディロークがヒュケレを見上げて冷たく笑った。

「知りたいか？」

　ヒュケレは勝かち誇ほこった顔でディロークを見下ろす。

「後学のため、是ぜ非ひとも知りたいですねえ。アルキラン最高の智ち者しやと言われた蛮ばん夷い皇こうディローク様が、この状じよう況きようから一体どうやって逆転するのか。というのはね、正直ちょっとがっかりしてたんです。あなたが余りにも簡単に私の罠わなに嵌はまった事に。だってそうでしょう？　賢かしこくて用心深いあなたを殺すために、こっちは足りない頭を絞しぼって一いつ生しよう懸けん命めい作戦を練ったんです。なのにこんな簡単に決着が着いたら、そりゃ拍ひよう子し抜ぬけじゃないですか。ここは何としても、こちらがあっと驚おどろくような抵てい抗こうを見せてもらわないと。尤もつとも、抵てい抗こうしたところでどのみち無む駄だは無む駄だなんですが」

「生憎あいにく、後学のためにはならん。何故なぜならお前は、今宵こよいここで死ぬのだからな」

　ディロークはそう言って、ルスタットを見た。

　ルスタットはディロークに確かく認にんする。

「もう良よいのか？」

「うむ。聞くべき事は全て聞いたし、奴やつは明白な殺意でもって我らを殺そうとした。もう生いけ捕どりに出来なかったとしても問題ない」

　うなずくディローク。

　ルスタットは笑え顔がおになると、力の帯を締しめた。

「では遠えん慮りよなく暴れさせてもらおう」

　そう言って、背中に担かついだモルフェスの剣けんを抜ぬく。そして頭上のヒュケレに向かって大だい音おん声じようで名乗りを上げた。

「我こそは、ディアスフェルドはイアンマッドのニルナス王が第一王子、ルスタット！　大人しく降こう伏ふくし、刑けいに服すならば手出しはせぬが、敢あえて逆らうというなら命の保証はせん！」

　そして、命じる。

「ランムス！　訳せ！」

　ランムスが、待ってましたとばかりに声を張り上げた。

「この方はディアスフェルドから来たルスタット様！　素す直なおに降参して罰ばつを受けるなら何もしないが、このまま敵対行動を続けるなら命の保証は出来かねると仰おつしやっています！」

　ヒュケレはそれを聞くと可笑おかしそうに笑った。

「命の保証？　そりゃあ、あなたにしてもらうまでもありませんよ。だってホラ、あなたの剣けんは随ずい分ぶんと大きいですが、残念ながら私には届かない。それはもう、覆くつがえしようのない事実です。そうでしょう？」

「事実とは、言葉で決めるものではない。事実それ自体で決まるのだ」

　ルスタットはそう言うなり、扉とびらに斬きりつけた。

　巨きよ大だいな剣けんはまるで紙で作った張りぼてでも斬きるかのように、分厚い扉とびらを軽々と斬きり裂さく。膝ひざまで溜たまっていた水が、勢いよく外へ流れ出した。

「な……!?」

　その様子を見たヒュケレは、あんぐり口を開けて固まる。

　ルスタットは更さらに剣けんを振ふった。周囲を囲む石いし壁かべが斬きられて崩くずれ、積み上がる。ルスタットはヒラリとそのその上に飛び乗ると、今度は鉄の柵さくを軽々と斬きり裂さいた。

　ルスタットは再びヒュケレを睨にらみ、剣けんを突つきつけた。

「もう一度だけ言おう！　素す直なおに降参するなら、この場で斬きり捨すてる事はせぬ！　だが抵てい抗こうするなら命の保証は致いたしかねる！　ランムス、訳せ！」

　ランムスが下から叫さけぶ。

「素す直なおに降参すればこの場で斬きり殺ころす事だけはしないと仰おつしやっています！　逆らえば死んでも知らないと！」

　ヒュケレは青ざめながら後ずさり、大声で手下を呼んだ。

「者ども！　出会え、出会え！」

　そして小刀を取り出すと、テティトスレイプの首に当てる。

「ちっ、近寄ればこの人の命はありませんよ！」

　そう言ってルスタットを脅おどすヒュケレ。

　だがその瞬しゆん間かんにはもうルスタットはヒュケレに向かって飛とび掛かかっていた。軽く振ふり下ろした剣けんの切っ先が、ヒュケレの手首から先を斬きり落とす。その余りの切れ味に、ヒュケレは自分の手首が斬きられた事にさえ気付かない。

　そこへ、鎧よろいに身を固めた男たちが手に手に弓を持って現れた。一いつ斉せいにルスタット目め掛がけて矢を放つ。

「ヒュケレの私兵どもか」

　ルスタットは大きな剣けんを盾たてにして矢を受けると、その矢を拾って私兵たちに投げ返した。力の帯を締しめたルスタットの怪かい力りきで投げられた矢は、凄すさまじい唸うなりを上げて飛んでいく。そして、鎧よろいを着き込こんだ私兵たちをいとも簡単に貫つらぬき通とおした。それを見て我ながら驚おどろくルスタット。

「この威い力りよくならば、ティーンゼイ王の弓とも張り合えそうだ」

　だがルスタットが私兵の矢に反はん撃げきしている隙すきに、ヒュケレはテティトスレイプを連れて奥おくへと逃にげた。

　それに気付いて追いかけようとするルスタット。その前に、新たな私兵たちが群がって行く手を塞ふさぐ。

「邪じや魔まだ！」

　ルスタットは一いつ喝かつすると、一いつ斉せいに突つき出だされる槍やりを大たい剣けんで横薙なぎに一いつ閃せん。私兵たちの槍やりは、一いつ瞬しゆんで全て穂ほ先さきが落ちた。次の瞬しゆん間かん、返す刃やいばで私兵たちを鎧よろいごとぶった斬きる。一ひと太刀たちで五人が真っ二つになった。その余りの凄すさまじさに残りの私兵たちは腰こしを抜ぬかして逃にげ出だし、踏ふみ車を踏ふんで水を汲くみ上あげていた奴ど隷れいたちも散り散りに走り去る。

　ルスタットはヒュケレの姿が視界から消えたのを見ると、一いつ旦たん追うのをやめた。踏ふみ車に連結された縄なわを引きちぎり、部屋の中に取り残されたままの三人を引き上げる。

　最初に上がってきたディロークが尋たずねた。

「ヒュケレはどうした？」

　ルスタットは壁かべから燭しよく台だいを取り、床ゆかを照らす。

「テティトスレイプを連れて奥おくに逃にげた。血の跡あとを辿たどっていけばすぐに見つかる」

　床ゆかには、点々と続く血の跡あとが続いていた。

　続いて上がってきたリラルーク王女が、それを聞くなり走り出した。

「こっちね！」

「あっ！　ちょっと！　一人だけで追っちゃ危険です！」

　最後に上がってきたランムスが慌あわてて後を追う。

　ルスタットとディロークもそれに続き、血の跡あとを辿たどって奥おくへと走った。










　第二十九章　神の如ごとき力




　ルスタットたちがヒュケレの後を追って奥おくへ進むと、やがて行き止まりになり、壁かべに大きな扉とびらが付いていた。

　血の跡あとは扉とびらへと続いている。

「この奥おくか」

　ルスタットが先頭に立って扉とびらを開けた。だが、その先は何もない。危あやうく足を踏ふみ外はずしそうになるルスタット。

　目を凝こらすと、はるか下の地面に橋が落ちているのが月明かりの中に見えた。また、真向かいには手前と奥おくの建物を隔へだてる第二の城じよう壁へきがあって、その中なか程ほど、ここの床ゆかと同じ高さに扉とびらが付いている。どうやら、ここから橋を渡わたって移動出来るようになっていたようだ。だが、橋が落とされてしまっては、すぐには追っていけない。

「城じよう壁へきの奥おくへ逃にげたわ！」

　リラルーク王女が悔くやしそうに、落とされた橋を睨にらんだ。

　その時、大きな太たい鼓この音がけたたましい拍ひよう子しで鳴なり響ひびいた。

「この音は？」

　何事かと辺りを見回すルスタット。

　ディロークが言う。

「この拍ひよう子しは、軍で用いる集合の合図だ。ヒュケレが手勢を一箇か所しよに集めたな。守りを固めて籠ろう城じようするつもりだろう」

　ランムスが目の前に聳そびえる壁かべと建物を見て慌あわてた。

「籠ろう城じようって、奥おくの建物にですか？　どうしましょう？　完全に要よう塞さいですよ」

　そう言っている間にも、城じよう壁へきの上に弓を構えた私兵がわらわらと登ってくる。

　ルスタットが動いた。

「皆みなはここで待っていろ！　私が城門をこじ開けてこよう！」

　そう言うなり、高さをものともせず地面に向かって飛び降りる。

「あっ！　ルスタット様！」

　ランムスが驚おどろいて手を伸のばすが、もうルスタットは飛び降りた後。

「私も行くわ！」

　リラルーク王女が地上を見下ろし、追いかけようとする。

　それをディロークが後ろから引ひき戻もどした。

「城じよう壁へきから矢を射られぬよう、壁かべ際ぎわに隠かくれておけ」

　そう言って二人を押おさえつける。

　一方地上に下りたルスタットは、一いつ斉せいに降り注ぐ矢を大たい剣けんで受けながら城門に近づいた。

　固く閉ざされた大きく厚い城門には太い閂かんぬきが掛かけられ、更さらに中から重石おもしで押おさえられて、破は城じよう槌ついでも持ってこなければ破れそうにない。

　だがそれは、あくまで普ふ通つうの人の話。

　力の帯を締しめたルスタットは、モルフェスの大たい剣けんを振ふりかぶると、上から下へと真まっ直すぐに斬きり下ろした。

「むん！」

　モルフェスの剣けんは城門の分厚い扉とびらを音もなく切きり裂さき、閂かんぬきまで真っ二つにした。続いてルスタットが足で蹴けると、重い扉とびらは跳はねるように開き、そのまま勢い余って門から外れ、庭へと吹ふっ飛とぶ。

「まさか……」

　城じよう壁へきの上から見ていた私兵たちが、言葉を失って凍こおりついた。

　ルスタットはそんな彼かれらを見上げると呟つぶやいた。

「門は開いたが、城じよう壁へきの上から矢を射られると、リラルーク王女は通れまい。少し静かにさせておこう」

　ルスタットはもう一度剣けんを振ふりかぶると、今度は城じよう壁へきに向かって横に斬きりつけた。

「!?」
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　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか分からない城じよう壁へきの上の私兵たち。

　次の瞬しゆん間かん、壁かべがグラリと揺ゆれた。

「え……？」

　戸と惑まどう私兵たちを乗せて、城じよう壁へきの上半分が崩くずれ落おちた。もちろん城じよう壁へきの上にいた兵士たちはただでは済まない。ある者は落下して意識を失い、またある者は瓦が礫れきに埋うもれて動けなくなった。

「もうよいぞ！」

　ルスタットは、さっきまで自分のいた建物を見上げて声を掛かけた。

　その途端、待ちかねたように飛び降りてくる人ひと影かげ。リラルーク王女だ。

「なっ!?」

　ルスタットは慌あわてて駆かけ寄よると、間かん一いつ髪ぱつで受け止めた。

「なんという無茶をする！」

　ルスタットが驚おどろくと、リラルーク王女は真面目な顔で言った。

「縄なわが見つからなかったから！」

　そしてすぐにルスタットの腕うでから飛び降りると走り出す。

「行きましょう！」

　飛び降りたのは、一刻も無む駄だにしたくないという気持ちの表れ。

「女だてらに見上げたものだ」

　ルスタットは感心して笑うと、頭上を見上げた。

「先に行く！　ディローク殿どのとランムスは後から来てくれ！」

　そう言い残すと、ルスタットはリラルーク王女の後を追って奥おくの城じよう壁へきの門を潜くぐった。




　一方ヒュケレはその頃ころ、城じよう壁へきの奥おくにある石造りの建物の、更さらに奥おくにある塔とうの天てつ辺ぺんに隠かくれていた。斬きられた右手首にぐるぐると布を巻きつけながら、汗あせだくになって震ふるえる。

「ルスタット……。何という奴やつ……。剣けんで石いし壁かべを切きり崩くずし鉄てつ格子ごうしを切きり裂さくだなんて、ディアスフェルドの剣けんというのはそれ程ほどの物なのか……？　まるで伝説に聞くモルフェスの剣けんのようじゃないか……。あれじゃ、どこに隠かくれたって意味がない……」

　顔は真っ青に青ざめ、全身の震ふるえが止まらない。奥おく歯ばをカチカチ鳴らしながら、ヒュケレは怯おびえた目で地上を見下ろした。

　建物越ごしに、ルスタットが城門を潜くぐるのが見えた。リラルーク王女を伴ともない、巨きよ大だいな剣けんを篝かがり火びに輝かがやかせながら、悠ゆう々ゆうと歩いてくる。

　その時、建物の上に待機していたヒュケレの私兵が、据すえ付つけ型の巨きよ大だいな発射機から槍やりを放った。放たれた槍やりは狙ねらいを過あやまたず、ルスタットの胸を捉とらえる。ルスタットは一いつ瞬しゆんぐらついたが、何事もなかったかのように槍やりを摑つかむと、飛んできた方向へ投げ返した。その一投で、発射機は粉々に砕くだけ散ちってしまう。

　今度は投石機から発射された一ひと抱かかえもある岩がルスタット目め掛がけて飛んでいった。しかしルスタットは片手で受け止め、やはりこれも投げ返す。大きな音と土つち煙けむりを立てて粉ふん砕さいされる投石機。

「化け物だ……」

　見ていたヒュケレは絶句した。不死身の体、人にん間げん離ばなれした怪かい力りき、全てを切きり裂さく剣けん。これらを兼かね備そなえた常識外れの怪かい物ぶつに、一いつ介かいの人間に過ぎないヒュケレが如何いかに知ち恵えを働かせたところで、立ち向かえるはずがない。

　その時、誰だれかが動物の檻おりを解き放った。ライオン、虎とら、羆ひぐま、豹ひようなど、いつも行列に付き従わされている猛もう獣じゆうたちが、ゾロゾロとルスタットとリラルーク王女の前に出てくる。そして、見慣れぬルスタットを見て牙きばを剝むいた。

　それを見たヒュケレは、一いつ瞬しゆん希望を取とり戻もどす。いくら人間を超ちよう越えつした化け物相手であっても、同じく人間以上の力を持つ猛もう獣じゆうたちなら戦えるかも知れない。

「やれ！」

　思わず声せい援えんを送るヒュケレ。

　だがルスタットは動じない。剣けんを構えると、獣けものたちを見み据すえた。

「ヒュケレに餌えさと住まいを与あたえられた恩に報むくいようと言うのであれば、かかってくるがいい。だがヒュケレによって自由を奪うばわれ、虜りよ囚しゆうの辱はずかしめを受けた事を羞はじる心意気が残っているなら、そこをどいて道を空けよ」

　闇やみの中、獣けものよりも鋭するどくルスタットの目が光る。

　その眼光に睨にらまれた途と端たん、獣けものたちは戦う意欲を喪そう失しつした。怯おびえたように耳を伏ふせ、コソコソとルスタットの前から逃にげていく。

　ヒュケレは塔とうの上で言葉を失う。

「これまで世話をしてやった恩義を忘れおって……。これだから獣けだものは……」

　その間にルスタットは、リラルーク王女を伴ともない、石造りの建物へと踏ふみ込こんだ。そこを越こえれば、もうその先はヒュケレの隠かくれている塔とうだ。

「来る……！　奴やつが来る……！　どうする……？　どうする……？」

　奥おく歯ばをカタカタ鳴らすヒュケレ。激しく息を乱し、全身びっしょり汗あせを搔かきながら、釘くぎ付づけになったように建物を見下ろす。

「落ち着け……！　落ち着け……！　不死身のルスタットを殺す準備は、たくさんしてあるじゃないか……！　この第二の城じよう壁へきの中だけでも、全てを溶とかす恐おそろしい毒の池、牛や馬でも簡単に押おし潰つぶす落とし天てん井じよう、人を閉じこめて焼き殺す巨きよ大だいな炉ろ部屋……！　大だい丈じよう夫ぶだ！　兵たちには念入りに訓練させてきた！　必ずこれらの罠わなでルスタットめの息の根を止められるはず！　ルスタットさえ殺せばディロークなど恐おそるるに足りない……！」

　ヒュケレは自分自身に必死で言い聞かせながら、じっと様子を窺うかがった。

　息を殺し、震ふるえて待つヒュケレ。斬きり落とされた右手首の痛みも忘れ、建物から漏もれる物音にじっと耳を凝こらす。

　叫さけび声ごえ、何かを破は壊かいする物音、そしてまた叫さけび声ごえ。

　不ふ吉きつな物音が続き、そして不意に、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　夜風が吹ふき抜ぬけ、ヒュケレの服の裾すそをはためかせる。

　場ば違ちがいにのどかな虫の音が、夜の庭に響ひびいた。

　ヒュケレは微び動どうだにせず、建物を凝ぎよう視しし続ける。

　突とつ然ぜん、建物の壁かべから光る物が突つき出だした。

「……っ！」

　思わず息を吞のんで仰のけ反ぞるヒュケレ。

　まじまじと見ると、突つき出だしたのは剣けんの刃は先さきだ。それが月明かりを反射して輝かがやいている。

　ヒュケレがそう理解した時、剣けんが動いた。

　次の瞬しゆん間かん、壁かべの一部が崩くずれ、大きな穴が空いた。

　そして、中からルスタットとリラルーク王女が姿を現す。

　その背後で、巨きよ大だいな石造りの建物がゆっくりと傾かたむき、もの凄すごい音を立てて崩ほう壊かいした。

　ルスタットは、邸てい内ないに仕し掛かけられた罠わなを全て破は壊かいしながら、壁かべをぶち抜ぬき柱を折って、真まっ直すぐに突つっ切きってきたのである。ルスタットの通った跡あとは全て完全に破は壊かいされ、それによって建物はもはや自重を支えきれなくなり、崩くずれ落おちたのだ。

　信じられない光景に、ヒュケレはまず目を疑った。その次に、自分の正気を疑った。

「無茶苦茶だ……。剣けん一本でこんな……。長年かけて築き上げた私の城が、たった一人の手で……」

　愕がく然ぜんとして立たち竦すくむヒュケレ。

「こんな人間が現実にいるわけがない……！　いるとしたらそれは唯ゆい一いつ、神より授さずかった大たい剣けんで城じよう壁へきをも切きり裂さいたというアルキランの祖、モルフェスだけだ……！　奴やつはモルフェスの生まれ変わりだとでも言うのか……！　異国の地から来た蛮ばん人じんが……！」

　一体自分は今何と戦っているのか。一体何を敵に回してしまったのか。ヒュケレは全てを圧あつ倒とうする理解不能な力の前に、ほとんど錯さく乱らんせんばかりとなった。

　地面を見下ろすと、巨きよ大だいな剣けんを携たずさえたルスタットが一歩一歩近づいてくる。

　高い金を払はらって雇やとった私兵たちは、逃にげ去ったのか、崩くずれた建物の下した敷じきになったのか、最も早はや一人も出てこない。

　迫せまり来る絶望と破は滅めつを前に、ヒュケレは必死で頭を巡めぐらせる。

「大だい丈じよう夫ぶ……！　落ち着け……！　こちらには人ひと質じちがいる……！　テティトスレイプを盾たてに取れば、そう簡単にこの私に手出しは……」

　発はつ狂きよう寸前の恐きよう怖ふの中、残った左手で頭を搔かきむしりながら、無む我が夢む中ちゆうで生き延びる道を探すヒュケレ。

　その時。

　その姿を見ていたテティトスレイプ王女は、自分の鎖くさりからヒュケレの手が離はなれている事に気付いた。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。

　考えるより早く、体が動いた。

　テティトスレイプ王女の細い両りよう腕うでが、ヒュケレの背中を力ちから一いつ杯ぱい押おした。

「なっ!?　何をする!?」

　悲鳴を上げ、何とか踏ふみとどまろうと足搔あがくヒュケレ。だが、そのまま体は塔とうの上から乗り出し、転落した。

　数秒後、重い物が地面に落ちる、ドサリという音が響ひびいた。










　第三十章　手に入れた誇ほこり




　塔とうの上から地面に落ちたヒュケレは、そのまま不格好に横たわって動かなくなった。

　テティトスレイプ王女は青ざめた顔でそれを見下ろしていたが、すぐ我に返ると塔とうの階段を駆かけ下りた。

　ルスタットとリラルーク王女は、突とつ然ぜん塔とうの上から落ちてきた人間を見て、一いつ瞬しゆん何事かと身構えた。ルスタットが屈かがみ込こみ、リラルーク王女を振ふり返かえって告げる。

「ヒュケレだ」

「……！」

　リラルーク王女は、それを聞いて息を吞のみ、塔とうの上を見上げた。

　そこへ階段を駆かけ下りてくる足音が響ひびいた。そして月の光の下に飛び出してきたのは、儚はかなくも可か憐れんなテティトスレイプ王女。

「お姉様！」

　そう叫さけぶ声にリラルーク王女はハッと振ふり返かえり、そして顔を輝かがやかせた。

「テティ！　無事だったのね！　怪け我がは？」

　広げた両りよう腕うでの中に飛とび込こんでくるテティトスレイプを抱だき留とめ、頰ほおを擦すりつけるリラルーク王女。

「ないわ！　お姉様こそお怪け我がは？」

「私は無事よ！　見ての通り！」

　微笑ほほえむリラルーク王女。そして、目元の涙なみだを拭ぬぐった。

「生きていてくれて、良かった……」

　うわずる声を抑おさえながら囁ささやくリラルーク王女。

　テティトスレイプ王女も目に涙なみだを浮うかべながら、姉の腕うでに身を委ねる。

「何度自殺しようと思ったか分からない。でも、お姉様が助けてくれるって仰おつしやったから……」

　ルスタットはその様子を微び笑しようを浮うかべて見守り、落ち着くのを待ってからリラルーク王女に尋たずねた。

「……彼かの女じよがやったのか」

　リラルーク王女がテティトスレイプに尋たずねる。

「ヒュケレを突つき落おとしたのはあなたなの？」

　テティトスレイプは少し青ざめ、一いつ瞬しゆん目を伏ふせた。だがすぐに顔を上げると、毅き然ぜんとして言い切った。

「はい。私が人ひと質じちになる事でお姉様を困らせてはいけないと思い、勇気を奮って突つき落おとしました」

　気き丈じように振ふる舞まうテティトスレイプの頭を、リラルーク王女は優やさしく撫なで、もう一度抱だきしめた。

「よく頑がん張ばったわ」

　そしてルスタットと目が合うと、小さく笑った。

「私たち二人とも、この子に手て柄がらを取られたわね」

「さすがはそなたの妹。勇ゆう敢かんだ」

　ルスタットはそう言って笑い返した。

　そこへ、ディロークとランムスがようやく駆かけつける。

「ヒュケレはどうなった？」

　ディロークの問いに、ルスタットは地面を指さした。

「そこに倒たおれている。テティトスレイプ殿どのが仕留めた」

　ランムスがヒュケレの側にしゃがみ込こんでから、ディロークを見る。

「まだ息があります。どうします？」

　ディロークは高さを再確かく認にんするように塔とうを見上げ、それから地面を足で蹴けった。

「下が軟やわらかい土だったので助かったか。どのみち、三皇を計略で殺そうとしたのだから死罪は免まぬがれんが、生かしておけばトングラールの悪事の証人としての使い道もあろう。手当をしてやれ」

「分かりました」

　ランムスがヒュケレの体に手を伸のばす。

　その時、ヒュケレがぴくりと動いた。ギョッとして手を引ひっ込こめるランムス。その目の前で、ヒュケレの顔色がみるみる紫むらさき色いろになって膨ふくれあがった。かと思う間もなく、泡あわを吹ふいて息絶える。

「これは……！」

　ハッとするランムス。

　ルスタットも気付いてディロークを見た。

「この死に方は、テンミッド派の連中と同じ……！」

「金にまみれ奢しや侈しに溺おぼれた暮らしをしていたヒュケレが、全てを捨てて盗とう賊ぞくに戻もどる事を謳うたう狂きよう信しん者のテンミッド派と繫つながっている……？　どういう事だ……」

　眉み間けんに皺しわを寄せるディローク。

　ルスタットが深刻な面おも持もちで言った。

「ディローク殿どのを殺すという目的で手を組んだのではないか？　トングラールもテンミッド派も、それぞれにそなたを狙ねらう動機があるのだろう」

　ディロークは顎あごに手を当てる。

「……恐おそらくは、そういう事なのだろう。それしか考えられぬ。互たがいに異なる立場同士だが、蛮ばん夷い皇こうとして影えい響きよう力の強い私を排はい除じよする事を優先して、敢あえて手を結んだと。ならばこの毒の出所も、大元はトングラールなのかもしれぬ……。だが、テンミッド派と軍が繫つながっている恐おそれがあり、更さらにトングラールとも繫つながっているとすると、トングラールの手がすでに軍の内部にまで及およんでいるとでも……」

　夜風が庭の木々を揺ゆらし、木の葉がざわめいた。

　月夜の下を、ギャーと汚きたない鳴き声を上げながら、鳥の黒い影かげが横切った。

　ルスタットやディロークたちは、不ふ吉きつな予感に胸むな騒さわぎを覚えながら、ヒュケレの死体を見下ろした。




　翌日から数日間、ディロークはガロウス王国に留まって後処理に追われた。

　まず最優先の課題として、ヒュケレが死んだ事でこの町の流通に支障が出ないよう、代わりの商人を手配する必要があった。また、ヒュケレの奴ど隷れいだった者たちの行き場所を新たに確保し、その生活を保証してやらねばならなかった。更に、ヒュケレの私兵が壊かい滅めつして国の護衛がいなくなったので、代わりの兵をアルキラン軍から派は遣けんする手配も必要だった。ヒュケレの人ひと質じちとされていたガロウス国王の妃きさきと娘むすめを探し出し、ガロウス国王の下もとへ返してやったりもした。

　そして、トングラールがヒュケレと繫つながっていた証しよう拠ことなる手紙や証文を探すため、ヒュケレの屋や敷しきの廃はい墟きよから書簡を全て押おう収しゆうした。その書類だけで荷馬車一台分にもなった。

　その間、ガロウス国王は毎日のように祝しゆく宴えんを開き、ヒュケレを排はい除じよしてくれた事に何度も何度も礼を述べた。様々な香こう辛しん料りようをたっぷりと擦すり込こんだガロウスの肉は、まるで臭くさみがなく、鮮せん烈れつな刺し激げきで皆みなの舌を楽しませた。南国特有のこってりと甘あまく柔やわらかい果物の数々も、皆みなを充じゆう分ぶんに満足させた。この地方特産の、発はつ酵こうさせた乳の爽さわやかな酸味も、食欲を一層増進させた。

　やがて一通り後始末を終え、代わりの商人や軍が到とう着ちやくするのを待って、ようやく一行はガロウス王国を出発した。

「……で、何でまだついてくるんですか？　もう目的は果たしたんだし、一いつ緒しよに旅をする理由はないでしょう」

　馬の背に揺ゆられながら、ランムスはリラルーク王女を見た。

　リラルーク王女は平気な顔で答える。

「だってガロウスにいたってしょうがないじゃない。綿花栽さい培ばいに興味はないし」

「だからって、僕ぼくたちについてきたってしょうがないじゃないですか」

　ランムスはそう言い返す。

　ディロークが取りなした。

「テティトスレイプ王女は国家奴ど隷れい。私が身み柄がらを預かるのが筋だ。となれば、姉のリラルーク王女も一いつ緒しよについてきたくなるのは仕方あるまい」

　ランムスは不満げに口を尖とがらせる。

「そうは言いますけどね。ここに来る道中、あの人の食事代も宿代も、全部こっちが面めん倒どう見てやってるんですよ！　それどころか身の回りの世話や雑用まで！　女の癖くせに洗せん濯たく一つ満足に出来ないんですから！」

「仕方ないじゃない。洗せん濯たくなんてした事ないし、アルキランの事はよく知らないし、属州の事なんてもっと分からないし。ランムスの他に頼たよれる人がいないんだもの。一いつ緒しよに連れていってもらわなきゃ、あっという間に路頭に迷って死んでしまうわ。ランムスだって言ってくれたじゃない。私をみすみす死なせたくないって」

　開き直って甘あまえるような笑え顔がおをランムスに向けるリラルーク王女。

　ルスタットが笑いながら口を挟はさんだ。

「確かに、ランムスは何にでも詳くわしいからな。日々の生活の事でこれほど頼たよりになる者はいるまい」

　ルスタットに褒ほめられたランムスは、一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな顔になりかけたが、ここで甘あまい顔を見せてはなるまいとふくれっ面つらを保って言った。

「まあ、ルスタット様までそうおっしゃるなら仕方ないですけど。確かに野垂れ死にされても気分悪いですし……」

「ほら、やっぱり」

　リラルーク王女が笑う。

　ランムスはしばしむすっとした顔を維い持じすべく気張っていたが、ふと気になって小声でルスタットに囁ささやいた。

「……ところで、テティトスレイプ王女、大だい丈じよう夫ぶでしょうか。ヒュケレの下もとでずっと酷ひどい扱あつかいを受けていたようですし、心に傷を負っていたりは……」

　リラルーク王女と違ちがって大人しそうなテティトスレイプの事は、素す直なおに心配するランムス。

　だがルスタットは笑って答えた。

「心配要いらぬ。彼かの女じよは自らの手でヒュケレとの決着を付け、自由を取とり戻もどしたのだ。勇気を出して戦い、自らの力で自由を摑つかんだという経験こそが、人に真の誇ほこりをもたらす。そして、本物の誇ほこりは、決して揺ゆるがぬ自信となるのだ。最も早はや彼かの女じよは怯おびえる事も恐おそれる事もない。堂々と前を向いて、自分の人生を誇ほこり高たかく歩んでいくであろう。彼かの女じよの姉のように」

　そう言われてランムスがそっとテティトスレイプの様子を見ると、リラルーク王女と何か話しながら明るく笑っている顔が見えた。

「……まぁ、あのリラルーク王女の妹ですからね。見た目と違ちがってきっと神経は図太いでしょうし、心配ないですよね」

　ランムスはそう言って、ホッとしたように笑った。

　ルスタットが話題を変えるようにディロークに尋たずねた。

「それで、次はどこへ行く？」

　ディロークはルスタットを見て笑う。

「次はいよいよオッドニーとの国境の町、ルドリボだ。長かった旅もようやく終わる」

「ついに到とう着ちやくですか」

　ランムスが声を弾はずませた。

「国境が近いという事は、いつどこでオッドニーの軍と遭そう遇ぐうするか分からぬ。一層気を引ひき締しめていかねばならぬな」

　ルスタットはそう言いながら、目的地が近いと聞いてやはり嬉うれしそうな声になった。

　そして一行は眩まぶしい太陽の下、国境の町ルドリボへ向けて、草の生おい茂しげる道を進んでいった。










　第三十一章　ルドリボ砦とりでのグノルティス将軍




　草原の道を進み、途と中ちゆう、朽くち果はてたメリポウム帝てい国こくの遺い跡せきや、放牧と農耕で暮らすいくつかの小さな村を通り過ぎて数日後。

　やがて、行く手に聳そびえ立たつ巨きよ大だいな崖がけが見えてきた。だが近づいてみるとそれは崖がけではなく、どこまでも続く巨きよ大だいな城じよう壁へき。南北に、遙はるか地平線の彼方かなたまで続いている。立派に思えたガロウス王国の城じよう壁へきも、これに比べたらまるで小さな玩具おもちやだ。

　ルスタットが城じよう壁へきを眺ながめ渡わたして感かん嘆たんした。

「あれはまるで、出発して最初に訪おとずれたレドリス砦とりでの城じよう壁へきのようだ。いや、それ以上かも知れぬ」

　ディロークがうなずく。

「そう。あの城じよう壁へきはレドリス砦とりでを模して造られた。あれがルドリボの町。オッドニーとの国境を守る砦とりでだ」

「このような辺境の地に、あれほどの城じよう壁へきを造るとは。信じられぬ。資材も人材も莫ばく大だいなものであろうに」

　ルスタットが驚きよう嘆たんすると、ディロークは笑った。

「辺境だからこそ、これほどの城じよう壁へきを必要とするのだ。常に敵と接しているのだからな」

　近づいていくと、壁かべの近くには巨きよ大だいな町が出来ていて、まるで戦場とは思えないほど活気に溢あふれている。

　市場には小麦、大麦、焼きたてのパン、果物、野菜、干し肉に塩しお漬づけ肉に薫くん製せい肉に新しん鮮せんな肉、葡ぶ萄どう酒しゆに蜂はち蜜みつ酒に砂さ糖とう黍きび酒、果ては甘あまい砂糖菓が子しまでが、棚たなに載のりきらないほど並べられている。また、死体が手に入りやすい最前線だけに、頭ず蓋がい骨こつで作るアルキラン独自の飾かざり物もの「ヒペルト」も大量に取引され、その材料となる生首や、生首を煮にて骨だけにした頭ず蓋がい骨こつも山と積まれて、一種異様な禍まが々まがしさを醸かもしている一角もある。

　更さらには、最前線の砦とりでに必要なのかどうか分からないような、美しく染そめ抜ぬいた鮮あざやかな色の絹などを売っている店も十や二十ではきかない。

　一度に五百人を収容出来る大浴場が七つ。隊商を泊とめるための、一度に二百人と馬二百頭を収容出来る宿が五つ。酒場の集まった通りには、美しく着き飾かざった客引きの女、珍めずらしい動物を見せたり軽かる業わざや手品を見せる大道芸人、楽器を手にした放ほう浪ろうの吟ぎん遊ゆう詩し人じんなどがごった返している。

「何という賑にぎわいだ」

　町に踏ふみ入いれたルスタットは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。この溢あふれんばかりの人と物は、まるで都リュトポックに戻もどってきたかのようだ。

　リラルーク王女が、店先に広げられている布を見て声を上げた。

「あの布見て！　なんて鮮あざやかで細かな模様！　どうやって染めたらあんな物が出来るのかしら！」

「綺き麗れい。お姉様に似合いそうですね」

　テティトスレイプ王女がうっとりしながら言う。

「ですって。ランムス」

　期待するような目でランムスを見つめるリラルーク王女。

「買いませんからね」

　目を合わせず、呆あきれ顔で拒きよ絶ぜつするランムス。

　ディロークが説明した。

「ここには十個の軍団と属州から来た友軍、合わせて総勢六万を超こえる兵士が常じよう駐ちゆうしている。兵士は普ふ通つうの都市住民の倍は食うから、彼かれらの食を満たすためだけでも、多くの商人が必要になる。そして、地位の高い将軍たちや富ふ裕ゆうな商人を相手にするための、高級食材を扱あつかう連中が集まり出す。更さらに兵士の息いき抜ぬきのための酒場が必要だ。そうなると、酒場に付きものの女たちが集まる。女が集まれば、着き飾かざるための布の需じゆ要ようが生まれる。そして女の気を引きたい兵士たちも着き飾かざろうとして更さらに需じゆ要ようが増える。需じゆ要ようがあるところには商人が集まり、遠い土地で産する様々な品が無数に行ゆき交かい、交易が盛さかんになる。すると、兵士ではなく他の商人との取引を目当てにした商人が新たに引き寄せられる。その結果、商人が商人を呼び、交易の町となるのだ。今やここでは兵士の需じゆ要ようを遙はるかに超こえる額の取引がなされ、この要よう塞さいに務める兵士たちの給きゆう与よは、商人たちが払はらう税だけで全て賄まかなわれている。すぐ側そばに敵がいる事にさえ目を瞑つぶれば、リュトポックの都並に豊かな暮らしが出来る場所だ。滞たい在ざいするには丁度いい」

　それを聞いたランムスが振ふり返かえる。

「しばらくここに留まるんですか？」

　ディロークはうなずいた。

「うむ。一年程ほど、ここに留まる予定にしている。次の蛮ばん夷い皇こうの選挙には、さすがに帰るつもりだが」

　ルスタットが尋たずねた。

「一年もここに滞たい在ざいする程ほどの用事があるのか。隣りん国ごくオッドニーとの交こう渉しようか？」

「交こう渉しようと言うよりは牽けん制せいだな。グノルティス将軍率いる第一軍団が配はい置ち換がえになった後、その後あと釜がまに入る予定なのがロウドル将軍の第七軍団なのだが、この第七軍団は蛮ばん夷い皇こう直属の部隊でな。常に私の指揮下にいなければならぬ」

「そんな事情でディローク様をこんな辺境に留とどめるんですか？」

　ランムスが不満げに言うと、ディロークは苦く笑しようした。

「仕方あるまい。グノルティス将軍の後あと釜がまが務まるのはロウドル将軍しかおらぬ。そのロウドル将軍率いる第七軍団は私の下もとを離はなれてはならぬのだから、私が一いつ緒しよにここに留まる以外ないではないか」

　そう言ってから、ディロークはニヤリと笑う。

「それに、しばらくここに籠こもっていられるのは私にとっても好都合だ」

「どういう事だ？」

　ルスタットが問うと、ディロークは小さく肩かたを竦すくめた。

「……知っての通り、都リュトポックで権勢を振ふるうトングラールは、何としても私を排はい除じよしようと躍やつ起きになっている。そのなりふり構わぬやり方は少しずつ過激になり、暗殺までも実行に移すようになった。その暗殺が失敗したら次はどう出るか。徒党を組んで暴動を起こしてでも殺しに来るだろう」

　驚おどろいてディロークを見つめるルスタット。

「そこまでするのか。下手をすれば内乱罪ではないか」

「そうだ。だが奴やつは必ずする。何故なぜなら、私が生きている限り、トングラールはいずれ失しつ脚きやくするのが目に見えているからな。しかし、私を葬ほうむって己おのれの権勢を維い持じする事が出来れば、そこまでの事をしても全て不問に付す事が出来る。どれだけ手を汚よごそうとも、己おのれの地位と金を守まもり抜ぬけば勝者となれるのが、今の腐くさりきったアルキランの実情だ。トングラールはその事を誰だれよりもよく知っている」

　ディロークは忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せた。そして、静かな決意を込こめて続ける。

「だが、ここで私が軍の最高指揮権を握にぎっていればどうだ？　五万の正規軍と一万の友軍。それを私の指揮下に入れれば、トングラールには手出しが出来ぬ。軍を動かす権限を持たぬトングラールには、郎ろう党とうや暴徒を組織して動かす事しか出来ぬが、そんなものは正規軍五万の前では完全に無力だ」

「なるほど、ここで指揮を執とっていた方が安全かもしれぬ」

「そして、ここで待っている間に、すでに私が各方面に仕し掛かけておいたトングラール糾きゆう弾だんのための仕し込こみが発動する。様々な汚お職しよく、軍令違い反はん、暴力沙ざ汰た、殺人、瀆とく神しん行こう為い。それらを同時に多方面から糾きゆう弾だんするのだ。当然トングラールは買収と狼ろう藉ぜき者による恫どう喝かつや暗殺によってもみ消しを図はかるだろうが、結束した者たちが一いつ斉せいに訴うつたえ出れば、全て同時に対処する事は出来ぬ。トングラールが拘こう束そくされたとの知らせが入れば、その時は私もすぐさま都へ戻もどる。三皇たるこの私を暗殺しようとしていた廉かどでトングラールを糾きゆう弾だんし、死し刑けいを求きゆう刑けいするのだ。ヒュケレの屋や敷しきから押おう収しゆうした書簡から私の暗殺に関する書類が見つかれば、確実に死し刑けいは執しつ行こうされるだろう。トングラールを庇かばう者はおらぬ。戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのは、兵へい役えき義務の廃はい止しを訴うつたえるトングラールとは犬けん猿えんの仲だし、今は議会を握にぎるトングラールになかなか逆らえぬ黎れい民みん皇こうタリアタシップ殿どのも、確実にトングラールを排はい除じよ出来る機会が来れば躊ちゆう躇ちよはせぬ」

「なるほど。それまでの間、安全に身を潜ひそめるためには、確かにこの場所を措おいて他にない」

　ルスタットは改めて町を見み渡わたし、納なつ得とくしたようにうなずいた。

　ディロークは微笑ほほえんだ。

「そういう事だ。一年以内に恐おそらく決着が付く」

　ランムスが、壁かべの向こうへ目をやった。

「でも、この壁かべのすぐ向こうには、敵対するオッドニーの軍がいるんでしょう？　だとしたら、それほど安全というわけでもないんじゃ……」

「ここの城じよう壁へきは、オッドニーに対しても安全だ。オッドニーが手て強ごわいのは、こちらから攻せめに出た時の話。城じよう壁へき内にいて守る限り、オッドニーから手出しは出来ん。彼かれらは野戦や籠ろう城じよう戦には長たけているが、攻こう城じよう戦には疎うといのだ」

　ディロークはそう言って笑った。

「それでは、この砦とりでの責任者に会いに行こう。以前少し話した事のある、グノルティス将軍だ」

　そして一行は城じよう壁へき沿いに建てられた堅けん固ごな石の城へと向かった。




　グノルティス将軍は、雲を突つくように背が高く、分厚い筋肉で覆おおわれた、黒い石いし壁かべのような大男だった。

　城じよう壁へきの上に座すわってオッドニー側を睥へい睨げいしていたグノルティス将軍は、ディロークの姿を見ると立ち上がって大声で挨あい拶さつした。

「これは蛮ばん夷い皇こうディローク様ではありませぬか！　このような辺境の地までよくぞ参られた！」

　真っ黒に日焼けした、深い皺しわだらけの顔に、満面の笑えみを浮うかべるグノルティス将軍。年の頃ころは四十を過ぎたくらいである。大おお股またに歩み寄ると、ディロークの前に膝ひざを突ついて深々と頭を下げた。

「国境の守り、大義である」

　ディロークはそう言って将軍をねぎらい、同行の者たちを紹しよう介かいした。

「こちらは都から護衛してくれたディアスフェルドのルスタット殿どの。そして身の回りの世話を任せているランムス。不当に転売され道中で保護した国家奴ど隷れいのテティトスレイプ王女と、その姉で自由身分に戻もどったリラルーク王女だ」

　グノルティス将軍は一通り会え釈しやくをしてから、ルスタットに向き直った。そして大きな声で挨あい拶さつをする。

「ディアスフェルドのルスタット殿どの！　評判は常々聞いている！　一度会ってみたかった！　お会い出来て光栄だ！」

「こちらこそ、ディローク殿どのからそちらの話は聞いている。お会い出来て嬉うれしい」

　ルスタットはそう言ってから、傍かたわらのランムスに言った。

「ランムス、訳せ」

　だがそれを押おしとどめるグノルティス将軍。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。ディアスフェルドの言葉は話せぬが、聞けば分かる。ここは互たがいに自分の国の言葉で話そう」

　ランムスは自分の出番が失われて、少しつまらなそうに引き下がる。

　グノルティス将軍はそんなランムスの様子には頓とん着ちやくせず、ルスタットの手を握にぎった。

「先の戦いくさでは、お相手出来ずに申し訳なかった！　何分、ここから離はなれる事が出来なくてな！」

　そう言いながら、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。

　根っからの武人である。戦う事に喜びを感じ、戦場に生いき甲斐がいを見み出いだす人間。ルスタットはグノルティス将軍に、自分と相通ずるものを感じた。もしこのグノルティス将軍がディアスフェルドの騎き士しだったとしても、きっと何の違い和わ感かんもなく暮らせるだろう。ルスタットは、一目でグノルティス将軍が気に入った。

　それから、城じよう壁へきの向こう側へと目をやる。

「ところで、そなたとアルキラン軍を手こずらせるオッドニー軍というのは、一体どれ程ほどの強さなのだ？　象を戦争に使うという話は聞いたが」

「戦せん象ぞう部隊なら、確かに厄やつ介かいではあるが大した問題ではない。すでに攻こう略りやく法をいくつも見つけてある。それより大変だったのはこれよ」

　グノルティス将軍はニヤリと意味ありげに笑うと、足元の城じよう壁へきをトントンと踏ふんだ。

「城じよう壁へきが……？」

　首を傾かしげるルスタット。

　グノルティス将軍は笑った。

「敵の攻こう撃げきに晒さらされながらこれだけの城じよう壁へきを拵こしらえるのは、我わが精せい鋭えい部隊と言えどもさすがに骨が折れた」

「敵の攻こう撃げきに晒さらされながら……？　という事はまさか、この城じよう壁へきは戦いが始まってから作ったのか？」

　今いま更さらのように驚おどろいて目を丸くするルスタット。

　グノルティス将軍は得意気にうなずいた。

「いかにも。慣れぬ辺境の地で、しかも敵は堅けん固ごな要よう塞さいを持っている。持久戦になるのは目に見えておったからな。こちらもまずは要よう塞さいを作って安全を確保し、そこに商人が集まるようにして、何十年でも踏ふん張ばれるようにしたのだ」

「戦うために町一つ作ってしまったとは……」

「何、ディローク殿どのの理解とお力添ぞえあってこそだ。私一人の権限では、やりたくてもここまでは出来ぬ」

　グノルティス将軍は豪ごう快かいに笑うと、すぐ向かいにある城じよう塞さいを指さした。

「あれが敵の城だ」

　今立っているルドリボ砦とりでの城じよう壁へきのすぐ下には、幅はば三十歩ほどの水量豊ゆたかな川が横たわり、その向こう岸には、矢が届くほどの近きん距きよ離りに、この要よう塞さいにも劣おとらぬほど高くて堅けん固ごな要よう塞さいが聳そびえ立たっていた。その壁へき面めんのあちこちを、恐おそろしげな牙きばを剝むいた巨きよ大だいな蛇へびの彫ちよう刻こくが飾かざっている。

「オッドニー側の最前線、ナギル城だ。かつてメリポウム帝てい国こくの城だったものを改築し、一層強固になっている。平地に建つ孤こ城じようで、遠目には一見簡単に落とせそうだが、こうして近づいてみるとなかなか巨きよ大だいで、おいそれとは攻こう略りやく出来ぬ」

　ルスタットはそれをしげしげと見て、溜ため息いきを漏もらした。

「何という巨きよ大だいな城だ。この要よう塞さいにも劣おとらぬ。一体、どうやってあのような堅けん固ごな城を落とせばよいのだ？　見当も付かぬ」

　グノルティス将軍は愉ゆ快かいそうな笑えみを浮うかべると、ディロークに向かって尋たずねた。

「ところで、ディローク様直属の第七軍団はいつ頃ごろ到とう着ちやくの予定ですかな？」

　ディロークが答える。

「三日後に到とう着ちやく予定だと連れん絡らくが入っている。それが到とう着ちやくしたら、そなたは第一軍団を連れて一いつ旦たん都に戻もどるという手て筈はずだ」

「なるほど。ではオッドニーとの戦い方の引ひき継つぎもかねて、第七軍団と共にあのナギル城を攻こう略りやくするとしましょう。第七軍団到とう着ちやくの翌日に開戦し、その日の内に落として我らは都へ戻もどります」

「そうか。ではようやく攻こう略りやくの目め処どが立ったのだな」

「ええ。お陰かげ様さまで」

　グノルティス将軍はうなずいてから、ルスタットを見た。

「ルスタット殿どのはいかがなさる？　折角だから一いつ緒しよに戦うか。それとも敵国であったアルキランと共きよう闘とうするのが嫌いやならここで見物していてもよいが」

　ルスタットはそれを聞いて目を輝かがやかせる。

「もちろん、戦えるというのであれば共に戦おう。目の前で戦いくさを眺ながめているだけなど、我が慢まん出来ぬ」

「きっとそう言うだろうと思っていた。そなたは私と同じ目をしている。生死の境に遊ぶ事を楽しむ、根っからのいくさ人だ」

　グノルティス将軍は楽しげにルスタットの背中を叩たたいた。

「とりあえず、今宵こよいはディローク殿どのの歓かん迎げい会だ。ルスタット殿どのも是ぜ非ひ参加していただきたい」

「うむ。楽しみにしている」

　ルスタットも笑え顔がおでうなずいた。

　やがてディロークたちはグノルティス将軍と別れると貴人用の宿しゆく泊はく室に入り、夜までのんびりとルドリボの町を見物して過ごした。










　第三十二章　ルドリボ砦とりでの夜




　夜になると、ディロークたちがルドリボ砦とりでに到とう着ちやくした事を祝って、大々的な祝しゆく宴えんが開かれた。

　宴えん席せきの真ん中にはディロークが座すわり、その隣となりには砦とりでの責任者としてグノルティス将軍が並ぶ。反対隣どなりにはルスタットとリラルーク王女が座すわり、ランムスはルスタットの従者としてお相しよう伴ばん、まだ国家奴ど隷れいの身分であるテティトスレイプ王女は、立場上ディロークやルスタットに酌しやくをして回った。

　南国らしく様々な種類の香こう辛しん料りようがまぶされた肉や汁しる物もの、柔やわらかく香かおりの良よい色とりどりの野菜、熱帯の甘あまい果物、葡ぶ萄どう酒しゆ、蜂はち蜜みつ酒、砂さ糖とう黍きび酒などが惜おしげもなく振ふる舞まわれ、全員が満腹になってもまだ皿には山盛りの料理が残っているという贅ぜい沢たくさ。

　程ほどよく酒も回った頃ころ合いを見計らって、ディロークはグノルティス将軍に尋たずねた。

「……ところでグノルティス将軍。百人隊長リアトリック殿どのはこの場にいるかね」

　ルスタットがテンミッド派の隠かくれ家がで戦った相手がリアトリックだったという話の裏を取るべく、遠回しに探さぐりを入れる。

　グノルティス将軍は身構える様子もなく問い返した。

「リアトリックが如何いかがなされた？」

「実は彼かれがまだ剣けん闘とう士しであった頃ころ、少しばかり贔ひい屓きにしていたのだ。折角の機会なので、会って話をしてみたいと思ってな」

　ディロークがそう言うと、グノルティス将軍は申し訳なさそうな顔をした。

「生憎あいにくと、リアトリックは戦せん軍ぐん皇こうロセック様の直じき々じきの命令で、特別訓練に連れていかれました。配下の兵三十ばかりを選んで、ここを離はなれております」

「どこへ行ったかは分かるかね？」

「私にも知らされておりませぬ」

「訓練の内容は？」

「それも秘密ですな。特別に優ゆう秀しゆうな兵を選せん抜ばつして、第一軍団をも超こえる精せい鋭えい部隊を作るのだとかいう話ですが」

「彼かれらは正規の武装を持ったまま軍を離はなれたのか？」

　ディロークがそう確かく認にんすると、グノルティス将軍はうなずいた。

「ええ、もちろん。訓練も軍務の一いつ環かんですから。何なに故ゆえそのような事を？」

　逆に聞き返すグノルティス将軍。

　ディロークは曖あい昧まいにぼかす。

「いや、道中少し気になる事があってな」

「気になる事？」

「うむ。その特別訓練に選ばれたのは、リアトリックの部隊だけか？」

「いえ、他にもいくつかの部隊から数十名が引ひき抜ぬかれました」

「その者たちの行方ゆくえも……」

「ええ。戦せん軍ぐん皇こうロセック様しかご存じありませぬ」

「成なる程ほど……」

　ディロークはしばし言葉を切って考かんがえ込こんだ。

　少なくとも、リアトリックが第一軍団を離はなれていた事は裏が取れた。戦せん軍ぐん皇こうロセックの命令で移動したという話の真しん偽ぎや、選せん抜ばつされた兵がどこへ向かったかなどを調べるまでは、結論を急ぐわけにはいかないが、ルスタットと戦ったのが本当にリアトリックであった可能性は高まったと見ていい。

　次に確かめておかねばならないのは、第一軍団の内部にテンミッド派がどの程度まで浸しん透とうしているか。そしてグノルティス将軍がテンミッド派に取とり込こまれていないかどうかだ。

　ディロークは、正面から直接斬きり込こんだ。

「ところで話は変わるが、ここ最近テンミッド派が数を増やしているという話は知っているかね？」

　それが良よいとも悪いとも言わず、ただ増えているという事実だけを伝えて反応を見る。

「テンミッド派？　あの狂きよう信しん者たちですか。この辺りでは姿は見み掛かけませぬが……」

　首を傾かしげるグノルティス将軍。ディロークが何も言わないのに、狂きよう信しん者と呼んだ。それがグノルティス将軍自身による評価なのか、世間の常識に合わせただけなのか、はたまた疑いを避さけるためにわざと自分から否定的な態度を見せているのか。ディロークは、グノルティス将軍の口調や表情を慎しん重ちように観察する。

　グノルティス将軍が聞き返した。

「ディローク様は、どこかで見み掛かけたりなされたのですかな？」

「……実は、ここへ来るまでに三度襲おそわれた」

　それを聞いて驚おどろくグノルティス将軍。

「三度も！　それは多い。具体的な場所を教えてくだされ。我々第一軍団が都へ戻もどる途と中ちゆう、ついでに征せい伐ばつして行きます故ゆえ」

「いや、それには及およばぬ。出会ったテンミッド派の賊ぞくは全てルスタット殿どのが平らげてくれた」

「ルスタット殿どのが？　一人でですか？」

「うむ。一人でだ」

「ほぉ。噂うわさに聞く以上の勇者ですな。共にオッドニーと戦う日が楽しみだ。心強い」

　そう言って楽しげな笑えみを浮うかべるグノルティス将軍。それ以上、ディロークが遭そう遇ぐうしたテンミッド派の情報を聞き出そうとはしてこない。テンミッド派の一員なら、仲間がどうなったか知りたがるはずだが、グノルティス将軍はルスタットが平らげたと聞いた途と端たんテンミッド派からルスタットへと興味が移った。これが演技でないのであれば、心証としては、潔白に傾かたむく。

　ディロークは、グノルティス将軍が杯さかずきを口に運ぶのに合わせて言った。

「それでだ。そのテンミッド派が、実は第一軍団の秘密兵器である炸さく裂れつ弾だんを使っていた」

「何と？」

　手を止め、険しい表情で振ふり返かえるグノルティス将軍。

「どういう事だと思う？」

　淡たん々たんと尋たずねるディローク。何の感情も乗らない言葉は、後ろめたい事があれば圧あつ迫ぱくされているように感じ、潔白であれば純じゆん粋すいに意見を求められただけに聞こえる。

　グノルティス将軍は腕うでを組み、考かんがえ込こんだ。

「そうですな。かつて第一軍団にいた事のある者がテンミッド派に転んだ可能性が一つ目。第一軍団にいた事のある者からテンミッド派の信者が秘密を聞き出した可能性が二つ目。第一軍団と戦って滅ほろぼされた蛮ばん族ぞくの学者が秘密を解き明かしていて、それをテンミッド派が知ったという可能性が三つ目……」

「テンミッド派が蛮ばん族ぞくと手を結ぶ可能性もあると？」

　聞き返すディローク。グノルティス将軍も元は異民族出身。テンミッド派が蛮ばん族ぞくと手を結ぶ可能性に言げん及きゆうすれば、自分への疑いを招く事にも繫つながる。その可能性に思い至っていないのか、それともわざとそうする事で逆に潔白を強調するつもりなのか。ディロークは杯さかずきを傾かたむけながら、グノルティス将軍の様子に鋭するどく注意を払はらう。

　グノルティス将軍は淡たん々たんとした調子で説明した。

「アルキランの神は元々蛮ばん族ぞくを蔑べつ視ししており、それはテンミッド派も同じです。だから本来テンミッド派と蛮ばん族ぞくは仲が悪い。しかしテンミッド派は、現在のアルキランを敵視し転てん覆ぷくを願うという点で、反はん抗こう的な蛮ばん族ぞくと共通の目的を持ち得ます。元々敵対していた者同士でも、共通の敵の前で一時的に手を結ぶというのはよくある事ですからな」

「なるほど、私も同意見だ」

　相あい槌づちを打ち、更さらなる発言を促うながすディローク。

　グノルティス将軍は続けた。

「ただ、可能性として一番高いのはやはり、元第一軍団所属の兵がテンミッド派に転んだという場合でしょう。テンミッド派の教義は、モルフェスを崇あがめるアルキランの人間であれば逆らいがたいものを多く含ふくんでいると聞きます。今のアルキランがモルフェスの時代に比べて堕だ落らくしたと考える人は多い。そういう者たちが、テンミッド派に惹ひかれる事は、ままある事でしょう」

「だが、元第一軍団所属といえば除隊後の生活も保障され、地位も高い。そういう者たちがテンミッド派に転ぶだろうか」

「生活にゆとりがあり、ある程度の教養を持つ者でなければ、アルキランの現状を憂うれうだけの知識も余よ裕ゆうもありませぬ。地位が高く、生来生き真面目まじめな者ほど転びやすくなるだろうと思います。貧しい者はその日の暮らしに精せい一いつ杯ぱいで、国の現状を憂うれう暇ひまなどありませぬ故ゆえ」

「となると、第一軍団出身者がテンミッド派に転ぶ可能性は、一いつ般ぱん人じんより高いという事か」

「そう考えたほうが良よいでしょうな。私も綱こう紀き粛しゆく正せいに一層力を入れねばなりませぬ」

　難しい顔で溜ため息いきをつくグノルティス将軍。

　ディロークは、テンミッド派について探さぐりを入れるのはそこまでとし、残りの時間は過去のグノルティス将軍の功績についての思い出話や、今回の旅の道中におけるルスタットの武勇伝などに、会話の花を咲さかせた。宴えん会かいは二分の一角時すなわち二時間ほどでお開きとなった。










　第三十三章　良くない報しらせ




　宴えん会かいが終わってから部屋に引き上げたディロークはルスタットに尋たずねた。

「グノルティス将軍の印象はどうだった？」

　ディロークは宴えん会かいに先立ち、グノルティス将軍がテンミッド派か否いなかを見み極きわめるようルスタットにも依い頼らいしてあった。グノルティス将軍は異民族だ。アルキラン人の自分の感覚だけでは不自然かどうか分からない部分もあるかもしれない。そこで、ディアスフェルド人のルスタットにも見ておいてもらう事にしたのである。

　ルスタットはきっぱりと断言した。

「噓うそを吐ついている様子は感じられなかった。彼かれは実直な人物だ」

「私も同感だ。テンミッド派に対する考え方を述べた時にも不自然なところはなく、その内容も、私の考えと何ら変わらぬ。グノルティス将軍は潔白だろう」

　ディロークはうなずく。そして、俄にわかに表情を曇くもらせた。

「だが、そうなると話はややこしくなる。戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのが選んだ精せい鋭えい部隊に、テンミッド派がどうやって接せつ触しよくし、どうやって仲間に引ひき込こんだのか。そして第一軍団からの離り脱だつをどうやって今日まで誤ご魔ま化かしてきたのか……」

「第一軍団内部か、ロセック殿どのからの伝令の使者に、テンミッド派が潜ひそんでいるということだろうか」

「それしかあるまいが、しかし……」

　そこで、己おのれの考えを言葉にするのを憚はばかるかのように口を噤つぐむディローク。

　ルスタットは眉まゆを顰ひそめた。

「もっと悪い状じよう況きようを考えているのか。たとえば戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのが一枚嚙かんでいるとか」

　その問いに、ディロークは一いつ瞬しゆん身じろいだ。そして、絞しぼり出だすような声で言う。

「その可能性も、排はい除じよしきれぬ……」

　一つ息をして、呼吸を整えてから続けるディローク。

「……テンミッド派を、都市に馴な染じんだ軟なん弱じやくな若者に野や蛮ばんさを取とり戻もどすために利用しようと考えているのかも知れぬ。第一軍団の兵を使って、その使い勝手を確かめているという事は、考えられぬ話ではない」

「ロセック殿どの自身がテンミッド派に染まった可能性もあるのではないか」

　ルスタットがそう言うと、ディロークは思わず顔を強こわ張ばらせた。

　一番考えたくない可能性だった。テンミッド派が炸さく裂れつ弾だんを使うのを見た時からずっと胸の底で疑いつつ、敢あえて目を逸そらしていた可能性だった。長年一いつ緒しよに国を運営してきた仲間であり、国の堕だ落らくや腐ふ敗はいを糾ただすべく協力してきた同志。そして、全ての軍団を掌しよう握あくし、グノルティス将軍でさえ敬服し、忠誠を捧ささげる、アルキランの武ぶの最さい高こう峰ほう。それが戦せん軍ぐん皇こうロセックだ。

　ディロークほどの男でさえ、彼かれを敵に回す事は考えたくもなかった。彼かれを疑う事から無意識のうちに逃にげていた。だが、それが一番筋の通る可能性だった。ならば、そこから目を背そむけるわけにはいかなかった。

「考えたくはないが、考えておく必要はある……」

　ディロークは、自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやくと、うなずいた。




　ルスタットはディロークと別れると、自分にあてがわれた部屋に戻もどって寝ねる支度したくをしていた。

　そこへ、扉とびらを叩たたく音がして、ランムスが声が呼んだ。

「ルスタット様。まだ起きてますか？」

「ランムスか。どうした？」

　扉とびらを開けると、ランムスが申し訳なさそうにルスタットを見上げる。

「実は、ルスタット様に会いたいという人が……」

「何者だ？」

「異国人の商人です。ディアスフェルド出身だとかで、ギュークと名乗りました。ルスタット様に言えば分かると。もう遅おそいので明日にしてくれって言ったんですが、明日の朝一番にここを発たってしまうとかで……」

　言いづらそうに、頭を搔かくランムス。

　それを聞いたルスタットは顔を輝かがやかせた。

「おお、ギュークか。確かに我わが祖国イアンマッドの騎き士しだ。通してくれ」

　それを聞いたランムスは、ホッとしたようにギュークを呼びに行く。

　ギュークはアルキランで奴ど隷れいとなっていたが、ルスタットが女によ人にんの島ノーザミアに行った帰りに、東の属州ケルピアの港で出逢あい、奴ど隷れい身分から解放してやった男である。

　しばらくすると、ランムスに案内されて商人姿のギュークがやってきた。

「ルスタット様。ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

「ギュークか。元気そうで何よりだ」

　ルスタットは笑え顔がおで歓かん迎げいし、部屋に招き入れた。

「ところで、自由は買かい戻もどしたはずだが、まだアルキランにいたのか」

　ルスタットが尋たずねると、ギュークは畏かしこまってうなずいた。

「はっ。ルスタット様を残して私一人が帰るわけには参りませぬ。それに、ルスタット様にはディアスフェルドの情報を伝えて欲ほしいと頼たのまれました。それにはアルキランに残り、商人としてディアスフェルドと行き来出来る立場を得るのが最も都合がよいと考えた次し第だいです」

「なるほど、それでその商人風の身なりか」

　ルスタットは納なつ得とくし、改めてギュークの姿を頭から爪つま先さきまで眺ながめた。

「騎き士したる者が商人に身をやつす事は如何いかにも屈くつ辱じよくであろうが、私のために敢あえてそこまでしてくれるとは、感謝に尽つきぬ」

　そう言ってギュークの手を握にぎる。

「勿もつ体たいないお言葉……」

　ギュークは感激した様子で頭を下げた。

　ルスタットはランムスを呼んでギュークのために飲み物と菓か子しを用意するよう命じ、ギュークに椅い子すを勧すすめると、自らも腰こしを下ろした。

「それでは、ディアスフェルドについての新しい話を聞かせてくれ。我わが弟レオームは、元気に過ごしているだろうか」

「はっ。レオーム様はご健在のようです。ただ、ディアスフェルドは戦乱が続き、多くの王が命を落としている様子。私は先日、ガーシキアの港に商あきないに行ってきたのですが、ガーシキア王ミスホーイは死に、エイク殿どのがガーシキア伯はくとして城と港を守っておりました」

「エイク殿どのか。確かに彼かれならばミスホーイ王亡なき後も見事に国を治められようが、しかしあのミスホーイ王が……。一体誰だれに討うたれたのだ？」

　驚おどろきを隠かくせない顔で尋たずねるルスタット。

　ギュークは短く答える。

「レオーム様だという噂うわさです」

「何と！　レオームが、あのガーシキア王ミスホーイ殿どのを討うち取とったのか！」

「はい。ガーシキアはイアンマッドに降こう伏ふくし、レオーム様を王として仰あおいでいるとの事」

「何と素す晴ばらしい事だ！　ミスホーイ王が死んだのは悲しい事だが、レオームがあれほどの王と戦って見事討うち取とったとは、何という誉ほまれ！　同じイアンマッドの人間として、また兄として、喜ばずにはおれぬ！」

　興奮して声を上げるルスタット。

　ギュークは続けた。

「それだけでなく、レオーム様はウーズィのティーンゼイ王を配下に加え、アミスフォッグのダミフス王とも戦ってついにこれを降くだしたそうです。今や全ディアスフェルドの王と称しようしているとか……」

「あの剛ごう勇ゆう無む双そうのティーンゼイ王を配下にし、更さらにはダミフス王まで降くだしただと！　そしてイアンマッドが再び全ディアスフェルドの上に君臨しただと！　夢のような話だ！　俄にわかには信じがたい！　さすがは我わが愛する弟レオーム！　何と偉い大だいなる快挙だ！」

　ルスタットはまるで我わが事のように喜ぶ。

　そこへランムスが飲み物と菓か子しを持って入ってきた。

　ギュークは話を中断し、ランムスが出て行くのを待って、声を潜ひそめながら切り出した。

「ただ、少々気がかりな噂うわさも耳にしまして……」

「気がかりな噂うわさ？　何だ？」

　ルスタットは真面目な顔でギュークを見た。

「それが……。私が聞いたのはあくまで断だん片ぺん的な噂うわさに過ぎません。事実かどうかを確かく認にんしたわけでもなく、もしかしたら大事な話が抜ぬけ落おちているかもしれません。あるいは、レオーム様に良からぬ心を持つ者が流した全くのでたらめかも知れません。その事だけは何卒なにとぞご理解なさった上でお聞きください……」

　くどくどと前置きをするギューク。

　ルスタットも、何やらよからぬ話らしいと、表情を引ひき締しめる。

　ギュークは何度も言いい淀よどんだ末、思い切ったように口を開いた。

「実は、レオーム様が至し聖せい皇こうを殺したという話を耳にしました……」

　ルスタットは顔色を変え、思わず立ち上がる。

「何と申した？　レオームが、至し聖せい皇こうを……？」

「はっ……。その事で大神官ラウデュッフ殿どのと揉もめているとか……。ガーシキアのエシー神しん殿でんに出入りしているという小者が、そのような噂うわさを口にしておりました……」

　視線を逸そらし、声を潜ひそめて話すギューク。

　ルスタットは激しく問とい質ただした。

「何なに故ゆえレオームが至し聖せい皇こうを殺すのだ？　理由は何だ？」

「分かりません。私が聞いたのはそれだけでございます」

「馬ば鹿かな！　至し聖せい皇こうを殺して全ディアスフェルドの王を称しようするなど、それでは明らかに逆ぎやく賊ぞくではないか！　我わが弟レオームに限ってそのような事は……！」

　言葉を失うルスタット。

　レオームが殺した至し聖せい皇こうとはダミフス王の事であり、ラウデュッフと揉もめたのはレオームが至し聖せい皇こうを継つぐのを先延ばしにしたからであるが、断だん片ぺん的な噂うわさ話ばなしからそれらの事情を推おし量はかるのは無理というものだった。誠実な騎き士しギュークは、雑多な噂うわさの中から確実と見なされるものだけを慎しん重ちように選んでルスタットに伝えたが、それでもその情報から想像される状じよう況きようは、実態とは大きくかけ離はなれたものにならざるを得なかった。

　ギュークはなおも慎しん重ちようにルスタットに言う。

「何度も申し上げますが、あくまで噂うわさです。どこまで本当かは分かりませんし、理由が分かれば納なつ得とくの行く話なのかもしれません。実際、私が見聞きした限りでは、騎き士しでも民たみでも、レオーム様を悪く言う者はほとんどおりませんでした。逆ぎやく賊ぞくが皆みなに慕したわれる事などありましょうか」

　だがルスタットは目を瞑つぶり頭を振ふった。

「馬ば鹿かな。我らディアスフェルドの騎き士しは全てアボロアムの守護者、そしてイアンマッドの騎き士しはその筆頭たるべき者なのだぞ。どのような理由があろうと、至し聖せい皇こうを殺す事に納なつ得とくがいくものか」

　そこでルスタットはふと思い出して尋たずねる。

「噂うわさと言えば、ハイアッドのフィーリがヤーカスの街を焼いたという噂うわさについては、確かく認にんは出来たのか？」

　ギュークはそこで一いつ瞬しゆん押おし黙だまった。そして、言いづらそうに顔をしかめながら、やっとの事で言葉を吐はき出だす。

「……ヤーカスの町は、噂うわさ通り焼き滅ほろぼされたようです。実はこの度たびの出航では、ヤーカスまで足を延ばしたのですが、焼やけ焦こげて黒くなった無人の廃はい墟きよがあるのみでした……」

「何という事だ……」

　ルスタットは顔色を失って椅い子すに座すわり込こんだ。

　長い沈ちん黙もくが続いた。

　やがて、ルスタットは気持ちを切きり替かえるようにギュークをねぎらった。

「ご苦労だったギューク。また、何か耳にしたら知らせてくれ」

「それでは私はこれで」

　ギュークはお辞じ儀ぎをして立ち上がる。

　そして、革かわ袋ぶくろをテーブルの上に置いた。

「これは些さ少しようですが、私が商売をして溜ためた金です。奴ど隷れいとなっている同どう胞ほうたちの解放に少しでも役に立てばと」

　袋ふくろの中身は銀貨だった。

　ルスタットはギュークに礼を言ってランムスに見送らせ、部屋で一人になると、椅い子すに沈しずみ込こむようにして頭を抱かかえた。

「至し聖せい皇こうを殺しただと……。レオーム……。ディアスフェルドでは、一体何が起きているのだ……」

　そこへ、ギュークを送っていったランムスが戻もどってきた。そして、ルスタットの様子を見て驚おどろいて駆かけ寄よる。

「ルスタット様？　どうしたんです？」

「おお、ランムスか。何でもない。ただちょっと、良くない噂うわさを聞かされてな」

「ルスタット様がそんなに動どう揺ようするなんて、一体どんな噂うわさなんです？」

「故郷の事についてだ。だが、何でもないのだ」

　言葉を濁にごして誤ご魔ま化かすように微笑ほほえむルスタット。

「何でもないならいいですけど」

　ランムスはそう言いながら、ギュークに出した飲み物や菓か子しの食器をお盆ぼんに載せた。

　そして、意外そうな声で呟つぶやく。

「それにしても、ルスタット様ほどの人でも動どう揺ようする事はあるんですね。びっくりしました」

　それを聞いたルスタットは苦く笑しようした。

「私とて人間だ。驚おどろきもすれば不安にもなる」

「でも、かれこれ一年以上もお仕えしてますけど、ルスタット様が驚おどろいたり不安そうにしてるとこなんて、これまで見た事ありませんでしたよ。怯おびえたり心配したりするのはいつだって僕ぼくばっかりで」

　ランムスがそう言うと、ルスタットは優やさしく微笑ほほえんだ。

「そなたが私の代わりに弱音を吐はいてくれるので、私は弱音を吐はかずに済んでいるのだ。だからその礼に、私はそなたの分まで勇気を奮ってみせるのだ」

「なるほど。じゃあ、そのせいで僕ぼくはいっつも勇気が出ないんですね。ルスタット様が僕ぼくの分まで勇気を使っちゃうから」

　合点がいったようにポンと手を打つランムス。

　ルスタットはそれを聞いて思わず噴ふき出だした。そして、愉ゆ快かいそうに大笑いすると、つくづくランムスを眺ながめた。

「……そなたは我わが弟レオームにどこか似ているな。そなたと話すと、いつも不思議と心が晴れる」

　しみじみと呟つぶやくルスタット。

「え？　そうですか？　えへへ」

　ランムスは照れたような、ちょっと嬉うれしそうな顔をした。

「それじゃ、失礼します。おやすみなさい」

　ランムスがお盆ぼんを持って出て行くと、一人になったルスタットは窓から月を眺ながめた。

「何にせよ、ここでは噂うわさの真しん偽ぎを確かめる術もないのだ。真しん偽ぎの分からぬ話で心を悩なやませるのは無益。私が直接レオーム本人に確かめるまで、あれこれ思おもい悩なやむのはやめておこう」

　さっぱりした表情で呟つぶやくと、ルスタットは気持ちを切きり替かえて寝しん台だいに横になった。どんな不安を抱かかえていようとも、気持ちを切きり替かえて平常心を保つ事が出来てこそ一人前の騎き士し。不安で夜も眠ねむれないような男は、ディアスフェルドでは子供と見なされ笑われる。ディアスフェルドでも一、二を争う騎き士しであると誰だれもが認めるルスタットは、そのまま朝までぐっすりと眠ねむった。翌朝目が覚めた時にはもう、いつも通りのルスタットだった。










　第三十四章　第七軍団ロウドル将軍




　ディロークたち一行がルドリボ砦とりでに来てから三日が経たち、第一軍団と交こう替たいする予定の第七軍団の兵士六千人がルドリボの町に到とう着ちやくした。

　華はな々ばなしい行列が町中を練り歩いて中央の広場に整列し、ディロークがそれを迎むかえて、閲えつ兵ぺい式を行う。

　深い皺しわの刻まれた精せい悍かんな顔をした四十過ぎの瘦やせぎすな男が、立派な角を生やした髑髏どくろの兜かぶとを脱ぬいで、ディロークの前に片かた膝ひざを突ついた。

「第七軍団将軍ロウドル、ただ今到とう着ちやく致いたしました」

「うむ。長旅ご苦労であった」

　親しげな微び笑しようを湛たたえてねぎらうディローク。蛮ばん夷い皇こう直属のこの第七軍団を率いるロウドル将軍は、ディローク子飼いの軍人であった。貧しい家の三男坊ぼうだったが、十歳さいの頃ころにその才覚を当時二十歳はたち半ばのディロークに見み出いだされ、以来ずっとディロークが面めん倒どうを見てきた。軍団を任される将軍となっても、ロウドル将軍のディロークに対する忠誠心は揺ゆるぎないものがあった。

　閲えつ兵ぺい式を済ませると、ディロークはロウドル将軍を連れてグノルティス将軍の下もとへ向かった。

　階段を上りながら、ロウドル将軍はディロークに小声で尋たずねる。

「身辺にお変わりは？」

「見ての通りだ。道中何度か襲おそわれたが、その都度ルスタット殿どののお陰かげで生き長らえた」

　そう言って笑うディローク。

「なるほど。あの蛮ばん族ぞくの勇者は、評判通りのようですな。強く、不死身で、馬ば鹿か正直」

　ロウドル将軍が笑いながらそう言うと、ディロークは真面目な顔でうなずいた。

「うむ。下手なアルキラン人より余よ程ほど信用出来る」

「道中襲おそわれたというのは、やはりトングラールの……？」

　ロウドル将軍は心配そうな顔をした。

　ディロークは小さく笑う。

「うむ。ガロウスの町でヒュケレという商人に私を暗殺させようとした。トングラールが首しゆ謀ぼう者だという証言はヒュケレ自身の口から聞いたが、より確実な証しよう拠こがあったほうがよいと思い、ヒュケレの部屋にあった書類一式を押おう収しゆうした。トングラール直筆の手紙がないか、探しているところだ」

「なるほど。本人の書いた指示書が出れば、いかなトングラールといえども今度こそ言いい逃のがれは出来ますまい。やっとあの化け物を退治出来ますな」

「先手を打って攻せめてくるかも知れぬぞ」

　そう言って笑うディローク。

　ロウドル将軍も笑った。

「そのための第七軍団ですぞ。ご安心を。トングラールなど、このロウドルが返かえり討うちにしてくれましょう」

「うむ。そなたと第七軍団がおり、ルスタット殿どのもいる。何も心配はしておらぬ」

　ディロークがうなずくと、ロウドル将軍も満足げにうなずき返した。

　それから、辺りを見回して尋たずねる。

「ところでルスタット殿どのはどちらに？」

「グノルティス将軍のところだ。アルキラン軍の戦い方を教わっている」

「アルキラン軍の戦い方を？」

　驚おどろいて聞き返すロウドル将軍。

　ディロークは愉ゆ快かいそうにうなずく。

「うむ。オッドニーの前線基地ナギル城の攻こう略りやくには、ルスタット殿どのも参加するのでな。アルキラン軍の動き方を知っておらんと、色々と困る」

「しかし、よろしいのですか……？　ルスタット殿どのはディアスフェルド人です。我らアルキラン人としては、いずれまた敵として戦う事もあり得る相手ですが……」

「ルスタット殿どのよりも危険な敵が、身内にいるかもしれぬ。いざという時、ルスタット殿どのがアルキラン軍の戦い方を熟知している事が、私の身を守る事になるかもしれぬ」

　それを聞いたロウドル将軍は顔色を変えた。

「身内に敵ですと？　それは、トングラールとは別に？」

「うむ」

「何者です？」

　気色ばむロウドル将軍。

　ディロークは厳しい顔になる。

「言えぬ。確証はまだないのでな」

「ディローク様であっても、確たる証しよう拠こがなければ、名を挙げる事が憚はばかられる相手……という事ですか。まさか三皇の誰だれか……」

　察しの良よいロウドル将軍は、そう呟つぶやいて冷ひや汗あせを浮うかべた。

　立ち番をしている衛兵たちに目をやりながら、鋭するどく諫いさめるディローク。

「言うな。万が一兵士の耳に入れば動どう揺ようを生む」

「はっ。申し訳ございません」

「ともあれ、そなたもルスタット殿どのとは親しん睦ぼくを深めておいてもらいたい。いざとなれば共きよう闘とうする間あいだ柄がらとなるかもしれぬ」

「ルスタット殿どのがナギル城攻こう略りやくに参加するというのであれば、自然と親しん睦ぼくは深まりましょう。彼かれが噂うわさ通りの勇者であるなら、我わが第七軍団の兵士たちも拒こばみはしますまい」

「そうだな。戦士を知るには戦場に限る」

　ディロークはそう言って微笑ほほえんだ。




　やがて階段を上り、廊ろう下かを進んでグノルティス将軍の部屋へ行くと、グノルティス将軍はルスタットを相手に熱心に話はなし込こんでいた。ランムスも側にいて、時々分からない言葉を通訳している。

　グノルティス将軍は誰だれかが来た気配に顔を上げ、ロウドル将軍を一目見るなり駆かけ寄よって手を握にぎった。

「ようこそロウドル殿どの！　共に戦うのは十年ぶりか！」

　ロウドル将軍は深い皺しわの刻まれた顔に笑えみを浮うかべてその手を握にぎりかえす。

「キリアグ攻こう略りやく以来だ！　お互たがいよくぞ今日まで死なずに来これたものよ！」

　二人は同じ頃ころに兵へい役えきに就つき、同じ頃ころに仕官して専業軍人になり、永らく同じ戦場を渡わたり歩あるいてきた戦友だった。将軍となった今も、互たがいに認め合い競きそい合あう仲である。

　ディロークが切り出した。

「早さつ速そくだが、第七軍団も到とう着ちやくした事だし、明日のナギル城攻こう略りやくについて話し合いたい」

　グノルティス将軍は振ふり返かえると楽しげにうなずいた。

「おお、そうですな。では早さつ速そく、全軍団の将軍を集めましょう」

　そう言って、衛兵に命じて将軍たちを呼びに行かせる。

　そして椅い子すに座すわるとグノルティス将軍はディロークとロウドル将軍を見た。

「皆みなが集まる前に、確かく認にんをしておきましょう。座すわってください。ルスタット殿どのも」

　腰こしを下ろすディロークとロウドル、そしてルスタット。

　皆みなが座すわるのを待ってグノルティス将軍は口を開いた。

「今回は、オッドニーとの戦い方を第七軍団に伝授するという目的を兼かねておりますので、第七軍団の指揮権は第一軍団に委ねていただきたい。それに異存は？」

「ない」

　ディロークが即そく答とうする。

「それでよい」

　ロウドル将軍もうなずく。

　グノルティス将軍は続けた。

「その上で、第一軍団と第七軍団を混成部隊とし、第一軍団と同じ事を第七軍団にもやってもらいたい。今ここにいる十の軍団の内、第一軍団以外の九つの軍団はここに残るのだから、第七軍団が第一軍団の代わりを出来るようになればそれでよい」

「うむ」

「ただし、炸さく裂れつ弾だんは、今回の攻こう城じよう戦には用いぬ。あれは第一軍団だけに使用が許される極ごく秘ひの兵器故ゆえ、それを用いた戦い方は第七軍団には真似まねが出来ぬのでな。第七軍団に可能な戦い方のみで戦うつもりだ」

「炸さく裂れつ弾だん無しで勝てるのか？　オッドニー軍は手て強ごわいと聞くが」

　ロウドル将軍が尋たずねると、グノルティス将軍はニヤリと笑った。

「確かに手て強ごわいが、問題ない」

「その根こん拠きよは？」

「オッドニーの強さの理由は三つ。一つ目は、あの堅けん固ごなナギル城。二つ目は巨きよ大だいな象を使った戦せん象ぞう部隊。三つ目は、この地の暑さに彼かれらのほうが慣れていて、我らより長く戦えるという事。だが、我らはすでにナギル城を超こえるこの要よう塞さいを建築し、しかもナギル城の城門を破るための下準備も終えている。また、戦せん象ぞうの攻こう略りやく法も見つけてある。そして、ここへ来て二年以上を過ごし、我らもすでに充じゆう分ぶんこの地の暑さに慣れた。オッドニー側に有利な条件が全て消えれば、我らが負ける道理はない」

　それを聞いたロウドル将軍は不安げにグノルティス将軍を見る。

「我ら第七軍団は到とう着ちやくしたばかりで、暑さにはまだ慣れたとは言い難がたいが、大だい丈じよう夫ぶだろうか」

「心配ない。暑さに対処する方法は簡単だ。鎧よろいを脱ぬげばよい」

　グノルティス将軍が笑いながら鎧よろいの胴を叩たたくと、ロウドル将軍は驚おどろいて声を上げた。

「何？」

「兜かぶとと肩かた当て、胸当て、そして盾たてがあれば、鎧よろいなど着ずとも充じゆう分ぶん戦える。逆に、下手に鎧よろいを着き込こむと、戦いもせぬのに暑さにやられて死んでしまうのだ。オッドニーの連中も、一部を除けばその程度の軽装だ。まあ、詳くわしい事は後ほど教える」

　グノルティス将軍はそう言うと、話を進めた。

「そして、私とロウドル将軍は、基本的にはこの城じよう壁へきの上に留まって指示を出し、ここぞという時にのみ決戦部隊を率いて攻こう撃げきに出る。ルスタット殿どのには、我らと一いつ緒しよにいてもらいたい」

「その部隊は馬か？　徒歩か？」

　ルスタットが確かく認にんする。

「馬だ。勝負所に素す早ばやく移動し、一気に攻せめ入いって敵を蹴け散ちらす。ディアスフェルドの騎き士しは、馬での突とつ撃げきでは並ぶ者のない強さだと聞いている。是ぜ非ひともその力の程ほどを、我らに示して欲ほしい」

　グノルティス将軍はそう言って、いかにも期待している様子で笑った。

「承知した。明日は部隊の一番先頭で、存分に暴れさせてもらうとしよう」

　ルスタットも、実に楽しそうな笑え顔がおになる。

　やがて各軍団の将軍が集まり、明日の戦いに備えての細かな軍議が始まった。

　ルドリボの町も城じよう壁へきの向こう側も、大きな戦いが明日に控ひかえているなどとは露つゆ知らぬ様子で、いつも通りの賑にぎやかな日常の風景が続いていた。

　活気溢あふれる町を、眩まぶしい太陽が一層熱くさせていた。










　第三十五章　アルキラン軍出しゆつ陣じん




　翌日の早朝。

　町の中心に設けられた巨きよ大だいな広場に、砦とりでの全兵士が整列していた。

　その前に、蛮ばん夷い皇こうディローク、グノルティス将軍、ロウドル将軍、ルスタットらが並ぶ。

　空気を揺ゆるがすような銅ど鑼らが打ち鳴らされ、闘とう争そう心を鼓こ舞ぶするように大きな太たい鼓こが独特の拍ひよう子しで連打された。

　その太たい鼓この音を後ろに従えるようにして、グノルティス将軍が一歩踏ふみ出だす。そして、全兵士を眺ながめ渡わたした。

　一いつ斉せいに静まりかえる兵士たち。彼らは全員黒い鎧よろいに身を包み、人や獣けものの頭ず蓋がい骨こつを象かたどった兜かぶとを被かぶっている。兜かぶとを持たない者たちも、顔に直接骸がい骨こつの化け粧しようを施ほどこしている。これらはモルフェスの時代から続く伝統であり、自ら死者になる事で死への恐おそれをなくすという意味がある。だがそれ以上に、その不気味な装よそおいは敵に強い恐きよう怖ふを与あたえる効果を持っていた。

　太たい鼓この音が止やむと、グノルティス将軍はまるで百万の軍馬が大地を揺ゆるがすような大声を張り上げた。

「私はアルキラン共和国第一軍団グノルティス将軍である！」

　声は石の壁かべに跳はね返かえり、辺り一面にビリビリと響ひびく。兵士たちは、まるで雷かみなりに打たれたかのように、直立不動の姿勢で固まった。

　グノルティス将軍の凄すさまじい怒ど号ごうが続く。

「これより、長年かけて準備してきたオッドニーのナギル城攻こう略りやくを開始する！　いよいよ待ちに待った戦いの時だ！　これまでのような、城じよう壁へき建設を妨ぼう害がいしに来たオッドニー軍との小こ競ぜり合あいとは違ちがう！　本物の戦争だ！　我々の待ち望んだ、本物の戦争がようやく始まる！」

　グノルティス将軍の太い腕うでが振ふり上あげられた。

「死を恐おそれるな！　死は我らの味方！　死は我らの故郷！　我らこそ、地じ獄ごくから来た死の軍勢である！　あの世で英えい霊れいたちに臆おく病びよう者ものと呼ばれる恥ち辱じよくのみを恐おそれよ！　先せん陣じんを切る者、後方で援えん護ごする者、陽動する者、武器を運ぶ者、偵てい察さつする者、伝令する者、全てが協力して己おのれの務めを果たせ！　狼おおかみが一匹ぴき一匹ぴき集まって一つの意志を持った群となり獲え物ものを食い殺すように、蝗いなごが一匹ぴき一匹ぴき集まって巨きよ大だいな暗雲のようになり全てを食くい尽つくすように、我ら一人一人が、アルキラン軍という一つの巨きよ大だいな群れとなって敵を食くい尽つくすのだ！」

　ドシンと大地を揺ゆらして、更さらに一歩前に出るグノルティス将軍。

「この二年の間、小こ競ぜり合あいしかせず、ひたすら城じよう壁へき建設の労ろう役えきに耐たえてきたそなたたちは、さぞや戦いに飢うえ、血に飢うえ、名めい誉よに飢うえておろう！　これからの戦いくさで、その飢うえを腹一杯ぱいになるまで満たすが良よい！」

　凄すさまじい声の響ひびきに、兵士たちは皆みな、頭が痺しびれて呆ぼう然ぜんとなった。同時に、グノルティス将軍の言葉に陶とう然ぜんとなる。

　グノルティス将軍は、ルスタットを皆みなの前に立たせた。

「今日は、諸君らもご存じ、ディアスフェルドから来た英えい雄ゆうルスタット殿どのが、我らのために馳はせ参さんじてくれた！　異国の勇士の目に、諸君たちの勇ゆう猛もうさを焼きつけよ！　その強さを、永遠に忘れ得ぬものとせよ！」

　グノルティス将軍はそう言い終えると、拳こぶしを天に向かって突つき上あげた。

「アルキランに刃は向むかう者どもに死を！」

　雷らい鳴めいのような声が響ひびいた。

　兵士たちがそれに負けじと声を張り上げて唱和する。

「刃は向むかう者どもに死を！」

「刃は向むかう者どもに死を！」

「刃は向むかう者どもに死を！」

　兵士たちの声は、地じ響ひびきのように城じよう壁へきを震ふるわせた。その声に自ら鼓こ舞ぶされるように、兵士たちの目つきが徐じよ々じよに変わっていく。

　グノルティス将軍が号令を掛かけた。

「戦せん闘とう開始！」

　言い終わると同時に、兵士たちは整然と動き出した。

　それぞれの軍団、それぞれの部隊ごとに分かれ、一いつ斉せいに持ち場に着く。

　牛の頭ず蓋がい骨こつを象かたどった兜かぶとの一団が、城じよう壁へきの上に備えつけた投石機の前で準備を始めた。

　羊の頭ず蓋がい骨こつの兜かぶとの一団は、車輪の付いた移動式の攻こう城じよう櫓やぐらを運び出す。

　鷲わしの頭ず蓋がい骨こつの兜かぶとの一団が、地上部隊を援えん護ごするための弓を構えて城じよう壁へきの矢や狭ざ間まに待機した。

　その間に、アルキランの風習に従って、城門ごとに敵兵の死体がぶら下げられる。

　城じよう壁へきの上に陣じん取どった、兜かぶとを被かぶらず顔に直接骸がい骨こつの化け粧しようをした一団が、狂くるったような速度で一いつ斉せいに突とつ撃げきの太たい鼓こを打ち鳴らした。雷かみなりか地鳴りのような音が辺り一帯の空気を揺ゆるがす。

　その真下で、やはり直接骸がい骨こつの化け粧しようをした初年兵たちが一心に踏ふみ車を回し出す。

　鎖くさりの軋きしむ音が響ひびき、次々に跳はね橋ばしが橋が下りた。

　それと同時に、雄叫おたけびが響ひびいた。

「ヨォ──────────────ウィ────────────────ッッッ[image: !!!!]」

　羚れい羊ようの頭ず蓋がい骨こつの兜かぶとを被かぶって馬に跨またがった騎き兵へいたちが、一いつ斉せいに走り出す。験げん担かつぎに城門の死体を槍やりで一ひと突つきし、そのまま荒あれ狂くるう太たい鼓この音に背中を押おされるように次々と外へ飛び出した。

　その後を追うのは、大きな両手持ちの盾たてを持ち、羆ひぐまの頭ず蓋がい骨こつの兜かぶを被かぶった大おお盾たて歩兵たち。

　更さらにその後ろを、人の頭ず蓋がい骨こつを象かたどった兜かぶとを被かぶる一いつ般ぱん歩兵らが、何千と列をなして続いた。百人ごとに隊に分かれて旗を持ち、その旗はた竿ざおの先には頭ず蓋がい骨こつや干し首が鈴すずなりに吊つるされている。全員裸はだかの上に直接肩かた当てと胸当てを着けただけの軽装で、腰こしには水すい筒とうと塩パンをぶら下げている。

　歩兵たちは次々に並んで盾たての壁かべを作り、攻こう城じよう櫓やぐらを防ぼう御ぎよしながら敵のナギル城の周りに着々と展開していった。

　真っ青に晴はれ渡わたった空には白く輝かがやく雲が浮うかび、その下では雷らい鳴めいのような重い太たい鼓こが響ひびき続ける。

　その時、オッドニーの要よう塞さいナギル城から、角笛の音が響ひびいた。そして、近くの城へ救きゆう援えんを求める狼煙のろしが上がる。

　それと同時に、ナギル城の城じよう壁へきの上に、ずらりと数百名もの弓兵が並んだ。

　城じよう壁へきの上の物見台から見ていたロウドル将軍が叫さけんだ。

「狼煙のろしが上がったぞ！」

　グノルティス将軍は如何いかにも楽しそうに笑った。

「オッドニーの狼煙のろしによる連れん絡らく網もうはなかなか良くできている。二分の一角時（二時間）ほどで大おお掛がかりな救きゆう援えん部隊が来るぞ。それまでに決着をつけねば、今日の内にナギル城を落とす事は出来ん」

　ディロークがゆったりと椅い子すの背に凭もたれた。

「さて。それでは、グノルティス将軍の名采さい配はいをゆっくり見物させてもらうとしよう」

　まるで演劇か何かが始まるのを待つかのような態度でくつろぐ。

　落ち着いたディロークとは反対に怯おびえた声を出したのはランムスだ。

「い、いよいよ始まりましたね……」

　ランムスはルスタットに従う騎き士し見習いである以上、ルスタットが参加する戦いくさには同行して修しゆ行ぎようするのが当然だという事で、慣れない鎧よろいと兜かぶとを着せられて、ルスタットの隣となりに立っている。

　ルスタットはランムスに言いい含ふくめた。

「戦場で手て柄がらを立てれば、見習いを卒業して晴れて一人前の騎き士しだ。だが、功を焦あせるな。初めての戦場では何よりもまず、己おのれが死なぬ事を心こころ掛がけよ」

　そんな事を話している間も、ランムスたちの背後では、太たい鼓こが鳴り続け、踏ふみ車が回り続ける。

　ナギル城の城じよう壁へきから、オッドニーの弓兵が地上に向かって一いつ斉せいに矢を放った。アルキラン歩兵はずらりと盾たてを並べて防ぼう御ぎよする。少しずつ重なり合う盾たては、横にも上にも隙すき間まなく連なり、その様子は盾たてで出来た巨きよ大だいな亀かめのようだ。

　そこへ、ナギル城の裏手の門からオッドニーの騎き兵へいが百ひやつ騎きほど、槍やりを持って飛び出した。そして、盾たてを構えたアルキランの歩兵に一いつ斉せいに襲おそいかかる。

「この暑さの中、随ずい分ぶんと厚着をしているぞ」

　ロウドル将軍が怪け訝げんそうに言った。オッドニーの騎き兵へいたちは鎧よろいの上から布の服を羽織り、兜かぶとにも布を巻いている。

　グノルティス将軍は平然とうなずく。

「鉄が太陽で焼けるのを防ぐため、上に布を掛かけているのだ」

「我らもそうすればよいではないか？」

「あれは騎き兵へいだから出来るのだ。走れば風で涼すずしくなるし、出しゆつ撃げきしてもすぐ城内に戻もどる。だが、太陽の下でじっと動かず戦い続ける歩兵にあんな事をさせていては、すぐに暑さで倒たおれてしまう」

　そう言っている間にも、オッドニー騎き兵へいがアルキラン歩兵の陣じんのすぐ間近に駆かけ込こんだ。アルキラン歩兵は城じよう壁へきの上から降ってくる矢に気を取られて、側面から突つっ込こんできたオッドニー騎き兵へいへの対応が遅おくれる。

　一番外側にいたアルキラン歩兵が、盾たても構えられず、横っ腹をオッドニーの槍やりで貫つらぬかれた。

「ぎゃああああああああああああああああああ!!!!!!!!!!」

　叫さけび声ごえが響ひびく。剝むき出だしの脇わき腹ばらから鮮せん血けつが噴ふき出だし、地面を濡ぬらした。

　一いつ瞬しゆん、アルキラン兵たちの動きが止まり、傷ついた兵士に視線が集中する。

　仲間の声が、傷ついた兵士の名前を呼んだ。

　もう助からないと悟さとったアルキラン歩兵は、自分の腹に刺ささった槍やりを引ひき抜ぬいた。

「モルフェスが俺おれを呼んだ！」

　これがその証しよう拠こだと言わんばかりに血の付いた槍やりを掲かかげると、盾たてを捨てて一人戦列を離はなれる。そして、脇わき腹ばらから血を流しながら、新たに向かってくるオッドニーの軽装騎き兵へいに正面から向かっていった。そして叫さけぶ。

「俺おれはモルフェスの下もとに行く！」

　オッドニー騎き兵へいが迎むかえ撃うつように馬上から槍やりを投げた。傷ついたアルキラン兵士は、今度は胸を貫つらぬかれる。肺が破れて気管に血が流ながれ込こみ、口と鼻からも真っ赤な血が噴ふき出だした。しかしアルキラン歩兵はそれでもなお足を止めず、死力を振ふり絞しぼってオッドニー騎き兵へいに駆かけ寄よった。走ってくる馬に真正面から立ち向かうと、槍やりを構えて突つっ込こむ。槍やりの穂ほ先さきが馬の首を貫つらぬき、そのままオッドニー騎き兵へいの腹まで貫つらぬいた。刺さし貫つらぬいたアルキラン兵はそのまま馬と激げき突とつし、弾はじき飛とばされて倒たおれ伏ふす。だが槍やりに貫つらぬかれたオッドニー騎き兵へいも、馬ごと地面に倒たおれた。

　仲間のアルキラン兵たちが口々にその死を讃たたえた。

「見事な死に方だ！」

「我らはお前を語かたり継つぐ！」

「名めい誉よの死だ！」

「モルフェスはお前を受け入れる！」

　アルキラン軍の士気が、一気に高まった。

　そこへアルキラン騎き兵へいが喊かん声せいと共に救きゆう援えんに駆かけつけた。オッドニー騎き兵へいの側面を突つき、あっという間に三人ほどを血祭りに上げる。馬が転てん倒とうし、泥どろと血ち飛沫しぶきが舞まった。

　横から隊列を崩くずされたオッドニー騎き兵へいは、一声合図をしてすぐに退たい却きやくし始める。

「逃にがすな！」

「嬲なぶり殺せ！」

　アルキラン騎き兵へいは叫さけびながらその後を追う。

　ルドリボの城じよう壁へき内から成り行きを見ていたルスタットは、感服して呟つぶやいた。

「この士気の高さは、私がディアスフェルドで戦った者たち以上だ」

　グノルティス将軍は平然として言う。

「そなたが戦ったのはほとんどが黎れい民みん皇こう直属の部隊。彼かれらの武勇をけなすわけではないが、戦せん軍ぐん皇こう直属の第一軍団とは比べるほうが愚おろかだ」

　そして、いよいよお待ちかねというようにニヤリと笑った。

「それより、そろそろ戦せん象ぞうが出てくるぞ」

「何故なぜ分かる？」

「奴やつらのいつもの手だ。囮おとりとなる少数の騎き兵へいが少し攻せめてから逃にげ、それを追いかけたこちらの兵を戦せん象ぞう部隊で迎むかえ撃うつ。だが今回はそう上手うまくは行かん」

　グノルティス将軍は手を振ふり、太たい鼓こ部隊に合図を送った。太たい鼓この拍ひよう子しが変わりる。そして、狼おおかみの頭ず蓋がい骨こつの兜かぶとを被かぶった軽装騎き兵へいが、投げ槍やりを数本と大きな盾たてを持って城内から一気に駆かけ出だしていく。

　一方、逃にげたオッドニー騎き兵へいを追っていったアルキラン騎き兵へいは、慌あわてて引き返してきた。その後ろからじわじわと追ってくるのは、横一列に隊列を組んだ巨きよ大だいな象の群。グノルティス将軍の言った通り、戦せん象ぞう部隊の登場である。

　象の上には櫓やぐらが据すえられ、そこに象の御ぎよ者しやと二人の弓兵が座すわって、逃にげるアルキラン騎き兵へいの頭上に矢を射い掛かけた。象と象の間には新手のオッドニー騎き兵へいが隙すき間まもないほどびっしりと並び、更さらに背後にも多くの騎き兵へいを従えている。

　ルスタットの目が戦せん象ぞうに釘くぎ付づけになった。

「あのように象を使うのか。一頭に三人もの兵が乗れるとは」

　ロウドル将軍も額に汗あせを浮うかべる。

「まるで生きた移動櫓やぐらだ。櫓やぐら自身も敵を蹴け散ちらし踏ふみ殺す事が出来る。恐おそろしい敵だ」

「うむ。初めて見た時は、さすがの我わが精せい鋭えいたちも随ずい分ぶんと驚おどろき混乱したものだ」

　グノルティス将軍はそう言って、余よ裕ゆうの表情で見守る。

　アルキラン騎き兵へいは戦せん象ぞう部隊とはまるで戦おうとせず、一目散に仲間の歩兵たちの盾たての壁かべへ逃にげ込こんだ。オッドニー騎き兵へいと戦せん象ぞう部隊はお構いなしにアルキラン歩兵に襲おそいかかる。アルキランの歩兵は必死で盾たてを構えるが、櫓やぐらの上から降ってくる矢を防ごうとすれば地上から向かってくる騎き兵へいの槍やりにやられ、騎き兵へいに備えれば頭上の矢にやられてしまう。矢に射い抜ぬかれて重傷を負ったアルキラン歩兵が数名、死ぬ前に一いつ矢し報むくいようと、槍やりを持って象に向かっていったが、象の鼻で持ち上げられて投げ飛ばされ、或あるいは大木のような足で蹴け飛とばされて、まるで歯が立たない。象の恐おそろしい力は、まるで神話の中の怪かい物ぶつのようだ。アルキラン歩兵は為なす術すべがない。

　象は向かってきた兵士を片付けると、物もの凄すごい咆ほう哮こうを発した。その声の余りの大きさに、アルキラン兵たちは一いつ瞬しゆんその場に凍こおりつく。そこを戦せん象ぞうは更さらに踏ふみ荒あらした。

「マズいですよ！　陣じん形けいが崩くずされちゃう！」

　ランムスが叫さけんだ。

　だがそこへ、先さき程ほど飛び出していったアルキラン軍の投なげ槍やり騎き兵へいが駆かけつけた。そして、象の前足目め掛がけて槍やりを投げる。象の上のオッドニー弓兵は、歩兵に気を取られていて投なげ槍やり騎き兵へいへの対応が遅おくれた。その隙すきに手持ちの槍やりをありったけ投げつけると、盾たてを背に回してさっさと城内へ引き返すアルキラン投なげ槍やり騎き兵へい。オッドニー弓兵は象の上からその背に向かって矢を放つが、盾たてに阻はばまれてほとんど効果はない。

　アルキラン投なげ槍やり騎き兵へいはルドリボ砦とりでに戻もどって新たな槍やりを補ほ充じゆうすると、再び出しゆつ撃げきしていく。その間にも、別の投なげ槍やり騎き兵へいが入いれ替かわり立ち替かわり出しゆつ撃げきしては象の足を攻こう撃げきし続けた。その間断無い波状攻こう撃げきによって、象の両前足には何十本もの投なげ槍やりが突つき刺ささり、血みどろになった。

　やがて象は立っていられなくなり、前足を屈くつして不格好にうずくまる。背中の櫓やぐらが傾かたむいて、オッドニー弓兵は矢を射るどころではなくなった。そこへ、アルキラン歩兵の後ろに隠かくれていたアルキラン騎き兵へいが飛び出していった。そして、象と象の隙すき間まを埋うめていたオッドニー騎き兵へいを一気に追い散らす。不意を突つかれたオッドニー騎き兵へいたちは、慌あわてて退たい却きやくした。その間に、アルキラン歩兵たちがうずくまった戦せん象ぞうに蟻ありのように群がり、象の上にいたオッドニー弓兵を蹂じゆう躙りんした。

「やった！　ざまあみろ！」

　興奮して拳こぶしを振ふり上あげるランムス。

　グノルティス将軍は落おち着つき払はらって説明する。

「象の足は太い。投げ槍やりで狙ねらえるほどに。そして足が傷つけば、あの巨きよ体たいを支える事は到とう底てい出来んというわけだ」

「なるほど、これが戦せん象ぞうの倒たおし方というわけか」

　ロウドル将軍がうなずいた。

　グノルティス将軍はニヤリと笑う。

「あくまで一つのやり方だ。他にも対策は色々ある。向こうの象が尽つきる前に、全て実地で教えられればよいが」

　ルスタットが驚おどろいたように溜ため息いきを吐ついた。

「いくら象の足が太いとはいえ、走る馬の背から槍やりを投げて、あれほど正確に狙ねらえるとは」

　グノルティス将軍は自じ慢まんげに胸を張る。

「今でこそアルキラン軍の主力は歩兵による密集陣じん形けいだが、アルキランは元々草原の民たみ。馬上の戦いこそが真骨頂だ。彼かれらの被かぶる狼おおかみの兜かぶとは、手た綱づなも鞍くらもない裸はだか馬うまを自在に乗りこなし、その背の上で弓を引き槍やりを投げられる者だけに許される。彼かれらは如何いかなる武器であろうとも、馬上で自在に操あやつれるのだ」

「確かに、アルキランの騎き兵へいには我らも散々手こずったものだ」

　ルスタットはアルキランの騎き兵へいを見ながら感心して唸うなった。

　その間にもアルキランの軍勢は、オッドニーの戦せん象ぞうを次々と攻こう略りやくし、倒たおれた象の鼻を斧おので断たち切きり、背中に乗ったオッドニー兵を槍やりで突つき殺していった。










　第三十六章　ランムスの初うい陣じん




「戦せん象ぞうはあらかた片付いたようだな。見事なものだ」

　戦場を見下ろしながら、ルスタットはアルキラン軍の鮮あざやかな手て際ぎわに感かん嘆たんした。

　だが、ロウドル将軍が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「しかし、ここからが苦しくなるな」

「何故なぜだ」

　ルスタットが尋たずねると、ロウドル将軍は高々と聳そびえるナギル城を指さした。

「野戦で勝てぬと悟さとったら、徹てつ底ていした籠ろう城じよう作戦に出てくるだろう。だが、あの城を落とすのは、いくら攻こう城じようの得意なアルキラン軍でも容易ではない。長引けば敵の援えん軍ぐんが到とう着ちやくしてしまう」

　しかしグノルティス将軍はそこでニヤリと笑う。

「そう。確かにあのナギル城を落とすのは容易ではない。攻こう城じようの準備だけで二年を費ついやした」

　そして、さっと手を上げる。太たい鼓この拍ひよう子しが変わり、歩兵たちがさっと隊列を組くみ替かえた。歩兵たちの間に整然といくつもの道が出来る。

　その道を、車輪の付いた攻こう城じよう櫓やぐらがジリジリと前進していく。向かう先は当然ナギル城だ。

　攻こう城じよう櫓やぐらの上から、アルキラン兵がナギル城の城じよう壁へきに向けて矢を射い掛かけた。ナギル城からは、攻こう城じよう櫓やぐらに向けて火矢が放たれるが、薄うすく延ばした鉄板に覆おおわれた攻こう城じよう櫓やぐらは火をものともしない。

　櫓やぐらは大勢の兵士に押おされながら少しずつナギル城に近づいていく。火矢では埒らちが明かないと見たオッドニー兵は、油あぶら壺つぼに火を点つけて投げつけた。櫓やぐらに当たった油あぶら壺つぼはそのすぐ下に落下し、激しい炎ほのおが地上を包む。だが櫓やぐらを押おすアルキラン兵たちは慌あわてる様子もなく、手慣れた様子で土を掘ほると炎ほのおに被かぶせ、あっという間に鎮ちん火かした。

　やがてナギル城の南側には、四十台を超こえるアルキランの攻こう城じよう櫓やぐらが立ち並んだ。あとほんの少し近づけば、城じよう壁へきまで橋を渡わたせる近さだ。

　そこから一いつ斉せいに矢を射い掛かけるアルキラン軍。橋を架かけさせてなるものかと、オッドニー兵は必死で射返す。少しでも怯ひるんで応戦の矢が止まれば、たちどころにアルキラン兵が雪崩なだれ込こんでくるのを知っているのだ。そのオッドニーの必死の反はん撃げきに、アルキランの攻こう城じよう櫓やぐらはなかなか最後の距きよ離りが詰つめ切きれない。

　攻せめあぐねているのを見かねたルスタットがグノルティス将軍に申し出た。

「私が櫓やぐらに上って先せん陣じんを切ろう。私なら、敵の矢など恐おそるるに足らん」

　だがグノルティス将軍は首を横に振ふる。

「いや、それには及およばぬ。確かにそなたほどの英えい雄ゆうなら単身斬きり込こんで活路を開く事も出来るかもしれんが、アルキラン軍に英えい雄ゆうは要いらぬ」

「何故なぜだ？」

「一人の英えい雄ゆうに頼たよった強さでは、英えい雄ゆうが年老いて死ねば強さを失う。だが、兵士一人一人によって作られる強さは、世代を交代しながらも永遠に保たれる。私は、そのような軍を作り上げる事を使命としているのだ」

　そして、グノルティス将軍はニヤッと笑った。

「それに、もうじきそなたの活かつ躍やくすべき時は来る」

　その時、再びナギル城からオッドニーの兵士が外に出てきた。歩兵が中心となり、何千という兵が盾たてを押おし並なべてやってくる。その後ろには、徒歩の弓兵がずらりと並んだ。城じよう壁へきの上からだけでは攻こう城じよう櫓やぐらに対処出来ぬと見て、もう一度地上からも攻せめようというつもりである。

　オッドニーの弓歩兵たちは暑さ対策のため、兜かぶとを被かぶる以外はほとんど裸はだか。馬に乗った隊長らしき者たちだけが鎧よろいを着て指揮を執とる。

　地上のオッドニー弓歩兵が矢を放つのと同時に、ナギル城の上からも一いつ斉せいに矢の雨が降り注いだ。上方と側面からの、二方向からの攻こう撃げきだ。必死で盾たてを構えるアルキラン歩兵たち。

　そこへ、オッドニー歩兵の間から騎き兵へいが槍やりを持って飛び出した。その背後からはオッドニー弓歩兵が休まず山なりに矢を放って、仲間の騎き兵へいの頭越ごしにアルキラン歩兵を牽けん制せいし続ける。矢が飛んでくるので盾たてを構え続けなければならないアルキラン歩兵は、自らの盾たてに視界を塞ふさがれてオッドニー騎き兵へいの接近に気付かない。

　オッドニーの矢が途と絶だえた。様子を確かく認にんしようと、アルキラン歩兵が盾たてを少し下げる。そこへ、オッドニー騎き兵へいたちが一いつ斉せいに走はしり込こんできた。馬の体重をかけた鋭するどい槍やりが、盾たてごとアルキラン歩兵たちの最前列を貫つらぬく。怒ど声せいと悲鳴、そして武器のぶつかる音で、戦場が大きくどよめいた。そこかしこでアルキラン歩兵たちは胸を貫つらぬかれたまま転てん倒とうする。その後ろに並んでいる味方も何人か、巻まき添ぞえを食って倒たおれた。

　その倒たおれたアルキラン兵の上へ、余勢を駆かって突つっ込こんでくるオッドニー騎き兵へい。転てん倒とうしたアルキラン歩兵を馬の足で踏ふみにじると、すぐさま向きを変えて走り去る。あちらこちらで激しい悲鳴が上がった。馬の蹄ひづめに踏ふみつけられたアルキラン歩兵は腕うでと足と肋ろつ骨こつを折られ、内臓が破は裂れつして鼻と口から血が噴ふき出だした。

　そこへ、アルキラン歩兵に休む暇ひまも与あたえず、新手のオッドニー騎き兵へいが突つっ込こんでくる。アルキラン側は負傷兵を介かい抱ほうする余よ裕ゆうもなく、仲間の死体を踏ふみつけながら必死で盾たてを構えた。再びオッドニー騎き兵へいの槍やりがアルキラン歩兵の前列を崩くずしては去っていく。アルキラン歩兵は仲間の死体を踏ふみつけながら、すぐさま穴を塞ふさぐ。

　思うように陣じん形けいが崩くずせず手をこまねくオッドニー軍。

　そこへアルキラン騎き兵へいが、オッドニー騎き兵へいたちの背後から一気に突とつ撃げきした。アルキラン歩兵たちが必死で堪たえている間に、密ひそかに迂う回かいして回り込こんだのだ。後方のオッドニー弓兵部隊を蹴け散ちらして、オッドニー騎き兵へいの背後を突ついた。オッドニー騎き兵へいはアルキラン騎き兵へいとアルキラン歩兵に挟はさまれる形で逃にげ場ばを失う。無数の悲鳴が上がった。数百ものオッドニー騎き兵へいが体中を槍やりで貫つらぬかれ、血ち塗まみれの肉にく塊かいとなって果てた。

　しかしアルキラン軍がホッとする間もなく、オッドニー側は新手を繰くり出だしてきた。アルキラン騎き兵へいが外から内に向かって突とつ撃げきして、全体の布ふ陣じんが一箇か所しよに固まった所を狙ねらいすましたように、その外側からアルキランの陣じん営えいを包囲しにかかる。アルキラン軍を丸ごと包つつみ込こみ、城じよう壁へきの上と地上の二方向から弓矢で攻こう撃げきしようというのだ。

　グズグズしていると、包囲が完成してしまう。だが、突とつ撃げきしたアルキラン騎き兵へいたちは、まだ方向転てん換かんしきれていない。

　オッドニー軍の地上部隊は、弓矢を放ちながら着実に包囲を固めていく。ナギル城の上からも再び矢が降り注ぎ、アルキラン軍は盾たてを構えたままその場に釘くぎ付づけだ。

　アルキラン騎き兵へいたちが槍やりを弩いしゆみに持もち替かえて反はん撃げきするが、数が圧あつ倒とう的てきに足りない。攻こう城じよう櫓やぐらの上にいる弓兵たちは、ナギル城じよう壁へきのオッドニー軍と戦うのに精せい一いつ杯ぱいで、地上の援えん護ごをする余よ裕ゆうはない。

　ロウドル将軍が冷ひや汗あせを浮うかべた。

「敵の弓は厄やつ介かいだ。城と地上で二方向から射い掛かけられては、羆ひぐまの兜かぶとを許された屈くつ強きようの大おお盾たて歩兵たちでも堪たまらぬ」

「こちらも弓兵部隊をもっと増やすべきじゃないんですか？　飛び道具には飛び道具で対たい抗こうしないと、一方的にやられるだけですよ」

　ランムスが、城内にまだたくさん残っている弓兵や弩いしゆみ兵たちを眺ながめる。

　だがグノルティス将軍は首を横に振ふった。

「我わがほうの弓兵は、これ以上地上には出さん。今、城に残っている弓は、全てこちらの城を守るのに使う」

「何故なぜだ？」

　ロウドル将軍が、理解し難がたいといった顔でグノルティス将軍を見た。

　グノルティス将軍は落おち着つき払はらって言う。

「奴やつらがナギル城の防衛を諦あきらめ、自分たちの城を捨ててこちらの城を落としにかからんとも限らん。その時、城に残る弓兵が少なければ、守りに隙すきが出来る。オッドニーの連中が城攻ぜめで我らに劣おとるとはいえ、弓兵を欠いた状態で守まもり抜ぬく事はさすがに無理だ」

「ですが、それではこちらは敵の弓に対して常に後手に回ってしまいませんか？」

　ランムスが疑問を呈ていする。

「そうだ。この者の言う通りだ」

　ロウドル将軍もランムスに同意した。

　だがグノルティス将軍は平然と否定する。

「そんな事はない」

　そして、ニヤリと笑った。

「何故なぜなら、我らが出るからだ」

「おお！　いよいよ出しゆつ撃げきの時か！」

　ルスタットが勢いよく立ち上がる。

　グノルティス将軍が階段を駆かけ下くだり、地上に降りた。それについて下りるルスタットとロウドル将軍、そしてランムス。

「整列！」

　待機していた騎き兵へい達たちが整列し、突とつ撃げきの合図を待つ。彼かれらも全員、狼おおかみの兜かぶとを許された精せい鋭えいの馬乗りばかりである。

　グノルティス将軍が兵士に向かって説明する。

「我わが方ほうを包囲しようとして細長く伸のびてくる敵戦列の先せん端たんを、取り囲んで叩たたき潰つぶす！　そうして短くなった敵の戦列の先せん端たんを、更さらに囲んで叩たたき潰つぶす！　それをひたすら繰くり返かえせ！　敵一人に対し、我わが方ほうは常に四人でかかれ！　敵がこちらを囲もうと陣じん形けいを変え始めたら、その側面はすでに戦場に出ている者どもが突つく！　我らは引き上げだ！　引き上げの合図を見み逃のがすな！」

　そして、隣となりのルスタットを見た。

「さて、それではディアスフェルドの勇者の戦い振ぶり、とくと拝ませてもらおう」

「待ちわびたぞ」

　ルスタットは笑えみを浮うかべ、馬上で槍やりを構える。そしてランムスに言った。

「さあ、いよいよそなたの初うい陣じんだ」

「ホントに僕ぼくも出るんですか……？」

　青ざめながら、ルスタットの予備の槍やりを抱かかえて手た綱づなを握にぎるランムス。

　グノルティス将軍は部隊を振ふり返かえり、大声で怒ど鳴なった。

「分かっておるな！　鎧よろいを着、兜かぶとを被かぶったまま長時間は戦えぬ！　一いつ瞬しゆんで奴やつらを刈かり込こみ、即そく座ざに城内に戻もどるのだ！　逃にげる敵に釣つられて深追いをしてはならぬ！　とどめを刺さすのは歩兵の役目だ！」

　そう戒いましめると、城じよう壁へきの上の太たい鼓こ部隊に向けて腕うでを大きく前方に振ふった。そして、騎き兵へいたちに号令を掛かける。

「出しゆつ撃げき！」

　城じよう壁へきの上の太たい鼓この拍ひよう子しがまた変わり、外にいるアルキラン歩兵たちは、それを聞くとすぐに整然と道を空ける。

　そこへ先頭を切って飛び出したのは、兜かぶとも被かぶらず顔を剝むき出だしにした異国の騎き士しルスタット。颯さつ爽そうとマントを翻ひるがえして駆かけ抜ぬけていく。

「行くぞランムス！」

「ま、待ってくださぁい！」

　たくさんの槍やりを抱かかえたランムスが必死でその後を追いかけた。
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　そのすぐ後ろにグノルティス将軍とロウドル将軍が続き、蹄ひづめの音も高く駆かけ抜ぬけていく黒い鎧よろいの一団が連なった。

　軍勢は城門を出て橋を渡わたると、全速力で駆かけながら綺き麗れいな二列縦隊を組んでいく。

　やがて、オッドニーの包囲陣じんが見えてきた。騎き兵へいが先導しながら戦列を伸のばしてくる。ルスタットの接近に気付くと、背後の歩兵たちが一いつ斉せいに矢を射い掛かけてきた。

　しかしルスタットは更さらに速度を上げて突つっ込こんでいき、ランムスも離はなされまいと必死で後を追いかける。

「ルスタット殿どの！　一人で出過ぎだ！」

　ロウドル将軍が背後から叫さけんだが、ルスタットはお構いなしに駆かけ込こんだ。そして高らかに名乗りを上げる。

「我わが名はイアンマッド国王ニルナスの第一王子、ルスタット！　遠くこの地まで、ディアスフェルドの騎き士しの名声を広めに来た！　我と我わが故郷の名めい誉よに華はなを添そえようと言う者があれば、前に出よ！」

　ディアスフェルドの言葉でそう言うと、オッドニー騎き兵へいたちの真まっ只ただ中なかに突つっ込こんだ。

　ランムスがほとんど目を瞑つぶりながらオッドニーの言葉で叫さけんだ。

「この方こそはディアスフェルドから来た英えい雄ゆうルスタット様！　その名声を一層輝かがやかせる手伝いをしたい者は、勝負を挑いどみに来いとおっしゃっているぞ！」

　そのまま無む我が夢む中ちゆうでルスタットを追いかける。

　ルスタットは槍やりが触ふれるを幸いとばかり、片かたっ端ぱしからオッドニー騎き兵へいを突つき落おとした。数すう百ひやつ騎きはいたオッドニー騎き兵へいのど真ん中をたったの一いち騎きで切きり裂さいて、そのまま後方のオッドニー弓兵の群れに飛とび込こんでいく。

　その後に続いて必死で馬を走らせるランムスの背中に向けて、オッドニー歩兵が斬きりつけた。

「ひぃっ！」

　ランムスは悲鳴を上げたが、翻ひるがえるマントが剣けんに絡からまって刃はを包つつみ込こみ、刃は筋すじを乱して切れ味と勢いを削そいだお陰かげで、背中を強く殴なぐられた程度の衝しよう撃げきで済む。

　そこへ、ルスタットの声が飛んだ。

「ランムス！　替かえの槍やりをもて！」

「はい！」

　夢中で槍やりを渡わたすランムス。

　ルスタットは新しい槍やりを手にすると、再び猛もう然ぜんと敵を突つき落おとしていく。ランムスはそれを死しに物もの狂ぐるいで追いかける。

　ルスタットの槍やりが突とつ撃げきの勢いで折れたり、敵に刺ささって抜ぬけなくなるたびに、ランムスが替かえの槍やりを渡わたす。その間も、馬の足は全く止まらない。ルスタットとランムスが通とおり抜ぬけた後には、一本の道が出来た。

　ロウドル将軍はその様子を見て呆あつ気けに取とられた。

「なんと凄すさまじい……」

　グノルティス将軍は大笑い。

「我らも続くぞ！　異国の勇者に手て柄がらを独ひとり占じめさせるわけにはいかん！　蹂じゆう躙りんせよ！」

　部下を鼓こ舞ぶしながらルスタットの切り開いた道を追いかける。その後を追いながら敵を蹴け散ちらすアルキラン騎き兵へい。

　怒いかり狂くるったような太たい鼓この音がルドリボの城じよう壁へきから響ひびき、それに負けない喊かん声せいと怒ど号ごうが辺りを揺ゆるがす。オッドニーの包囲部隊は完全に混乱し、隊列を乱して逃にげまどうばかり。

　ルスタットはオッドニーの包囲部隊の中を端はしから端はしまで一人で突とつ破ぱすると、そのままルドリボ砦とりでまで駆かけ戻もどった。ランムスもその後にぴったりくっついて、なんとか無事に帰き還かんする。

　続いてグノルティス将軍、ロウドル将軍以下アルキラン突とつ撃げき部隊が戻もどってきた。

「いや、思った以上に見事な働きであった！」

　兜かぶとを脱ぬいで汗あせだくの額を拭ぬぐいながら開口一番ルスタットを称しよう賛さんするロウドル将軍。

　グノルティス将軍も同じように汗あせを拭ふきながら、興奮したように笑った。

「まさかこれほどとはな！　ディアスフェルドを攻せめきれずに講和したタリアタシップ様は世間では腰こし抜ぬけと笑われているが、なかなかどうして戦せん況きようを見る目をお持ちだ」

　ランムスは兜かぶとと鎧よろいを脱ぬいで汗あせを拭ぬぐい、まだ荒あらい息をしながら呟つぶやいた。

「こ、怖こわかった……」

　ルスタットはそんなランムスを見て満足そうに微笑ほほえんだ。

「よく、恐おそれず私に付いてきた。初うい陣じんとしては立派なものだ」

　ロウドル将軍がうなずき、愉ゆ快かいそうに笑う。

「初うい陣じんで失禁するのはよくある事。恥はじとは思わずとも良よい」

「え？　あっ！」

　ランムスは言われて初めて股こ間かんが濡ぬれているのに気付き、赤面した。

　水に群がる兵士たちを数えながらグノルティス将軍は満足げにうなずく。

「おお。今の突とつ撃げきで一人も欠けなかったとは。想像以上の大成功だ」

　そしてランムスを振ふり返かえった。

「そちらの小こ僧ぞうの勇気にも驚おどろいたぞ。まさかルスタット殿どのの一いつ騎き駆がけにぴったりついていくとは。見かけによらぬ命知らずだ」

　愉ゆ快かいそうにランムスの頭をくしゃくしゃと撫なでると、上じよう機き嫌げんで城じよう壁へきの上の物見台に上がるグノルティス将軍。ルスタットたちも皆みなそれに続いた。

　戦場では、再び攻こう勢せいに回ったアルキラン軍がオッドニーの部隊を圧あつ迫ぱくしていた。










　第三十七章　グノルティス将軍の戦い




　劣れつ勢せいに立ったオッドニーの地上部隊は無理をせずに撤てつ収しゆうし、地上は再びアルキラン軍が支配した。

　ロウドル将軍はそれを見ながら、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「確かに、弓兵で対処するよりこのほうが早くて効果的かも知れぬ」

「だがもし飛び出すのが早すぎて敵の戦列が伸のびきっていなければ、膠こう着ちやくして戦いが長引き、暑さで動けなくなる。かといって遅おそすぎれば包囲が完かん了りようしてしまう。装そう甲こう騎き兵へいの突とつ撃げきは、よくよく機を見定める事が肝かん要ようだ」

　グノルティス将軍はそう言いながら、機き嫌げん良さそうに水を飲んだ。

　ルスタットが戦場を眺ながめながら怪け訝そうに尋たずねる。

「ところで、敵の兵を追わずともよいのか？　城へ逃にげ戻もどるところを追つい撃げきすれば、そのまま城門を突とつ破ぱ出来るのでは？」

　オッドニー弓兵のいた場所を制圧したアルキラン歩兵たちは、平原の制圧をしただけで止まり、城へ逃にげ帰かえっていくオッドニー兵を追いかけようという気配がない。追つい撃げきして城内に雪崩なだれ込こめば、すぐに勝負が決まるのではないかと不思議がるルスタット。

　だがグノルティス将軍はニヤリと笑った。

「構わん。ナギル城の城門には多くの罠わながある。下手に追えば、その罠わなにかかってやられてしまう」

「罠わな？」

「そうだ。中には第二、第三の城じよう壁へきが備えてあり、飛とび込こんだところで壁かべにぶつかって立ち往生させられる。そこを城じよう壁へきから弓矢で狙ねらい打たれれば、飛とび込こんだ部隊はあっという間に壊かい滅めつしてしまう」

「なるほど。そうなると攻こう城じよう櫓やぐらで城じよう壁へきの上へ乗り移る以外に攻せめ手がないわけか」

　ナギル城の前に並んだいくつもの櫓やぐらを見るルスタット。

　しかしグノルティス将軍は頭を振ふった。

「いや、ナギル城には数万の兵士がいる。城じよう壁へきの上も広く、階下に待ち受ける無数の兵士を突とつ破ぱする事は難しい。あの城じよう壁へきにも、上から下りてくる者を待ち受けるための仕し掛かけが多く施ほどこされているのでな。攻こう城じよう櫓やぐらから乗のり込こんだところで、足を踏ふみ入いれた先から殺されるのは目に見えている」

「ではあの攻こう城じよう櫓やぐらは一体？」

　ルスタットは首を傾かしげた。

　ニヤリと笑うグノルティス将軍。

「あれは陽動だ。オッドニーの兵士を一いち網もう打だ尽じんにするためのな」

　ロウドル将軍が、ルドリボ砦とりでの城じよう壁へきに備えつけられた巨きよ大だいな投石機に目をやった。

「敵兵を城じよう壁へきの上に集めた上で、投石機で石を投なげ込こむか？」

　グノルティス将軍は、楽しそうに答えを焦じらす。

「それも少し違ちがうな。だが、敵兵を城じよう壁へきの上に集めるというのは良よい線を行っている」

　地上での戦いはアルキランに軍配が上がり、話をしている間にもナギル城を取り囲む攻こう城じよう櫓やぐらの数はますます増えた。

　オッドニー側はそれに対たい抗こうするため、更さらに多くの兵士が城壁に上がってくる。戦せん象ぞう部隊が壊かい滅めつし、第二陣じんも蹴け散ちらされて地上での戦いを諦あきらめたオッドニー側は、救きゆう援えん部隊が来るまで籠ろう城じようすると決心し、全兵力を城じよう壁へきの上に上げて、一心不乱に矢を放ち始めた。壁かべに開けられた無数の矢や狭ざ間まから途と切ぎれなく矢が降り注ぎ、更さらに城じよう壁へきの上に据すえつけた巨きよ大だいな弩いしゆみから槍やりほどもある矢がもの凄すごい勢いで発射された。

　巨きよ大だいな弩いしゆみに狙ねらわれたアルキランの攻こう城じよう櫓やぐらが一台吹ふき飛とばされた。上に乗っていたアルキラン兵たちが、櫓やぐらの破は片へんと共に宙に放り出されて地上に落ちる。

　グノルティス将軍はそれを見ると口をへの字に曲げた。

「あれは少々厄やつ介かいだな」

　そう言って太たい鼓こ部隊に合図を送る。太たい鼓この拍ひよう子しがまた変わり、それに合わせるようにして、攻こう城じよう櫓やぐらの上に備えられた射出機から、太い槍やりが次々に発射された。オッドニーの発射装置は、その槍やりによって片かたっ端ぱしから破は壊かいされる。

「やりすぎるでないぞ。人は狙ねらうな。火ひ攻ぜめもいかん。オッドニーの連中が怯おびえて城じよう壁へきを下りたりしたら台無しだ」

　独り言のように呟つぶやきながら、城じよう壁へきの上に上がった敵兵の数をじっと見つめるグノルティス将軍。

　その時、自軍の城じよう壁へきの一番高いところで見張りをしていた骸がい骨こつ化げ粧しようの見習い兵が駆かけ下りてきた。

「ご報告します！　オッドニーの兵士の半数以上が城じよう壁へきに上がった事を確かく認にんしました！」

「報告ご苦労」

　グノルティス将軍はうなずいた。そしてわくわくするように呟つぶやく。

「そうか。いよいよ敵の半数以上が城じよう壁へきに上ったか」

　ルスタットは隣となりでそれを聞いていて度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「数万もいる兵の半数以上が上れるとは、何という城じよう壁へきだ」

　グノルティス将軍は振ふり向むくと、意味ありげに笑う。

「数万の兵が同時に城じよう壁へきに上がって防衛出来るのが奴やつらの強みだが、まさにそれこそが奴やつらに致ち命めい的な損害をもたらすのだ」

　その時、敵の城じよう壁へきの一番近くにいた部隊の兵士が数名、伝令として戻もどってきた。

　彼かれらは城じよう壁へきを駆かけ上あがりグノルティス将軍の前に出ると、大声で報告する。

「城じよう壁へき周りの草の焦こげ具合から見て、すでに充じゆう分ぶん熱ねつせられたかと考えます！」

　グノルティス将軍はうなずいた。

「良し。敵兵の半数が城じよう壁へきに上がる頃ころ合いに、ぴったりと合った。予定通りだな」

　ルスタットは何の事やら分からず、不思議そう顔でグノルティス将軍を見る。

　一方ロウドル将軍は、「まさか……」と呟つぶやいてナギル城の城じよう壁へきを見つめた。

　グノルティス将軍は太たい鼓こ部隊に合図を送り、その合図を受けた太たい鼓こ部隊は、銅ど鑼らをヤスリのような棒で思い切り擦こすった。軋きしんだ不ふ吉きつな金属音が響ひびき渡わたる。まるで地の底から湧わき上あがる死し霊りようの悲鳴のような、神経を搔かきむしる音が戦場を包つつみ込こんだ。

　その音を聞くと同時に、城内で踏ふみ車を踏ふんでいた初年兵たちが一層踏ふみ車を回す速度を上げた。一方、敵のナギル城に迫せまっていたアルキラン歩兵部隊は攻こう城じよう櫓やぐらと共に徐じよ々じよに後退し始めた。

　ルスタットは驚おどろいてグノルティス将軍に尋たずねた。

「どうしたのだ？　後一歩のところまで迫せまったのに、後退しているではないか」

　余よ裕ゆうの表情で戦場を眺ながめるグノルティス将軍。

「さっきも言ったように、あの連中は城じよう壁へきを攻せめるためにいるのではない。城じよう壁へきへの攻せめは、この戦いの前にすでに始まっている。もう少し待つがよい」

　その間にも地上のアルキラン兵はジリジリとナギル城から後退していき、ナギル城のオッドニー兵たちは勢いづいて果か敢かんに矢を放つ。どう見ても、アルキラン側が攻せめあぐねて手を引き始めたようにしか思えない。

　心配そうな顔で見守るルスタット。

　だが次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんもの凄すごい地じ響ひびきが沸わき起おこった。

　そして、ルスタットの見ている前で、轟ごう音おんと土つち煙けむりに包まれながらナギル城の城じよう壁へきが崩くずれ落おちる。

「なっ！」

　ルスタットは息を吞のみ、呆ぼう然ぜんとして目の前の光景を見つめた。

　信じられぬほど高く、ぶ厚く、堅けん固ごで、無敵を誇るように聳そびえていた城じよう壁へきが、一いつ瞬しゆんにして見るも無む惨ざんに崩くずれ去さった。その中や上にいたオッドニー兵は到とう底てい助かるまい。あるいは瓦が礫れきに押おし潰つぶされ、あるいは地上に振ふり落おとされて、全ぜん滅めつだ。

　ランムスが驚おどろいて素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「一体どうなってるんです!?　あんな壁かべが崩くずれるなんて！」

　ロウドル将軍がグノルティス将軍を見ると、確かめるように言った。

「坑こう道どうか」

　グノルティス将軍はうなずき、崩くずれ落おちたナギル城の城じよう壁へきを見下ろして満足げに笑う。

「二年をかけて穴を掘ほり、奴やつらに気付かれぬよう、ナギル城の下に巨きよ大だいな地下室を作り上げておいたのだ」

　そして、まだ啞あ然ぜんとして言葉を失っているルスタットとランムスに説明した。

「今回の戦いを始める何日も前から、その地下室に大量の薪たきぎと油あぶら壺つぼを運はこび込こんでおき、今朝から火を点つけておいたのだ。地下室を支える木製の柱と天てん井じようは燃えて脆もろくなり、城じよう壁へきの石も激しい炎ほのおに焼かれてヒビが入る。後は自らの重さで崩くずれるのみというわけだ」

　ロウドル将軍が引ひき継ついだ。

「だが、壁かべを崩くずしても中には何万という兵がいる。ついでにそれらも一いつ掃そうするため、このように攻こう撃げきを仕し掛かけて敵兵を城じよう壁へきに上がらせたというわけか……」

「いつ頃ごろ壁かべが崩くずれるかも、いつ頃ごろ敵の大半が城じよう壁へきに上がるようになるかも、全て読み切っていたのか」

　驚おどろいてグノルティス将軍を見るルスタット。

　グノルティス将軍は平然と笑えみを浮うかべた。

「何度もやっていれば、おおよその見当は付くようになるものだ。後はふいごの送風を通じて火加減を調節してやればよい」

「戦せん闘とう開始からずっと初年兵が回していた踏ふみ車は、坑こう道どうに風を送るためのふいごを動かしてたんですね」

　ランムスが踏ふみ車を見下ろして、今いま更さらのように呟つぶやいた。

　ロウドル将軍が感心と呆あきれの入り交じった顔で溜ため息いきを漏もらす。

「間に川があるのに、よく掘ほれたものだ。水が染しみ出してこなかったのか」

「鉱山掘ほりにとっては、地下水が湧わき出す事など日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。溜たまった水の汲くみ出だし方法、水が染しみ出してこないための天てん井じようの覆おおい方、それらの技術はすでにアルキランにある。後は、作業する時間と、作業する者の安全さえ確保出来れば、我わが部下たちにとってこの程度は造作もない」

　部下の自じ慢まんをしながら、グノルティス将軍は得意気に胸を張った。

　ルスタットは城じよう壁へきに据すえつけられた巨きよ大だいな投石機を見た。

「あれも目くらましか。あそこから投石機が狙ねらっている事で、奴やつらの意識は地下ではなく上に向く。しかも投石機に対たい抗こう出来るよう城じよう壁へきを分厚く丈じよう夫ぶにすればするほど、重くなって崩くずれた時の被ひ害がいが大きくなる」

「そういう事だ。だが、今からはただのお飾かざりではなくなるぞ」

　グノルティス将軍は言うと、手で合図を送った。

　太たい鼓この拍ひよう子しが変わる。

　その途と端たん、これまでずっとお飾かざりだった投石機が動き始めた。燃料を詰つめた樽たるに火を点つけると、未だ砂煙に包まれているナギル城の中に向かって次々に投げ入れ始める。樽たるが壁かべや地面に激げき突とつして割れると同時に中身が飛び散り、城内は激しく燃え出した。中身は油と松まつ脂やにと硫黄いおうと炭の粉を混ぜて泥どろのようにした物。あちらこちらにへばりつき、そこら中で火の手が上がる。ナギル城内のオッドニー兵士は慌あわてて水を掛かけるが、燃えた油が水に弾はじかれて飛び火し、かえって火の手は広がるばかり。

「あの城内全てを焼やき尽つくすほどの油はさすがに用意出来ぬが、都市というものは一度火が点つきさえすれば後は勝手に燃え広がるものだ」

　グノルティス将軍は、すでに勝負が終わったという顔でゆったりと座すわり直した。

　ルスタットが、ふと首を傾かしげる。

「先に炎ほのおが燃え広がってしまうと、兵たちが中へ攻せめ込こめぬのではないか」

「攻せめ込こむ必要はない。城じよう壁へきが崩くずれ、火がかけられ、更さらに城の前には無数の敵兵。こうなれば、城は諦あきらめて退たい却きやくするものだ。逃にげ道みちが残っているなら尚なお更さら抵てい抗こうはせずに逃にげるもの。敵が城から出て行った後で、後ろからゆっくりと追つい撃げきすればよい」

「そのために、敢あえて城を取り囲まず、一方向だけに歩兵を固めておいたのか」

「その通りだ。取り囲んでしまうと、どうせ死ぬのならと開き直って激しく抵てい抗こうされるからな。アルキランは敵を皆みな殺ごろしにする事を好むが、私は好かん。逃にげようとする敵は脆もろいが、死しに物もの狂ぐるいの敵は常に恐おそろしいものだ」

　グノルティス将軍はそう言って、次々と油あぶら壺つぼが投なげ込こまれていくナギル城を見下ろした。

　ナギル城では、残ったオッドニー兵の一部が崩くずれ落おちた城じよう壁へきから打って出てきたが、すぐアルキラン軍に追い返されて城内に戻もどり、しばらくして反対側の城門から住民たちが列をなして逃にげ始めた。

「これで、狼煙のろしを見た増ぞう援えん部隊が駆かけつける前に決着が付いた」

　満足げなグノルティス将軍。

「確かに、城内で抵てい抗こうされていたら、こう順調には行かぬな」

　感心するルスタット。

　ナギル城内では炎ほのおが一層大きく燃え上がり、地下の坑こう道どうも更さらに崩くずれていって、城の内部にあった第二の城じよう壁へきも音を立てて倒たおれる。アルキランの完全勝利である。

　皆みな、これで終わったと一ひと息いき吐ついた。

　だがその時、血だらけの兵士が走ってきてグノルティス将軍の前に跪ひざまずいた。

「どうした？」

　異変に気付いて身を乗り出すグノルティス将軍。

　兵士は一いつ気き呵か成せいにまくし立てた。

「第一軍団百人隊長コルノフの部下、ティンロフッドと申します！　グノルティス将軍に申し上げます！　コルノフ隊長とその部隊が、ナギル城内にて敵に襲おそわれております！　何卒なにとぞ、救助に向かう許可を！」

「何！」

　グノルティス将軍とロウドル将軍は、顔色を変えて同時に立ち上がった。










　第三十八章　ルスタットとコルノフ百人隊




　第一軍団の百人隊の一つがナギル城へ入って敵に襲おそわれているという話を聞いたグノルティス将軍は、カッと目を剝むいた。

「城内に踏ふみ込こんではならぬと言いつけておいたであろうが！　何故なぜコルノフほどの者が命令に違い反はんした！」

　雷かみなりのような声で問とい質ただす。

　ティンロフッドと名乗った兵士は平ひれ伏ふした。

「はっ！　城じよう壁へきが崩くずれた後、生き残りのオッドニー兵が打って出て、その時コルノフ隊長が預かっていた第一軍団の軍旗が奪うばわれました！　それを見た初年兵が数名、取とり戻もどそうと城内に駆かけ込こみ、コルノフ隊長の部隊は彼かれらを追って共に中へ入ったという次し第だいであります！　その時、建物が崩くずれて相当数が負傷！　更さらに城じよう壁へきの中にまだ残っていた敵の戦せん象ぞうが背後から現れ、退路を阻はばまれました！　後方にいた私だけが何とか戻もどる事が出来ましたが、他はまだ残されたままです！」

「馬ば鹿か者が！　まだ敵の大勢残っている中に突とつ入にゆうすれば、餌え食じきになるだけであろうが！」

　グノルティス将軍は椅い子すを蹴けって立ち上がり、歯は軋ぎしりをしながらナギル城を見下ろした。

　ロウドル将軍も立ち上がる。

「どうする？　敵はすでに潰かい走そうを始めている。大勢で乗のり込こめば、コルノフの部隊を放置して退たい却きやくを優先するかもしれぬが」

「そうなるにはまだ早い。城内にはまだオッドニーの兵士が大勢残っているのだ。そこへ我らが踏ふみ込こめば、奴やつらはその場に留まり、死ぬまで戦うだろう。建物の陰かげや瓦が礫れきに身を潜ひそめながら矢を射い掛かけてこられるだけでも千人は死ぬ。百人を助けるために千人を失うわけには行かぬ。兵士たちは全て、戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのからお預かりした大切な存在なのだ」

「だが、そなたの大切な部下であり戦友であろう。特にコルノフの百人隊はそなた子飼いの精せい鋭えいだ」

「分かっておる……！」

　グノルティス将軍はギリギリと歯は軋ぎしりをし、固く拳こぶしを握にぎりしめた。個人的な思いとしては、今すぐにも助けに行きたいが、しかし将軍として判断するなら見殺しにするしかない。必死で自分の感情を抑おさえつけるグノルティス将軍。

　その時、ルスタットが立ち上がり、剣けんを取った。

「私が行こう」

　グノルティス将軍が驚おどろいて振ふり返かえる。

「そなたが？　一人で？」

「無論。それならば、百人を救うために千人を死なせるような事はあるまい」

　そう言いながら、クリューシア女王の髪かみで編んだ力の帯を締しめるルスタット。

　ランムスがやっぱりという顔で溜ため息いきを吐ついた。

「僕ぼくも行きますよ。従者ですからね」

　グノルティス将軍はルスタットを見つめる。

「確かに先さき程ほどそなたの武勇の程ほどは見せてもらった。噂うわさに違たがわぬ英えい雄ゆうだ。しかし、たった一人で行って何が出来るというのだ」

「それは耳で聞くよりも目で見たほうが早かろう。それに、ランムスも来るから一人ではない。二人だ」

　ルスタットは笑うと、ティンロフッドと名乗る兵士に命じた。

「案内せよ」

　ランムスが訳す。

「こちらのルスタット様が救出に向かいますから、案内して下さい！」

　ティンロフッドは異国人のルスタットからの命令に一いつ瞬しゆん戸と惑まどい、グノルティス将軍を見た。グノルティス将軍はその視線に気付くと、判断を仰あおぐようにディロークを見た。ルスタットの身み柄がらはディロークが預かっており、そしてまたルスタットはディロークの護衛だ。

　ディロークはグノルティス将軍と目が合うと、微び笑しようしたままうなずいた。それを見て、グノルティス将軍は意を決したようにティンロフッドに命じる。

「ルスタット殿どのの命令に従え」

　それを聞いたティンロフッドはルスタットに向かって頭を下げた。

「ご案内します！」

　すぐに立ち上がり、城じよう壁へきの階段を駆かけ下りてナギル城へ向かう。

　ルスタットとランムスはその後を追いかけた。




　三人は、大きく陥かん没ぼつした地面を埋うめる崩くずれた壁かべの瓦が礫れきを乗のり越こえ、ナギル城の中へ入った。

　城内には無数の石造りの建物が半はん壊かいもしくは全ぜん壊かいしていて、街路はところどころ塞ふさがれている。そして、あちらこちらで激しい炎ほのおが燃えさかっている。

「こっちです！」

　ティンロフッドが瓦が礫れきの中を走り、道を案内する。

　しばらく行くと、行く手に見える半はん壊かいした建物の角から不意に凄すさまじい咆ほう哮こうが聞こえた。聞く者の身を竦すくませる割れたラッパのようなこの声は、間ま違ちがいなく象だ。

　角を曲がると、細い露ろ地じを塞ふさぐようにして、動く山のような巨きよ大だいな象がいた。そしてその向こうに、アルキランの鎧よろいに身を包んだ兵士たちの姿。奥おくは瓦が礫れきで塞ふさがり、袋ふくろ小路こうじになっているようだ。

　ティンロフッドが叫さけんだ。

「隊長！　コルノフ隊長！　救きゆう援えんを連れてきました！」

　象の向こう側から悲痛な声が返ってくる。

「よくやったティンロフッド！　早く何とかしてくれ！　こちらはもう、満足に動ける者がいない！」

　象一頭の力は人間百人にも匹ひつ敵てきする。戦せん象ぞう部隊の攻こう略りやく法を身に付けているアルキラン兵と言えども、距きよ離りを取る事も出来ず逃にげる場所もないこんな所では、さすがに無力だ。

　ティンロフッドは、ルスタットを見た。

「あの、それでここからどうやって助ければ……」

　ルスタットは背中の剣けんを抜ぬくと、ティンロフッドに向かって言った。

「ランムスと共に、安全な場所に隠かくれよ。この象は私が倒たおす」

　ランムスが急いで訳した。

「ルスタット様が象を倒たおすので、我々は邪じや魔まにならないところに隠かくれていろって仰おつしやってます」

　それを聞いたティンロフッドは驚おどろいて聞き返す。

「え？　た、倒たおす？　ちょっと待ってください！　何か上手うまくみんなを逃にがす策があるんじゃ……」

　その時、象がゆっくりと振ふり向むいた。

　見上げるほど巨きよ大だいな象。戦せん象ぞう部隊に使われていた象たちより、一回りも二回りも大きい。まるで岩山が動いているようだ。まさに怪かい物ぶつである。この世にこんな巨きよ大だいな生き物がいるという事が、俄にわかには信じがたい。

　象はルスタットたち三人を見ると、怒いかりも顕あらわに吼ほえた。割れたラッパのような物もの凄すごい響ひびきが、ビリビリと空気を震ふるわせる。

「早く隠かくれてください！」

　ランムスが真っ青になりながらティンロフッドを引っ張る。

「あわわわわ……」

　ティンロフッドも腰こしが抜ぬけそうになりながら、這はうようにして物もの陰かげに隠かくれた。

　それを見て追いかけようとする巨きよ象ぞう。

　ルスタットがその前に立ちはだかる。

「貴様の相手は私だ」

　象は足を止め、ルスタットを見た。

　瓦が礫れきの中に聳そびえ立たつ岩山のような象が、ルスタットの足に向かって鼻を伸のばした。

「!?」

　慣れない象の鼻の動き。ルスタットは一いつ瞬しゆん反応が遅おくれる。その足首を、象の鼻が摑つかんだ。

「しまった！」

　象は鼻をしっかりと足首に巻きつけると、ルスタットの体を軽々と持ち上げた。

　次の瞬しゆん間かん。

　象はルスタットを大きく振ふり回まわすと、半はん壊かいした建物の壁かべに叩たたきつける。

「ぐあっ！」

　思わずルスタットの喉のどから声が漏もれた。石の壁かべがガラガラと崩くずれ落おちる。

　象は何度もルスタットを壁かべに叩たたきつけ、壁かべが壊こわれて叩たたきつける場所がなくなると、今度は前足でルスタットを踏ふみつけ、蹴けり上げた。ルスタットの体は軽い紙細工のように吹ふっ飛とび、大きな音を立てて別の建物の壁かべにぶつかる。壁かべが崩くずれて、瓦が礫れきの下に埋うもれるルスタット。

「やられた！」

　ティンロフッドが悲鳴を上げた。

「やっぱり無茶だ！　象は地上最強の獣けものだぞ！　それをたった一人で倒たおすなんて！」

　だがランムスは、冷ひや汗あせを浮うかべながらもじっと動じない。

「大だい丈じよう夫ぶです。ルスタット様は不死身ですから」

　そしてティンロフッドに言った。

「それより、ルスタット様が象と戦っている間に、仲間の兵士を連れ出しましょう」

「戦ってる間ったって、もう戦いは終わっちまったんじゃ……」

　そう言いながら、瓦が礫れきに埋うもれたルスタットを見る。

　そして、信じられないといった様子で目を見開いた。

　瓦が礫れきの中から、ルスタットがゆらりと立ち上がったのだ。

「……怪かい力りきぶりではフォーンデリック王以上だな。これほど手て酷ひどく痛めつけられたのは、我わが妻クリューシアと戦って以来か」

　軽くふらつきながら土を払はらい、不敵な笑えみで象を見み据すえる。

「……なるほど、確かに恐おそろしい生き物だ。力は恐おそろしく強く、鼻は変へん幻げん自在に曲がって動きが予測しづらい。踏ふみつけられれば、その巨きよ体たい故ゆえの重さが全てかかってくる。グノルティス将軍は足を狙ねらう事で攻こう略りやくしていたが、あれは投げ槍やりが何十本と無ければ出来ぬ方法。一対一で戦えば、象はまさに無敵であろう」

　惚ほれ惚ぼれと目の前の象を眺ながめるルスタット。その顔に、歓かん喜きの笑えみが浮うかんだ。

「実に有あり難がたい事だ。人が勇気を発揮するには、立ち向かうべき危険がなければならぬ。だが私に危険を感じさせるほどの敵には、そうそう出会えるものではない。久々に勇気を示す事の出来る機会に恵めぐまれた幸運を、神々に感謝せねばなるまい！」

　まだピンピンしているルスタットを見て、巨きよ象ぞうが苛いら立だったように吼ほえた。太く甲かん高だかい声を上げると、猛もう然ぜんとルスタットに突つっ込こむ。

「ルスタット殿どの！」

　ティンロフッドが叫さけんだ。

「危ない！」

　ランムスも思わず声を上げる。

　だが、ルスタットは構えたまま動かない。

　象は頭を下げ、そのままルスタットにぶつかった。凄すさまじい衝しよう撃げき。ルスタットはたまらず吹ふっ飛とぶ。倒たおれたところを、象が再び鼻で捕つかまえ高々と持ち上げた。

「やられる！」

　ティンロフッドの悲鳴が響ひびいた。

　だがそこで、ルスタットは狙ねらいすましたようにさっと剣けんを一ひと振ふりした。

　真っ赤な血が迸ほとばしる。

　象の鼻が、付け根から斬きり落とされた。

　苦痛からか怒いかりからかそれともその両方か、象は凄すさまじい叫さけび声ごえを上げる。

　一方身を翻ひるがえして着地したルスタットは、立ち上がると悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

「見慣れぬ動きをする鼻を捉とらえようとするのが間ま違ちがいだったのだ。摑つかませてしまえばいつでも斬きれる」

　そう言って大たい剣けんを構え直す。

　鼻を失った象は、ルスタットを踏ふみ殺そうと後ろ足で立ち上がった。

　太陽を遮さえぎり、空を覆おおい尽くさんばかりに聳そびえる、巨大な黒い影。

　ルスタットはそれを見上げて感かん嘆たんする。

「おお！　改めて、何という大きさだ！」

　象の前足が、ルスタットの頭上に襲おそいかかった。

　ルスタットはヒラリと飛んで、象の足を躱かわす。

　象は誰もいない地面を踏みつけ、地じ響ひびきと共に大地が揺ゆれた。

　それと入れ違うように大きく振ふりかぶったルスタットの大たい剣けんが、太陽の光を反射して輝かがやいた。

　次の瞬しゆん間かん、大たい剣けんが弧こを描えがく。

　一いつ閃せん。

　巨きよ大だいな岩のような象の頭が、重い音を立てて地面の上に転がった。

　夥おびただしい血が流れ出し、大きな血の池が出来た。

　頭を失った象の巨きよ体たいはゆっくりと傾かたむき、城じよう壁へきが崩れ落ちたかの様な音を響ひびかせながら横倒しに倒れた。

「象か。実に素す晴ばらしい獣けものだった」

　満足げに象の死体を見下ろすルスタット。

　ランムスが物もの陰かげから飛び出してくる。

「ルスタット様！　お見事でした！」

　ティンロフッドも恐おそる恐おそる出てくると、信じられないといった顔で象の死体を見下ろした。

　しばらくしてからやっと我に返り、露ろ地じの奥おくに取り残されていた仲間たちの下もとへ駆かけつける。

「みんな！　もう大だい丈じよう夫ぶだ！　象はやっつけた！」

　ボロボロになった兵士たちが、互たがいに肩かたを貸し合い支え合いながらゾロゾロと出てきた。何名かはすでに命を落としていて、仲間の背に負われている。

　軍団旗を抱かかえ、足を引きずった男が最後に出てきた。そして、ルスタットとランムスしかいないのを見ると、怪け訝そうにティンロフッドに尋たずねた。

「よく見えなかったが、あの怪かい物ぶつみたいな象をどうやって倒たおしたんだ？」

　ティンロフッドはルスタットを指し示しながら、興奮した声で叫さけぶ。

「ルスタット殿どのですよコルノフ隊長！　ディアスフェルドからの友軍、ルスタット殿どのが、たった一人で倒たおしてくれたんです！」

　それを聞いた兵士たちは、一いつ斉せいにルスタットを見た。

「ルスタット！　グノルティス将軍が紹しよう介かいしていた、あの異国の英えい雄ゆうか！」

「先さき程ほども先頭に立ってオッドニーの包囲網もうを蹴け散ちらしてくれたのを見たぞ！」

　次々に歓かん声せいが上がった。

　旗を抱かかえた百人隊長コルノフがルスタットの手を握にぎる。

「よく助けに来てくれました。心から感謝します」

「間に合わなかった者もいたのは残念だが、そなたたちだけでも救えて良かった」

　ルスタットはそう言って手を握にぎり返す。

　ランムスが通訳すると、コルノフ隊長は唇くちびるを嚙かみしめ涙なみだを滲にじませた。

　そしてルスタット、ランムス、アルキラン兵たちは、取とり戻もどした軍旗と、戦利品として象の頭を担かつぎ、死んだ仲間の死体を背負って帰き還かんした。




　その後しばらくして、狼煙のろしを見て救きゆう援えんに駆かけつけたオッドニーの援えん軍ぐんが到とう着ちやくしたが、城がすでに落ちているのを見ると、逃にげ出だした人々を保護しながら引き上げていった。

　鉄てつ壁ぺきを誇ったナギル城は天をも焦こがす炎の中で灰かい燼じんに帰きし、戦いはアルキランの完全勝利で終わった。










　第三十九章　グノルティス将軍との別れ




　その晩、ルドリボの城内では祝勝会が開かれた。

　オッドニーの包囲網もうを先頭に立って撃げき破はし、更さらに巨きよ象ぞうをたった一人で倒たおしてコルノフの百人隊を救ったルスタットは、祝勝会でも一番の英えい雄ゆうとして皆みなに称たたえられた。そのルスタットと常に危険を共にしたランムスも、一人前の戦士として宴えん会かいでの席を与あたえられた。

　テティトスレイプ王女と一いつ緒しよに宴えん席せきの手伝いをしていたリラルーク王女は、ランムスの姿を見ると、駆かけ寄よって抱だきついた。

「無事だったのね！　良かった！　心配したのよ！　あなた臆おく病びよう者ものの癖くせに意地っ張りだから、真っ先に殺されちゃうんじゃないかと思って！」

　そう言いながらランムスを揉もみくちゃにするリラルーク王女。

　ランムスは人の目を気にして恥はずかしがり、リラルーク王女を引ひき離はなそうともがく。

「ちょっと！　離はなしてください！　僕ぼくはもう一人前の戦士なんですからね！」

　しかしリラルーク王女はギュッと抱だきしめたまま。そして、耳元でそっと囁ささやいた。

「……おしっこ漏もらしたんですってね」

　笑いを嚙かみ殺ころしたその声に、ランムスはカァ～っと耳まで真っ赤になる。

「いいから離はなしてくださいって言ってるじゃないですか！」

　駄だ々だっ子このように暴れるランムス。

　リラルーク王女はそんなランムスを無視して抱だきしめたまま、ルスタットを見た。

　そして静かに微笑ほほえみかける。

「あなたの心配はしなかったわ。無事に決まってるもの」

「うむ。私の心配は無用だ」

　ルスタットはリラルーク王女に微笑ほほえみ返す。

　リラルーク王女は黙だまって杯さかずきに酒を注ぐと、ルスタットに手て渡わたした。

　ルスタットは、杯さかずきを一息に干す。

「うむ。美味うまい」

　その隙すきに、ランムスはようやくリラルーク王女の腕うでから逃にげ出だした。

　それと入いれ替かわるように第七軍団のロウドル将軍がやってきて、ルスタットの隣となりに座すわる。

　ロウドル将軍はすっかり上じよう機き嫌げんで、たった今空にしたばかりのルスタットの杯さかずきに新たな酒を注いだ。

「今もディローク様と話していたが、まったくそなたは大したものだ。正直なところ、世間に流れる噂うわさや吟ぎん遊ゆう詩し人じんどもの語るそなたの武勇伝には多少の誇こ張ちようもあろうと思っていたのだが、とんでもない。誇こ張ちようどころか、そなたの真の姿にはまるで及およばぬ。これほどの英えい雄ゆうを見たのは生まれて初めてだ」

「この精強なアルキラン軍に長年身を置いている人からそう評されるとは、これ以上の誉ほまれはあるまい」

　ルスタットは笑え顔がおでロウドル将軍に酒を注ぎ返す。

　そして今日の戦いについて語り合おうとした時、第一軍団兵士のティンロフッドがベロンベロンに酔よっぱらった状態でやってきた。

「ルスタット殿どのぉ！　吞のんでますかぁ！」

　そして許可も得ず勝手に隣となりに座すわり込こむと、一人で長々とくだを巻き始める。

「いやぁ、それにしてもルスタット殿どのには驚おどろかされましたよ！　正直ね、最初はいけ好かねえなぁって思ってたんすよ、ルスタット殿どのの事！　だってほら、そうでしょう？　ディアスなんたらとかいう聞いた事もない辺境からやってきた蛮ばん族ぞくで、なのにいつの間にか英えい雄ゆうとしてあっちこっちで吟ぎん遊ゆう詩し人じんが持ち上げて、何だこいつ調子乗ってんなって、そりゃ思うじゃないですか！　俺おれなんてガキの頃ころからコツコツ頑がん張ばって体鍛きたえて、軍に入って栄光の第一軍団に入って、しかもその中でもグノルティス将軍お抱かかえの精せい鋭えい部隊、コルノフ隊長率いる第一番百人隊で十人班長まで任されて、これで俺おれの人生上のぼれるとこまで上のぼり詰つめたなって思ってたら、知らない土地から来た異国人がいきなり英えい雄ゆうになって、みんなからちやほやされて、ここに来たらいきなりグノルティス将軍の隣となりで仲良さげにして、何だよって思うじゃないですか！　だって、グノルティス将軍ですよ、グノルティス将軍！　俺おれたちみんなの憧あこがれの！　子供から大人まで知らない者はないっていう、あの人と、いきなりやってきたポッと出の田舎いなか者ものが急に仲良くしてたら、そりゃ面おも白しろくないですよ！　ええ、全っ然面おも白しろくないです！　戦場で失態さらして噂うわさなんか全部噓うそだってばれて笑い者になればいいって思ってましたよ！　本音を言えば！　ところがどうです？　本物のルスタット殿どのの実力といったら、たった一人で敵てき陣じん突とつ破ぱしちゃうわ、たった一人で俺おれたちの部隊助けに来ちゃうわ、たった一人であのでっかくて恐おそろしい象を斬きり殺ころすわ、もう滅め茶ちや苦く茶ちやですよ！　俺おれもうびっくりしましたよ！　この世にこんな人間がいるものかって！　これまで聞いてた噂うわさなんか全部噓うそっぱちだったって！　こりゃもう英えい雄ゆうなんてもんじゃない、ほとんど神様みたいなもんだって！　しかもそのお人が！　聞いてますか？　そのお人がですよ？　俺おれの呼びかけに応じて、俺おれたちの仲間を救ってくれたんですよ！　ってことはつまり俺おれたちゃ神様に助けられたって事です！　俺おれたち神様に選ばれたんですよ！　そう！　俺おれたちはルスタット様に選ばれた兵って事なんですよ！　分かりますか？　分かりますよね？　ロウドル将軍も何とか言って下さいよ！　ねえ！」

　そう言って今度はルスタットの隣となりのロウドル将軍に絡からみ出すティンロフッド。

「分かったから、まあ吞のめ」

　ロウドル将軍は苦く笑しようしながら、さっさと酔よいつぶれさせて黙だまらせようとばかりに、ティンロフッドの杯さかずきになみなみと酒を注ついだ。

　ティンロフッドはそれを一気に飲み干すと、またクダを巻き始める。

「あぁ～、美味うまい！　けど本当は俺おれぁルスタット殿どのから酒をいただきたいんですよ！　本当は！　でもそんなの畏おそれ多おおいから言えないんですよ！　でも今言っちゃったんですよ！」

「そうか。なら私からも注ごう」

　ルスタットも笑いながらティンロフッドの杯さかずきに酒を注ついでやった。

　ティンロフッドは目を丸くしながら、杯さかずきに注そそぎ込こまれる酒を凝ぎよう視しした。

「おお！　おお！　おお！　何てこった！　ルスタット殿どのから酒を注ついでもらうなんて！　俺おれはアルキラン一の果報者だ！」

　そう言って立ち上がると、周囲を見回して大声で叫さけぶ。

「おいお前ら！　見たか！　俺おれはルスタット殿どのから酒を注いでもらった最初の男になったぞ！」

　そう自じ慢まんして、そのまま見せつけるように杯さかずきを干す。

「これで俺おれはルスタット殿どのの舎しや弟ていになったぞ！　ルスタット様一の舎しや弟ていだ！」

　呂ろ律れつの回らない声で言いながら、そのまま酔よいつぶれて大の字になり、いびきをかき始めるティンロフッド。

　ロウドル将軍はそれを見て苦く笑しようする。

「ディローク様もご臨席の場だというのに、呆あきれた男だ」

　いつの間にか隣となりに戻もどってきたランムスが、口を尖とがらせながらその言葉に大きくうなずく。

「そうですよ！　ルスタット様第一の従者というこの僕ぼくの存在を差し置いて！」

　顔が赤く、呂ろ律れつが怪あやしい。どこかで酒を吞のんできたらしい。

　そこへ、ティンロフッドと同じコルノフ百人隊の兵士たちが、わらわらと群がってきた。

「俺おれにも下さいよ！」

「俺おれにも！」

「むしろ俺おれに酒を注がせて下さい！」

　次々にルスタットの下もとへ殺さつ到とうする兵士たち。ルスタットはその一人一人の要求に応えて、酒を注いでやったり注がれた酒を飲み干したりする。

　そこへ今度はグノルティス将軍もやってきた。

「随ずい分ぶんと盛り上がっとるな」

　手に酒さか瓶びんを持ち、割わり込こむように腰こしを下ろす。

「グノルティス将軍……！」

　兵士たちは一気に酔よいが覚めたように、場所を譲ゆずって後ろに下がった。

　グノルティス将軍はルスタットの隣となりにどっかりと腰こしを下ろし、酒を注いだ。

「アルキランの軍に英えい雄ゆうは要いらぬと言ったが、コルノフとその部隊を助けてくれた働きはまさに英えい雄ゆうと呼ぶにふさわしかった。改めて、部下を救ってくれた礼を言わせてくれ」

　そして、手て酌じやくで自分の杯さかずきも満たし、グイッと一息に呷あおった。

「……あれは私が手塩にかけて育てた一番の精せい鋭えい部隊でな。精せい鋭えい揃ぞろいの第一軍団といえども、あやつらでなければ出来ぬ働きというものが、無数にあるのだ。もしあやつら全員失っておれば、私にとってもアルキラン軍にとっても多大な損失であった。本当に感謝する」

　空になった杯さかずきを見つめながら、しみじみと礼を述べる。

「グノルティス将軍にとって彼かれらは息子むすこも同然の存在であったか」

　ルスタットがそう言うと、グノルティス将軍は面おも映はゆそうに口ごもってからうなずいた。

「……まあ、そんなものかも知れぬ」

　そして、照てれ隠かくしのように話題を変えた。

「しかし、ディローク様が都からここまで旅をするのに、そなた一人しか護衛に付けなかったというのは、最初は正直かなり無む謀ぼうな真似まねをなさると思ったが、考えを改めた。そなたの護衛ならば一個軍団を引き連れて歩くのにも等しい」

　そして、明るい声で笑う。

「それにしても、返す返すもディアスフェルド攻ぜめに参加してルスタット殿どのと戦えなかった事が悔くやまれる。これほどの男を敵に回して戦う事ほど、血湧わき肉躍おどる事はあるまい」

　ルスタットも笑い返した。

「私はグノルティス将軍がディアスフェルドに攻せめてこなかった幸運に、心から感謝している。そなたの戦いは最も早はや、私の考える戦いくさの範はん疇ちゆうを超こえている。まさかあの巨きよ大だいなナギル城が、あのように脆もろく崩くずれ去さるとは。今思い出してもまだ信じられぬ思いがする」

「そうか。私はそなたを想像を超こえた英えい雄ゆうだと言い、そなたは私を想像を超こえる将軍だという。ならば我らが手を組めば、この世に敵はおらぬな」

　ルスタットの肩かたを叩たたき、豪ごう快かいに笑うグノルティス将軍。

「まさにそれが今日実現したわけだ」

　ロウドル将軍がそう言って杯さかずきを干す。

　そして三人は、酔よいに任せて思い思いに様々な事を語り合った。やがてこの世で一番強いのは誰だれかというような話になり、グノルティス将軍が戦せん軍ぐん皇こうロセックの無類の強さを熱く説けば、ロウドル将軍はディロークの優ゆう秀しゆうさと知ち恵え、統治能力や人望を語り、ルスタットはディアスフェルドの王たちの話や弟レオームの自じ慢まん話に花を咲さかせた。

　そして、勝利を祝う夜は賑にぎやかに更ふけていった。




　翌日早朝。

　グノルティス将軍は第一軍団を広場に整列させた。予定通り、第七軍団と入いれ替かわり、第一軍団は都へ引き返すのである。

　行軍用の縦隊を組ませると、グノルティス将軍はディロークに別れを告げた。

「それでは、後の事はよろしく頼たのみましたぞ」

　ディロークは、笑え顔がおでうなずく。

「うむ。そなたも体に気を付けてな」

「ディローク様こそ、お体にはお気を付けください。あなたはアルキランに必要なお方だ。間ま違ちがってもお怪け我がなどなさらぬよう」

　そう言ってから少し声を潜ひそめ、耳元で囁ささやいた。

「……特に、テンミッド派はどこに潜ひそんでおるか分かりませぬ。暗殺には充じゆう分ぶんご注意を」

「心配ない。ルスタットが付いている」

　ディロークが笑うと、グノルティス将軍も笑い返した。

「そうでしたな」

　そしてルスタットに向かい、手を握にぎった。

「また会おう。敵としてであれ味方としてであれ、もう一度戦える事を願っている」

「私も、そなたと共に戦えて楽しかった」

　ルスタットも笑え顔がおでグノルティス将軍の分厚い手を握にぎり返した。

　別れの挨あい拶さつを終えると、グノルティス将軍は兵士に向かい、号令を掛かける。

「では第一軍団、出発するぞ！」

　その時、一人の男が列から外れて前に進み出た。百人隊長コルノフである。部下たちも一いつ緒しよにコルノフに続いて前に出ると、整列した。

「グノルティス将軍！　お願いがございます！」

「何だ？」

　足を止め、振ふり返かえるグノルティス将軍。

　コルノフ隊長は頭を下げた。

「我わが部隊の生き残り五十名、この場で第一軍団を離はなれ、ルスタット殿どのの下もとに留まる事をお許し頂きたい！」

「ルスタット殿どのの下にだと？」

　グノルティス将軍が聞き返す。

　コルノフ隊長は頭を下げたまま訴うつたえる。

「我らの部隊は、ルスタット殿どのに命を救われました！　我らが奪うばわれた第一軍団の旗も、ルスタット殿どののお陰かげで持ち帰る事が出来ました！　その借りを返さずにここを離はなれるわけには参りません！」

「気持ちは分かるが、戦せん軍ぐん皇こうロセック様は、第七軍団と入いれ替かわりに第一軍団は全て都へ戻もどれ、とのご命令だ。百人隊の一つが離はなれては、命令違い反はんになりかねん」

　困った顔をするグノルティス将軍。

　コルノフ隊長は尚なおも懇こん願がんする。

「それでは、我らは軍令違い反はんで除名されたという扱あつかいで構いません！　給きゆう与よも、除隊後の年金も要いりません！　軍より預かった鎧よろいと兜かぶとも全て返上致いたしましょう！　どうか！」

「どうか！」

　部下たちも一いつ斉せいに頭を下げた。

「……惚ほれたか」

　グノルティス将軍はそう呟つぶやいてから、ルスタットのほうを見る。

「……まあ、仕方あるまい」

　そして、気持ちを切きり替かえるように大きく一つ息を吐はくと、ルスタットに尋たずねた。

「ルスタット殿どのはどうなのだ？　こやつらを受け入れる気はあるか？」

　ルスタットは笑え顔がおを浮うかべた。

「私を慕したってくれる者たちを拒こばむはずがない」

　グノルティス将軍はそれを聞くと、肚はらを決めたようにコルノフ隊長たちを見た。

「……なるほど、お前たちの申し出、よく分かった。お前たちは昨日死んでおったはずのところを、ルスタット殿どのに命を救ってもらったのだから、お前たちの命はルスタット殿どののものだ。良よいだろう。お前たちはここに残り、ルスタット殿どのを将として仰あおぐがよい。戦せん軍ぐん皇こうロセック様には、オッドニーとの戦い方を指導するために残したと弁解しておこう。昨日の戦いでは戦せん象ぞうの倒たおし方を全て見せられなかったが、かえって都合が良かったな」

「グノルティス将軍！　ありがとうございます！」

「ありがとうございます！」

　平へい伏ふくするコルノフ隊長と部下一同。

　グノルティス将軍はそれを笑い飛ばした。

「礼ならお前たちを救ったルスタット殿どのに言え。私はお前らなど昨日の戦いくさで死んだものと思っておるから、ここに残していっても惜おしくないというだけよ」

　そして背を向け、馬に跨またがる。

「それでは、出発する！」

　そう言って、六千の兵士を率いてルドリボ砦とりでを去っていくグノルティス将軍。

　行列の先頭で小さくなっていくその後ろ姿を、いつまでも見送るコルノフ将軍とその部下たち。彼かれらの目には涙なみだが浮うかび、グノルティス将軍をどれだけ慕したっていたかが傍はた目めにも痛いほど分かった。

　……彼かれらは確かに親子にも等しい絆きずなで結ばれていたのだ。

　ルスタットは、その様子を眺ながめながら胸を打たれた。

　グノルティス将軍はそれほど可愛かわいがっていた部隊をルスタットのために残し、コルノフたちもそんなに慕したっていたグノルティス将軍の下もとを離はなれてルスタットの下もとに留まる事を選んだ。

　……私も、彼かれらを我わが子同然に大切に預からねばなるまい。

　ルスタットは大きく感動しながら、去っていくグノルティス将軍の背中を見つめた。










　終章　親友の死




　その日からしばらく、ルドリボ砦とりでの兵士たちは土木作業に明け暮れる毎日が続いた。崩くずれ落おちたナギル城を修理して、新たなアルキランの城とするためである。取りあえずの応急処置として、煉れん瓦がを積み上げて外がい壁へきを塞ふさぎ、壁かべを崩くずすために掘ほった坑こう道どうも補強して、城同士を繫つなぐための地下通路とした。

　その間、時折オッドニーの軍が姿を現し、戦せん象ぞう部隊などで工事現場を脅おびやかそうとしたが、その都度ルスタットが先頭に立ってアルキラン軍を率い、撃げき退たいした。

　ルスタットは手て柄がらを立てるたびに謙けん遜そんして言った。

「ロウドル将軍はナギル城の修復の責任があって離はなれられぬ。私はアルキランの城の事はまるで分からぬのだから、その代わりに軍を率いて戦うくらいしか出来ぬ」

　だが、ルスタットが戦いくさに出れば百戦百勝。

　僅わずかの間に、ルスタットが率いていれば万に一つも負ける事はないという確信が、全軍に広まった。兵士たちの憧あこがれと信しん頼らいを一心に集め、先頭に立って率いるルスタットは、グノルティス将軍がいなくなった後、軍に漂ただよいかけていた不安を、完全に拭ぬぐい去さった。

　ディロークの客きやく将しようという立場もあり、コルノフの百人隊を親衛隊として持つルスタットは、身分的にも実力的にも申し分なく、あっという間にルドリボ砦とりでの兵たちの頂点に立った。




　そして十ヶ月近くもの時間が過ぎた。

　ルスタットは最も早はや完全にルドリボ砦とりで第一の将として全軍団に信しん頼らいされ、中でも第一軍団のコルノフ百人隊は、ルスタット直属の精せい鋭えい部隊として、ますますルスタットへの忠誠心を高めていた。ルスタットはこの地に来てから一度も負けた事はなく、しかし奢おごることなく、謙けん虚きよかつ貪どん欲よくにアルキランの戦い方を吸収した。

　今や、この砦とりででアルキラン軍を最も上手に動かしてみせるのはルスタットだった。ルスタットに従うコルノフの百人隊は、ランムスに師事してディアスフェルドの言葉を学び、その多くがルスタットの命令を通訳無しで理解出来るようになっていた。

　そしてディロークは、その賢けん明めいにして公明正大、冷れい徹てつでありながら温情を忘れぬ人ひと柄がらと確かな政治手しゆ腕わんにより、兵と民たみ双そう方ほうから厚い信しん頼らいを勝ち取っていた。ディロークは身の危険を案ずる必要もなく、ここでのんびりとトングラール告こく訴その報しらせを待った。




　そんなとある夜。ディロークは執しつ務む室で書類の整理を終え、大きく息を吐ついた。

「ようやくナギル城の外がい壁へきの完全な修復が終わったか。壁かべの修復だけで十ヶ月もかかるとは、いやはや、大した城だ」

　そう言いながら、窓越ごしに川向こうのナギル城へ目をやる。

「かかった金額も相当だが、その価値はあったな」

　ルドリボ砦とりでの城じよう壁へきからナギル城へは、川を越こえる形で新たに橋が架かけられ、地下だけでなく城じよう壁へきの上からも直接行き来出来るように改造してあった。二つの城は互たがいに結ばれて、これまで以上に強固な堅けん城じようとして生まれ変わった。内部の本格的な修復はまだこれからだが、取りあえず修復した外がい壁へきだけでも充じゆう分ぶんな力を発揮する。

　その時、同じ部屋の片かた隅すみで書類をめくっていたリラルーク王女が歓かん声せいを上げた。

「やっと終わったわ！　これで全部よ！」

「ついに終わったか」

　ディロークは振ふり返かえった。

　リラルーク王女が見ていたのは、ヒュケレの館で押おう収しゆうしてきた荷車一台分の書簡類。どうせやる事がなく暇ひまなリラルーク王女を雇やとって、内容の調査をさせていたのである。

「こっちが、トングラールによるディローク暗殺計画の証しよう拠ことなる物、こっちの山はそれ以外の犯罪の証しよう拠こを、行こう為い別にまとめておいたわ！」

　その書簡の山を見て目を見張るディローク。

「ヒュケレは小心な男ゆえ、トングラールに捨てられた場合に備えて、何かしらトングラールの悪事の証しよう拠ことなるものを残しているだろうとは思っていたが、まさかこんなにもあったとはな」

「私もまさかこんなに時間が掛かかると思わなかったわ！　疲つかれた！」

　リラルーク王女はそう言うと、ぐったりと椅い子すの背に凭もたれる。

　テティトスレイプ王女がやってきた。

「お疲つかれさまでした、お姉様」

　蜂はち蜜みつにレモンを入れてお湯で割った温かい飲み物を差し出す。

　リラルーク王女は大おお袈げ裟さに溜ため息いきを吐ついた。

「ホンっト疲つかれたわ。朝から晩まで慣れないアルキランの文字を読んで、それが延々十ヶ月よ。しかも、読みたくもないあのヒュケレの薄うす汚ぎたないやりとりばっかり」

　そう言いながら、カップに唇くちびるを付けて一口啜すする。

　ディロークもテティトスレイプから飲み物を受け取りつつ、リラルーク王女に言った。

「だが、アルキランの文字にも大分慣れたであろう。良ければこのまま私の助手になってもよいぞ。蛮ばん夷い皇こうには書類整理の仕事は山ほどある。給料は弾はずむぞ」

「でもあなた、確かそろそろ蛮ばん夷い皇こうの選挙なんでしょう？　こんな都から離はなれた辺境の地にいて、ちゃんと当選出来るの？」

　心配するように尋たずねるリラルーク王女。

　ディロークは笑った。

「都にも協力者は大勢いる。心配はない」

「でもトングラールが対立候補を立ててるってランムスが言ってたわよ」

「そのトングラールにとどめを刺さすための武器は、そなたが用意してくれたではないか」

　ディロークはそう言って、リラルーク王女が仕分けた書簡の束を叩たたいた。

「まあ、そうだけど」

　カップを置き、う～んと伸のびをするリラルーク王女。

　ディロークは、その眠ねむそうな様子を見て言った。

「少し風に当たってくると良よい」

「そうね」

　リラルーク王女は目を擦こするとうなずいて立ち上がった。

「テティ。行きましょう」

　妹を伴ともなって部屋を出る。

　ディロークはそれを見送ると、改めてヒュケレの下もとから押おう収しゆうした書簡の束に目をやった。

「これだけの証しよう拠こがあれば、トングラールを葬ほうむり去さるのもわけはない。そろそろ都ではトングラールへの訴そ訟しよう攻こう勢せいが始まっている頃ころだ。奴やつが拘こう束そくされ、不ふ穏おんな動きが取れなくなったとの知らせが入り次し第だい、この書簡を持って都へ戻もどる。それでようやく、長年の懸けん案あんが一つ片付く」

　いつも冷静なディロークも、さすがに少し感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやく。

　だが、その表情が俄にわかに曇くもった。

「……しかし、新たな懸けん案あんについてはどうしたものか」

　深刻な表情で、密みつ偵ていからの報告書に目をやるディローク。

「この数ヶ月の調査で、戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのがテンミッド派と繫つながっている事は、ほぼ確実となった。だが、あのロセック殿どのを処分するなど……」

　溜ため息いきを吐つくと、目を閉じ、そのままうつむいて、両手に額を載せるディローク。

　これまで共に三皇としてアルキランのために尽つくしてきた日々の事や、トングラールを追おい込こむために共に協力してきた日々の思い出が、ディロークの脳のう裏りを駆かけめぐった。

　また、戦場における戦せん軍ぐん皇こうロセックの、まさに無敵と言うしかない圧あつ倒とう的てきな強さと迫はく力りよくが、ディロークの冷静沈ちん着ちやくな心さえも怖おじ気けづかせた。

　だが、ディロークはやがて、意を決したように、感情を押おし殺ころした声で呟つぶやいた。

「トングラールと食い合わせる形で、二人同時に始末するか……」

　冷たい表情の裏で、たちどころに計画を練り上げていくディローク。

　その時、部屋の外で声がした。

「ディローク様！　都から急ぎの手紙を預かって参りました！」

　ディロークが見ると、三皇の特使の旗を持っている。

「トングラールが起き訴そされたか？　それとも、そろそろディアスフェルドに宣戦を布告する時期だが、その事で何かあったのか……」

　小声で呟つぶやいて、手紙を受け取りに立ち上がる。

「ご苦労だった」

　差し出された封ふう筒とうを受け取り、封ふう蠟ろうの紋もん章しようを見る。

「マンロン神しん殿でんの紋もん……？　神しん託たくか……？」

　何故なぜ今この時期に神しん託たくが、それもディロークの下へ届くのか。

　ディロークは怪け訝そうな顔になり、その場で封ふうを開けた。

　そして、ハッとしたように目を見開く。

　手紙には、神しん託たくを下した巫女みこの名前と、神しん託たくを読み解いた神官の名前、神しん託たくを依い頼らいした者の名前が並ぶ。そして神しん託たくの本文が短く一言。

　──瀆とく神しん者しやディロークに死を。

　その時、使者がいきなり駆かけ寄より、短たん剣けんでディロークの腹を刺さした。

「しまった……！」

　顔を歪ゆがめるディローク。

　尚なおも刺さしてこようとする使者を突つき飛とばすと、ディロークはよろめきながら壁かべに手を伸のばし、架かけてあった剣けんを手に取った。そして、逃にげようとする使者を背後から一刀の下もとに切きり伏ふせる。

　だが、自分も立っていられなくなって、床ゆかに倒たおれた。

　物音を聞いて、リラルーク王女とテティトスレイプ王女が戻もどってきた。

「どうしたのディローク？　変な物音が……」

　リラルーク王女はそう言いかけて、入り口付近に倒たおれた使者の死体に気付いた。

　ハッとして部屋の中を覗のぞくと、奥おくには腹から血を流して倒たおれたディロークの姿。

「ディローク！　どうしたの！」

　反射的に駆かけ寄よるリラルーク王女。

「テティ！　医者を！　早く！」

　妹に大声で指示すると、自分の服の裾すそを破いてディロークの傷口を押おさえた。

　テティトスレイプは慌あわてて医者を呼びに走り出す。

　ディロークはうっすらと目を開けるとリラルーク王女の顔を確かく認にんし、掠かすれた声で言った。

「腸はらわたまで届いている……。どうせ助からぬ傷だ……。医者は後でよい……」

「何言ってるの！　こんなのかすり傷よ！」

「それより、ルスタット殿どのとロウドル将軍を呼んできてくれ……。出来ればその他の将軍も……」

「こんな状態のあなたを一人で置いていけるわけないでしょう！」

「こんな状態だからこそだ……。急いでくれ……。時間がない……」

　そこへ、護衛に当たっていた第一軍団のティンロフッドが、騒さわぎを聞いて駆かけつけてきた。

「こっ、これは一体……っ！」

　斬きられた使者の死体と腹から血を流すディロークを見て、立たち竦すくむティンロフッド。

　リラルーク王女が指示を出した。

「ルスタットと将軍たちを呼んできて！」

「る、ルスタット様と将軍たちを……？　でもそれより……」

「医者はもう呼んだから！　急いで！」

「はっ、はいっ！」

　リラルーク王女に怒ど鳴なられたティンロフッドは、慌あわてて廊ろう下かを走っていく。

　慌あわただしい様子に、城内の人間が続々と集まり出した。

　テティトスレイプが医者を連れて戻もどり、ティンロフッドもルスタットやランムス、そして将軍たちを連れて戻もどってくる。

「傷の拝見を……」

　医者が進み出た。

　ディロークは医者に傷を見させながら、ルスタットを招き寄せた。

「ルスタット殿どの……。頼たのみがある……」

「ディローク殿どの！　誰だれにやられたのだ！」

　驚おどろきと怒いかりを込こめて問いかけるルスタット。

　ディロークは震ふるえる指で、床ゆかに落ちた手紙を指さした。

「トングラールに、してやられた……。戦せん軍ぐん皇こうロセック殿どのを抱だき込こみ、神しん託たくを出させたのだ……」

　ルスタットはそれを拾い上げ、目を通した。

「戦せん軍ぐん皇こうロセックと黎れい民みん皇こうタリアタシップの連名……！　そなたを瀆とく神しん者しやとして排はい除じよしようと……！」

　ディロークが、掠かすれた声で言う。

「ルスタット殿どの、聞いて欲ほしい……。私が死んだ後の事を、そなたに全て任せたい……」

「何を言う？　私は所しよ詮せん異い邦ほう人であり単なる客きやく将しようだ。ロウドル将軍がいるではないか？」

「軍の指揮だけなら、ロウドル将軍も優ゆう秀しゆうだ……。だが、アルキランの未来を託たくせる相手は、私にはそなたしかおらぬ……」

　ディロークはそう言うと、集まった将軍たちの顔を見回した。

「誰だれか、異論のある者はいるか……」

　ロウドル将軍が真っ先に答えた。

「異論などございませぬ！　初めてオッドニーと戦った時から今日までの十ヶ月、ルスタット殿どのの信望は高まる一方！　この砦とりでをまとめられるのは、ルスタット殿どのを措おいて他におりませぬ！」

　そう言って屈かがみ込こみ、ディロークの手を握にぎった。他の将軍たちも、その言葉に一様にうなずく。

　ディロークは掠かすれる声でランムスを呼んだ。

「ランムス……紙とペンを持て……」

「は……はい……」

　ランムスは突とつ然ぜんの事態に動転し、震ふるえながらも、紙を差し出し、ペンにインクを付けてディロークの手に握にぎらせた。

　ディロークは、ルスタットに全権を委任するという書状を認したためて署名をし、印章を捺おす。

「この場の全員が証人だ……」

　そう言って、書状をルスタットに手て渡わたすディローク。

　ルスタットは書状を受け取ると、ディロークの手を握にぎった。

「友よ……！　確かに、受け取った……！」

　涙なみだを滲にじませ、掠かすれた声で吐はき出だすように言うルスタット。

　それを聞いたディロークは、ホッとしたような微び笑しようを浮うかべた。

「友……か……」

　そして、リラルーク王女を見上げると、半ばうわごとのように言った。

「……以前そなたに聞かれた事があったな。何なに故ゆえルスタットを信じるのかと……。まだそれに答えていなかったから、今答えよう……。それは、彼かれが『友』だからだ……」

　友と言う時、ディロークはディアスフェルドの言葉を使った。

「……アルキランにはこの言葉に当たる言葉はない。アルキラン人は友を持たぬ。子供同士が使う遊び相手という意味の言葉、利害を共にする仲間という意味の言葉はあっても、利害を超こえて友情だけで結びつく関係を表す語はない……。だがルスタット殿どのは、利害を超こえたところで私と繫つながろうとしてくれた……。初めのうち、私はルスタット殿どのを如何いかに利用するかという事しか考えていなかった……。だが、いつの間にか私も、ルスタット殿どのと同じように、利害や打算を超こえた繫つながりを求めるようになっている事に気付いた……。教える必要のない知識、隠かくしておく方が有利な秘密も、ルスタット殿どのにだけは気き兼がねなく話すようになっていた……。私がルスタット殿どのを信用する理由……。それは、彼かれが私の友だったからだ……」

　ディロークは喘あえぐように言って、虚うつろな目でリラルーク王女を見つめ、それからルスタットを見た。

「……ルスタット殿どのに、友として最後に言っておかねばならぬ事がある。アルキランは停戦協定を破り、ディアスフェルドに対して開戦する……。私がここへルスタット殿どのを連れてきた理由の一つは、開戦に当たってそなたを都から遠ざけるためだ……。そなたがいては、ロセック殿どのもタリアタシップ殿どのも己おのれの首を斬きり落とされるのが心配で開戦など出来ぬからな……。そして私は出発前、ディアスフェルドに対する開戦を、蛮ばん夷い皇こうとして了りよう承しようした……。アルキランには、ディアスフェルドの木々がどうしても必要だからだ……。ディアスフェルドに対する開戦を、私は蛮ばん夷い皇こうとして後こう悔かいせぬ……。だが、そなたの友として、それを隠かくしたまま死ぬわけにはいかぬ……」

　途と切ぎれ途と切ぎれに語ると、震ふるえる手でルスタットの手を握にぎる。

「停戦合意を反故ほごにした責任を、取らねばならぬ……。私が腹の傷で死ぬ前に、そなたの手でこの首を刎はねよ……」

　ルスタットは涙なみだを浮うかべて叫さけんだ。

「友よ！　どうしてそなたの首を私のこの手で刎はねられようか！」

　ディロークはそれを聞いて礼を言うように微笑ほほえんだ。そして、力無く目を閉じる。

「……アルキランの抱かかえる多くの問題をそのままにして死ぬ事には、悔くいが残る……。だが、人生の最後にルスタットという男を友に持てた私は、幸福な一生を過ごせたと言えよう……」

　それが、ディロークの最さい期ごの言葉だった。

　穏おだやかな死に顔だった。

　ルスタットはディロークの手を握にぎった。

「ディローク殿どの……！」

　無念そうに目を瞑つぶる。その目から涙なみだが溢あふれて頰ほほを濡ぬらした。

　居並ぶ人々も、一様に涙なみだを流してディロークの死を悲しんだ。

　空には俄にわかに暗雲が立ち込め、冷たい雨が落ちてきた。

　やがてルスタットはうつむいたまま、ディロークに語りかけた。

「そなたはアルキランの人間だ。そなたの葬そう儀ぎはアルキランの流りゆう儀ぎで行おう……」

　肩かたを震ふるわせるルスタット。

　その目が、キッと見開かれた。目の奥おくに、怒いかりの炎ほのおが燃え上がった。

「だが、私はディアスフェルドの人間だ！　友の仇かたき討うちは、ディアスフェルドの流りゆう儀ぎで行う！」

　ルスタットは天を仰あおいで叫さけんだ。

　その声が、激しく空気を揺ゆるがした。それに応えるかのように、雷らい鳴めいが轟とどろき渡わたった。激しい風が吹ふき荒あれ、大おお粒つぶの雨が地面を叩たたいた。その荒あれ狂くるう空模様は、アルキランの今後の運命を映し出しているかのようであった。




　ディアスフェルドの年代記作家ネグィオスは、このディロークの最さい期ごの言葉に関して次のように書いた。「かくしてディロークは、己おのれの死までも利用して、ルスタットを自らの味方に引ひき込こんだのである。ルスタットを自分の味方に付けるという策略は、この時を以もつて成じよう就じゆした。アルキランで最も恐おそろしい男は、こうして死んだ」。

　一方アルキランに伝わる叙じよ事じ詩しは次のように語る。「ルスタットは、三皇ディロークの心をも動かし、友を知らぬアルキラン人に友情の念を生じせしめた。そして志半ばで倒たおれたディロークに、無念の死ではなく、安らかな眠ねむりすら与あたえたのだ」。

　ネグィオスは蛮ばん夷い皇こうとしてのディロークを、叙じよ事じ詩しは人としてのディロークを、それぞれ語った。どちらの解かい釈しやくも、それぞれに正しかったのだろう。その二つのどちらが欠けても、ルスタットの親友ディロークという男は存在しなかった。そして、ディロークという親友なくして、その後のルスタットも存在しなかったのである。




　物語はここで再びディアスフェルドのレオームに戻る事とする。
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれ。第７回電撃ゲーム小説大賞《金賞》受賞。蠍座。血液型はＡ型。趣味は楽器演奏、絵を描くこと。自分の誕生日に自分でケーキを焼くのはもしかして寂しい事なんじゃないかと最近思い始めています……。
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イラスト／PALOW

お姉さんは良いですね。ランムスさん、ちょっとそこを変わっていただけないでしょうか……！　最近はKingdom come deliveranceが気になりますね。そして１巻の時からＭ＆Ｂ ２をずっと待っています……







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部
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